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百年誌

大阪大学工学部
醸•酸酵•応用生物工学科



序文

私どもが母校の教室は、明冶 29(1896)年、大阪工業学校が創設されたとき、

機械科、応用化学科、染色科、窯業科、冶金科、と共に醸造科として発足したの

がそもそもの始まりであり、この平成 8年で百周年を迎える。この間、所属する

機関・学部組織は、その折々の経緯を織り込んで大阪高等工業学校、大阪工業大

学を経て大阪帝国大学工学部と発展し、大戦後よりは大阪大学工学部へとその歴

史を辿った。学科名も醸造科から醸造学科、醗酵工学科となり、平成3年には応

用生物工学科に改組されたが、おりから全国的に行われた大学院重点化の波を受

けて、平成7年よりは大阪大学大学院工学研究科応用自然科学系において、関

連する 1講座と生物工学国際交流センターを周辺に持つ現在の応用生物工学専攻

へと変身を遂げた。政府が教室に対してこの平成の拡充改組を行ったのは、急速

に進歩する生命科学とバイオテクノロジーの重用性を認識し、顕在化した環境と

資源の深刻な問題に対応するためである。この様な期待を受けて、現在の教室に

課せられた使命はこれまでになく大きく重要となっている。

その昔、わが国で初めて醸造科が大阪工業学校創設時より設置された直接のきっ

かけは、当時の産業界で重要な地位を占めていた醸造界と大阪府の働きかけが大

であった。その後の大学への発展の過程では、教室改廃の論議にも直面した。そ

の危機を乗り越えることができたのは、教室の意欲と同窓会を中心とした強力な

支援に依っている。往時は、教室同窓生の親睦団体であると同時に学術団体でも

あった大阪醸造学会が組織され、教室に対して強力にバックアップしたことが今

日の教室をもたらしたと言えよう。

この大阪醸造学会はその同窓会的性格と学術団体としての運営の間に矛盾を生

じ、昭和 37年になって学術団体として進む道を選んだ。この選択は学術の進歩

のためには間違っていなかった。しかしながら同窓会としての機能は切り放され、

卒業生相互の親睦の機会が薄れ、教室活動に後詰め不如意のまま 30年が経過し

た。この様な環境の中で、現在の教室はかっての創設時代と同じく、多くの新分



野を抱え、その活発な活動か社会的に期待されている。再び同窓生相互の輪を広

け、相互の交流を密にすると共に大学との絆を固めることが望まれる時代となっ

本書では、同窓生各位の連帯が再び強固となることを廊って、教室百年の歩み

まとめた。内容のほとんどは、芝崎 勲先生の手元に営々と蓄積された資料を

ご自身で整理執筆されたものである。加えて、近年の応用生物工学科への改組と

大学院重点化の経過、また生物工学交流センター設立と発展の経緯を、それぞれ

に深く関わった大嶋と吉田敏臣教授か分担執筆し、さらに各現役教授による教室

紹介と卒業生各位よりのご寄稿文を添えて構成した。教室の伝統を培い、次の発

と飛躍の一助となれば幸いである。

平成 8年 8月30日

大阪大学名汗教授

百周年記念事業準備委員会委員長
大嶋泰治



総長祝 辞

幻及欠げ紋表

全森嗅双抒

大阪大学工学研究科応用生物工学専攻が、その輝

かしい歴史の出発点から数えて 100周年の記念行事

を催されるにあたり、大阪大学を代表して祝辞を述

べます。

顧みますと、明i台29年に創設された大阪工業学

校に設置された醸造科は、設立当初から長年の間、わが国の高等教育で唯一の醸

造に関する高等教育を実施する場所でありました。生物の働きの工業化を教育研

究するということは、今日のバイオテクノロジーの隆盛か ら考えると、まことに

先見性豊かな企画であり、創設にあたられた先達のご見識の高さに深い感銘を覚

えます。創立後まもなく 、学校名は大阪高等工業学校に改称され、さらに昭和 4

年 4月大阪工業大学に昇格しましたが、その間醸造科は 834名の卒業生を送り出

し、斯界の人材育成の中心となっていました。大阪工業大学およびその後身であ

る大阪帝国大学工学部では、醸造学科と改称されましたが、教育研究が醜造学か

ら広く発酵を応用する食糧工学へと発展 したことに対応して昭和 18年に醗酵工

学科に、さらに平成 3年には、応用生物工学科へとそのカバーする分野の拡大と

内容の充実を反映した名称に変りました。この間に当初の 2講座から 8講座の規

模への発展を遂げたことは、多くの方々が教育研究に1頃注された多大の努力の賜

であります。さらに大学院重点化によって、教官組織が大学院応用生物工学専攻

を基礎として再編成され、今日社会の期待を集めているバイオテクノロジーの研

究教育の中心を形成するに至りました。

数々の業績に彩られた応用生物工学専攻の歴史の中で、全学的に大きい影響を



与えている事業として国際協力を特に述べたいと思います。昭和 47年に醗酵工

学科が運営を引受けて催された第 4回国際発酵会議が契機となって、翌年から、

ユネスコ微生物学国際大学院研修コースが、アジア諸国の若手研究者に 1年間微

生物学およびバイオテクノロジーの最新の知識を研修させる目的でスタートしま

した。このコースは本学醗酵工学科が主体となり、東北大学、東京大学、京都大

九州大学の関連部局の協力を得て実施されていますが、本年 9月に 23回目

のコース修了生を送りだしました。総数 320名におよぶ研究者が現在アジア各国

の政府機関、大学等で微生物に関係した研究、教育、行政等に活躍していること

は、日本の国際貢献としても特筆大書されるべきことであり、大阪大学の誇りの

一つであります。この業績が評価されて、昭和 53年には本学工学部共同利用施

設として微生物国際交流センターが設置され、醗酵工学科と一体になって、ユネ

スコ微生物学国際大学院研修コースの運営に当たると同時に、日本学術振興会の

拠点大学方式による東南アジア諸国との学術交流事業の日本の拠点となり全国諸

大学の研究者による諸活動のとりまとめを行っています。さらに、ユネスコの東

南アジア基礎科学地域協力事業「微生物ネットワーク」の日本の連絡拠点でもあ

るこのセンターは、現在では全学共同利用の教育研究施設である生物工学国際交

流センターに発展しましたが、応用生物工学専攻の文字通りの分身であります。

今後応用生物工学専攻は、わが国のバイオテクノロジーの研究教育の大中心の

一つとして、また国際貢献ではわが国を代表する拠点として、益々活発な活動を

繰り広げていくことでありましょう。その多彩な業績がちりばめられた 100年の

歴史に改めて深い敬意と心からの祝意を表します。



学科 100周年を祝って

大阪大学大学院工学研究科科長

鈴木 眸

わが大阪大学工学部は、明治 29年 10月の官立大

阪工業学校開設以来、本年をもって創設 100周年を

迎えることになりました。創設当初、機械工芸部と

科学工芸部がありましたが、その後者を構成する 5

つの学科の一つに応用生物工学専攻の母体である醸

造科があり、昭和 4年の大阪工業大学醸造学科に昇格するまでに、 834名の卒業

生の送り出しました。

高等工業学校より工業大学への昇格の際には、 学科存続の危機に直面したこと

もありましたが、教職員一同のご努力と卒業生を始め とする関係者の強力な支援

によってその危機をはねのけ、昇格を達成されました。この醸造学科は 2講座編

成で工学部では最小の学科でありましたか、先の戦争の頃から、醸造に加えて発

酵工業や食品工業に関連した科目が講義されるようになり、 学科名は醗酵工学科

に改称され、さらに充実した教育研究活動を行うようになりました。その直後の

昭和 20年 6月 10日の空襲によって、工学部は大きな被害を受けましたが、幸い

にも醗酵工学科の建物は比較的被害は少なく、無事教育と研究を続けることがで

きました。

終戦後、学科教職員のたゆまない努力により、昭和 25年 4月には 1講座の増

設が認められ、ようやく 3講座体制となるに従い、 工学的基礎の教育と研究に重

点を置く機運が生じ、他の大学では農芸化学科において教授されている発酵学や

応用微生物学とは異なる発酵工学の理念を培い、世界的にもあまねく知られる本

学科の特徴の一つとなりま した。工学部が東野田の旧キャンパスより吹田に移転



しました時に、改めて 3講座の増設が認められ、始めて他学科と同列の 6講座編

成となりました。その後、第 4回国際発酵会議の主宰、ユネスコ微生物学大学院

研修講座の運営、ユネスコの基礎科学協力事業への参加など、本学科が行ってき

ました国際活動の実績を鯖盤として、昭和 53年工学部附属の微生物工学国際交

流センターの設立が認められました。さらにそのセンターの実績が高く評価され

て、分野を微生物工学からバイオテクノロジーに拡大した生物工学国際交流セン

ターとなり、現在学内共同利用教育研究施設に発展しておりま

本専攻の前身醸造科が創設されて以来、 100周年を迎えますが、高等工業学校

時代は勿論、大学昇格後も工学部で最も小さい学科でありました。しかし、教職

員の一致した努力と同窓生その他関係者の援助により、微生物工学の教育と研究

を発展させ、創立 75周年にして 6講座編成を逹成し、さらに近年のバイオテク

ノロジ一興隆により、現在では 8講座相当以上の体制にまで成長されました。平

成 7年度で送り出した学科卒業生は 2644名、大学院前期（修士）課程修了者は

539名、同後期（博士）課程修「者は 103名、総叶 3291名となり、微生物工学

ならびに工学的バイオテクノロジーの分野で日本を代表する研究教育機関として

多大の貢献をなしてこられました。応用生物工学専攻とその関連部門は今後も発

展するバイオテクノロジーと共にさらなる飛躍を重ねるものと確儒いたします。
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大阪工業学校醸造科の誕生





百年誌 3

1. 大阪L業学校設立の気連高まる

300年続いた徳川幕府が崩壊して明冶維新となり、近代国家としての体制を急

速に整えようとする明冶政府は、富国強兵の目的を達成し、全国統一の実を挙げ

るため、学校教育を全国的に制度化して、国民の知能、知識の向上を計る政策を

打出すこととなった。このため明冶 5年 (1872)に学制が制定され、「自今以後、
むら

一般の人民（華士族、農工商及び婦女子）、必ず邑に不学の戸なく、家に不学の

人なからしめん」と宣言し、 6才以上の男女の義務教育制度が確立された。

その後学校教育制度は着々と整備され、小学校（尋常、高等）、中学校（尋常、

高等）が設けられると共に、高等教育のためには、既に明治 2年 (1869)旧来の

昌平坂学問所を大学とし、蕃書調所の後身である開成学校及び医学校を付属させ

て最高の学府となし、明冶 10(1877)に東京大学が創設された。さらに明冶 18

年 (1885)に大学制度が大きく改革され、明治 19年3月 (1886)帝国大学令を

公布し、東京大学を東京帝国大学と改稲し、法、医、エ、文、理の 5分科大学及

び大学院を持つ組織に改められた。その後、明治30年 (1897)から 40年 (1907)

にかけて京都帝国大学、東北帝国大学、九州帝国大学が設立された。これら帝国

大学は政府、官庁の必要とする官吏、技術者の養成機関となると共に学術研究機

関となった。

一方富国強兵の目的の一貫としての工業教育制度については、技師養成は帝国

大学工科大学で、職工長の養成には東京職工学校（明治 14年 5月 (1881)創立）

が担当することとなった。この東京職工学校は明冶23年3月 (1890)に東京工

業学校と改稲された。

当時の文部省は実業教育に対しては必ずしも積極的ではなく、却って農商務省

において、染色、織物、醸造、陶器、蚕糸などの伝統工芸のための講習所の発足

を促がしていた。しかし東京職工学校が東京工業学校に改稲された時機には、文

部省内部や東京工業学校校長であった手島精一らによって工業教育制度の確立を

積極的におし進めようと企画しており、江戸時代よりわが国における商工業の中

心であり、且つ交通の要衝であった大阪に工業学校を設立しようという気運が高

まりつつあった。
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2 . 大阪工業学校の創立

商工業都市大阪において既に明治 21-22年 (1888-1889) に設置されていた

学校が大阪府立医学校と大阪市立商業学校であり、大阪では学校教育においても

独自に充実が計られていた。

明治24年 10月 (1891)には東京工業学校の手島精一校長らは「大阪市二工業

学校ヲ設立スルノ必要ヲ論ズ」を、さらに 11月には「工業学校設置二関シ再ビ

書ヲ大阪市民諸君二寄ス」を発表した。明冶 25年 (1892) には文部大臣河野敏

鎌が大阪府知事山田信道に工業学校を大阪に設けるよう内示している。これをう

けて大阪市会は明i台26年 6月 (1893)に「工業学校二関スル件」を審議、可決

し、大阪市参事大阪府知事山田信道から「工業学校設立ノ議二付建議」が文部大

臣に提出された。さらに工業学校創設費 10万円の半額を負担するという決議も

行っており、大阪に工業学校設立するという機運は地元大阪においても盛り上がっ

ていたということができる。

このような状勢のもと、大阪工業学校創設のための予算が明治 27年 (1894)

第5回帝国議会衆議院に提出されたが決議には至らず、その後衆議院の解散など

の理由で工業学校創設の件は持越された。しかしその後第 9回帝国議会において

創設費が、明治 28年度追加予算案及び明冶 29年度予算案において 2ヵ年継続事

業として両院で可決される運びとなった。

上述のような経緯を経て新しく明治 29年 5月 (1896)に大阪工業学校官制が

公布された。表 1は大阪工業学校創立の計画と実現の過程をまとめたものであり、

表2は閣議決定文書である。工業学校の目的としては、「上等職工及び職工長を

養成するところ」とされ機械工芸科と化学工芸科に分かれ、入学資格は 14-25

オの高等小学校卒業以上の学力のあるものとなっていて、修学年限は 4年で、東

京工業学校より低い水準の学校であった。
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表 1 大阪工業学校創立計画と実現の過程

立案者 手島精一 文部省 文部省 文部省 創設された

立案時期 期治24年10月-11月 25年下半期 26年下半期 28年下半期 大阪工業学校

入学者資格 小学高等科卒業 小学裔等科卒業小学高等科卒業 小学高等科卒業

年齢 15歳以上 年齢 15歳以上 年齢 15歳以上 満 14歳以上

工業家の子弟

修学年限 3ヵ年 4ヵ年

設 置 学 科 機械科 機械工芸科 機械工芸科 機械工芸科 機械工芸科

化学工業科 化学工芸科 化学工芸科 化学工芸科 化学工芸科

鉱山科

創立費約5万円 92,352円 97,152円 97,152円 97,152円

年間経費約 1万円 28,360円 16,000円内外 16,127円

(8ヵ月分）

開校年度 27年度 28年度 29年度 29年 10月開校

設立理由大阪が商工業の大阪は工業繁盛同 左 同左

中心 の地 創立費の半額を

商業学校が既設 交通の要衝 大阪市が負担

備 考 1東京工業学校教 東京工業学校と 28• 29両年度に

授両三名の合議 相並立するもの またがる継続費

のうえ作成 として

鎌谷親善：大阪大学史紀要第 3号， 17頁（昭和58年11月）「大阪工業学校の創立過程」より

表2 大阪工業学校新設の閣議決定文書

写真集「大阪大学の五十年」 30頁 (1981)より

総理大臣署名は伊藤博文 明i台29年 5月に大阪工業学校が創設され現在の工学部の基礎となった。
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写真 1 堂島川より眺めた大阪工業学校

（正面建物は学生控所，教室，事務所）

,/ 

明冶 29年 10月より授業が開始されたがその際教員としては教授 6名、助教授

12名、嘱託講師 1名の陣容で開校された。

場所 大阪市北区玉江町 1丁目 2番地

校長 伊藤新六郎（前東京工業学校教授）

冶金科長兼醸造科長 坪井憐太郎

機械科長 平野 豪

応用化学科長蜂屋 真興 （明i台30-31年度一覧より）

写真 1は堂島川より眺めた大阪工業学校で、 写真 2は大阪工業学校正門（黒門）

であり、 写真 3は校内、図 1は平面図である。開校翌年 5月には機械工芸部機械

科に対し化学工芸部には応用化学科の外に、東京工業学校にはない染色科、窯業

科、醸造科、冶金科が設けられた。 表 3には大阪 ・東京工業学校の学科、入学資

格、修学年限の推移を示している。第 1回の入学者募集では機械工芸科定員 30

名に対して応募者 101名、化学工芸科定員 30名に対して 49名の応募があった。

明冶 33年 7月 15日 (1900)大阪工業学校第 1回の卒業式が行われ、機械科

23名、染色科 1名、応用化学科 9名、窯業科 1名の計 34名の卒業生を送り出し

た。これより前の明治 32年 6月 (1899)には修学年限が 3年、入学資格が中学
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校卒業に改正され、明冶 34年 5月 (1901)には大阪高等工業学校と改稲され、

東京工業学校（東京高等工業学校と同時改稲）と同等の水準の学校とな った。

写真 4は晩年の坪井仙太郎教授である。

写真 2 大阪工業学校正門（黒門と呼ばれていた）

写真3 大阪工業学校校内，正面本館事務室

写真 1.2, 3は写真集「大阪大学の五十年」 (1981)より
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写真 4 坪井憐太郎（仙太郎）教授

図 1 大阪工業学校平面図 写真集「大阪大学の五十年」(1981)より
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表 3 大阪・東京工業学校の学科，入学資格と修学年限の推移

大阪工業学校（明治29年 5月創立） 大阪高等工業学校 (34年 5月改称）

明治 29年 7月 30年 5月 32年 6月 36年 6月

機械工芸科 機械工芸部機械科 機械工芸部機械科 機械科

造船部船体科 造船科

機関科 船用機関科
邑ョ,_

化学工芸科 化学工芸部 化学工芸科

応用化学科 応用化学科 応用化学科
科 染色科 染色科 染色科

窯業科 窯業科 窯業科

三
冶金科 冶金科 冶金科

入学資格 高等小学校卒業 中学校卒業

修学年限 4ヵ年 3ヵ年

東京戦工学校 東京工業学校 東京高等工業学校

（明治 14年 5月創立） (23年 3月改称） (34年 5月改称）

明治 14年 8月 19年 8月 23年 7月 29年 5月 32年 6月 36年 12月

化学工芸部 化学工芸部 化学丁心芸部 染織工科 染織科色染分科 染織科色染分科

染工科 染織工科 機織分科 機織分科

陶器破璃科 陶器破璃工科窯業科 窯業科 窯業科

(27•6 窯業科）
が子6 

製品科 応用化学科 応用化学科 応用化学科 応用化学科

科
機械T.芸部 機械工芸部 機械［芸科 機械科 機械科 機械科

機械科 機械科 電気工科 電気科 電気科

電気工業科 電気機械分科 電気機械分科 電気機械分科

電気化学分科 電気化学分科 電気化学分科

工業図案科 工業図案科

建築科

入学資格
高等小学校

中学校卒業
卒業

注）東京戦工学校一東京工業学校についての丁芸部・科ならひに入学資格およひ修学期間の変遷の音；は

簡略にしてある。

鎌谷親善：大阪大学史紀要第 3号 17頁（昭和 58年 11月）より
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3 . 大阪工業学校に醸造科設置される

以上のような経過を経てわが国の商工業の中心地である大阪に官立の工業学校

が官民双方の虚力によって発足し、翌明冶 30年 5月には化学工芸部のうちに東

京工業学校にはない特殊学科として染色科、窯業科、冶金科と共に醇造科が開設

された。これによってわが国の伝統産業の向上とともに近代的産業の発展の基と

なる職エ、職工長の養成機関として東京と大阪の 2個所の学校で総合的に行うと

いう体制か確立されたことになる。

このようにして新設された醸造科は、強力な酸造業界からの要望とともに、灘、

西宮、伊丹、伏見というわか国古来よりの醸造の中心地域を控えていたこと、さ

らにさかのぽれば大阪、奈良などの地方の僧院で酒造が行われ、時の権力者によ

る庇護があり、また醸造技術の先進地方であるという歴史的背景のあったことも

大いに醸造科設僅の促進にあづかったものと想像することができよう。これらの

地域的背景のもと当時の醇造業界より強い直接の要望が出て、これが政府あるい

は議会への請願が採択され、同時に地元大阪の議会などの強い支持に支えられた

ものと思われる。

次に酒造業界における醇造に関する専門学校を求める要望の出された流れを

すこととする。

先づ明治 22年 12月 (1889)関西 2府 22県の酒造家による関西酒造家聯合懇

親会の開催があり、明冶 23年 6月 (1890)には東日本 1府 19県酒造家聯合会常

議員会における議案として、酒造技師養成のために模範学校設立ないし官立工業

学校醸造科に日本酒醸造専攻科の設置を政府に請願する件が提出されている。明

治 23年 10月23日付の醸造雑誌（第 52号）の社説「工業学校を望む」において、

現存する官立東京工業学校の応用化学科の片隅で顕微的に醸造学を取扱うことを

やめ独立した醸造科を作ることを強く主張しているし、さらに私立醸造模範学校

を設置するよう要請している。

明冶 24年 2月 16日には東京で全国酒造家聯合会懇親会が開催され、さらに明

治 26年 6月 10-13日には全国洒造組合聯合会の第 3回大会が京都で開催され、

その際の第 3号議案として、『醸造学研究に適する学科を官立学校中に設置せら

れんことを請願する事』で 4つの理由を付した案か採択された。その理由として

挙げているのは、学術上の原理の究明、腐敗、変質の解明、酒造家子弟の教育、
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決
あ
り
し
を
喜
ぶ
な
り
而
し
て
特
に
喜
び
に
堪
へ
ざ
る
は
我
が
大
阪
に
於
て
之
れ
か
実
施

醸
造
［
科
の
進
歩
せ
ざ
る
を
嘆
じ
此
事
に
関
し
て
百
方
周
旋
す
る
処
あ
り
し
が
去
月
大
会
の

災
知
訓
に
当
府
書
記
官
片
岡
直
温
氏
を
訪
ひ
語
る
に
大
阪
工
菓
学
校
中
に
醸
造
科
を
設
く
る

事
に
就
て
尽
力
す
ぺ
し
と
盟
は
れ
た
り
と
是
れ
生
田
氏
か
吾
輩
に
向
ふ
て
直
話
せ
し
所
な
り

時
機
の
際
会
す
る
所
遠
か
ら
ず
其
設
置
を
見
る
は
吾
輩
も
亦
信
じ
て
疑
は
ざ
る
な
り
聯
合
大

会
に
於
て
之
れ
を
唱
へ
主
産
地
接
近
の
地
に
於
て
之
れ
を
実
行
し
我
邦
の
醸
造
業
是
れ
に
依
っ

（
『
醸
造
新
報
』
第

七
号
、
明
治
干
六
年
七
月
十
五
日
、
二
四
貞
、
著
者
不
詳
）

（
鎌
谷
親
善
よ
り
の
私
信
）
（
横
線
は
著
者
が
書
き
入
れ
た
）

醸
造
下
科
の
設
置
に
就
て
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税源の培養のための勧業の 4点である。 l1頁に第 3号議案全文を示した。

明冶 26年7月15日付醸造新報第 17号において、『醸造工科の設置に就いて』

の記事が掲載されている。これは前月の上記聯合大会の議題について賛意を表す

ると共に明治 22年創業の大阪麦酒株式会社（アサヒビール株式会社の前身）の

生田秀氏が醸造工科の進歩のため聯合大会後大阪府の片岡書記官に大阪工業学校

中に醸造科を設置する必要のあることを力説して同書記官の賛同を得ていると記

述しているが、これらも大阪工業学校の中に醸造科を設置することに貢献したこ

とも事実といわざるを得ない。

4. 明治 35年 7月大阪高等工業学校醗造科第 1回卒業生を送る

醸造科では開校当時の生徒定員は 8名であったが、初年度の生徒は皆無で、開

校2年目に 1名、 3年目に漸く定員が充された。大阪工業学校第 1回卒業者は 34

名であったが、醜造科では 33、34年度の卒業生はなく、明治35年7月に高等工

業学校卒業生として初めて 5名を送り出した。これが醗造科第 1回の卒業生であ

る。この第 1回卒業生の中には、その後同窓会の中心的人物であり、後述する大

阪醗造学会の監事、副会長として長く務めると共に醸造学科の講師ともなり、後

進の指導にも当たった岩井喜一郎氏（写真 5)がいた。さらには、同氏は大阪醸

造学会が日本醗酵工学会に改組されたときの最後の副会長であって照井尭造新会

長に引き継がれた。

入学者はなかったが明冶 30年度よりの学科課程は次の表 4のようになってい

たし、醜造法（第 3年）、実修（第 1年、第 3年、第 4年）の内容も表 5のよう

に決められていた。明治 32年 6月より入学資格が中学校卒業となり修業年限も

3ヵ年となったこともあり、学科課程表、内容（実修、醸造法など）の詳細も学

校一覧に記載されている（表6,7)。これら課程のうち醸造科における専門課目

は主として坪井教授が担当し、久野助教授が実修を担当した。第 1回卒業生は表

6, 7の課程に従って授業を受けたことになる。

このような経過を経て大阪高等工業学校醸造科は坪井教授が主体となってスター

トしたのである。
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写真 5 第 1回卒業生 岩井喜一郎氏

表 5 大阪工業学校酸造科学科課程内容（明治 30年-31年）

従
明
治
―
―
―十
年

至
明
治
三
十

一
年

造

科雌

澁

法

第

三

年

総

泊

証

酵

J

原

郡

酪

玖

I

棟

類

｀

各

稚

J

酪

班

｀

酵

母

J

性

費

｀

酵

母

純

梓

培

咲

法

b
 

庫
迎
川

J

原

社

米
．
心
公
等
J

裟

類

和

約

其

他

染

貿

．

椀

類

、

汲

粉

牧

．

用

水

』

様

紐

等

tcl
苅

油

憤

造

法

袖

も

樹

J

培

狡

．

莉

甜

J

採

鋲

．

椛

既

玲

定

法

、

菓

質

J

艇
搾
、
液
汁
ノ

砲

酵

．

和

莉

油

保

存

法

変

栢

泊

辿

法

歩

芽

匁

浩

、

変

芽

I

浸

出

．

ウ

ォ

ル

ト

J

庶

酔

．

変

洒

J

保

存

法

日

木

沼

廂

迅

法

柄

辿

原

粁

布

造

用

水

質

酒

造

用

米

箕

種

廷

面

迫

方

法

浣

米

及

熱

米

紐

坂

珀

法

翫

取

注

．

、洒
造
込
法
．

iii
拍

及

消

澄

法

．

火

入

及

貯

寂

法

ア
~

n

1

ご

製

造

法

各

栂

凡

料

．

棟

化

J

諸

法

誼

池

法

蒸

館

法

｀

プ

ニ

℃

～

油

除

去

怯

酢

J

製

造

法

ァ

～

n

1

ん

J

炸

―

＿

髪

化

ス

～

狸

製

酢

J

原

料

｀

各

栢

J

製

咋

法

等

紺

油

J

廂

辿

法

限

科

I

頂

製

．

豆

泡

J

造

方

．

ば

油

’

菰

蜀

諸

味

J

絞
リ

Jj
及

其

保

存

怯

等

第

三

年

宜

修

第

一

年

碩
辿
法
研
究
用
―
―
供
ス
ル
器
具
俗
棧

j

取

扱

方

韮

屯

試

玲

用

J

屯

品

帥

菊

萄

糖

デ
キ
ス

ト

リ

ッ

汲

砂

等

J

製

造

及

梢

製

法

阻

徴

妓

的

試

唸

原

科

111Jlj
水

穀

知

紐

萎

牙

r

酵

母

敏

幻

等

酵

低

徴

的

等

j

培

登

怯

針

駐

同

腹

造

法

rf
純

j

穴

g
腐
唸

和

約

洒

．

変

酒

．

日

本

酒

等

I

雌

池

賀

陰

ア
ル

n

1

~

I

製

造

及

精

製

等

酢

及

悟

油

I

製

造

寅

除

同

第

四

年

茄
甜
洒
．
妥
泊
．

B
*
泊

等

I

屈
辿
特
修
．

詠

罪

造

二

開

ス

ル

設

計

等

大
阪
工
業
学
校
一
覧
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表 6 大阪工業学校学科課程内容（明治32年-33年）

液

等

J

製

造

洒

造

用

水

質

洗

米

及

蒸

米

酒

造

用

米

質

種

蛇

約

製

造

法

翫

取

法

変

芽

J

澄

出

學學

酒

造

込

法

ウ

ォ

ル

9

J

醗

酵

第

一

母

年

敷物

理

機

械

科

第

一

學

年

二

同

シ

化

患

岡

寄

化

學

分

析

應

用

化

學

科

第

一

翌

年

t

こ
阿
シ

宵

修

鼓

璃

管

及

荻

璃

棒

I

切

即

屈

曲

等

I

手
エ

天

秤

及

製

造

用

器

具

j

取

扱

法

併

二

秤

量

瓶

詰

栓

塞

及

装

飾

等

I
諸

法

堕

類

I
精

製

碕

歓

9
[
，
グ
，
け
汐

3
口

統

酸

銅

燐

紋

ヅ

IIiY
食
堕
等

澱

粉

9
し
い
ロ
ー
げ
，
り
妙
’
及
協
萄
椀
製
吐
逗

顕

徴

錢

的

宵

踪

日

本

酒

酵

母

凌

酒

酵

母

萄

萄

酒

酵

母

化

糖

母

酷

酸

酵

母

酵

母

培

菱

液

j

製

造

及

培

婆

怯

バ

K

9

ル
氏
培
稜
液

9

1

ビ

ジ

ti氏
培

径

液

紐

澄

出

綿

梓

培

簑

法

等

委

酒

J

保

存

法

T
日
ivi氏
膠

板

培

投

法

英

語

機

械

科

第

一

粒

年

二

同

ン

第
一
二
学
年

一

般

應

用

化

學

應

用

化

學

科

第

二

翠

年

t

一
同
シ

雌

造

法

総

泊

需

酵

J

原

理

葱

酵

j

種

類

各

種

I
酵

母

醇

母

I
性

役

酵

母

純

枠

培

径

油

確

立

用

J

原

料

米

袋

等

I
穀

類

卸

紡

其

他

梁

貰

糖

類

底

粉

は

用

水

稲

紐

等

菊

蒟

涸

緩

泡

法

莉

萄

樹

I

培

登

葡

萄

I

採

集

糖

羞

租

定

法

菓

貨

J

厄

控

液

汁

I

酸

酵

萄

約

酒

保

存

法

変

酒

瞑

迫

法

変

芽

裂

造

11
本

沼

縦

造

法

消

逍

原

料

洒

造

方

法

酒

場

及

沖

疫

法

火
入

••••3•1 

大阪［業学校〗覧従明治：ーil令明治;-|：．伍＇

棧 確 棧 椀邸 頴 應 工定 應

滅 茄赳 械 蜜 徴 定 微 用 罪米業絋 用

科 菊 I 科 馬鋭法該 化 妥分分 化

第 泊製 第 鈴的 使 學 水等析析 祭

＝ J 造 磁 賓 硬 用 科 ／ 科

學 譲及 學 修化法 第 燃穀 第

年 造研 第年 変 法 料類

!,9I ,. 化學ニ 憬
= ; 点工工 究質三二英洒 等 宵忍應等

原 I1'I '"  ア
同 埠業醤 學同 珀柑 使 年 1月 廷 率年械
シ 油赳 年シ 等紐 用 ェ機

分 贔 製
科コ

嬬箆 I I 曰 上 同械 姿 I I 各

記築渋謳製修 語 9 麹 J 修 シ学 牙 析シ四 釉，ル 種
造造

1， : . 

注 類 J 原

及 寇 翫 mi 糾

蒜 研 コ母 豆ニ
I 究 I 使 酒 1: 紐擾 糖
碩 ル微 用 ／化 化

造萎 製菌 法

I,『N 

I ヂ 造プ、 I 

芽 造 ~ 方，レ 諾
ぎ必心 ） 方用 可 i! , 碑 法

計 製 水 駐 ， 憐

法 I 物 而 :1 油製 譲
其 試 染 萄 l 酢 造
他 a 稔 色 涸 酸 酸 f 法

各本 等 改 J 化 酵原

自酒 I 類 及 料 蒸
所 l 製 逸 諸 鉗

環涯 造 昧 元 味各 法

I 造 噌 作 J 種
雌 保 用 絞 J 7 

迫 変 存 醤 I 9 製

II 方酒 液 油 起 方蔀

特） 製 理 及法

修譲 造 味 法 其等

造 梱 保 除

固 存 去
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表 7 大阪高等工業学校学科課程表（明治34年-35年）
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學

學

年

第

二

學
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三

恐

年

1

|
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I
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＋
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毎

週

時

間

科

學
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＿

＿
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―
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＇
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＿
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＿
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憬
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械
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築
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＿
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＇
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萄
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＇
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―
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表 7 続き 大阪高等工業学校学科課程表（明治34年-35年）
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科
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應

用

化

忍
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醸

造

豫

備

貨
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管
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披
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等
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燐
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澱
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萎
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大阪工業学校が明冶 29年 5月 (1896)に発足したが、同年8月25日付で初代

教授に就任したのが坪井仙太郎である。醸造科科長として以来 25年間にわたり、

教育に従事して醸造科発展の基礎を確立した。

1. 我が国の酸・アルカリ工業技術の先駆者として

坪井仙太郎教授は略歴に示したように、文久元年 (1861)3月 15日美濃国池
わく

田郡腔永村腔永（今日の岐阜県揖斐郡揖斐川町腔永）の酒造業坪井佐七の三男と

して生れ、明i台22年 7月 10日 (1889)東京大学工科大学応用化学科を卒業した。

その後工科大学教授中沢岩太の指導のもと、明冶 22年 6月に創立総会を開催

して翌 7月に認可を受けて設立された日本舎密製造株式会社に入社した。工場建

設用地の選定ならびに買収に中沢教授の監督、助言のもと坪井仙太郎は現場の第

一線において指揮、監督にあたっている（後述の日本曹達工業史参照）。

明i台22年 12月には技師長として支配人以下戦工を率いて山口県厚狭郡小野田

に来り、工場建設に着手した。翌年 3月まで諸材料の搬入、地上げ等の建設準備

の工事の後、次の諸施設の建設に取りかかった。すなわち

硫酸鉛室 (1組）……23年3月着工、 24年5月竣工、操業開始 (2月竣工が

火災事故のため 3ヶ月おくれる）

芭硝炉 (2基）……23年 6月工事着工、 12月竣工、 24年 6月操業開始、ガス

爆発、数回、 7月下旬より製品出荷。

曹逹黒灰炉 (2基）及び苛性曹逹製造装置……23年 6月着工、 12月竣工、 24年

8月茫硝製出後製造開始

晒粉室 (6基）……23年6月起工、 12月竣工、 24年8月操業開始

以上のように 22年 12月技師長となって以来諸設備の建設の指揮をとり 24年

8月にはすべての施設での操業が順調に進むこととなった。しかしその間、硫酸

鉛室建設が火災事故で 3ヵ月の工事後れがあり、さらに茫硝炉の火入れ時 (24

年6月）実地指揮の際のガス爆発により火傷を負い、その後も数回同様なガス爆

発にあう。

この時期事故による負傷に加えて家庭内での不幸（長男 23年 10月死亡、長女

24年 9月出産、妻 24年 12月死亡）に遭遇している。
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日本舎密製造会社における工場建設に直接関与、指揮し大きな事故を 2回も発

生させたが予定より僅か半年余の遅延で明冶 24年 8月末には所定の計画通り民

間最初の本格的なルブラン法＊ソーダ工業を軌道にのせ予定した化学薬品のすべ

てが製造されたこととなる。

しかし、工事竣工の遅延の責任をとって 8月辞意を表明し正式には明治 24年 11

月25日辞職となっている。

＊ルプラン法 (1787)

NaCl+HぶO戸 Na2S04 Na2SOけ白亜、木炭→黒灰（炭酸ソーダ、硫化

カルシウム、石灰、炭素の混合物）一→溶液蒸発→Na2C03の結晶
水
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（ 
日本曹達工業史と略歴（坪井博士追悼号、大阪高等工業学校醸造会、大正

11年6月発行）とにおける技師長就任、辞職の日付が相違している。
） 

庄司 務：日本曹逹工業史、曹達晒粉同業会発行（昭和 6年 2月）による第 3

章ルブラン曹達及び晒粉工業史 115頁より日本舎密製造株式会社の項を抜粋すれ

ば次のようで上記のことが明らかとなる。

日本舎密製造株式會社

常社は明治22年 7月吉川泰二郎、豊永長吉、藤本文策、水原久雄、久保田三郎其他の諸氏

の登起により、資本金 50薦闘を以て創立され、初め本社を東京に、工場を山口懸厚狭郡小野

田に骰いた。而して最初の社長は水原久雄氏であった。翌 23年 5月より工場の建築に着手、

24年 3月に全部竣成し、 4月先づ硫酸の製造に着手して順次塩酸、晒粉、曹逹類に及んだの

である。

其規模を見るに土地 6,632坪、建物6棟、 1,138坪で鉛室 1組、茫硝墟 2基、曹達黒灰墟 2

基、晒粉室6個であった。尚坪井仙太郎氏は技師長、石井堕任氏は支配人であって、常時 (23

年上期）の戦制は次の如くであった。

本社詰（東京） 工場詰（小野田） 大阪販賣店詰

手代 4名 技師長 1名 副支配人心得 1名

雇 2 支配人 1 手 代 1 

小使 1 機械師 1 

手代 3 

技師助手 3 

小使 2 

職工は前後 2回に亘り合計 7名を見習生として御料局の王子硫酸製造所に派遣し、技術を習

得せしめ是れを中心として逐次増加した。

勿論常時は未だ事業草創の場合であったので、色々な故障が績出したが、よく其困難に耐え

漸く操業が順調に進む様になった。然し同年 8月技師長坪井仙太郎氏は故あって戦を辞辞し、

績いて 9月支配人石井重任氏も退社する事となった。絃に於て技師長の後任として御料局王子

硫酸製造所技師隈元清幸氏、また支配人の後任として中野薫六氏就任し、鋭意工場の刷新に努

めた。

小野田に工場建設する経過としては次のように記録されている。すなわち明治 22年 6月東

京より中澤岩太氏小野田に来られ、小野田セメント會社々長笠井順八氏に曹達工場を建設する

に付き敷地 10町歩の選定方を依頼された。依つて笠井氏は戸長掛部治助氏に諮り其選定に着

手した。次いで坪井仙太郎氏来り、宵地調査の上小野田目出火葬場附近の土地買収に取掛つた

が、其所有者は反嘗り 300闘を唱へて應じなかったので、坪井氏は馬闘に去った。常時候補地

として小野田以外に三田尻及び門司も考へられたのである。
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絃に於て笠井、掛部の両氏は之を遺憾に思ひ他の敷氏と協議のI:、小野田地内別所に地を求

め、極力安償に買収する事とし、再び坪井氏の来小を求め、現在の敷地を反常り 100圃で買収

する事に決したのである。

同地は地盤甚だよく、鉛室等重き建築物の建設には好都合であったので、匝ちに同所に決定

したのであるが、一面同所は水質甚だ悪いので、曹達工業の如き水を多量に使用する事業には

不便多く、今日も尚此貼に就いて困つて居る。

明治 22年 12月坪井技術長は石井支配人以下職Iを率ゐて小野田に来り、工場建設に着手し

た。翌年 3月まで諸材料の搬入、地上げ等の建設準備の［事に追はれた。→［場の装置は次の如
~~ 

くであった。

硫酸鉛室 (1組）同年3月末硫酸工場の建設に着手し、翌年 24年 2月には全部落成の豫定

であったが、 2月 15日鉛室・トコールタール銀より務火して鉛室に燃え移り、遂にグラバー塔、

ゲーリュサック塔の木部及び鉛室の一部を焼焦した事等の災厄あり、工事遅れて漸く 4月 14

日焚鍍櫨に火入れをなし、同月 20日蒸氣機闘其他の試運輔をrり、 5月 1日より焚錨櫨に硫

黄を投入した。

茫硝櫨 (2期） 23年6月 17日より工事に着手、同年 12月末日竣工し、越えて 24年 6月 1

日より火入した。然るに 6月5日坪井技師長が現場に臨み賓地指揮せる際、墟内で瓦斯爆務し、

火傷を負ふた。其後も敷回同様の椿事あり、到底危険で操業を網績し得なかった為、炉口の改

造等をなし、 7月下旬より漸く順調に製品を出す事を得た。

、 ＾
曹達黒灰墟 (2基）及苛性曹逹製造装閥 23年 6月29日より工事に着手、同年 12月末日

竣工し、 24年 8月下旬より芭硝製出後直ちに製造に取掛った。

栖粉室 (6期） 23年6月7日起工、 12月末日竣工、 24年 8月上旬より操業を開始した。

（アンダーラインは著者）

日本舎密製造株式会社を退戦した後、 1年を経て、健康回復し家庭の再建も行

われた坪井は明治 25年末に住友別子銅山の嘱託に迎えられ、翌 26年 9月25日

等内三級（技術系の一等職員相当、すなわち部長級である）に雇入れられた。担

当は別子銅山新居浜地区の精錬所であった山根精錬所技師兼鉱山焼磯罐改良係主

任であって、湿式収銅法において含銅硫化鉄を焙焼したときに発生する亜硫酸ガ

スを利用した硫酸製造法を改良することであった。ここでは小野田における日本

舎密製造株式会社における硫酸製造の経験が生かされ、同所で行われてきた硫酸

製造事業の拡大のための改良を行い、産出量も倍増したが翌 27年には色々の事

情から著しい減産となっている。人社当初の硫酸製造事業の外に沈澱銅部門の事

業にも責任をもたされると共に山根精錬所の硫酸・収銅の両事業の不振の責任ま

でも負わされる立場となり明冶 28年 5月10日付で解任された（住友化学工業社

史未定稿抜粋より）。
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何れにしても坪井仙太郎は大学卒業後直ちに恩師の中沢教授の指導のもと新規

な酸・アルカリ工業における工場建設に携わるという当時の先端技術の実務につ

き、色々の困難を克服してわが国の民間での初めてのルプラン法ソーダ工業を軌

道にのせたこと、またその実績を買われて住友別子銅山での硫酸製造に携わった

ことよりして我が国の無機工業における先駆者ということができよう。

2. 初代教授としての足跡（醸造学教育者として）

坪井仙太郎は明治 29年 8月新に設立された大阪工業学校の初代教授に就任し、

冶金科長兼醸造科長となり、第 1章4に示した学科課程表のうち無機化学、一般

応用化学、冶金科醸造科実修を担当することなっていたが、明治 29年、 30年度

には両科とも入学者は皆無であった。明治 32年6月より入学資格が中学校卒業

となり修業年限が 3ヵ年となり、明治 34年には大阪高等工業学校となった。坪

井教授は一般応用化学、細菌学、醸造学、顕微鏡使用法、実習を担当した。定員

どおりの入学者があり、久野金一助教授（実修担当）の補佐のもと授業が軌道に

のった。その後西脇安吉（明i台34年 7月応用化学科卒業）が助教授に就任しエ

場主任となり実修を受け持つこととなった。

醸造科は以来教授と助教授の 2名の陣容で 30名前後の学生を対象として講義

と実修が行われたこととなる。坪井教授は就任当初より学科内の整備、すなわち

学科課程教旨、教授法、教科細目の作成、内容の選定、実修工場の充実、図書の

整備など多忙をきわめたものと想像される。しかもこれら学科充実のための予算

は少なく、自費を投入したことなど苦労したことを後年教授自身が回想している。

その後西脇助教授が教授に昇格し、大崎正雄（明治40年卒業）が助教授となる

ことにより学科内は次第に充実されて行った。

次に明冶36年-37年における醸造科学科課程（表 1)、工場設備一班と醸造

科工場（写真）、醸造科教旨及び、醸造科教授法（表 2)、醸造科教科細目（表3)

を示した。大正年間に入ると授業分担は次のようになっている。例えば大正 5、

6年度では、

坪井教授…•…噌襄造学、応用化学、特別有機化学、工場実修

西脇教授………細菌学、顕微鏡使用法、化学分析、工場実修

大崎助教授……化学分析、工場実修
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表 1 大阪高等工業学校醸造科学科課程

（明治 36年-37年）
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表2 醸造科教旨と教授法（明冶 36年-37年）
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表3 醸造科教科細目（明治36年--37年）
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大正9年、 10年では、

坪井教授………醸造学、応用化学、工場実修

西脇教授………細菌学、顕微鏡使用法、化学分析、工場実修

大崎助教授…•••特別有機化学、化学分析

大正5、6年には雇 1名、大正9、10年には雇助手2名が加わっている。

当時学校においては、初代校長伊藤新六郎（元東京工業学校教授）のあとをう

け、明冶 34年 5月大阪高等工業学校に改称すると共に明冶 35年に安永義章が初

代の高等工業学校長となった。その後大正7年4月安永校長は依願退職した。

内では坪井教授が推薦されたが、文部省では既に元名古屋高等工業学校長土井助

三郎を決定して 4月にその旨を発表した。学内では 3教授を文部省に送り「長い

歴史をもつ本校の体面上校内で人望のある坪井博士を推す」旨陳情したかすでに

発令後であって、坪井教授の学校長は実現しなかった。

以上述べてきたように大阪工業学校、大阪高等工業学校醸造科の創成期におけ
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る坪井教授の盪力により醸造科の基礎は確固たるものとなり、その教育方針はそ

の後西脇教授等に受け継がれて行くことになる。

3. 醸造学研究者としての業績

このような創成期の学科の整備、充実に全力を注いできた坪井教授ではあるが、

その一方で醸造学においても先駆的な研究業績を挙げている。その主要なものは

大阪高等工業学校醸造会の発行する醸造会誌に発表されている。坪井教授の採り

あげた研究題目の主たるものは代用清酒、味噌醤油醸造における速醸、大豆油粕

の利用、一菌種による穂麹の利用などであって、我が国の食料資源の節約という

観点より醸造用原料として広く農産資源に注目していること、家内工業としての

醸造業の改良を目指していることである。

大正 3年 6月発行の醸造会誌第 9号の内容の要点は次に示したが、研究報告の

内容項目をあげると

1. 醤油に関する研究報告

1)大豆及びその加工

2)小麦及びその他澱粉含有材料及びその加工

3)仕込

4)諸味の熟成

5)仕上

6) この製造法の普及したるときの利益

2. 米以外の安価なる原料を使用して代用清酒の製造法

1)清酒醸造石高の増加せざる理由

2)代用清酒の製造法

3)代用清酒の普及に対する利益

4)結論

以上 2つの研究報告の要点を示すと、

1. 醤油に関する研究

。脱脂大豆を利用して製麹すること

種麹を利用し無手人である

。小麦の代りに諸澱粉原料（砕米、大麦、切干甘藷など）を利用する
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澱粉材料を麦芽、砕米麹、妹糠麹で糖化 (60℃)しこれに豆麹を加えて

30℃に保つ（酵母を加えることもある）。 6時間醗酵させ食塩を添加して諸

味となし、 3~4 週間熟成させる。その後圧搾、清澄化する。濃色のために

は80℃前後に加温してから 3、4日放置する。

。この製造法の利点としては原料の節減化、油粕を利用すること、大豆油の利

用ができる、輸人小麦の節減が可能である、特に資源的に利用するところ大

きいことを強調している。 40日位で熟成するというので速醸醤油の製造法

ということができる。

2. 米以外の安価なる原料を使用して代用清酒の製造法

清酒醸造石高の増加しない理由として、ビール、焼酎の増加をあげると共に次

に2つの理由をあげている。すなわち①清酒の価格が今日の民度に比して高すぎ

ること、②酒造法が農作物的であり製品保存が困難であること（製成清酒の品質

の一定化がむつかしく、業者が小規模、夏季の貯蔵困難）を示している。

本研究の目指すものは、米以外の安価な原料を使用し、簡易な製造法にて腐敗

の恐れのない代用清酒の製造法の研究であるといい、製造原理としては米以外の

澱粉若しくは澱粉含有物を用い腐敗のもととなる蛋白質の分解をさけつつ清酒越

幾斯を製造しこれに清洒所定量のアルコールを混合するものである。

代用清酒製造方法の一例を次に示す。

甘藷澱粉~~ft )糖分、糊精、酸――→加水＿

米麹又は杷麹／オを生成させる

成酸菌/ I 
所定のエキス、 硬水の主成分 ］ 

――→ アルコール分――→清澄 CaS04, MgS04 エタノール

とする —→火入 (NaClなど ） 
（甘藷、砕米、馬鈴薯 I 

木香をつけるときは火 玉蜀黍 ） 
入後樽詰とすれば数週

間で風味調熟する。

製成品の風味は大体在来清酒と異ならざる処なるが多量用ふるも在来酒の如き

熟柿類似の悪臭を発せずきわめて飲み心地よきことか特色であるとしている。
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この代用清酒の普及に対する利益は詳しく論じているがそれらの要点を示すと、

安価に供給できる、製造法容易、安全、衛生的、香味改変容易、嗜好の変遷に対

応容易、米穀の輸入を防ぎ他の農産物栽培の奨励となる、 となる。

更に大正 7年の醸造会誌第 18号では次に示すような改良清酒製造法を提案し

この場合カーバイドを原料とする合成アルコールを利用することもできている。

るとしている。 この場合の改良洒として白米を原料として稀硫酸 (0.8%) と共

に加熱液化してデキストリンとなし、炭酸カルシウムにて硫酸を除き、

に砂糖、アルコール、洒石酸を添加するという処方を示している。

また醤油用種麹として単一菌 (Asp.shoyuと坪井教授は稲している）

この炉液

を利用

することを提案し、すでに明冶 43年には、教授が監督して製造された醤油種麹

が市販されており、戦捷記念博覧会名誉金牌を受領したとされている。

略歴でも示したが大正 4年 2月9日付で工学博士の学位を授けられている。

これら研究によって得られた成果に対しては教授の淡々とした性格より特許申

しかも代用清酒の研究はあたかも大正 7請など行うことをせず開放的であった。

年に全国的な米騒動を予見したような研究であったといえよう。大正 8年になっ
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て鈴木梅太郎博士の合成酒の研究がはじまり、清酒代用飲料に関する製造法特許

が獲得され、さらに多くの合成洒製造法が理研洒以外にも出現した。理研酒の原

形である鈴木博士の米を使用しない清酒代用飲料を製造する方法は、画期なもの

と一般に評価されているがこれが合成清酒の紀元ではないことをここで強調した

し＼

唯゚、微生物工学講座： 7. 酒類IV合成清酒、共立出版（昭和 31年）、桜井芳人

編：総合食料工業、 III合成清洒、恒星社厚生閣（昭 37、45) に、合成清酒の初

期の研究として大正の初期に企業化に至らなかったが坪井仙太郎博士の代用清酒

の研究があったことが記載されている。

坪井教授の研究活動で直接事業に結びつき著名となったのは「活力素」である。

これは微生物を利用する栄養剤（例えば酵母菌体をベースにしたエビオス）の先

駆ともいうべき製品で、これは麦を原料として醗酵させたものを乾燥粉末化した

もので、明治末期より製造販売（坪井教授の親戚の人が経営する坪井商会）され

大正時代には有名な栄養剤となっていた。

4. 卒業生の追悼

大正 9年 11月3日の明冶節に坪井教授の還暦祝賀会が大阪ホテルにおいて挙

行された。しかしこの祝賀会の開催にあたって世話人は大変苦労した模様で、開

催の承諾が中々得られなかったといわれている。この祝賀会では岩井喜一郎氏

（第 1回卒業生）が門下生総代として祝詞を朗読し、記念品（金一封）及び目録

が贈呈された。そのあと教授の謝辞があったがこのとき学校開校初期の苦労話を

されている。この会の後教授はこの記念品を醸造会に寄付すると申し出られた。

この場合にも醸造会の役員は困惑したが色々の人々の説得によって漸く手もとに

納められたと報ぜられている。

翌大正 10年 4月8日に生年月日の訂正方届出があって、これをうけて 6月 17

日付依願免本官となった。この坪井教授の退官を機に同年 10月23日醸造会総会

において坪井記念館の設立の議が認められたが、その席で坪井先生より別紙の如

き会館設立のため壱万円の寄付の申し出のあったことが報告されている（この書

は病床につく直前のものといわれる）。しかしこの月の上旬にはすでに先生は病

床にあって、それから 1ヶ月後の 12月3日逝去されている（享年 62オ）。
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より家族のみで葬儀かすまされた。醸造会理事会においては追悼式を行

うことと醇造会誌に追悼号を刊行することを決議している。会議の記録によると

大正 10年 12月 11日に天王寺南門入る超願寺で追悼式が施行されたが、参列者

は500名に逹した。

翌大正 11年 6月発行の醸造会誌 26号は坪井博士追悼号となった。その冒頭に

壮年と晩年時の写真、遺墨短尺、醸造会への寄付書が掲載されている。

ついで別紙のように西脇会長の「追悼号の発刊に就きて」と大崎教授の「はし

がき」に始まり坪井博士略歴に引続いて多くの人々の追悼文が述べられている。

追悼文は大部分卒業生が書いているが、 41名の人達が長いものは 3、4頁から 8

頁に及ぶ長文のものがあるし、 1頁、あるいは 2-;3行のものまであり、全部で

44頁にわたっている。更にそのあと 20頁は追悼会の模様（吊詞、祭文、

追悼吊文、参列者名簿）の記事となっている。

追悼文を具に熟読すると学校内外での坪井博士の挙動、授業の状況、研究成果、

個人的な交わり、人間性など色々の角度より追憶しており、坪井博士の教育者と

して、 として な人物像が浮び上ってくる。
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坪井仙太郎博士は明冶 29年 10月より 25年にわたって教授として、開校初期

の苦難に堪えつつ 500名に及ぶ卒業生を斯界に送り出したことになる。表 4、5
 には各年次の卒業生数を示し、卒業生の就職状況を明冶 38年と大正 10年までの

集計と就戦先の分布を比較している。 25%が官庁に、民間企業に 15%前後、

営が約 10%となっている。 10%は醸造家の子弟であるが、醸造に関する助言、

指導があったであらうし、残りの 60%の卒業生に対しても就職時の世話は勿論

のこと、就職後においても永く博士の指導、助言、鞭撻のあったことは博七自身

自

の性格より想像することかできよう。

えるし、

これらの博士の温情に対する追慕が追悼会や追峠号としてあらわれたものとい

さらにその結晶が後述する坪井記念館の建設となっ

70年後の今日においても師弟の深い繋がりかひしひしと身にしみてくる。
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表 4 醸造科卒業者数の推移

人 員 数
回数 年次

本科生選科生修業生畢業生

第1回 明 治33年

゜2 34 

゜3 35 5 

4 36 7 

5 37 8 1 

6 38 16 

7 39 12 l 

8 40 23 ， 41 29 

10 42 28 

11 43 30 

12 44 27 2 

13 45 26 1 

14 大正2年 35 2 1 

15 3 30 2 

16 4 34 4 

17 5 35 2 

18 6 34 

19 7 32 

20 8 34 

21 ， 30 3 

22 10 22 2 

出典『大阪工業大学一覧』（昭和 4年度）。

表 5 卒業生の就職分布

就職先 明治38年 大正10年

官 庁 10(27.8) 107(22.1) 

民問企業 5(13. 9) 104(21. 5) 
,u子,. 校 O(0. 0) 14(2. 9) 

自営 j清酒 13(36.1) 151(31. 2) 

l臨油 4(11.1) 53(11. O) 

その他 4 (11. 1) 55(11. 4) 

A ロ 計 36(100. O) 484(100. O) 

注．（ ）内は百分率。

出典『大阪高等工業学校一覧」（各年度）。
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1. 大阪高等工業学校醸造科の充実発展

明冶 29年 10月開校した大阪工業学校は、明冶 32年 6月には入学資格が小学

校卒業より中学校卒業となり修業年限も 4年より 3年に改定され、明治 34年 5

月大阪高等工業学校と改栴された。そのため学校設立の目的は始め「上等職工及

び職工長の養成」であったのが、明治32年 6月には「工業二従事スヘキ者の養

成」となり、明i台36年には「工業二従事スヘキ者に必要ナル高等学術及び技芸

ヲ教授スルコト」と変って行った。

明治 40年までは教授 1、助教授 1の編成で教育にあたっていたのが教授 2、助

教授 1となり、大正年代には教授 2、助教授 1、雇 1となり、坪井教授定年退官

の前年の大正9年には教授 2、助教授 1、雇 2名となっていた。さらに大正末期

には教授 2、助教授 3、講師 2、教員 l、雇 2名の編成となった。

大阪工業大学に昇格する直前の昭和 3-4年度には教授 3、助教授 2、講師 3、

教員 l、雇（助手） 2名の体制にまで教職員数が殖えた。これらの教員、職員の

変遷について氏名と担当科目を示したのが表 1である。

学生数は明i台40年頃より増加し 30名前後の卒業生数となったが、逐次教戦員

の数が増員されることになり、学科での教育や学科目の内容が充実されることに

なるし、学科内での研究に費やされる時間も多くなったものと想像することがで

きる。

授業科目は開校初期の 10年位は坪井教授に集中していたが、その後順次分担

されるようになったし、また新規な科目も追加されるようになり、また内容の充

したことも学科課程や細目より明らかである。

例えば第 2章での表 1(明治 36,_,37年）と大正 9年-10年度のもと比較して

も判るし、さらに大正 14年-15年度では特別有機化学が蛋白質化学と含水炭素

化学となり、醸造学も第 1より第5に区分してそれぞれ酒精、麦酒、清酒、醤油、

味噌、果実酒、食酢を取扱うことになっている。工場実修も細菌学実験、製造実

験に分け、生理化学実験、税法も加わっている。その後は大学昇格の前年の昭和

3-4年度まで学科目の変更はなかったが、授業内容は担当者によって変動する

ことは当然である。

写真 1は大正 5-6年頃の醸造科工場内での実修風景であり、大正 9,_,10年度

の学科課程表は表 2、大正 14,_,15年のものは表 3、昭和 3-4年度のものは表 4
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表 1 教職員の変遷（開校より昭和 4年度まで）

氏
明治30年-33年

教授
冶金科長兼
醸造科長

助教授

明治34年-35年

教授 醸造科長

助教授

明治35年-36年

教授 醸造科長

助教授 工場主任

大正5年-6年

教授 醸造科長

教授 工場主任

教授

雇

大正9年-10年

教授 醸造科長

教授 工場主任

助教授

雇助手

助手

大正 14年-15年

教授 醸造科長

教 授

講師

助教授

助教授

助教授

嘱託教員

雇助手
// 

坪

久

坪

久

坪

西

坪

西

大

野

坪

西

大

仲

岡

西

大

星

小

笛

松

仲

西

岡

井

野

井

野

井

脇

井

脇

崎

村

井

脇

崎

崎

脇

崎

野

田

川

田

村

崎

名

憐太郎

金

担 当 禾斗 .-
．．． ［
 

憐太郎

金

仙太郎

安 吉

仙太郎

安吉

正雄

文蔵

仙太郎

安吉

正雄

英助

義

吉

雄

治

夫

二

次

助

賓

t
 

L
ー

安

正

喜

雅

順

敏

英

義

無機化学，一般応m化学，冶金科醸造科実修

冶金科醸造科実修

一般応用化学，細菌学，醸造学

顕微鏡使用法，実修

実修

一般応用化学，

顕微鏡使用法，

実修

細菌学，醸造学

実修

醗造学，応用化学，特別有機化学，

細菌学，顕微鏡使用法，化学分析，

化学分析，工場実修

工場実修

工場実修

醸造学，応用化学，工場実修

細菌学，顕微鏡使用法，化学分析，工場実習

特別有機化学，化学分析

細菌学，

醸造学，

税法

含水炭素化学，醸造学，工場実修

醗造学，工場実修

顕微鏡使用法，細菌学，丁．場実修

.[場実修

隙造学， T場実修

蛋白質化学，化学分析
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大正 15年～昭和 2年

教授 科長

‘’ 
講師

// 

助教授
,, 

” 
教員

雇助手

II 

昭和 2年--3年

教授 科長

” 
講師

II 

II 

助教授
II 

// 

教員

雇助手
II 

昭和 3年-4年

教授 科長

II 

師

II 

II 

助教授
II 

教 員

雇助手
II 

西

大

大

竹

小

笹

松

仲

西

岡

西

大

大

竹

神

小

笹

松

仲

西

岡

西

大

小

大

竹

神

笹

松

仲

西

岡

脇

崎

塚

内

田

川

田

村

崎

脇

崎

塚

内

田

田

川

田

村

崎

脇

崎

田

塚

内

田

川

田

村

崎

安

正

一

新

雅

順

敏

英

義

安

正

一

新

延

雅

順

敏

英

義

安

英

義

吉

雄

朗

平

夫

二

次

助

賓

一

雄

朗

平

治

夫

二

次

雄

夫

朗

平

治

―

一

次

正

雅

一

新

延

順

敏

細菌学，醸造学，工場実修

醸造学，蛋白質化学，化学分析

醸造経営学

税法

含水炭素化学，醸造学，工場実修

醸造学，工場実修

顕微鏡使用法．細菌学．工場実修

工場実修

吉

助

賓

細菌学，醸造学，特別講義，製造実験

細菌学実験

在外研究中

醸造経営学

税法

醸造学，製造実験，化学分析

含水炭素化学，醸造学，製造実験

醸造学，化学分析，生理学実験

顕微鏡使用法，細菌学，醸造学，蛋白質化学、

製造実験，細菌学実験

製造実験

吉

助

宵

細菌学，醸造学，特別講義製造実験、

細菌実験

在外研究中

含水炭素化学，醸造学，製造実験

醸造経営学

税法

醸造学，製造実験，化学分析

醸造学，化学分析，生理学実験

顕微鏡使用法細菌学，醸造挙蛋白質化学、

製造実験

製造実験
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醸 造 科 工 場

其

其

大阪高等工業学校一覧（従大正 5年至大正 6年）

写真 1 実習風景（大正 5年-6年）
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表 2 大正 9-10年における学科課程表
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表3 大正 14-15年度における学科課程表及び細目

醸

造

科

負

造
ぁ妊

身
英

百

物
珂
瓜
ャ
四
政

電
気
工
殴

工

笠

霰

椅

工
場
題
築
怯

工

業

箱

記

兵
式

Ill
操

棧
械
科
卜
同
一
―
一
付
郎
ス

藪

學

物

理

學

焦
閃
及
物
坪
化
界

有

棧

化

序

横

械

工

昂

製

闊

慮

JIJ化
序
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卜
同
一
―
一
付
略
ス

應
用
化
男
・

熱
論
｀
燃
粁
ノ
種
類
｀
性
竹
、
用
法
及
窯
ノ
講
逍
守

盛
白
質
化
弓

蛋
臼
四
く
分
布
及
一
般
的
性
状
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安
臼
灯
ノ
分
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蛋
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分

肝
森
出
物
等
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序
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製
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化
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性
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位
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必
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器
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造
取

扱
法
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閃
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法
細
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注
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印
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上
肝
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日
碩
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酵
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平
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序
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随＂叫凡

r
第

Ji

菊
萄
洒
其
他
一
粕
果
打
泊
印
泣
及
貯
蔵
方
注
、
果
濱
利
川
怯
笞

食
酢
ノ
秤
類
、
只
料
ノ
和
尺
＂
、
製
辺
エ
粋
貯
熾
サ
守
'

駆
悩
競
使
用
法

閲
微
鋭
ノ
栴
岱
．

bf
欺
物
杖
翫
ノ
方
サ
及
陰
設
／
方
北
並
孟
z

雌
繰

11

税

怯

洒
造
税
法
｀
洒
精
＾
i11低
料
税
法
、
符
油
税
注
等

化
序
分
析
及
生
狸
化
序
打
陰

一
般
定
忙
分
析
．
百
依
及
＃
姐
分
砺
一
般

I
業
分
析
、
随
沿

原
＂
及
卯
品
分
析
、
供

n灯
．
合
＊
灰
索
、
酢
ぷ
、
ヴ
イ
タ
・
・
｀

ン
等
―
ー
閾
ス
炉
牛
理
化

mふ
Etl陰

細
粕

mr打
験

行
諭
器
札
9
澤
伯
培
社
ふ
ノ
製
迅
、
一
般
菌
限
伯
定
性
及
定
伐

分
析
、
闇
酢
頃
牛
物
I
肌
況
鈍
的
試
陰
、
純
粋
培
翌
、
闇
＂
成

駿
、
期
徽
飩
立

m扱
影

製

迅

行

給

洒

tll
．
泊
洒
。
表
店
、
味
淋
、
臼
酒
、
遠
司
、
葡
曲
酒
其
他
洒

類
、
団
油
、
味
噌
、
食
酢
、
飴
、
鉗
鯰
ジ
ャ
ム
、
ゾ
ー
ス
其

他
一
般
飲
食
物

l

一
闊
ス
”
寅
験
研
究

腺
造
界
第
四

粋
通
汗
油
、
甜
醤
油
、
及
味
g"
製
造
二
閥
ス
炉
碩
造
怯
並
其
瑾

給



百年誌 45

表 4 昭和 3年-4年の学科課程表と細目
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に示すと共にそれぞれ専門科目の内容細目を示した。

一方高等工業学校全体を眺めてみると、開校当初 8学科、すなわち機械科、応

用化学科、染色科、窯業科、醸造科、冶金（採鏑冶金）科、造船科、船用機関科

であったが明治41年に電気科が増設され 9科となった。

大正4年 (1915)文部省の方針によって学年期間を小、中学校と合わせるため

に、従来の 7月4日始業より 7月3日終業を 4月入学、 3月卒業に改めることと

なり、大正 5年より実施された。

大阪市北区玉江町 1丁目と中之島町 5丁目にまたがる敷地の校舎は市内の繁華

街の近くに位岡し、交通の便も良好な地域であったが、敷地面桔狭く、拡張しよ

うとしても地価が高いきらいがあった。そこで大正 7年3月この敷地を売却して

移転することが計画され、北区東野田町に移転地を求めると共に、翌 8年以降こ

れに隣接する中野町などの地区を購人したり寄付をあおいだ。得られた移転地は

東野田町、中野町、沢上江町にまたがる面積 19,353坪 5合3夕の土地であった。

この敷地のうち 14,999坪は大正 7年 3月玉江町及び中之島町の校舎敷地並に建

物の売却代の 1部をもってあて、その他は翌年より昭和 3年 3月の間、本校資金

の外文部省資金、内務省及び大蔵省よりの移管、東野田町外 8ヶ町区よりの寄付

によってまかなわれた。

敷地の購人後校舎の建築が着手され、大正 10年 3月には 1部校舎が落成した

ので、応用化学科と醸造科以外の科は玉江町より東野田町に移転した。その後大

正 11年3月には残る応用化学科、醸造科も移転を完了した。

昭和 2年 3月北丹後地方震災の際、醸造科及び採鏑冶金科建物に多大の被害が

あった。そのために醸造科建物 (127.5坪）、採鏑冶金科建物 (99.75坪）は昭和

2年 10月起工し翌3年3月30日に竣工している。その後大学昇格に伴って昭和

4年2月17日新たに冶金学科本館その他教室及び実験室 447坪、機械工学科水

力実験室 (148坪）及び熱機関実験室 (50坪）の新築に着手し、機械工学科水力

実験室、熱機関実験室は昭和 4年 12月 13日に竣工しており、冶金本館その他の

教室、実験室は昭和 5年 1月 12日に竣工していると述べられている（大阪工業

大学一覧（昭和 5年度） (3頁～）第二沿革略）。

図 1には大正 15年の中之島地図及び図 2に、東野田の地図を示した。高等工

業学校は大正 10年に東野田に移転を開始したが中之島校舎はしばらく残されて

いた。写真 2は譲造科全景、写真3は内部を示している。
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図 1 大正 15年の中之島地図

図2 大正 15年における東野田地図
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写真 2 大阪高等工業学校醸造科全景

細菌実験室

階上廊下

醗酵実験室 階下廊下

写真 3 大阪高等工業学校醸造科内部
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2. 大学昇格運動起る

大正 7年 (1918)に政府が大学令を公布したことを契機として大正 8年には大

学昇格運動が職員、学生を中心として行われたが、実際に昇格運動の主役を演じ

たのは卒業生であって、大正 8年 4月には大阪工業倶楽部を結成して昇格運動を

開始した（写真 4、大阪工業倶楽部建物）。

大正 9年 11月 (1920)には文部大臣中橋徳五郎は、東京、広島の高等師範学

校、神戸高等商業学校、東京、大阪の高等工業学校の 5校を大学に昇格すること

を企図し、大正 10年度予算を計上し 3ヵ年の継続事業とする予定であった。 し

かしこの案件は政府と貴族院との対立によって見送られた。

大学の昇格運動はその後も続行されたが、大正 12年 9月の関東大震災の勃発

のため 5校の大学昇格問題は棚上げとなった。

その後震災の傷も次第に癒えたことより、昭和 2年 (1927)になって工業大学

創立委員会が持たれ、昭和 4年 (1929)に大阪工業大学への昇格が決定された。

大学昇格運動が始まって約 10年の歳月を経て漸く昇格の夢を果たしたこととな

る。大正 8年大阪工業倶楽部は創立以来昇格運動の先頭に立ち別紙『大阪高等工

業学校ヲ単科大学卜為スノ議』というパンフレットを作成して、文部省、大蔵省

を始め関係方面に配布し、各地に同窓会支部を設けて運動を展開した。このパン

フレットの全文は次のごとくである。

写真4 大阪工業倶楽部
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このパンフレットでは次の 5つの理由をあげると共に夫々に詳細な説明文をつ

けている。

現在ノ国情二照シテ工科大学ノ不足セルコト

工科大学ハ大阪ノ如キ工業ノ最隆盛ナル大都市二設置スルヲ要スルコト

3. 大阪二工業ノ単科大学ヲ設立スルトセハ大阪高等工業学校ノ組織ヲ変更シ

テ之レニ宛ツルハ国家ノ教育上ヨリ視ルモ経済上ヨリ視ルモ最適有効ノ措

1. 

2. 
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．
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3. 醸造科の存続の危機

大学の昇格に当っては、当時学校内の学科はそのまヽ昇格するのか、組織を変

更するのか大問題であって色々と臆測がなされていた。その中で醸造科は当時新

大学に醸造科としてそのま＼存続できるのか否か危ぶまれるという情勢にあった。

これに対して後述する醗造科卒業生のつくった大阪醸造学会が昭和 2年4月頃よ

り存続のための活動を積極的に行った。当時大学昇格はほば内定していたいが、

その内容は必ずしも十分明らかにされていなかったことより尚更存続のための運

動が急務となっていた。学会の理事会は別紙のように「大阪工業大学に醸造科を

独立存続すべきの議」の決議文を作成して、当時の堤正義校長をはじめ、文部大

臣水野錬太郎、文部政務次官山崎達之輔、西山専門学務局長などに陳情に及んで

この間の事情は長部慎三（明冶 45年卒業、大関酒造）、士田盛一（大阪醸

造学会専務理事）の思い出より明らかにされている。
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右

決

諾

す

大
阪
高
等
工
業
学
校
は
昭
和
四
年
度
よ
り
昇
格
し
て
大
阪
工
菜
大
学
と
な
る
事
と
な
れ
り

吾
人
は
大
阪
工
業
大
学
に
独
立
の
一
科
と
し
て
絃
造
科
の
存
隠
さ
れ
ん
事
を
切
望
す

理

由

一
、
大
阪
高
等
工
業
学
校
隔
造
科
は
明
治
二
十
九
年
創
立
以
来
三
十
余
年
の
星
霜
を
経
た
る
光
輝
あ
る
証
史
を
有

し
卒
業
生
を
出
す
事
七
百
名
に
達
す

一
、
卒
業
生
は
北
は
樺
太
よ
り
南
は
台
湾
に
及
び
朝
鮮
、
満
州
の
植
民
地
に
渡
り
て
活
躍
し
産
業
振
興
税
源
涵
養

の
衝
に
当
り
つ
つ
あ
り

大
阪
高
等
工
業
学
校
殴
造
科
全
卒
菜
生

以

上

一
、
卒
菜
生
の
七
割
は
各
地
方
の
自
営
雄
造
家
な
り
此
の
傾
向
は
逐
年
増
加
し
現
雁
造
科
在
学
生
の
九
割
七
分
は

湘
造
家
の
子
弟
な
り

一
、
各
官
庁
醸
造
関
係
技
術
者
の
六
割
以
上
は
甜
造
科
出
身
者
な
り

一
、
醜
造
科
入
学
者
は
当
初
よ
り
就
蹴
確
定
し
卒
業
後
就
戟
問
題
の
憂
奄
も
な
し

一
、
人
口
問
題
に
直
面
す
る
吾
国
の
現
状
に
於
い
て
就
中
急
務
と
す
る
の
は
食
料
品
工
菜
の
確
立
な
り
と
す
之
か

対
策
と
し
て
第
一
に
広
義
の
醸
造
学
即
一
般
食
料
品
工
業
の
研
究
を
目
的
と
す
る
独
立
の
一
科
を
大
学
内
に

設
け
る
を
以
っ
て
最
緊
要
事
な
り
と
認
む

一
、
特
色
あ
る
工
業
大
学
た
ら
し
む
る
が
為
め
に
は
画
一
主
義
を
脱
し
他
に
そ
の
比
を
見
ざ
る
本
邦
唯
一
の
大
阪

高
等
工
菜
学
校
醸
造
科
の
昇
格
存
置
を
以
っ
て
適
切
且
つ
至
当
な
り
と
認
む

r
大
阪
工
業
大
学
に
醸
造
科
を
独
立
存
置
す
ぺ
き
の
議
」

昭
和
二
年
五
月
九
日
全
国
醸
造
科
卒
業
生
同
窓
会
の
決
議
文



百年誌 53

長部慎三氏の私信によれば醸造科の独立存続決定のための恩人として、次の人々

をあげて永く銘記するように述べておられる。すなわち

伯爵清浦奎吾（長部氏は家族共々交際している）

文部大臣 水野錬太郎（清浦伯爵の紹介で、陳情ができたし来校している）

文部政務次官 山崎逹之輔（富安猪三郎（明治38年卒）が選挙区での有力者

であって陳情している）

西山専門学務局長（大臣よりの紹介で色々と便宜が得られた）

士田盛ー氏の謝恩誌によれば当時岩井喜一郎、長部慎三、その他の大阪醸造学

会役員が上京し陳情した模様、その他学会の活動を詳細に述べられており、醸造

科の存続に大きく貢献したと思われる。

昭和 2年8月19日水野文相が来阪、甲子園の全国中学校の野球大会に臨席後、

西宮市甲子園の長部慎三氏邸に立寄り、京大荒木継長、長兵庫県知事、西脇大阪

醸造学会長と会談した。翌廿日午後 1時大阪高等工業学校を堤校長の案内にて視

察した。この際醗造科は予定以上の時間をかけて視察し、近畿在住の卒業生製品

を田辺大阪府知事らと試味し西脇科長より醸造科について説明したと醸造学雑誌

第 5巻 2号（昭和 2年）に記載されている。

写真 5は長部氏邸前での文相、写真 6は醸造本館を出る文相らである。

醸造学雑誌5巻 2号 149頁（昭和 2年9月）の雑報においては大阪高等工業学

校昇格問題と醸造科の独立存置と題する記事において存続の意義を述べ、種々運動

の結果昇格委員会の成立となったとして、大毎、大朝所載の記事を紹介している。

大朝の記事は「学科は殖やしたが大体は原案通り（審議をやり直した東京、大

阪両工大案）」、大毎は「東京、大阪両高エ明後年から大学に昇格（両大学創立委

員会で決定）、予算不足で内容は極めて貧弱」と題しており、両大学とも定員450

名、文部省の既定計画によれば両大学とも 4学科であったが、学校側の要求主張

に押し切られて東京は 4学科、大阪は 2学科の増加となったと述べている。（醸

造学雑誌 5 巻 2 号 149~151 頁）昭和 2 年 9 月）

東京工業大学 ((5)以下が追加学科）

(1)機械学科 (2)電気学科 (3)建築学科 (4)応用化学科 (5)染料化学科

(6)電気化学科 (7)窯業学科 (8)紡績学科

大阪工業大学 ((5)以下が追加学科）

(1)機械学科 (2)電気学科 (3)造船学科 (4)応用化学科 (5)醸造学科
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ぶs湿：^^i.::',_;:
写真 5 長部氏邸前における水野文部大臣

醸造学雑誌 5巻2号（昭和 2年）

写真 6 醸造本館を出られんとする水野文部大臣

醸造学雑誌 5巻2号（昭和 2年）
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(6)冶金学科 採鉱冶金科の採鉱と船用機関科かなくなる

以上のような経過によって醸造科の独立存続は決定されていた。しかし教員の

人選はより一層困難を極めた模様であって、現職員の留任を固守するならばやむ

をえず応用化学科に 2講座として併合するという状況であった。これは主として

西脇教授らの留任問題であって、科の独立存置を重要視するように岩井喜一郎監

事との話 し合いが行われた。 しかし話し合いは難航したが結局色々の経過を経て

漸く教員人事が決ったようである（詳しい事情は明らかにされていない）。

写真 7 斉藤賢道教授

主任教授と して元満鉄中央試験所所長斉藤賢道

博士（写真 7)を中心として次のような構成によっ

て大阪工業大学醸造学科としてスタートすること

となった。

教室主任

教授

斉藤賢道

元満鉄中央試験所所長（東大理卒）

斉藤賢道

助教授 日本酒類株式会社技師（九大工卒）

中村静

助教授 大阪高等工業学校醸造科教授（大高工卒）

小田雅夫

専任講師 国立栄養化学研究所所員（京大工卒）

高田亮平

助 手 京都大学工学部応用化学科卒業

幸本四郎

助 手 北海道大学農学部農芸化学科卒業

大谷義夫

（大阪工業大学一乾 昭和 5年度）

この教員編成よりみて高エ時代の教員のうち小田雅夫教授のみか助教授として

留任し、他は辞任したことになる。
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1. 大阪工業大学醸造学科より大阪帝国大学工学部醸造学科へ

大阪に帝国大学を設僅しようという空気は大正の初期からあった。それは明冶

20年 (1887)来大阪府立医学校があり、また大阪市立商業学校が設立されてお

り、我が国の商工業の中心として大阪は地方自治体としては特別に学校教育に

力していたこと、さらに官立の大阪工業学校が設置され、これが大阪高等工業学

校となっており、大正8年 (1919)には大阪府立医科大学が創設されるという

景があったからである。

併しながら関西にはすでに京都帝国大学があり、当時の政府は帝国大学の地域

配分計画の上からは大阪に帝国大学を設けることに難色を示していた。

しかし既に大正 8年に全国初の公立大学として大阪医科大学が設置されており、

また昭和 3年 (1928)にはこれまた全国に先駆けて大阪市立商科大学が設置、

4年には官立の大阪工業大学が誕生していて総合大学としての体勢が整っていた

ことになる。

従って大阪に存置しているこれら 3つの大学を統合して大阪帝国大学を設立し

ようという気運がいやが上にも盛り上ったことは当然のなりゆきというべきであ

ろう。

大阪府立医科大学では、大正 14年 (1925)に大学昇格運動の余勢をかつて大

阪府議会と協力して「国立綜合大学設置に関する意見書」を政府に提出し、さら

に昭和 5年 (1930)にも「国立総合大学設置」の上申書を大蔵大臣、文部大臣、

内務大臣宛に提出している。

このように大阪において総合大学設立の気運がもり上っていたが、大阪帝国大

学の創設はその内容、財政などの諸問題のため難航をきわめた。しかし漸く昭和

6年 (1931)に設立案が議会を通過し、 4月には大阪帝国大学の設罹が決定され

た。大学の内容としては、医、エ、理の 3学部であって、医は府立医科大学を国

に移管し、昭和 6年開設、エは官立大阪工業大学を移して昭和 7年開設、理は昭

和 6年に新設、昭和 7年開設という計画であった。この内容構成に文科系の学部

のないことについては、大阪市立商科大学との交渉がうまく行かなかったものと

想像することができる。また一方3大学がスムースに足並みが揃わなかった理由

として、国立、府立、市立の枠にとらわれていたこと、工大、商大ともに大学に

昇格して間がなかったという説もある。
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大阪工菓大学としては明冶 29年 (1896)よりの伝統ある官立学校でありなか

ら府立医科大学が主体となって大阪帝国大学構想が先行したことより官立の工業

大学の体面が立たないとすることより昭和 6年より医と同時に編入されるよう猛

運動がなされた。

この際、文部省も工学部を他の学部と同時に開設するという意向を持っていた

が、大阪工業大学創立委員の 1人による反対によって昭和 6年編入案は見送られ

た。そして漸く昭和 8年に編人することとなり、工学部が開設されることとなっ

た。その間の工業大学の去就については新聞誌上において度々報道されて巷を賑

わしたといわれている。このことは土田盛ー著「謝恩誌」に当時の模様が詳しく

述べられている。

大阪工業大学昇格の際には醸造科の存続の危機を味わったが、工業大学より帝

国大学への編入に当ってはそのまヽ移行されることとなり、ここに大阪帝国大学

工学部の醸造学科となったのは昭和 8年 3月のことである。

この際の醸造学科の教員組織は次のごとくであって、工業大学の教員がそのまヽ

それぞれの職についたことになる。

醸造学第 1講座担任 教授斉藤 賢道

醸造学第 2講座担任 教授中村 静

助教授高田亮平

II 小田雅夫

講 師 江 田 鎌治郎

II 岸 本間市

II 日比野襄

助手寺本四郎

／／ 大 谷義夫

（大阪帝国大学一覧、昭和8年度）

学科課程を昭和 5年度の工業大学の場合（表 1)と昭和 8年のもの（表 2)と

比較すると、随意科目が 4科目より 2科目となり、応用数学が実用数学に、～大

要と稲する科目は大要がとれた程度であって、工業大学における学科目がそのまヽ

踏襲されていると考えられる。唯科目を担当する教員や授業時間数の変更によっ

て講義内容にもまた名稲にも若干の相違があったものと想像することができる。
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表 1 大阪工業大学学則より（昭和 5年度）
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表2 大阪帝国大学醸造学科課程表

大
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昭和 8年当時の大阪帝国大学工学部の建物配置図は図 1に示しているが、醸造

学科は、醸造本館、坪井記念館、蒸留塔建物、冶金本館の 1階の 1部に研究室と

実験室とを保有していた。

図 1 大阪沿11い1人学 l学部になったときの建物配；；り図 (I叫 118什度）

（人阪人学Ii.I・年史、部／，，｝史 392旦より）

2. 大阪帝国大学工学部醸造学科より大阪大学工学部醗酵工学科へ

大阪工菓大学より大阪帝国大学工学部になり入学定員はほぼ半減したが、学科

課程内容はほぽ踏襲されており、 2講座編成であって第 1講座は斉藤賢道教授創

設であって醸造、醗酵屈礎学を担当し、第 2講座は中村静教授の担当となり醗酵

生産工業分野を受持つこととなった。昭和 15年 3月斉藤教授停年退官後は中村

教授が第 1講座に移り、第 2講座を高田亮平教授が担当することとなり、食糧関

係の学科目が殖えることとなった。これらの事情は昭和 10年度と昭和 15年度の

学科目を先に示した昭和 8年度のものと比較すれば自ら明らかである。すなわち
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油脂工業、糖類及び澱粉、清涼飲料、加工食品、醗酵食品の講義が加わっている

し、さらに燃料化学、酒精及蒸留飲料、醗酵薬品、燃料洒精工業、高級アルコー

ル工業、有機酸工業と従来の醸造関係の分野以外、すなわち醗酵工業に関する科

目が多数加わってきている（表 3、4)。昭和 15年度とその後のカリキュラムと

比較すると、各種の実験が生物工学実験第 1部～第 4部となり（これは 2教授、

2助教授が受け持っていた）、物理化学が生体物理化学となり、加工食品、醗酵

食品、醗酵薬品が食糧工業、調味料工業、生物工学原料論、生化学製剤となって

いる。更に時代の要請より蒸留工学、燃料酒精工業、高級アルコール工業、有機

酸工業が重要視されるようになった。

これらは学問の進歩、時代の要請に対応するための措置であり、さらに若い教

員の採用や学外の講師の積極的な採用も影響している。さらに次第に情勢が戦時

色を帯びてきたことも大きく影響している。

大学昇格以来 2講座編成という工学部では最も小さい学科であったが、全国的

にみて工学部にあるという特色のある学科ということで醸造、醗酵、食糧という

広範囲な分野の学問、技術を取り扱うということを自負して教室の学科目につい

ても研究分野についても運営努力されていたと思われる。

醗酵工業の分野は、有機酸、有機溶剤、酒精燃料、高級アルコール、醗酵薬品、
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表 4 昭和 15年度の学科課程表
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生化学製造剤、蒸留工学などを取り扱う講義が行われ、研究テーマもこれらに注

目されることとなった。このように従来から取り扱ってきた醸造に対して広い範

囲の醗酵、食糧の分野を取り扱うことになり、学科名としての醸造学科という呼

稲が不適当と感ぜられるようになり、種々の名稲提案（例えば生物工学）があっ

たようであるが、昭和 18年 12月 11日付で醗酵工学科と改稲することとなった。

当時の学科内では 2講座であったが、講座内容にとらわれることなく、研究面

においても講座間で可成り錯綜していた。例えば昭和 16、17年頃の卒業研究の

テーマはアセトン・プタノール醗酵を取り扱ったものが多く見出された。しかし

これは時代の要請とも考えられ、アセトンは火薬の溶剤となるし、ブタノールは

この外航空燃料として当時切実に求められていたイソオクタンの製造原料となり、

さらに酪酸醗酵も注目され、これもオクタン価の高いブチロンの製造原料として

酪酸石灰が利用できることも知られていた。そのため各研究室では Clostridium

acetobutyricumや類縁の嫌気性細菌について、分類、形態、生理、培養、蒸留

などについての研究が行われていた。

しかし戦局の悪化にともなってアセトン、ブタノール醗酵の量産化に至らず、

さらにこれに代わる液体燃料としてのエタノールの航空燃料としての利用のため

の無水アルコールの製造も目標を達成することなく敗戦となった。奇しくも昭和

18年9月の卒業生である芝崎勲が陸軍航空研究所においてエタノールの航空燃

料としての実用試験に昭和 20年 8月 15日まで携わっていた。

昭和 20年6月の大阪の空襲によって工学部建物、特に木造建物の大半は焼失、

破壊された。その結果、次に示した図 2の斜線を施した部分が焼夷弾を被弾した

り、あるいは事前の撤去により無くなった建物を示している。

戦後しばらくは授業もまヽならず、研究テーマも大転換の必要が生じ、しばら

くは手がつかなかった模様であった。しかし翌 21年頃より残った建物を利用し

た授業が開始された。しかし講義室の不足や、研究室を補うため、枚方市の旧陸

軍用地跡の建物と大坂城北側の杉山町の旧陸軍造兵廠の建物を借用することとなっ

た。

しかし授業や研究のためには相当の建物の改造が必要であった。これらの建物

は各学科よりの要求に応じて配分され、学科の実情に応じて講義室、実験室、研

究室に改造しつつ利用することとなった。

醗酵工学科では幸い本館、坪井記念館、冶金本館 1階が戦前同様に利用するこ
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図2 敗戦の時の東野Ill学舎（大阪大学Iii・年史、部肋史 392いより）

とができた。しかし本館 l階の学生実験室は一時期応用化学科の 1講座が利用し

たこともあった。従って他学科のように講義にも、また研究のためにも著しい不

便を感じなかった。しかし低学年の合併講義や化学分析のような実験は枚方学舎

で行われた。これらの事情から工学部全体としては、教朦員をはじめ学生ともど

も移動による時間の浪費は多大なものであった。 3月に行われれる入学試験もす

べて枚方学舎で行われていた。

昭和 21年 10月 (1946)には大阪帝国大学は大阪大学と改稲され、さらに昭和

24年 (1949)5月には新制大学として発足した。

昭和 28年 3月 (1953)には旧制最後の卒業式と新制第 1回の卒業式が挙行さ

れ、 4月には新制大学院工学研究科が設置された。

大学昇格以来の教員組織については、先に大阪工業大学醜造学科（昭和 5年度）、

大阪帝国大学工学部醸造学科（昭和 8年度）について示したが、その後の変遷

（助手以上）を次に示す。

昭和 10年度

醸造学第 1講座櫓任教授斉藤賢道

II 第 2 // // 教授中村静

助教授高 田 亮 平

” 小田雅夫
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助手寺本 四郎

II 照井尭造

昭和 15年度

醸造学第 1講座揃任教授中村静

”第2講座揃任教授高田 亮平

助教授小田雅夫

II 寺本四郎

講師照井尭造

助手中島 文雄

II 中江正

昭和 16年度

醸造学第 1講 座 櫓 任 教 授 中村静

” 第 2講座” II 高田亮平

助教授小田雅夫

II 寺本四郎

講師照井廃造

助手中島文雄

II 河盛敏郎

昭和 18年度

醸造学第 1講座挽任教授中 村静

”第2講座揃任教授寺本四郎

助教授小田雅夫

11 照井尭造

講師中島文雄

助手阿部重雄

II 長谷川勘三

II 村山誠己
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大学昇格以来各研究室で行われてきた研究成果は主として甘襄造学雑誌（後述す

るように同窓会が主催する大阪醸造学会の機関誌である）に発表されている。次

にその主なものを研究室毎にまとめた。

斉藤研究室……東洋産菌類知見ー各種材料より分離された菌類について

（樹幹の粘液流、醤油麹、椰子樹液、酒母）

小田研究室……清酒醸造における仕込用水の細菌学的研究、アセトン・プタノー

ル醗酵に関する研究

中村研究室……甘藷の酒精醗酵及び飲料酒精の蒸留に関する研究、酒精製造原

料の研究（満洲産高菜、工業用原料酒精について）、動的醗酵

法に関する研究、都市塵芥よりアルコール製造に関する研究、

合成清酒の製造に関する研究、アルコール資源に関する研究、

酸糖化に関する研究、酒精膠製造の改良に関する研究、透増動

的醗酵法による清酒の製造に関する研究、アセトン・ブタノー

ル工業に関する研究、かブタノールよりイソオクタンの合成

高田研究室……味噌、醤油醸造の栄養学的考察、微生物食料化企劃、アミノ酸

調味料製造に関する研究、ビタミンB1資源調査、フィッシュ

ミールの食糧化に関する研究、食糧問題として醤油穣造法の検

討、薬用酵母製造に関する研究、食糧工業を目標とする鰯の研

究、生化学工業工場廃液の利用、魚類塩酸貯蔵法に関する研究

Eremothesium ashbyiiのビタミン B2生産に関する研究

寺本研究室……清酒の研究並にこれが合成日本酒にもたらす効果に関する研究、

農産廃資源よりフルフロールの製造

照井研究室……有機酸醗酵に関する生理学的研究、乳酸醗酵促進の一方式、菌

類硝酸還元作用の酸素学的研究、菌類のグルタチオンに関する

研究、清酒酵母の Pasteur氏反応に就いて

醗酵工学科は戦前学科名称を変更したが醜造学乃至農芸化学的な傾向にあった

が、戦後落着きをとりもどした状態になってから、工学部に所属しているという

ことをより強く意識するようになり、学科の特徴を出すため醗酵基礎、食糧工学、

醗酵工学を主体とし工業技術者としての素養をつけるための講義、実習、設計、
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製図等の学科目が引続き開講され、その内容充実に努力された。そのあらわれと

して大阪大学工学部創立 20年誌（昭和 24年 10月発行）第 3節において、醗酵

工学教室の沿革と現況において、以上述べたことが次のように強調されている。

従来わが國の大学において農学部や工学部に醗酵に関するものがないではない

がそれは全科目の内の一部として課しているに過ぎない。当学科においては醗酵

に関する基礎学課目である醗酵微生物学、生物化学、酵素学、栄養学等を課する

と共にこれらを巧みに利用する醸造学、食糧工学の原理をも充分に習得せしめて

醗酵工学全般の学術の蘊奥を攻究せしめ、固且つ機械工学、化学機械工学、電気

工学、設計製図等の素養をも併せて修得せしめて醗酵工業の実際に携わるに当つ

て合理的且つ能率的に運営し得る優秀な技術者の養成に留意されている。

当時の教員組織は次のようであった。

大阪大学工学部醗酵工学科（昭和 24年度）

第 1講座教授中村 静

助教授小田雅夫

助手村山誠己

// 加茂新重郎

第2講座教授寺本四郎

助教授照井尭造

助手堀一郎

II 黒島英三郎

昭和 26年度

第 1講 座教 授中 村静

助教授小田雅夫

助手加茂新重郎

第 2講座教授寺本四郎

助教授堀一 郎

助手上田隆 蔵

第3講座教授照井尭 造

助教授芝崎 勲

助手佐瀬勝
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昭和 24年当時の担当科目は次のようである。

第 1講座

教授中 村 静 醗 酵 生 産 工 学 第 1部（アルコール工業）、醗酵生産工学第

2部（製酒工業）、醗酵生産工学第 3部（醗酵薬品）、醗酵

工学実験第 1部（醗酵微生物應用実験）

助教授小田雅夫 工業微生物学、醗酵工菓原料論、食糧工業第 2部（調味料

工業）、醗酵工学実験第 1部（醗酵微生物学実験）

第 2講座

教 授 寺 本四郎生物化学、食糧工業第 1部（食糧加工業）、食糧工業第 2

部（食糧貯蔵工業）、生化学工業第 1部（炭水化物並に蛋

白質資源利用工業）、醗酵工学実験第 4部（食料品製造実

験）

助教授 照井尭造 醗酵生理学、生体触媒論、生体物理化学、生化学工業第 2

部（酵素剤酵母その他の製産工業）、醗酵工学実験第 2部

（醗酵生理学実験）

20年誌にはまた研究状況も詳述されているが簡単に項目のみを示すと、

中村教授研究室 ：醗酵工業資源に関する研究、ペントースの利用に関する研

究、微生物の生産する抗菌性物質に関する研究、細菌蛋白

分解酵素に関する研究

小田助教授研究室：醗酵微生物の変異に関する研究、微生物の拮抗作用に関す

る研究、強力な蛋白分解酵素を生産する微生物の検索、繊

維素分解細菌に関する研究

寺本教授研究室 ：酸化性細菌の応用、還元性細菌の応用、玉蜀黍加工の研究、

製パンの理化学的研究

照井助教授研究室：有機酸醗酵に関する研究、麹法及び深部培養によるクエン

酸、グルコン酸生産に関する研究、細菌アミラーゼ生産に

関する研究、シトリニン及び関連代謝産物の研究

醗酵工学科は高等工学学校から大阪工業大学に昇格した際にも、さらに大阪帝

国大学工学部になってからも工学部で最も小さい 2講座編成の学科であった。講

座増のための運動は戦前においても必ずしも活発とはいえなかったが、戦後漸く
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昭和 25年 4月第 3講座の新設が認められ、 9月初代担当教授として照井尭造助

教授が就任した。

その後中村教授、小田教授の停年退官後、学科課程、講義内容が変更されるこ

とになった。

昭和 31年 11月には大阪大学二十五年誌が出版されたが、醗酵工学教室の項で

は、 (1)沿革、 (2)各講座の沿革並びに研究状況、 (3)大阪醸造学会 に分けて記述さ

れている。

第 1講座（教授小田雅夫担当）

教授 ：小田雅夫

担当科目：工業微生物学、食糧工業第 2部（調味料製造法）、醗酵墾礎学第 2

部、醗酵工学実験第 1部（工業微生物学実験）

助教授：田口久治

担当科目：醗酵工学設計製図（醗酵工業装置の設計製図）、醗酵工学実験第 4

部（醗酵生産実験ならびに醗酵原料および製品の分析）

研究状況：麹菌の変異に関する研究、化学物質による誘発変異、酵母菌の変異

に関する研究、耐銅性微生物に関する研究、微生物の生産する抗菌

性物質に関する研究（田口久治助教授）

小田教授は昭和 31年8月31日付停年退官、箕浦久兵衛が昭和 31

年4月16日付助教授に採用された。

第2講座（教授寺本四郎担当）

教 授 ：寺本四郎

担当科目：醗酵生産工業第 1部（醗酵溶剤工業）、醗酵生産工学第 2部（醗酵

飲料工業）、工業生化学第 1部、醗酵工学実験第 2部（生物化学並

びに醗酵生産実験）

助教授：堀 一 郎

担当科目：生物化学

研究状況：清酒醸造過程中の成分変化主としてアミノ酸の消長に関する研究、

清酒火落菌に対する栄養物質ならびに拮抗物質に関する研究とその
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清酒火落防止に関する応用、酒精蒸留物中の微量不純物の検索とそ

の除去に関する研究、醗酵乳酸の精製工程に関する研究とその工業

的応用に関する研究、細菌の生産する多糖類の化学的研究とその利

用、ペイント等非食品物質に対する防徹の研究、酸化醗酵に関する

研究とそれを応用するビタミン Cの新合成法（堀一郎助教授）、

酒瀾濁物質白「ぼけ」に関する研究（堀一郎助教授）

第3講座（教授照井尭造担当）

教 授：照井尭造

担当科目：醗酵基礎学（醗酵生理学、生体触媒論）、特殊醗酵生産工業（有機

酸、酵素、その他）

助 教授：芝崎勲

担当科目：抗生物質工業、食糧工業

研究状況：酵母の適応現象に関する研究、糸状菌の芳香族化合物の代謝に関す

る研究、糸状菌胞子の生理学的研究、クエン酸製造に関する研究、

抗緻物質に関する研究、堆積培養法に関する研究、フラン誘導体の

醗酵および食品への応用

工学部では、新制大学となり入学試験は学部一括入学となっていた。それは教

養課程における教育を重視するものであって、在学 4ヶ年の内の 2年の教養課程

における学習を行った後に将来の専門分野を決定するという趣旨であった。

しかしながら一括して工学部に入学した学生がうまく 7学科に配分されるとは

限らず、一学科に集中する現象が認められ、そのため他学科の定員を充すことが

できなくなったり、ある年度の学生数が多くなり製図、実習などに支障を来たす

こともあった。とくに醗酵工学科では別表の卒業生数で明らかなように昭和 33

より昭和 36年にかけ卒業生が 10名にみたなかった。これは 29年から 32年入

学合格者のうちで醗酵工学科を志望するものが少なかったことになる。その後 3

3年度より科別入学に切り換えられたことにより漸く 20名の定員が充足される

ようになった。

これらの事情を契機として全国の高等学校に緑の表紙のあざやかな「大阪大学
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工学部醗酵工学科案内」が配布された。この冊子は①醗酵工学とはどんな学問か、

②関連工業の現状と将来、③わが醗酵工学教室の沿革、④教室の現況、⑤学科課

程、⑥卒業生の活動状況 に分けて醗酵工学を志すものの為の参考および教室の

状況の紹介のためとりまとめたものである。その中で示されている講座編成なら

びに学科課程表、卒業生の活躍分野は表5、6に示した通りである。第 3講座は

その後教授空席のまヽ経過したが昭和 36年 7月芝崎助教授が教授に昇格した。

しかし人員的には長く不完全講座であった。

この構成編成は昭和 32年度のものであるが、その後 33年 6月より 40年 9月

迄吉川光ーが第 2講座所属の助手となっている。

さらに岡崎光雄（昭和 41年博士課程修了）は 41年 4月より 45年 11月迄第 3

講座所属の助手となっている。

第 1講座：醗酵基礎学及び特殊醗酵工業

教授工学博士照井発

講師工学 岡田弘輔

助手 II 佐瀬 勝

（工業微生物研究室）

助教 授 工 学 博 士 箕 浦 久兵衛

第 2講座：醗酵飲料及び醗酵溶剤工業

教授工学博士寺本四 郎

助教授工学士田口久 治

助 手 ,, 上田隆蔵

第 3講座：抗生物質工業及び食糧工業

助教授工学士芝崎 勲

助手 II 江 夏敏郎

戦後工学部は学舎の分散のための不便を痛感したが、時が立つにつれて空地に

プレハプの講義室が建てられると共に、 6階建の 2号館、 5階建の 3号館が完成

し、冶金本館 1階にあった第 2講座の研究室、実験室は 2号館に移した。従って

本館と坪井記念館 l階の研究室は第 1、3講座所属となり講座間の隔りが遠くなっ

たように感じられた。
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表 5 昭和32年度の学科課程表（教養課程の学科を含まない）
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表 6 時代別に見た卒業生の活躍分野

部 門
I 

例 I高等工業時代1＇―.-、戦い. 大前学I時戦.'代—後''.... ' , 

清 洒 I 49. 6劣 18.0 % 19-2劣

叫; II合 1砕 nli・rr 21-1 7-7 5-0 

その他の限酵工業 ！ビール．その他の 8-2 10.4 10-3 i吊洒．アルコール

阻酵 柴 I閉， 1し,ペ,ニシリ~ソン**等酸;の抗 I I 

゜
12-0 10-7 」物質．

:tc 品 .T. 棠 ！I グルクミ ，{i' 2. 1 I 6-0 11-0 
化 学 ・エ 業 機バ酸ル，プ毅紡粉紐芍 1-9 i 10. 9 7-3 
、1了庁，研究所等 6-9 I 12-5 11-8 
教 ・I・,, • 1, り!:, 泊it交~;} 4,5 14. 8 8-1 
ブくり''.Iりt?1LliJf'.J'¥'.'1. 

I 

11-4 
そ の 他 5. 8 7.7 5. 0 

工学部は帝国大学に編入されたときは、機械工学科、応用化学科、醸造学科、

冶金学科、造船学科、電気工学科、応用理学科であったが、その後航空学科

(1937)、精密工学科 (1939)通信工学科 (1940)、溶接工学科 (1944)、航空学科

が工業力学科 (1946) と時代の流れと共に学科が殖えて行った。さらに戦後 2年
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して構築工学科 (1947)、工業力学科廃止 (1949)、大学院工学研究科 (195~1) 、

電子工学科 Cl959)、機械工学第 2学科 (1960)(翌年基礎工学部機械丁学科へ）、

原子力工学科 (1962)、産業機械工学科 (1966)、構築丁一学科の土木工学科と建築

工学科の分離 (1966)、環境丁．学科 (1968) と学科の新設や改組か行われ、約 2

万坪の敷地では到底収容し切れなくなった。現地での建物の高層化も考えられた

が地盤の脆弱のため不可能であった。例えば 2号館においても城東線の電車によ

る振動の影響があると聞いている。 1967年吹田への移転直前の東野田学舎の配

置図は次の図 3のごとくである。また次には醗酵本館、坪井記念館、 2号館、 3

号館を含む写真 1, 2を示した。

このような状況のもとて移転の気連が起こり、先づたこ足の大阪大学の統合の

見地より豊中地区が第 lに考えられたか、中之島地区より罪学部か慧礎丁学部の

隣りに移転して到底土地の余猶はなく、ために種々の移転候補地か検吋された。

例えば大阪南部の泉北ニュータウンの北側や河内長野近傍などの案か出たか、吹

田市の積極的な誘致運動などの助力によって竹やぶと雑木林の千里丘陵に決った。

この移転計画は大阪大学の統合も考慮され、工学部ばかりではなく他の学部（医

学部、歯学部、薬学部）、研究所も集まることとなっていた。工学部移転と相前

後して千里ニュータウンの建設や大阪万国博覧会（昭和 45年(1970)) の開催さ

図3 吹田地区へ移転直前の東野田学舎の配置図 0967年）
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写真 1 醗酵工学科（醗酵本館、坪井記念館、 2号館）

写真 2 醗酵工学科 (I台金本館、醗酵本館、坪井記念館、 蒸留塔建物、 2号館、 3号館）

れたことは衆知のことである。

昭和 41年 (1966)頃より全国的に始った学園紛争は昭和 44年 (1969)頃は紛

争激化のピー クに達していた。このような紛争の最中に工学部は 3年計画で東野

田より吹田地区に移転したことになる。その間教授会、委員会、紛争のための集

会が東野田学舎で行われ、先に吹田地区に移動した学科の教職員はバスでの移動

を強いられた。
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構築工学科の土木、建築の二学科の分離より 1年遅れとなったが、昭和 42年

2月 (1967)に醗酵工学科の改組拡充か閣議決定され、同年より学年進行によっ

て1講座宛増加し、 45年度 (1970)で完成、 6講座編成となることになった。

昭和 42年 5月 (1967)に工学部吹田新営工事の起工式が挙行された。大学で

の吹田移転の第 1陣として微生物病研究所及び附属病院か中之島地区より、次い

で堺より産業科学研究所か移転した。工学部では醗酵工学科が最初に移転したの

が昭和 43年4月末 (1968)であった。昭和 45年 (1970)には工学部はすべて吹

田地区に移転し、翌 5月3日工学部新築落成披露か行われた。移転当時は 3

分の建物であったが、翌44年には残りの 3講座分の建物が増設された。次の図

は工学部を含めた各部局の当時の配置図（図 4)であり、写真 3は醗酵工学科の

全景である。

（蛋白ヌ妍究所）, ・--, .. 
：： ： , ... ゞ
'・・-・・  心 j

•さ
月i

ロニ実験i更

図4 大阪大学工学部配置図
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写真 3 醗酵工学科（吹田学舎）の全景

昭和 43年 4月移転の年に第 4講座か、44年度に第 5講座開設となった。 この

年新設の 3講座分の建物か竣工し、第 2講座担当の寺本四郎教授が 3月停年退-

した。そのあと 9月に田口久治助教授か教授に昇格した。昭和 45年 (l970) 1 

月には岡田弘輔助教授が第 5講座担当教授に、 9月には市川邦介姫路工業大学教

授か第 6講座担当教授に就任した。

第 4講座の担当教授を外部より選考したか、学園紛争中であり本人の海外での

研究続行の希望もあり取りやめとなり 、また助敦授の箕浦久兵衛の広島大学への

転出もあり 、昭和 45年サン トリー株式会社より大嶋泰治（昭和 30年卒、35年

博士課程修了）を助教授に採用した。従って昭和 46年 4月同窓生に配布した資

料では次のように講座編成を示している。

当時、学科に所属する建物は

研究棟 (3階建） 床面積 769m2

延床面積 2781m2 

講義棟（化学系 3階建）

当学科所属床面栢 187rrf 

である。
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第 1講座（醗酵生理学および培養工学）

教授照井尭造 助教授高野光男 助手新名惇彦小川隆平

第 2講座（醸造工学）

教授田口久治 助教授上田隆蔵 助手今中忠行 健一

第 3講座（殺菌工学および食糧貯蔵工学）

教授芝崎勲 助教授江夏敏郎 助手俵谷孝彦

第 4講座（工学微生物学および工業微生物遺伝学）

助教授大嶋泰治 助 手 高 田信男東江昭夫関達治

第 5講座（生化学および工業酵素化学）

教授岡田弘輔 助教授山田靖宙 助手木下晋一 ト部格

第 6講座（醗酵工業単位操作、プロセス設計）

教授市川邦介 助手前田喜道

（昭和46年 4月現在）

また最近 5ヵ年間の卒業生の就戦状況は次の通りである。

最近 5ヵ年間の就職状況

醸造関係（清酒、ビール、洋酒、醤油、味噌） 26.0% 

一般醗酵関係 9.7 

製薬関係 11.3 

食品工業関係 14.5 

化学工業関係 11.3 

大学院在学 20.5 

その他 0.7 

昭和 45年 9月サントリー株式会社創立 70周年記念事業の一環としての寄附に

より 5階館の醗酵工学科研究棟が竣工した。この建物は床面積 246rr:lへ延床面積

1,322rriであって、 1階は会議室、玄関ホール、事務室、管理室（日本醗酵工学

会事務所となっている）、 2、3階は研究室、実験室、 4階は教授室、研究室、 5

階はメモリアルホールとなっている。

図 5は平面図、写真4は外観を示している。

昭和 47年 (1972)3月照井尭造教授が停年退官し、大嶋泰治助教授が 4月第 4

講座担当教授に就任した。昭和 49年 (1974)11月空席であった第 1講座担当と
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写真 4 醗酵工学科研究棟 （サントリー株式会社寄付）

して東京大学応用微生物研究所教授合葉修ーか就任した。

講座内容は 3講座より 6講座に拡充改組された後、平成 2年 (1990)まで一貫

して次のように固定されてきた。 しかし担当教授、助教授、助手の移動により講

座内容にとらわれることなく講義、研究が行われてきた。

例えば昭和 52年 4月に発行した醗酵工学科の紹介によれば、 当時の講座内容

と教官名が次のように、また昭和 48年より実施している学部授業科目表は次頁

表 7に示した。

講 座 内 容 教 授 助教授 助 手

第 1講座 醗酵生理学，培養工学 合葉修 一 江夏敏郎 新名惇彦．小川隆平

第 2講座 醜造工学 田口久治 上田 隆蔵 吉田 敏臣．今中忠行

第 3講座 殺菌工学．食糧貯蔵工学 芝崎 動 高野光男 俵谷孝彦，土戸哲明

第 4講座
工業微生物学

大嶋泰冶 高田信男 東江昭夫，関 達治
工業微生物遺伝学

第 5講座 生化学工業酵素化学 岡田弘輔 山田靖宙 木下晋ー． 卜部 格

第 6講座
醗酵工学単位操作

市川邦介 菅 健 一 前田嘉道，脇 哲朗
プロセス設計

この紹介では講座内容、講義担当、研究課題か次のように紹介されている。

第 1講座 （酪酵生理学、培養工学）

微生物を工業的に利用し、または環境浄化に利用する目的に沿って、微生物の

代謝機能の生理学的研究を ミク ロ的立場からおこなうと共に、他方、微生物の環



百年誌 83

表 7 昭和 52年度の学部授業科目表

科n別

専

門

科

n
 

必

修

公
3

↓
、直
mi'

教

科

戦

II 

（卒業府格） 1彎

2. 

｝： 

(4) 
(4) 
(3) 

二
専門科目のうち必修79単位．選択26)1¥位以上を含めて．計1051ji位以上を修得すること，
土掲以外の他学科に属する授業H目のうち，教寮主任の承認を得て修得した）ii位は選択fl日のlii
位数に加えることができる、
総合科目のうち修得した単位は．選択科IJの1札位数に加えることがてきる．
教戦科目のlli位は．卒架l札位に加符しない．



84 第 4章 大阪工業大学醸造学科より大阪大学工学部応用生物工学科へ

境条件がその代謝活性におよぽす影響などを工学的（マクロ的）且つ生態学的に

研究している。醗酵生理学と培養工学とはそれらの研究対象と研究方法論などか

ら微生物利用工業上とかく、並列的に考えられ勝ちであるが、本講座ではこれら

を生物化学工学の視点から、直列的に考え微生物細胞系およびその集団、さらに

無細胞系のミクロ的およびマクロ的研究の接点を求める中間領域の開拓を目指し

ている。

学部では「醗酵生理学」、「培養工学」、「醗酵プロセス設計」の講義、大学院で

は「醗酵生理学特論」、「生物化学工学特論」の講義をおこなっている。また、

部、大学院それぞれの講義課目に関連した学生実験を担当している。

なお、現在実施中の研究課題は次のとおりである。

1. 無細胞系における微生物酵素生産の甚礎的研究

2. 真核微生物の酵素誘導における転写と翻訳

3. 微細藻類の増殖に関する韮礎的研究

4. 炭化水素を原料とするクエン酸生産の速度論的研究

5. 二次代謝生産物生産の制御機構に関する生物化学工学的研究

6. 富栄養化改善のための生物化学工学的研究

第 2講座（醸造工学）

本講座は酸造飲料、醸造食品、調味料製造における工学的諸問題、例えば醸造

プロセスの管理、スケールアップ、連続化に関する研究、並に微生物利用学の一

つの晶盤となる生物化学工学の体系化を目標とした研究をおこなっている。後者

の領域における課題としては主として好気培養における通気、攪袢操作並に連続

醗酵の最適化に関するものである。

学部および大学院の講義担当は「醗造工学」、「Lt物化学工学」であり、これら

に関連した実験指導をおこなっている。現在実施している研究課題を列挙すると

次のごとくである。

1. 通気攪袢槽における酸素移動速度の解析

2. P.H. E. 型饒酵槽における酸素移動

3. 石油醗酵槽における酸素移動

4. 糸状菌による a-galactosidase牛産の最適化

5. Monascus属の生産する色素

6. 清酒酵母の醗酵速度
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7. 菌体再使用系におけるリジン醗酵

8. 麹菌による清酒の呈色成分

9. メタン資化性菌によるチトクローム Cの生産

10. グルコースイソメラーゼ生産

11. 麹菌による脂質の代謝

訟醤油中のカルボニル化合物の特性

第 3講座（殺菌および食糧貯蔵工学）

この溝府ては、醗酵、食糧の両分野における共通の単位操作てある殺菌

（加熱、放射線、薬剤、除菌）と食柑工業において重要な地位を占める貯蔵工

（乾楳、冷叫添り[}物、包装なと）を取り扱っており、学部ては「牛物物刑化学」、

「殺困およひ食糧貯蔵「学」、大学院ては、「！［物化学工学特論m」、「

の溝義およひこれらに関連する実験を担刈している。溝座における研究とし

ては次のようなテーマを取り学けている。

l. 微牛物の加熱担傷に対する化学薬剤の併HJ効果

2. エポオキサイドによるガス

3. 加熱殺菌における影腎因子

4. 非定温系加熱殺菌

5. 凍結による微生物の損傷機構と凍結による殺菌

6. 低温で発育した微生物の生理

7. 乾燥による微生物の損傷機構

8. 固体表面に付着した微生物の発育と死滅

9. 微生物細胞の食品化に関する凰礎的研究

10. 低毒性抗菌剤の作用機構

第 4講座（工業微生物および微生物遺伝学）

こ は当学科の凰礎的分野である工業微生物学に加えて、近年特にその重

要性か認められてきた応用微生物分野における遺伝学の教肯と研究をおこなうた

め、他大学に先駆けて設憤されたユニークな存在である。

教育面でば学部講義として「［業微生物学」、「微生物遺伝学」およびこれに閃

連する実験を、また大学院では「ー［業微生物学特論」と実験を担当している。

研究面ではこのような教育担胄分野に関連して現在下記のテーマを取組んでい

る。
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1. 工業微生物の検索と分子生物学的分類に関する研究

2. 工業微生物の凍結乾燥保存に関する研究

3. 上水道かび臭発生の微生物学的制御

4. 工業微生物の酵素生産制御機構に関する遺伝学的研究

5. 酵母の性分化と育種に関する遺伝学的研究

第5講座（生化学および工業酵素化学）

この講座は醗酵工学の基礎学の一つである醗酵化学の分野を受持っており、酵

素学、天然有機化学を含む微生物生化学の広い分野にわたって取扱っている。

学部では「生物化学」と「酵素学」の講義を、大学院では「醗酵生化学」と

「生物有機化学特論」の講義とこれらに関連する実験を担当している。

現在研究テーマとしては次のようなものを取り上げている。

1. 微生物酵索生産の遺伝生化学的解析

2. ナイロンオリゴマー、 Eーアミノカプロン酸環状二量体水解酵素

3. 酵素の修飾と固定化

4. 補酵素の固定化

5. マイトマイシン類縁体の有機合成とその生理活性

6. 環状化合物の微生物による代謝

7. テルペノイドの微生物による変換

第 6講座（醗酵工学単位操作およびプロセス設計）

醗酵工学の基礎的立場から単位操作並にプロセス設計を担当している。

学部では「廃液処理工学」、「品質管理論」、「生物化学工学演習」、大学院では

「醗酵プロセス解析」、「推計学特論」の講義およびこれらに関連する実験を担当

し、研究としては次のようなテーマを現在取りあげている。

1 . Pseudomonas denitrificansによる脱窒素（水の三次処理）

2. 固定床型曝気槽による硝化

3. 多段塔型曝気槽による排水処理

4. メタン醗酵による排水処理

5. 縦網式固定床による排水処理

6 . Trichoderma virideによるセルロースの分解

7 . Dextranaseによる dextranの分解
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以上のように 6講座体制が整い醗酵工学科の存在が大きく脚光をおびることと

なったが、昭和 56年 4月 (1981)に市川邦介教授が、昭和 59年 4月 (1984)に

芝崎勲教授が停年退官した。

その後担当教授をはじめ助教授、助手の変動もあり従ってカリキュラムも徐々

に変換していった。次に平成 2年のカリキュラム（表 8)、表 9には平成 3年度の

カリキュラムを示した。

図6は吹田地区の各部局の配置を示している。

図6 大阪大学吹田地区各部局配置図（平成2年度）
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表8 醗酵工学科の平成 1、2年度カリキュラム

I I II 』1

昌ml伯

名 授業科目

介 品

醸
―
慇
面
一
細

選

択

専

門

教

行

1
U
 

`
)
 

エーエ

備
lii

ぃ数一日学学

目
慇酵工学実験 Ill 3 

特別研究 9

小計 23

数学解析 I 2 

数学招析 II 4 

数学解析 Ill 2 

慇酵工学序論 2

有横化学 I 2 

有伐化学 !l 2 

物理化学 I 2 

物理化学 ll 2 

分析化学 I 2 

生物化学 I 2 

選生物化学 II 2 

択 工業徴生物学 I 2 

工業徽生物学 [I 2 

1数生物遺伝学 2

酵素学 I 2 

酵紫学 II 2 

慇酵 生 理 学 I 2 

慇酵 生 坪 学 II 2 

化学工学 I 2 

化学工学 II 2 

生物化学工学 I 2 

生 物化学工学 !l 2 

培 梵工学 2

n
 

••• 

．^̀
 
f
 

名

ご口
無機化学 II 2 

1.f t護 1ヒ ~'f.こ Ill 2 

物理化学 Ill 2 

布横工業化学 I 2 

布横工業化学 ll 2 

慇酵梢祁月'{ tJi・2 

分析化学 !l 2 

泊i分子化学 I 2 

,r.; 分子化学 n 2 

益 子 化 学 2

生物システム工学 2 

天 然 物 1i伐化学 2 

数値計祁怯演晋 l 

小 計 I87 

合 計 illO 

口
（卒業要件等） 1. 専門教脊科目のうち必修23単位，選択GO単位計83単位以上を修得する

こと。

2. 上掲以外の他学科に属する授業科目のうち，教室主任の承認を得てIJ
得した単位は選択科日の単位数に加えることができる。



表 9 醗酵工学科の平成 3年度カリキュラム

（平成 3年10月進学生に適用）

I 科目 単
毎 過 授 業 時 r., 数

1年次 2年次 3年次 4年次

科目別 番号 授 業 科 目 位
1 2 1 2 1 I 2 l 2 数

学問学問 学員月学罪 学肩月学問 学箕月学9月

『291 分析化学実験 2 6 

「391 物理化学実験 1 3 

必 i292 有椴化学実験 1 3 

! 401 酪酵工学冥験 I 3 ， 
I 402 酪酵工学実験 1l 4 

I ， 3 

専1I 修 I 403酪酵工学実験田 3 ， 
I 404特別研究 ， 9 18 

~, I ' ,j, 計 23 6 24 21 I 1s 

I 1061 数 学解析 I 2 2 

4 4 

I i4os1 1063数学解析 [lJ 2 
I I 

2 

I埜酵工学序拾 2 2 

! I 207有椴化学］ 2 2 

i 208有椴化学 II 2 ， 2 

＋ I ←I 22― 002 1物理化学］
2 2 I 

物理化学 II 2 2 

P406 -~ 析化学 I
2 2 

遠 生物化学 I 2 2 

育-子 Il 2 2 

物学］ 2 2 

物学 Il 2 2 ___ , 
遺伝学 2 2 

I I -
2 2 

学 1l 2 '-2 

理学 I 2 2 

理学 Il 2 
-¥ -2 L. ――--'  

目 .,. - I 2 2 

学 Il 2 I 2 I . I 
工学 I 2 V 2 

工学 D 2 2 

工学 2 2 =r-= 「421食品 工 学 2 しr2 

門

育

目
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進
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工
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42911!11 

液処 理工

工学

算 4301細

胞
一
胞
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機

エ一化
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一
学
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化学

致
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2

2

 

I
-
I
I
 431 I酪

科択喜ili~~~
2161量

醇情雑紹

析化学

析
一

Il

1 

4251生物システム工学

426天然物有椴化学 I2 

4281数値計算法濱習
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1311.c 

合
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2' 他学HIこ駈する授'J.HflOJうちIJ.I・.を含めて．教・,芯i'.ff.0)1(く，＆をiりてIt/!;し
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3 . 大阪大学工学部醗酵工学科より応用生物工学科、更に応用生物

工学専攻ヘ

平成 3年 (1991)には学科が醗酵工学科より応用生物工学科に改組され、

講座増もあり次のような 8講座体制となった。

生物資源工学講座、生物情報工学講座、細胞工学講座、酵素工学講座

生物材料化学講座、生物化学工学講座、醗酵システム講座、生態工学講座

これら 8講座は大学院重点化による応用生物工学専攻に移行してからは、次の

ように大講座に区分され、次に示したように内容、適用としてまとめられている。

大講座分野 内容 適用

翡［生物資源工学→ 悶訂璽認索、分類、同定--, r+-発酵、食品

機能 生物清報工学___..::::i':E'!m+ ---f 卜~医薬、農薬

酵素学 酵素化学 t-+人工酵素ェ エ → 酵素進化工学 → 
、子匹 生物材料化学 ー→~ 二次代謝物質の生合成、探索 ー1 I-+バイオセンサー生物系新素材の合成

］細胞 生理学 →？贋工学 ー1 t-+-新素材

命 細胞工学 ~ 植物の分子生物学 ー1 f-+機能性高分子反 細胞培養

州‘ 生物化学工学 ー→~ 動分物離細精胞製技培術養
一→
~ 無公害物質

学 生能工学 ー→~ 微生物生態系の解析、制御 ー→ ~ 地球環境浄化
心‘ 地球環境問題

応用生物工学科に改稲されてからのカリキュラムを次の表 10、11に示す。



表10 応用生物工学科の平成4年度のカリキュラム

（平成 3年4月入学者に適用）

（平成4年10月進学者に適用）

む番号目1 I 単
毎週授業時問数

科目別 授業科目 位 1年次 2年次 3年次 4年次

数 1 2 1 2 1 2 
ふ月ふ学期 学期 学期 学9月学期 学期

291 分析化学冥験 2 6 

391 物理化学実験 1 3 
292 有椴化学冥枝 1 3 

必 401微生物学実験 2 6 
402 生物化学実験 2 6 
403 醇素化学実験 2 6 
4041細胞工学実枝 2 6 

修 405生物化学工学実験 2 6 
4061 I寺 別 研 ワ九 ， 9 18 

算 9」ヽ 計 23 6 24 21 18 
3001 数 学 解 析 I 2 2 
3002数 ..... 干 解 析 II 2 2 

門 30031数 干"' 解 析 皿 2 2 
407 数 1直計豆法；資習 I 2 

305 無 椴 化 μ. 干 I 2 2 

． 育ぶ

306無 椴 化 ""' 子 II 2 2 
207有 機 化 ,=子、 I 2 2 
2081有 機 イt 心干 II 2- 2 
309有 棧 1ヒ 学 皿 2 I 2 
317高 分 子 化 学 2 I 2 
211, 分 析 it ~ 子 I 2 2 

科 2121分 析 化 -子 II 2 2 
201 物 理 化 学 I 2 ！ 2 
202 物 理 化 ＇ 子 TI 2 2 

目
303 物 理 ft 心干 Ill 2 2 
216 量 子 化 ..,,, 干 2 2 

択 408応用生物工学序誼 2 2 
409 生 物 化 学 I 2 2 
410 生 物 化 '"干、 Il 2 2 
411 生物物理化学 2 2 
4121天然ぺ有機化学 2 ！ 2 
413工業微生物学 2 2 
4141 t炊生物遺伝学 2 2 
415生物情雑工学 2 2 
4161醒 泰 学 2 2 
417酵 莱 工 '"" 子 2 2 
4181発 M 生 理 学 2 2 

419 バイオプロセス工学 2 2 
420 細 胞 工 .... 干 I 2 2 
421 細 胞 工 邑干 II 2 2 
422 生物資洟利用学 2 2 

専 這 214 化 学 工 学 I 2 2 

門
315 化 学 工 -干 II 2 2 

4231生物化学工学 I 2 2 

教
424 生物化学工学 II 2 2 
426 培 養 工 学 2 2 

育 427 発酵情報解析 2 2 

科 択
425 生物システム工学 2 2 
428 食品工学 2 2 
429 醸 、這コ 工 学 2 2 

目 430 発酵生産工学 2 2 
431 廃液処理工学 2 2 
432 環 境 科 学 2 2 

1)1 計 85 2 14 22 32 16 

合 計 108 2 14 I 22 38 40 21 18 

総合 I 121総 合 科 目 I I i 1-2 

科目 13I総 合 科 目 II 1 1-2 
141総 合 科 目 lll 1 I 1-2 

（卒業要件等） l. 専門教育科目のうち必修23単位．選択60単位．計83単位以上を修得

すること。

2. 他学科に属する授業科目のうち教室主任の承認を得てi苔得した単位

は．選択科目の単位数に加えることができる。

3. 総合科目のうちi多得した単位は．選択科目の）iii立数に加えることが

できる。

このカリキュラムは平成 5年 10月進学者にも適用されている。

国
笞
耕

9
1



表11 応用生物工学科の平成6年度カリキュラム

（平成 6年）0月這学者及び平成 5年度以前入学者のうちの来遁学者に遁用）

叫番号I
毎週授業時問数

科目別 授業科目
苔数 1年次 2年次 3年次 4年次

学1期 学2期 学1問学2期学1問学2期学1期学2問

I 391 I物理化学冥験 1 3 

401 微生物学実験 2 6 

402 生物化学冥験 2 6 

必 403酪素化学実験 2 6 

404 細府工学実験 1 3 

405 生物化学工学冥験 2 6 

433 生態工学実験 1 3 
修 406特 別 研 究 9 9 18 

小 計 20 15 18 9 18 
算 3001 数 学 解 析 I 2 2 

3002 数 ..... 子 解 析 Il 2 2 

3003 数 学 解 析 肛 2 2 
門 407 数値計頂法濱習 I 2 

305 無 擾 化 '"' 千 I 2 2 

306 無 椴 化 学 rr 2 2 

教 207 有 擾 化 学 I 2 2 
208 有 棧 イt "" 干 II 2 2 

選 309[有 慢 化 ,.,, 干 III 2 2 

育I＇ 
317 忌 分 子勺ヒ 心干 2 2 

211 分 析 化 学 I 2 2 

212 分 析 化 学 II 2 2 

科 201 物 理 化 心子 I 2 2 
202 物 理 化 学 II 2 2 

303 物 理 化 学 m 2 2 

目 択
216 量子化学 2 2 

408 応用生物工学序誌 2 Z 

409 生 物 化 学 I 2 2 
410 生 物 化 -干 II 2 2 

412 天然物有犠化学 2 2 
413エ案微生物学 2 2 

レ 4141微生物遺ー伊学 2 2 
レ 415生物情報工学 2 2 

416 潟 葉 学 2 2 
I 417 竺_,l色――玉 学 2 2 
418 発 酵 生 涅 学 2 2 

I 
4191パイオプロセス工学 2 2 
4201細 胞 工 ＾ + 

I 2 2 

421 I細 詞 工 ,.,. 干 II 2 I 2 
422 生物資源利用学 2 2 

専 選
214 化 学 工 学 I 2 2 
315 化 学 工 学 II 2 2 

門
423 生物化学工学 I 2 2 
424 生物化学工学 II 2 I 2 

殺 426 培 費 工 学 2 2 
4271発酵情報解析 2 2 

育 4251生物システム工学 2 2 

科 択
428 食品工学 2 2 
429 醸造• 発酵生産工学 2 2 
431 廃液処理工学 2 2 

目 432 環 境 科 学 2 2 
,J, 計 81 2 14 24 26 16 
合 計 101 2 14 24 41 34 9 18 

総合
12! 総 合 科 目 I 1 I 1-2 
131総 合 科 目 ll 1 1-2 

科目
141総 合 科 目 m 1 1-2 

（卒業要件等） l. 専門教育科目のうち必修20単位，選択60単位，＇祁 0単位以上を仕得

すること。

2. 他学科に属する授業科目のうち学科長の承認を得て修得した単位は．

退択科目の単位数に加えることができる。

3. 稔合科目のうち修得した単位は，選択科目の単位数に加えることが

できる。

9
2
 
,/,4:l;i: 

汁
梵

H
燐
汁
呻
嚢
僻
柿
盆
汁
0

汁
弼
汁
特

H
特
要
西
王
主
浬

H
将
立
）
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更に平成 7年 (1995)には大学院菫点化に伴い、学部は応用自然科学科応用生

物工学コースに改組され、大学院の方は工学研究科応用生物工学専攻となり、協

力講座として生物工学国際交流センター (3)、産業科学研究所 (1)、物質•生命

工学専攻 (1)が加わり 13領域（研究室）で運営されることになっている。醗酵

工学科の応用生物工学専攻への改革については第 5章に詳述されている。

4. 卒業生の学位取得者名簿

昭和 24年に新制大学院が発足して課程博士が出ることとなり、以来学位授与

は論文博士と課程博士の二種類となった。

課程博士は昭和 35年度に第 1号が授与されたが、後期課程は毎年多くて 2--3

名であったが次第に増加し、とくに国際交流が盛んとなってからは韓国、中国、

東南アジアの留学生で学位を取得するものも出て来た。

次に論文博士の取得者（主として同窓生の）と共に課程博士の学位の取得者の

氏名、卒業年次、論文題目を示した。卒業生で他の分野での学位（理学、医学、

農学）を取得したもの、他大学卒業者より論文提出して本学で学位取得者も多い

がここでは省略することにした。

当学科での学位取得者名簿

氏 名 卒業年次 論文題 目

長西広輔 明冶43年 Debaryomyces属菌に関する研究

小 穴 富 司雄 大正 8年 清酒醸造行程に於ける科学的管理の諸元

小田雅夫 大正 9年 アセトンプタノール醗酵に関する研究

寺本四郎 昭和 5年 清酒並びに人工日本酒の調熟的研究

（京大）

三輪大作 昭和 7年 微牛物の発育に及ぼす金属イオンの影臀

室田晋次 昭和 7年 酒精及び焼酎醸造法の研究

照井尭造 昭和 8年 拘椴酸醗酵に関する研究

根平武雄 昭和 8年 Fl本産Aspergillus属菌の酵素絹成並に分類学的研究

井上貞三 昭和 9年 清酒酵母に関する研究
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市

蔭

森

東

野

松

石

高

武

梅

小

杉

高

根

川

坂

芝

外

松

野

山

村

尾

井

改

輪

橋

田

津

玉

田

岡

井

北

本

崎

山

本

公

太郎

修一郎

順

義

隆一郎

末

萬

I 

ノ‘

雅

健

研

兵

政

信

磨

雄

次

治

廊

郎

裕

郎

蔵
―――
 

――
 -•

戸．．． 

勲

男

博

昭和10年

昭和11年

昭和12年

昭和13年

昭和13年

昭和14年

昭和15年

昭和15年

昭和15年

昭和16年

昭和16年

昭和16年

（後期）

昭和17年

昭和17年

昭和17年

昭和17年

昭和18年

昭和18年

昭和18年

昭和18年

昭和19年

繊維含行物質の加水分解と其の醗酵化学的利ttJに関

する研究

清洒醸造に於ける澱粉及び蛋白質の変化と之に関する

泊酒麹菌の酵索について

清酒醸造における燐成分の梢長とその意義について

澱粉糖主として結晶プドウ芹I月の［業的牛i半に関する研

究

亜硫酸パルプ廃液よりアルコール製造に関する r学的

研究

糖類の工業分析法に関する研究

微生物によるカロチンの生産並びにその食品化学、飼

料化学及び栄養化学的利用に関する研究

竹材工業におけるかび発生とその防徴に関する研究

亜硫酸パルプ廃液を原料とする酵母製造における

的研究

清酒のペプチドに関する研究

Pyoluteorinに関する研究

泊酒醸造における低分＋空素化合物の変化とアミン類

の意義

醸造工業における産膜酵母菌の問題

調味液製造の品質改善に関する研究

Aspergillus candidus var. amylolyticusのaー型ァ

ミラーゼに関する研究並びに之が関与する澱粉の常温

分解に関する新知見

フェノール類の微生物による分解に関する研究

ビタミン Bl強化食品に関する研究

微生物の生産するある酪素牝びに其の合成清洒への利

用に関する研究

工業的固形培養に関する研究

糸状菌セルラーゼの性質とその応用

製ハ°ンの理論的研究と本邦におけるハ°ン質改良に関す

る研究
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赤 木盛郎 昭和20年 廃資源より食飼料JIJ酵[:J;の製辿に閃する枯礎研究

加賀美元男 昭和20年 イオン交換樹/j行の術紺果汁及び術的洒醸造I―•丸への応

mに関する研究

佐藤 公 男 昭和20年 微牛物の打'ii足におけるスケールアップの娑囚に関する

研究

堀 郎 昭和20年 酸化醗酵の応JI]に閃する研究

原 義 昌 昭和21年 細菌による枇の I業的遠几に関する研究

田 口 久治 昭和21年 抗小物質牛汎1における好気的深；砥培従のi:学的研究

澤 誠 昭和21年 泊洒雌造lこ村に於けるj原料利川率とその如人1に対する

考案

福 田 秀雄 昭和22年 醗酵槽の scaleupに関する研究： L-グルタミン酸醗酵

について

岡 田 弘輔 昭和23年 酵母のa-glucosideへの適応的醗酵に関する研究

森本茂 昭和23年 速醸醤油に閃する研究：アルコール醗酵液仕込み辿醸

醤油について

藤滋俊 昭和24年 裔温細菌のアミラーゼ及びプロテアーゼに関する研究

野 口 祐 昭和24:年 クエン酸醗酵に1及lする研究

橋 本 昭和24年 活性汚泥の浄化I又応月I論とその応JIJに関する研究

福 岡誠 昭和24年 特殊産業廃水の微牛物処理に閃する研究

J 11 光 昭和24年 醗酵食品に対するァ線照射の理化学的変化並びに他の

（大阪薬専） 物理的熟成法との比較研究

足立 昭和25年 消酒醸造における核酸系成分の研究ならびにその工程

管理への応It]

橋 田 度 昭和25年 清洒火落菌の栄投物質と其の拮抗物質に閃する研究

及びこれが泊酒醸造への応川

今原広次 昭和26年 醤油の咋膜性酵l吐に関する研究

上 田 隆 蔵 昭和26年 乳酸の重合性状に関する研究とエステル化法による連

続的乳酸粕製のi:業化

江夏 敏郎 昭和26年 買ザ歯による）］呑放化合物の代謝とトリプトファン醗

酵生産に閃する研究

森 口 繁 弘 昭和26年 淡口醤油に関する研究：じとして製造T.程における祈

色没囚の究明と淡色化への研究
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橋 本

崎
宏

旭

米

石

高

崎

川

野

藤 原

望

高
月

田

古久保

JII 田

松 尾

吉 野

安

東

大

藤

黒

永

松

森

喜

嶋

田

井

田

本

田

入

田

金

江

端

野

治

正

光

耕

瑛

隆

大

男

人

男

務

男

清

治

資

雄

彦

治

夫

郎

生

彦

子

志

孝

登

泰

彰

史

敏

輝

節

良三郎

司郎

範之

昭和27年

昭和27年

昭和27年

昭和28年

昭和28年

昭和28年

昭和28年

昭和28年

（立命大）

昭和29年

昭和29年

昭和29年

昭和29年

昭和30年

昭和30年

昭和30年

昭和30年

昭和30年

昭和30年

昭和30年

昭和31年

昭和32年

昭和32年

昭和32年

（修士）

忽布及び麦酒苦味質に関する研究

B. polymyxa var. lactoviscasusの生産する多糖類

ラムノガラクタンに関する研究

酒造用原料米およびその処理に関する研究

清酒醸造の連続化に閃する研究

微生物の生細胞および酵素の活性変化におよぼす水の

活贔の影孵について

醤油中の主要アミノ酸に関する研究：中として遊離アミ

ノ酸の消長よりみた天然醸造法と速醸法との比較検討

味咽の熟成に関する研究

細菌の胞子形成、発芽の生理的研究ならびにその水産

練製温への応用

麦洒苦味質の化学的研究

Studies on the fungal L-arabinanhydrolyzing 

enzymes 

グルタミン酸醗酵の工業化に関する研究：

生物質の応用について

として抗

グルタミン酸醗酵に関する研究：上として酸索供給に

関する解明について

酒造好適米の特性に関する研究

トリコマイシンの生産に関する研究

酵母の糖醗酵性遺伝に関する研究

黒麹菌の遺伝学的研究

醸造もろみの濾過圧に関する研究

ニトロフラン誘導体の食品防腐剤としての研究

米麹の生理と水解酵素系に関する研究

大腸菌トリプトファン醗酵における細胞制御理論とそ

の応用

細菌胞子の発芽機構に関する研究

酵園細胞壁溶解酵素にかんする研究

工業微牛物の対酸素挙動の解析
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中 桐 義 隆 昭和33年 麦芽根中の核酸分解酵索系とその応Illに関する研究

林 田 正 曲‘ 昭和34年 消酒醸造過程におけるイi機酸の研究とその牛咋秤罪ヘ

の応川

上 山 英 夫 昭和34年 Aspergillus nigerの4究する納化アミラーゼについて

（修士）

土 和 重 昭和35年 泊洒醸造における酵索バランスならびに液休麹にかん

する研究

中 西 透 昭和36年 しグルタミン、 N了セチル-L-グルタミン、および Lープ

（修士） ロリンの発酵生i布と発酵転換機構

雨 村 明 倫 昭和37年 糸状菌の生産するセルラ ゼに関する研究

北 野 昭 昭和37年 Studies on the production of /3-lactam 

antibiotics 

ブ目七 健 昭和37年 個体触媒の劣化と再生に関する丁学的研究：

nープタン脱水素反応における触媒の劣化と再牛

西 澤 義 矩 昭和37年 ケモスタットによる Azotobactervinelandiiの培殖と

エネルギー代謝に関する研究

村精 男 昭和37年 酵IJによる炭化水素発酵に閃する研究

月"lj JI I 宜 彦 昭和37年 II邸制限酵素の間発と伯半保i株の育柿に関する研究

森 明 彦 昭和37年 深部培養による酢酸発酵の動力学的研究

ロ 閻 良 昭和37年 デンプン成分に対する放射線の作用とその利用に関すロロ

（博士） る研究

岡 村和 彦 昭和38年 新fJーラクタム抗生物質に関する研究

北 田 牧 夫 昭和38年 麹酸発酵に関する研究

木 下 昭和38年 細菌による aーアミラーゼ牛i布に閃する生理学的なら

びに速度論的研究

止木ヒ 谷 武爾 昭和38年 l アミノ酸の製造における酪素の利川に関する研究：

L-aspartate /3-decarboxy laseと

L-histidine ammonia-lyaseの利川

田 嶋克 彦 昭和38年 洒精発酵に対する焙地中の塩類の影評に関する研究

プ 田 節 士 昭和38年 Altemaria sp. の生廂するポリフェノールオキシダーゼ

とその応用

土 田 敏 臣 昭和38年 Basidiomycetesの深部培簑に閃する研究ロ
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岡 崎光 雄 昭和38年 黒カビ糖化酵索牛先の生理学的研究とその多段連続

（修士） 培腺への応川

安楽 城 恵 昭和39年 抽出発酵法によるブタノールftr,'_[プロセスの開発

米 虫 節 夫 昭和39年 細胞胞了•の熱取滅過程における速度定数変化とその解

析

隅 野 靖 弘 昭和39年 振盪フラスコの装陪特性と発酵プロセスのスケールアッ

プヘの応用

新 津 尚 昭和39年 Lトリプトファン醗酵に関する研究

羽 田 勝 昭和39年 Bacillus属細菌によるプリンヌクレオシド類の発酪生

産に関する研究

福 永 勲 昭和39年 都市感潮河川の浄化機作と汚i蜀制御に関する研究

藤 田 宇‘= ’‘ 昭和39年 活性汚泥法施回流式曝気槽の酸素移動とその設計・

操作への応用に関する研究

清 水 達 雄 昭和40年 シアン含有廃液の微生物処理に関する研究

新 名 惇 彦 昭和40年 クロカビの酸性プロテアーゼ優先合成の生理学的およ

び動力学的研究

俵 谷 孝 彦 昭和40年 プロビレンオキサイドガス殺菌に関する研究

土 方康 世 昭和40年 酢酸醗酵促進因子に閃する研究

小）II 隆 平 昭和41年 藍藻Spirulinaplatensisによる光合成培養の培養工

学的研究

新 浩 寿 昭和41年 グルタミン酸醗酵における生理学的および培養工学的

研究

関 達 治 昭和41年 Genetic structure and taxonomy of the genus 

Bacillus 

西 村 紀 之 昭和41年 Escherichia coliにおけるアスパルターゼ生賄菌株の育

柿に関する研究

柳 本 正 勝 昭和41年 スタフィロマイシンIい用の,1~.理学的研究

竹 田 靖 史 昭和41年 Studies on sweet potato Upomoea batatas) 

（修士） 仕amylase

室 岡 義 勝 昭和41年 微牛物による 0-アルキルホモセリンの化成

（修士）

今 中 心中ヽ n ノー 昭和42年 糸状菌による a-galactosidase牛産の最適化
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卜 部 格 昭和42年 化学修飾広によるイヽ溶化酵索の鮒析

,jヽ 島 郎 昭和42年 細菌によるイソプロパノ ルからのビタミン恥および

ポルフィリンの生汁

藤 浩 1 昭和42年 Alcaligenes Jaecalis var. myxogenes 10C3の牛rmす

（修士） る多軌サクシノグルカンとカードランの微細構造にI見Iす

る研究

関 口 顧 昭和43年 Bacillus subtibisのa-amylase牛咋能の研究

立 敏 郎 昭和44年 細菌におけるアリールスルファターゼ合成の制御機構に

閃する研究

木 田 建 次 昭和44年 翡煙脱硝脱硫廃水の処理とその実用化に関する研究

松 知s 昭和44年 清酒醗酵槽のスケールアップに関する研究

戸 哲 明 昭和44年 微生物の熱相傷機構と11[]熱殺閑における薬剤併用効

果

JII 博 治 昭和44年 核酸系抗生物質 herbicidin群関連物質の醗酵生産に

関する研究

田 原 寅 -I 昭和45年 クロカビによる polygalacturonase牛産の生I用学的及

び動力学的研究

JII 憲 ：伯ム 昭和45年 F・廃水の生物学的宰桑除去に関する研究

沢 田 周 昭和46年 抗 Psendomonasaeruginosaモノクローナル抗体によ

る受動免疫療法の研究

宮 保 男 昭和46年 枯草菌細胞膜による a-amysaseのinvitro合成

柳 秀 樹 昭和46年 ナマルバ細胞を布主とする遺伝子工学的手法によるヒ

トエリスロボエチンの産生に関する研究

澤 田 秀 和 昭和46年 Streptoverticillium rimofaciensによるミルディオマ

（修士） イシンの醗酵生性に関する研究

江 崎正 美 昭和47年 抗生物質ビフェノマイシン Aに関する研究

島 田 裕 司 昭和47年 Aspergillus nigerのacidphosphatase生芹様式に関

する研究

原 島 俊 昭和47年 Genetic studies on the mating-type 

interconversion in Saccharomyces yeasts 

光 島健 I 昭和47年 Candida lipolyticaの単離ミトコンドリアでのクエン

酸牛成とその制御
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浅 田 祥 司 昭和48年 乾燥によるEscherichiacoliのDNA損傷に関する研究

曽 根 良 昭 昭和48年 Studies on polysaccharides and their related 

glycosidases of heterobasidiae, Tremella 

fuciformis and Auricularia auricula-1udae 

田 島正 裕 昭和48年 酵母 GAL7遺伝子に関する研究：酵母 GAL7逍伝f

の誘導発現機構解明とその応用

加 藤 行 昭和48年 脂肪酸およびそのエステルの抗菌作用に関する研究

（修士）

康 順善 昭和48年 フルフリールアルコールの微生物資化とフルフリールア

（修士） ルコールに作用するアルコール脱水素酵素

赤 松 隆 昭和49年 Bacillus属プロトプラストの再生とその応用

小谷 博 昭和49年 遺伝子工学研究用ポリメラーゼと長鎖 DNA切断法の

開発に関する研究

杉本俊二郎 昭和49年 温度調節型発現ベクターを利用した大腸菌によるフェ

ニルアラニン生産

恒 /II 博 昭和49年 組換えプラスミドによるトリプトファンの生廂に関する

研究

松 本 邦 弘 昭和49年 Genetie regulatory system for the synthesis of 

galactose pathway enzymes in Saccharomyces 

cereviswe 

奥 田 恵 子 昭和49年 高分子化NADPの合成とその酵素リアクターヘの応用

（京都府大）

掛澤雅 立早 昭和50年 Studies on a two-step composting process for 

woody resources using lignin degrading fungus 

松 村正純 昭和50年 セファロスポリン C醗酵における生産機構とモデル化

山 田 隆 昭和50年 Studies on protoplasts of Chlarella : preparation 

and utilization 

奥 村 弘 昭和51年 デンプンの酵索的分解機構に関する」:学的研究

勝 井 則 明 昭和51年 Involvement of membranes in the heat resistance 

of Escherichia coli and their damage by heat 

沢 田 治 司 昭和51年 微生物による12ーケトケノデオキシコール酸の生産

藤井 隆 夫 昭和51年 イソブテンの微4物生廂に関する研究
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松 岡 正 佳 昭和51年 ァルカン酵母の細胞融合とイソクエン酸リアーゼ変沢

体の解析

山 本 幹 男 昭和51年 好アルカリ性バチルス F5株のlj:_j!'(?するオリゴ-1,6-グ

ルコシダーゼに関する研究

安 部 淳 昭和52年 糸状保iグルコアミラーゼの構造と性質

伊 福 欧 昭和52年 大腸菌によるビオチンij:_1布にl父lする研究

新 城 雅 子 昭和52年 Metabolic enginnering for 2-keto-L-gulonic acid 

production in Gluconobacter 

水 道 裕 久 昭和52年 特沢酵索活性を利HJした伯周柄I片じl'l菌の検廿i法及び

その治療・診断への応用

竹 田 裕 彦 昭和52年 Gluconobacter suboxydansにおけるチトクローム c-

533(CO)の機能

根 来 誠 司 昭和52年 ナイロンオリゴマー分解酵素とそのプラスミド依存性

陳 国 誠 昭和52年 固定化酵素によるグルコース沢性化フ゜ロセスの最適化

（修士） と制御

植 田 土 波 昭和52年 Genetic studies on the regulation of the ロ

（博士） repressible acid phosphatase synthesis in 

Saccharomyces cerevisiae 

金 子 品-'--- 信 昭和53年 Saccharomyces cereuisiaeのアルカリ性ホスファター

ゼ遺伝fに関する分子遺伝学的研究

中 JII 善 博 昭和53年 第 4級アンモニウム塩の不溶化とその抗菌作川に関す

る研究

北 JII 泰 昭和53年 細胞膜酵索を利用したアルコールセンサーに恨lする研究

藤 井 幹 夫 昭和53年 好熱性細菌における宿主ペクター系の間発とその利用

古 JII 令 昭和53年 L—スレオニンおよびしイソロイシンの牛粒菌の育柿に

関する研究

山 本 哲 郎 昭和53年 酵月の産生するキラートキシンおよびキラー酵けの醸造

と医学への応J1]に関する研究

士 村 茫ロ 昭和53年 Bacillus sublilisを宿主とする非相同的 DNA配列をロ

持つプラスミドベクターの開発

大 竹 久 夫 昭和53年 浅い励蜀河川の水質制御に関する研究

（博士）
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芦刈 俊 彦 昭和54年 遺伝子糾換えによる Rhizopusグルコアミラーゼ生産

酵母の育柿とそれを川いた穀類からの牛澱粉直接発酵

荒森 朗 昭和54年 セファロスポリンアシラーゼに関する研究

井 上喜雄 昭和54年 ニューロキノロン剤の作用および耐性機構と新規キノ

ロン剤に関する研究

杉本芳範 昭和54年 清洒醗酵の計算機制御

高木 睦 昭和54年 マイクロキャリアー動物細胞培投による I川栓溶解剤生

栢のプロセス工学的研究

徐 晶源 昭和54年 微生物による sgualene及び)]旨肋族化合物の変換反応

（修士）

申 錫奉 昭和54年 The regulatory mechanism in cellusase 

（博士） biosynthesis by Trichoderma viride 

片 山 望 昭和55年 細菌の生産する新規ペプチドグリカン合成阻害抗生物

質に関する研究

細淵雅彦 昭和55年 プラバスタチンナトリウム生産に関する倍養工学的研究

森村 茂 昭和55年 焼酎蒸留廃液の効率的処理のためのトータルシステム

の間発研究

阿野貴司 昭和56年 好熱性細困巾米薬剤耐性プラスミドの複製制御に関す

る研究

栗木 隆 昭和56年 好熱菌由来のプルラン加水分解酵素に関する研究

姫野 毅 昭和56年 Baullus属細菌の蛋白質分泌に関する拮礎的研究

村 田正弘 昭和56年 Erythroid differentiation factor(EDF)遺伝子クロー

ニングと動物細胞に於ける発現に関する研究

届 木敦子 昭和56年 同質遺伝的背景を Saccharomyces cereuisiae 

（修士） 倍数休系列株の育成とその利川

岸本通雄 昭和56年 エタノール流加によるグルタミン酸醗酵の最適化

（博士）

上松 仁 昭和57年 酵素的フェノール酸化反応を利用した有用物質合成と

各柿酵索活性測定法の開発

柿薗俊英 昭和57年 化学修飾によるトリプトファナーゼの活性部位の構造

解明
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高 木 昌 宏 I 昭和57年 好熱菌 Bacillusstearothemophilus由来耐熱性中性

プロテアーゼに関する研究

多 田 宏 昭和57年 組換え型生理活性タンパク質の評価と改造

辰 巳宏 樹 昭和57年 麹菌の生産するプステアーゼに関する分子生物学的研究

西 村 顕 昭和57年 清洒の「ムレ香」に関する研究

舟 橋 均 昭和57年 キサンタンガム生産の培養工学的研究

Arunwon 昭和57年 Nitrogen removal in wastewaters by rotating 
Boongorsrang 

（博士） biodisc contactor 

福 崎英一郎 昭和58年 Application of lipase-catalyzed transformation 

for syntheses of insect pheromones and related 

compounds 

森 JI l 正 昭和58年 細菌によるバイオサーファクタント生産と石油代謝に

関する研究

士 田 和 哉 昭和58年 ふccharomycescerevisiaeホスファターゼ生産調節系ロ

における信号伝達と遺伝子発現制御機構

改 正 善 彦 昭和59年 新規神経栄養因子タンパク質の研究： cDNAクローニ

ングおよびその動物細胞における発現

藤 山 和 仁 昭和59年 西洋ワサビペルオキシダーゼ遺伝子クローニングと大腸

菌での発現

外 山 英 男 昭和59年 Trichodermaのプロトプラスト融合に関する研究

（博士）

Watanalai 昭和59年 Molecular cloning of the genes for xylan 
Panbangred 

（博士） degradation of Bacillus pumilus 

小 JI I 暢 男 昭和60年 Saccharomyces cerevisiaeにおけるホスファターゼ生

産調節正因子遺伝子PH04の構造と機能

竹 山 道康 昭和60年 大腸菌 W-ATPase(FuF1):/3, oおよびbサブユニッ

トの機能領域の解析

中 嶋幹 男 昭和60年 知識工学的手法を応用したバイオプロセスの状態認識

と適合制御方策の決定に関する研究

林 直 之 昭和60年 Saccharomyces cereviciaeにおける遺伝子発現調節

部位の構造と機能
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大 JI! 淳 昭和61年 キュウリ・アスコルビン酸オキシダーゼ遺伝子の構造と

発現

大 政 健 史 昭和61年 ハイブリドーマを川いたモノクローナル抗体化荏の培養

工学的研究

黒 田 章 夫 昭和61年 Genetic studies on cell wall hydrolases of the 

genus Bacillus 

四 方哲 也 昭和61年 Kinetic basis for artificially desinging enzymes 

松 崎浩 明 昭和61年 酵母プラスミド pSRlの部位特異的組換えの染色体「＾

（修士） 学への応用

黄 龍 逸 昭和61年 酵母のプロモーター検索ベクタ の構築と遺伝子発視

（修士） 制御機構解析への応用

張 敏 昭和61年 好熱性細菌Bacillusstearothermophilusにおける宿

（修士） 主・ベクター系の改良

片 岡 正 和 昭和62年 Replication and conjugative transfer of the 

streptomyces plasmid pSN22 

文 谷政 憲 昭和62年 Saccharomyces cerevisiaeのリン酸取り込みに関与す

る遺伝子群の解析

三田村俊 秀 昭和62年 Bacillus megateriumにおけるグルコース脱水素酵索

アイソザイム遺伝子の発現制御

姜 相 模 昭和62年 濾過・圧搾による活性汚泥の脱水

（修士）

森 山 英 明 昭和62年 Studies on the genes and the enzymes of xylan 

（博士） degration of Bacillus pumilus IPO 

Amornrat 昭和62年 Molecular and functional organization of yeast 
Jearnpipatkul 

（博士） plasmid pSRl 

松村吉 信 昭和63年 大腸菌および好熱菌のスーパーオキシドジスムターゼに

関する研究

向 由起夫 昭和63年 Saccharomyces cerevisiaeにおける接合型制御 伝

子の構造と機能

加 藤 晃 平成元年 ナイロンオリゴマー分解性プラスミド pOAD2の解析

牧 野 泰 平成元年 グルコ ス脱水素酵索の構造と機能

（博士）
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Dararat 平成元年 Biosynthesis of macrolide antibiotic 
Rodphaya 

（博士） patulolides by Penicillium urticae S11R59 

鐘 建 江 平成 2年 Bioprocess engineering studies on suspended 

（修士） cultures of perilla J rutescens in bioreactors 

for anthocyanin prduction 

金 現 沫 1 平成 2年 放線菌 Streptomycesvirginiaeのvirginiamycin生

（博士） 庁誘導因f結合蛋白質

Suvit Loprasert j 平成 2年 The enzyme and gene of thermostable peroxidase 

（博士） from Bacillus stearothermophilus 

Ancharida 平成 2年 Physiological studies on autolysis of Bacillus 
Svarachorn 

（博士） subtilis 

古 園 さおり 平成 3年 放線菌プラスミド pSN22の接合伝逹に必要なタンパク

質 TraRおよびTraBの分子生物学的解析

Patoomporm 平成 3年 A bioengineering approach for maximum 
Chim-Anage 

（博士） histidine production in fed-batch culture 

Konstantin B. 平成 3年 A knowledge-based approach for diagnosis 
Konstantinov 

（博士） and cotrol of fermentation processes as variable 

structure plants : application to fed-batch 

cultivation of recombinant 

Escherichia coli for phenylalanine production 

牧 秀 明 平成 4年 非イオン界面活性剤アルキルフェノールエトキシレート

（修士） (APE)の生分解性と水環境中挙動に関する研究

Somchai 平成 4年 On-line monitoring and metabolic network 
Chauvatcharin 

（修士） analysis of acetone-butanol fermentation 

Irfan D. 平成 4年 Capability of a DNA seguence to produce an 
Prijambada 

（修士） enzyme 

井 原 忠雄 平成 4年 Pseudomonas sp. 109株由来の大環状ラクトン合成

（博士） 能を有するリパーゼ

石山 本 昌 子 平成 4年 大腸菌 ATP合成酵素： Bサブユニットの触媒部位

（博士） glycine-rich seguenceの遺伝生化学的解析
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旦/、 奎 愛 I平成 5年 On-line optimizat10n of substrates feeding in 

（修士） hybridoma cell culture usmg an artificial neural 

network and genetic algorithm 

周 澤 揚 平成 5年 キチナーゼ阻害物質アロサミジンの牛合成に関する研究

（博士）

Manee 平成 5年 Generic improvement of Saccharomyces cereviswe 
TantirungkiJ 

（修士） for alcohol fermentation from xylose 

岡 本 皿 平成 6年 胎（線菌 StrepromycesuirginiaeのvirginaeE3 

（博士） butanolide結合タンパク質

則" 田 拓 也 平成 6年 Lactobacillus sp. No.1株由来の 2種の金属プロテアー

（博士） ゼに関する研究

Chokchai 平成 6年 Structure and exprssion of peroxidase genes in 
Intapruk 

（博士） Arabidopsis thaliana 

朴 美 連 平成 6年 大腸菌 ATP合成酵素のf3サブユニット： glycine-rich 

（博士） 配列の下流に存在する触媒残県の同定

王 暁 輝 平成 6年 Structure and properties of a novel gastric 

（博士） DNA-binding protein (GATA-GTZ) 

Ricaredo M. 平成 6年 Detection and control of physiological state 
Ma tanguihan 

（博士） variability in cell cultivation 

Elizabeth 平成 6年 Complex behaviour of Escherichia coli 
P.Ko 

（博士） expressing mutant xylanase 

李 相 弼 平成 6年 好熱好アルカリ性Bacillus属細菌由来の巨大アミラー

（博士） ゼに関する研究

Sav1tr 平成 6年 Landscape around catalase I from Bacillus 
Trakulnaleamsai （博士）

stearothermophilus and its application for 

protein engineering by artificial evolution 

金 東 周 平成 7年 好熱菌 Bacillusstearothermophilus由来のペプチジ

（博士） ルプロリルシストランスイソメラーゼに関する研究

Chuttnikyha u 
平成 7年 Cloning, sezuencing and characterization of 

Pu nt 
（博士） nusG gene from Streptomyces coelicolor A3(2) 



Marasri 平成 7年
Ruengjitcha-

（博士）tchawalya 

田 井 _Ir. 早 博 I平成 7年

（博士）

梁 尽木 國 平成 7年

（博士）

Yuh us Y ulian to 平成 8年

Setiady （博士）

Chulee 平成 8年
Yompakdee 

（博士）
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A butyrolactone autoregulator binding 

protein in Streptomyces sp. FRI-5 : the IM-2 

binding protein 

Chemical studies on elicitor-active oligosac-

charides from a naturally occuring polysaccharide, 

laminaran 

放線菌 Streptomycesvirginiaeの回分培養による

virginiamycin生産の最適化

Isolation and characterization of cell cycle 

regulating genes in Tabacco 

A complex system for inorganic phosphate 

transport in Saccharomyces cerevisiae 
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I 教育改革の理念

母校の教室は、明治 29(1896)年の大阪工業学校醸造科としての設立以来、

数度の変遷を経て平成 8年で百周年を迎える。その間、本学工学部における唯一

の生物系学科として、百襄造と発酵生産の分野での教育と研究を行ってきた歴史は

前章迄に詳しく述べられている。本章では平成 3年度に行われた応用生物工学科

への改組と、続けて行われた大学院重点化による再度の組織改革の理念と内容に

ついて述べる。

1. 学科改組の背景

平成 3年度の改組の対象となった学科組織は、昭和 42(1967)年に編成され

たもので、以下の講座内容から成っていた。

第 1講座（醗酵生理学・培養工学）

第 2講座（醸造工学）

第 3講座（殺菌工学・食糧貯蔵工学）

第 4講座（工業微生物学・工業微生物遺伝学）

第 5講座（生化学・工業酵素化学）

第 6講座（醗酵工学単位操作・プロセス設計）

この学科構成は、昭和 40年代初頭の社会的要請とそれまでの経験に照らして

編成されたものであり、その指向してきた分野は、醸造と発酵工業および微生物

侵害防止に主眼を置き、それに必要な微生物育種から醗酵生理、酵素化学、培養

工学と殺菌、生産物分離などに関連する工学が主な対象であった。他大学におけ

る関連学科が農産製造に主眼を置く農芸化学科であり、また化学工学科であるこ

とと比較して、育種から培養工学と生産物の分離精製に関する工学まで、微生物

生産の一貫した内容を整えてユニークな存在であったと思う。

しかし近年に至り、工業社会の進展に伴う地球環境の悪化と生態系破壊の問題、

資源の枯渇に対する懸念、エネルギー大量消費など、人類の将来に対する深刻な

問題が表面化してきた。いずれも生命科学を抜きにしては解決できない問題であ
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る。一方、 1970年代前半に登場した遺伝子操作技術の普及による分子生物学の

広がりと生命科学の進歩を受け、世はバイオテクノロジーの時代を迎えた。当教

室もこれまでの様に工学部の一学科として存在するだけでなく、工学全般に亘っ

ての発言が求められる時代となったのである。例えば、かって工学部学生の全員

が受講した「機械工学通論」あるいは「電気工学通論」などと同じく、工学的立

場からの「生命科学概論」を、本教室が担当すべき時がきている。この趨勢には、

教室の改組とほぼ時をを同じくして大阪大学で全学的に行われた教養部よりの全

学共通教育機構への改革に際して、いまだ不十分であるが、主題別教育科目にお

ける、「バイオテクノロジー」と研究室単位のセミナー課題などで実現の方向に

向いている。今後、研究面でも他分野への発言が強く求められる趨勢にある。

当教室と並んで、他大学の農業・牧畜•水産、環境科学、医療関連のいずれか

に関係する生物系学科においても、大きな革新が行われている。この様な時代を

迎えて、前記の講座編成からなる醗酵工学科は、時代遅れと云わざるを得ない。

この変動期を迎えて、当学科では講座編成の改革を待つまでもなく、新時代に沿っ

ての研究が開始されていた。改組直前の研究課題のいくつかを紹介すれば、酵母

の宿主・ベクター系における遺伝子発現制御機構の解明、染色体操作法の開発、

酵素の分子進化、工業酵素の耐熱性化、補酵素の不溶化法、抗生物質生産を促進

する信号物質の解明、細胞培養の最適化モデル、好熱菌タンパク質分解酵素のエ

業的利用、新型酵素による機能性オリゴ糖の生産、植物酵素の微生物による生産

などがあった。さらに、第7章に詳細に述べられているように、教室が深く関係

してきた 70余年の歴史を持つ社団法人日本醗酵工学会も日本生物工学会と名称

を変え、その専攻分野の拡大と共に他分野への発言を強めてきた。

一方、社会よりの増大する人材要求の面からも教室は対応を強く迫られていた。

このことに早くから気付き、大学に対し概算要求案の提出を重ねてきた。しかし、

大きくは政府の臨時行政改革事業と大阪大学全体の事情、また工学部内での諸般

の情勢、加えて本教室と深く関連する生物工学国際交流センターの第一次の時限

継続などがあり、学内手続きが遅れていた。このような経緯を経て、ようやく政

府から改組を認められたのが平成 3年度であった。
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2 . 応用生物工学科の構想

地球生態系の危機が認識されて久しい。その根本原因は人問活動の増大である。

これまで地球の抱擁力は無限であるとの錯覚のもとに工学は発展してきた。この

意識を改め全て に対し、これまで欠如していた生命と生態系に対する理解

を深めることが必要である。そのためには生命科学を振興し、その知見を広く啓

蒙し、人類の活動全般に亘ってその法則を取り入れなければならない。近年登場

したバイオテクノロジーは、「ライフサイエンスの進展に基づいて、生命現象を

人間生活に応用する科学・技術」と定義されている。その包含する範囲は動・植

物の育種と栽培・繁殖法から医療にも及んでいる。その中で、醗酵工学科から応

用生物工学科への改組の目標を、生命反応を基とした物質生産と変換の工学にお

き、「細胞培養による物質生産」とした。加えて有限となった地球環境の中で、

「工学が如何にあるべきか」を考究する部門を取り入れることが考えられた。

この構想の甚で、直面する具体的な課題を示せば以下の分野が考えられた。こ

れまで醗酵工学科の専攻であった醜造と食品加工、アミノ酸、核酸関連物質、有

機酸などの食品添加物、またビタミン、抗生物質などの微生物代謝系を応用した

物質生産、タンパク質合成系に関わる工業用、診断用、あるいは分析用酵素の生

産から、新たにヒトや家畜の成長ホルモン、ワクチン、インターフェロンなど医

薬産業への展開。また動・植物の細胞培養技術の進歩を取り入れ、生薬成分ある

いは天然色素など二次代謝物の生産から免疫機構に立脚するタンパク質工学、酵

素や細胞を用いたバイオリアクターによる新しい工業化学プロセスの開発、微生

物やプラスミドの難分解性物質への適応性の限界を探り、生分解性プラスチック

スなどの新しい生活資材の開発がある。タンパク質工学や酵素固定化法などがさ

らに進歩することにより、バイオリアクターの開発が進み、精密なセンサーの開

発による培養槽のオンラインコントロール、あるいは複雑な生物試料の迅速分析

が期待される。さらに染色体工学の発展により、より多数の遺伝子の同時操作に

より、様々な生物種において新規な代謝系の導入も可能と考えられる。

原材料資源に目を向けると、将来のバイオテクノロジーによる物質生産では、

食・飼料と競合するデンプンや糖蜜に頼ることなく、大量に副生する農産廃資源

に求めることが広く考えられている。特に、今日の化学工業において原材料とし

て多用される石油資源は、いずれ枯渇する運命にあり、再生可能な農産資源の有
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効利用法の確立は、将来の人類に不可欠な技術のひとつである。

3 . 応用生物工学科の学科構成

以上の社会的背景、それに対する旧学科の特色を勘案し、新しい応用生物工学

科では、その第一の目標を、前述の如く微生物および動・植物の「細胞培養によ

る物質生産工学」についての教育と研究におかれた。従って、これまで醗酵工学

科が守備範囲としていた学科内容の殆どは新学科に継承されている。加えて、新

しい育種技術としての遺伝子工学、染色体工学、細胞融合法、酵素の応用性拡大

をめざすタンパク質工学と酵素工学、動・植物の細胞培養による物質生産、また、

人間活動の地球環境に及ぼす効果を対象とした生態工学など、生物工学の先端的

分野を広く取り入れることを図り以下の編成とした。

対象生物種を微生物より動·植物の培養細胞に広げ、農•林業あるいは水産資

源よりの新しい生活資材の開発と生産、また地球環境工学へ対応する講座を設け

ることが改革の第 1であり、「細胞工学講座」「生物材料化学講座」および「生態

工学講座」を新設した。改革の第 2には、旧醗酵工学科における生物学分野の墾

礎である「工業微生物学・工業微生物遺伝学講座」を「生物資源工学講座」とし、

工学分野の基礎である旧「醗酵工学単位操作・プロセス設計講座」を「生物化学

工学講座」に振り替え、その内容を近代化することが考えられた。第 3に、基礎

応用生物工学科講座編成

講 座 名 講 座 内 合六

生物資源工学講座 微生物、藻類などの分類学、遺伝子資源、細胞生理学

生物情報工学講座 分子遺伝学、遺伝子工学、染色体工学、微生物育種

細胞工学講座 細胞生理学、細胞工学、動・植物細胞培養工学

酵素工学講座 生化学・酵素学、酵素工学、タンパク質工学

生物 材 料化学講座 生理活性物質、機能性生体高分子、生物材料物性学

生物 化 学工学講座 1 生物化学工学、単位操作、プロセス設計

発酵システム工学講座 発酵生理学、培養工学、発酵システム工学

生態工学講座 生態学、物質循環、エネルギー変換、生物制御工学
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生命科学を工学に結合することを目標に、主としてDNA・遺伝子分野を対象と

した「生物情報工学講座」を旧「工業微生物学・工業微生物遺伝学講座」より派

生させ、タンパク質を対象とする「酵素工学講座」を旧「生化学 •I業酵素化学

講座」より振り替え、この分野の充実が図られた。第 4は、これらの新設あるい

は振替・派生講座に対し、醗酵工学科構成講座のうち、「醗酵生理学・培養工学

講座」「醸造工学講座」および「殺菌工学・食糧貯蔵工学講座」の 3講座は整理

統合され、「醗酵システム工学講座」にまとめた。

本学科の専攻分野は、代謝とタンパク質合成能など、基本的な細胞活性に直接

依存する物質生産工学である。その特徴は、細胞が生存可能な穏和な条件下にお

いて、高度な特異性と効率の良い生化学反応による物質変換である。換言すれば、

生きた細胞とか酵素を触媒に用いた工業化学である。この学科内容を表現する名

称を種々模索し、「応用生物工学科」とした。（英文では Departmentof Biotech-

nologyとした）。

4. 大学院重点化による再改組

この教室改革と時期をほぼ同じくして、全国的に開始された主要大学の大学院

重点化により、大阪大学工学部の全学科は、応用自然科学系、電子情報エネルギー

系、応用理工学系、地球総合工学系の 4系に区分して、顧次、大学院璽点化が行

われることになった。大学院重点化は教育と研究の重点を学部から大学院に移す

ことである。大学院の大幅な整備と充実か図られ、教官はこれまでとは逆に大学

院に所属し、学部を兼任することとなる。学部では一般教育と専門基礎教育に重

点を置き、大学院では高度の専門教育を行うことになる。これまでは学者や高級

研究者の養成が大学院の主目的とされていたか、大学院重点化により、大学院で

は高度の専門的能力を持つ眺業人の養成も目標に含められた。また、社会人をも

受け入れ、専門的知識についての再教育を行うことも目的の一つに加えられた。

この理念の韮に、本学工学部では先ず平成7年度より、当応用生物工学科、こ

れまでの応用化学科、応用精密化学科、精密工学科、応用物理学科（いずれも学

部と同名の大学院専攻からなる）に加え、プロセス工学専攻（大学院独立専攻）

をまとめて「応用自然科学系」とし、大学院重点化に移行した。続いて平成 8年

度には 6専攻からなる電子情報ェネルギーエ学系が大学院重点化されたが、残る

2系についても逐次概算要求を経て大学院に重点が移される予定である。
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本学科の所属する応用自然科学系大学院に対応する学部教育は、これら 5学科

を改組した応用自然科学科（大学科）で行われることになった。この大学科では、

新入学の学部学生はまとめて受け入れ、二年次前期修了時に応用生物工学コース、

応用化学コース、精密科学コースおよび応用物理学コースの 4コースに分属させ

る。いずれも概ね二年次前期までは全学共通教育科目（共通教育系、専門教育系

および専門基礎教育系科目）を履修し、二年次より各コース別の必修および選択

教科を習得することとし、四年次で各コース別の卒業研究を行う。

大学院専攻科では、上記 4コースに対応する専攻のうち、応用化学コースに対

応する部門は物質化学専攻と分子化学専攻に分けられ、これら学部教育をも担当

する 5 専攻に加えて、大学院専任専攻として「物質•生命工学専攻」が、上記の

旧5学科および旧プロセス専攻り改組あるいは定員抽出によって構成された。

この中で、元の応用生物工学科に由来する 8講座は、それぞれ 4講座に対応す

る教官定員をまとめて、以下の 2大講座に移行した。併記する教官名は移行時の

陣容である。

応用生物工学専攻

◇生物機能工学講座

生物資源工学領域

教授室岡義勝、助教授金子嘉信、助手山下光雄、助手小野比佐子

生物情報工学領域

教授大嶋泰治、助教授原島俊、助手小川暢男、助手向由起夫

酵素工学領域

教授卜部格、助教授根来誠司、助手島康文、助手四方哲也

生物材料化学領域

教授山田靖宙、助教授仁平卓也、助手井原史雄

◇生命反応工学講座

細胞生理学領域（元醗酵システム工学講座）

教授今中忠行、助教授高木昌宏、助手藤原伸介



細胞工学領域

教授小林昭雄、助教授福崎英一郎、助手梶山慎一郎

生物化学工学領域

教授菅健一、助手大政健史、助手片倉啓雄

生態工学領域

教授塩谷捨明、助教授清水浩、助手中島幹男
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ただし、応用生物工学科時代の助手定員 3名を抽出して、応用自然科学系に新設

された物質•生命工学専攻において「極限生命工学講座（教授金谷茂則、助教

授森川正章、助手春木満）」を編成した。その結果、 3名編成の同講座と同

じく、応用生物工学専攻では助手定員の不足を生じ、若手の訓練と競争原理の欠

如から、大学における研究・教育能力の低下と活力維持に禍根を残すのではない

かと危惧する結果となった。

5 . 他部局との対応

この応用生物工専攻（学科）の活動を述べるには、本専攻に深く関連する学内

の環境についても紹介しておく必要がある。まず大学院重点化により派生した前

述の「物質•生命工学専攻」かある。さらに重要な組織として「生物工学国際交

流センターlがある。本施設は醗酵工学科から派生して、時限付きで工学部に設

置されていたが、 2回の時限継続処置を経て、平成7年度より大阪大学に直属す

る恒久的施設とされた。同時に専任教官として教授、助教授および助手各 2名

（計6名）と客員部門を持つ組峨に増強された。本センターについては、第 6章

に詳細に述べられているが、その活動も応用生物工学専攻との密接な連係の下に

行われることは従来と同じである。また、産業科学研究所生体応答科学研究部

門生体膜分子学研究分野（二井将光教授；旧生合成化学工業部門）とは教育と

研究両面に亘り従来とも親密な関係にある。その他、理学部生物学科、基礎工学

部生物工学科、薬学部、あるいは蛋白質研究所、微生物病研究所、細胞生体工学

センターなど、本学のライフサイエンス関連部局では、主として真理の追求ある

いは医学を目標とした研究が行われている。応用生物工学専攻（学科）の使命は、

より実生活に密着した工学を専攻とすることから、それらとは互いに相補的な関
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係にあり、協力し合って行くものと考えた。

6. 現状と問題点

応用生物工学科は、生命科学の進展を受け、この約 20年間のまことに変化に

富む時期を経験した。その総決算が教室改革である。後続する 3系の大学院工学

研究科においても、同様な構成で、それぞれ専任専攻をひとつを創設しながら大

学院重点化への移行が進行している。この変動とほとんど期を一にして、大阪大

学を含めて国立大学では教養課程の廃止も行われ、人学試験、全学共通教育科目

の採用、コース別履修など多くの改革が行われ、その運営にはさらに様々な試行

錯誤の期間を経ることとなった。

以前の醗酵工学教室では、 6講座編成で学生定員40名であったが、応用生物

工学科への改組に伴い、 8講座編成の学生定員 60名に拡大された。同時にこれ

まで 22名＊＊であった教官定員が平成6年の改組完了時には 30名となった。続け

ての大学院重点化による再度の編成替えにより、職員の定員数変化は伴わないと

はいえ、制度上は関連専攻を含めると 9講座相当にまで成長した。しかしこの間、

改組拡充に対する施設建物の増設は全く行われず、昨今の研究装備の充実・増強

もあり、研究環境の狭陰・劣悪さはその極に達しているのが、大学院菫点化が達

成された平成 7年頃の教室の現状である。いずれ行われるであろう研究棟の改築

が早い時期に実現することが強く望まれる。教室の発展に対する同窓生諸氏のご

支援を願うところ大である。

＊＊ 昭和42年の改組拡充で定員24名となっていたが、その後助手2名の削減を

受て、 22名となっていた。
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1. 応用自然科学科の特徴

百年誌 119

応用自然科学科は、大阪大学での大学院軍点化が段階的に進行中のところ、平

成 7年 4月から工学部としては最初に発足し菫点化した新しい系における学科で

す。本学科は、これまでの応用生物工学科、応用化学科、応用精密化学科、応用

物理学科、精密工学科を改組して、応用生物工学コース、応用化学コース、応用

物理学コース、精密科学コースから構成されています。

自然科学の甚礎となっている物理学、化学、生物学の分野は、それぞれの応用

において専門化、細分化して目覚ましい発展をとげ、現在の社会の繁栄の基礎を

築いてきました。さらに、現在の多様化した科学・技術においては、それぞれの

分野にまたがる学問領域およびその応用がますます求められています。このよう

な情勢とこれからの科学・技術を鑑みて、これまで分化を重ねてきた物理、化学、

生物、情報、精密工学等分野の疎通をはかって新しい系としての応用自然科学系

大学院が生まれました。この大学院に関連している本学科では、工学の幅広い分

野において必要な自然現象を学問対象とし、ミクロな立場からそれらを理解する

とともに、その基本的なメカニズムを幅広い視野に立って工学的に応用すること

ができる人材を育てることを主眼においています。

大学入学のときは応用自然科学科に入った学生諸君は、まず共通教育科目の講

義を受けますが、特に専門基礎教育科目として物理、化学、生物、数学の基礎を

修得します。 2年次になって 4つのコースに分かれて、それぞれの専門領域を深

めてゆきます。この課程では各コースでの専門講義科目に加えて応用自然科学科

共通に開かれているいくつかの科目もあり、専門分野とともに周辺領域の知識を

広げ、広い視点から考える力が養われていきます。

4年次になると、各コースにおいていずれかの研究室に入って卒業研究を行い

ます。その後幅広い知識をもった技術者、研究者として社会へ出る人もあります

が、さらに物質•生命工学専攻、分子化学専攻、物質化学専攻、応用生物工学専

攻、応用物理学専攻、精密科学専攻の 6つの専攻からなる応用自然科学系の大学

院へ進んで博士前期課程あるいは後期課程で一層専門を深める道が開かれていま

す。
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応用自然科学科と大学院専攻

；
 

物質•生命工学専攻

分子化学専攻

物質化学専攻

精密科学専攻

応用物理学専攻

応用生物工学専攻

4年次

[
]
 

3年次

2年次

1年次

応 応 精 応
用 塁

党『→—`

翡化 科
巴子 物 学 理
コ 工 コ 邑子

I 呂子 I 

I 

コ
ス コ ス I 

I ス
I ス

90名程度 64名程度 45名程度 45名程度

応用 自然科学科

定員 244名

応用自然科学科の共通カリキュラム

専門基礎教育科目

単
缶 週 授 榮 It寺 間 数

1年次 2 年次 3 年次 4 年次
授 業 科 目 位 ' .  

数
l学期 2学期 l学期 2学期 l学期 2 ,, 芹期

1学期ーー一 2学！りl
1セメスター 2セメスター ：｝セメスター 4セメスター 5セメスター 6セメスター 7セメスター 8セメスター

◎ 1解析学 A - I 2 2 

◎ 解析学 A - II 2 2 

◎ 線形代数学 A - I 2 2 

◎ 線形代数学 A- II 2 2 

◎ 数学演習 A~I 1 2 
I I 

i ◎ ◎ 
数学演習 A~II 1 2 

力学要論 2 2 

◎ 電磁気学要論 2 2 

◎ 物理学実験 2 6 

◎ 分子化学序論 2 2 

◎ 化 学 実 験 2 6 

◎ 細 胞 生 物 邑子 2 2 

◎ --,分- 子
生 物学 2 2 

◎印は必修科目

精密科学コースを屈修する者は， 上記の他に「図学A」(2tji位）及び「図学実習A」(1単位）を履

修すること。

また，応用化学コース，応川生物工学コースあるいは応用物理学コースを履修する者は，［図学A」
(2単位）を履修することがてきる。
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応用自然科学科の卒業に要する単位及び履修方法

O共通教育系科目

:1: 題別教育科目

外国語教育科日

人間教育科目，
基礎セミナー，

特別科目

健康・スポーツ

教育科目

小 計

8
 

12 

・「文化と交流」，「環境と人間」の 2主距の下に設定された副丁題の中

から 1つ選び，当該晶n迎の彎卜`に設定されている授業科目の中から 8
単位以上を修得しなければならない。
------------------------------------、-------------

• 第 1外国語（英語）=6単位以上を修得しなければならない。ただし，

英語を母語とする外匡人留学生にあっては，第 1外国語として，英語

のほか， ドイツ語， フランス語， ロシア語及び日本語のうちから 1外

国語を選訳し，履修することができる。

• 第2外国語＝ドイツ語， フランス語， ロシア語のうちから 1外国語を

選び， 6単｛りを修得しなければならない。
--------------------------- --------―. -. ----------. ---―---------------

・人間教育科目，基礎セミナー，特別科目のうちから 2単位以上を修得

21 しなければならない。

・「スポーツ実習A」のほかに，「健康科学実習A」, 「スポーツ科学」，

21 「健康科学」から 1科目を選択履修し，計 2単位を修得しなければな

らない。

24 

O専門教育系科目

専門基礎教育科t:l
1--・ 

専門教育科目

241 
• 別表の応用自然科学科「専門基礎教育科目」のうち，◎印の必修科目

を計24単位修得しなければならない。
. . ..............  ー 言ヽ→ ヽヽ

別表の応用目然科学科「専門教育科目」のうち，

・（応i廿化学コース）については，

当該コースに開設している授業科目のうち，必修科目28単位，第 I選
択科目42単位以上を含めて合計82単位以上を修得しなければならない。

・（応用生物工学コース）については，

当該コースに開設している授業科目のうち，必修科目25単位，第 I選
択科目45単位以上を含めて合計82単位以上を修得しなければならない。

82 

・（精密科学コース）については，

当該コースに開設している授業科目のうち，必修科目24単位，第 I選
択科日46単位以卜を含めて合計82単位以上を修得しなければならない。

・（応用物理学コース）については，

当該コースに開設している授業科目のうち，必修科El23単位，第 I選
択科目47単位以上を含めて合計82単位以上を修得しなければならない。

• 他学科に屈する専門教育科日のうち，学科長の承品を得て修得した単

位は，第II選択科目の単位数に加えることができる。

• 各コースとも「卒業研究」を履修するためには， 3年次終了までにあ

らかじめ定められた科目の単位を修得しておくことが必要である。

小
―― f

-
U
 

106 

O卒業要件単位数合計 I130 
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2 . 応用生物工学コース

応用生物工学コースの特徴

新しい科学技術として期待されているバイオテクノロジーでは、従来からの微

生物生産に加えて細胞培養による様々な物質の生産、さらには地球環境の浄化な

どの面で飛躍的な発展が見込まれています。本コースは大阪大学工学部において、

唯一の生物、物理、化学を基礎としたバイオテクノロジ一の発展の中心的な役割

を果たすコースであり、生物の代謝、免疫、増殖などの生命現象の機能を解明し、

それらのメカニズムを工学的に利用し、産業に役立てる学際的かつ先進的な技術

について研究しています。本コースの研究対象は微生物から、動植物細胞の培養

までと広く、アミノ酸、核酸関連物質などの食品、抗生物質などの医薬品は勿論、

微生物が本来作り得なかったヒトや家畜の成長ホルモン、ワクチンなどの新しい

医薬品の生産、さらに生物資源の有効利用、環境浄化など生命科学を人間生活に

役立てることを使命として、遺伝学、生化学、分子生物学、細胞工学、タンパク

質工学および生物化学工学などの先端技術に関する研究と教育を行っています。

生物資源工学領域

エネルギー・食糧の供給源としての生物資源の有効な利用法を求め、また環境

指標としての生物の多様性の維持のため、系統微生物学、遺伝子資源開発、およ

び有用微生物育種に関する教育と研究を行います。

生物情報工学領域

分子遺伝学の基礎から育種を目的とした遺伝子工学や染色体操作などの先端分

野について講義と実験操作の実習を担当します。遺伝子が環境変化に対応して働

く機構と異種間雑種染色体の構築が研究課題です。

細胞工学領域

藍藻や高等植物の物質代謝を細胞生物化学的に解析し、有用物質•有用酵素生

産のための大量培養系を確立して、酵素工学的・遺伝子工学的手法を用いた新素

材や新機能性物質の開発と生産を試みています。
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酵素工学領域

酵素を物理化学の基礎的な視点、および、代謝、進化などの生物学的な視点か

ら理解し、人類にとって有用な酵素および酵素的触媒の設計原理を得るための教

育と研究を行います。

生物材料化学領域

地球上には生物の生産する物質が存在しています。化学を基盤として、これら

生物起源の物質の生合成、利用法を研究しています。また、人類にとって有用な

新物質を探索し、その作用の研究も行っています。

生物化学工学領域

遺伝子操作や細胞融合法で得られた細胞より私たちに役に立つ物質が生産され

ますが、実験室で開発されたこのような研究成果を工業レベルにまでもっていく

ための研究を行っています。

細胞生理学領域

新しいものを生産する素材として遺伝子、酵素、細胞を考え、これらを物質生

産に結びつけるための研究を行っています。

生態工学領域

地球上には、微生物から大型動・植物に至るまで様々な生物が住んでいます。

これら生物集団と人間活動がもたらすお互いの影響を地球規模で明らかにし、地

球環境汚染防止と改善のための研究を行っています。



124 第 5章 21世紀に向う応用生物工学専攻

専門教育科目（応用生物工学コース）

編遍授戴疇麟 徽

必鯵・ 科目 皐 1年次 2年次 3年次 4年次

選択胴 書彎 II婁科目 位 ＂旱胃！ 2零闊 1学闊 2零闊 1零耀 2零鵡 1零闊 I 2零霞l

戴 1セメスター Zセメスター 3セメスクー 4セメスクー 5セメスター 6セメスター 7セメスター 8セメスター

ASOOO 先蝙科零序綸 I 2 2 

AS001 先蝙科掌序● II 2 2 

必 AS002 安全工学序論 1 1 

AS300 物妻化零寅攣 I 3 
AS301 ● 生綸学真顧 2 6 
AS302 生物化零真● 2 6 

AS303 鵬稟化学霙攣 2 6 

AS304 • I! 工学冥麟 1 3 
AS305 生 物 化 拳 工 攣 真 ● 2 6 

AS306 生曝工攀寓顧 1 3 

修 AS406 ゼミナール N 1 2 
AS029 卒 戴 研 賓 8 

小 It 25 2 2 

゜ ゜
15 18 1 2 

CM030 戴学爛析 I 2 2 

CM031 ll: 学鱗析 II 2 2 

AS030 熱力学 2 2 

AS031 量子科学 2 2 

AS032 分析科零 2 2 

AS033 鞠倍：科学 2 2 

AS034 

生物出化~学 I叶2 

2 

AS035 応用自 2 

蒙 AS130 物遷 2 

AS131 物曙化学 II 2 2 
AS132 籍● 化学 II 2 2 

AS133 青● 化学 I 2 2 

AS134 有機化学 II 2 2 

AS135 賓纏化学 Ill 2 2 

AS136 分析 化 学 2 2 

AS137 化学工学 l 2 2 

AS138 化学工学 II 2 2 

I AS140 高分子化学 II 2 2 
AS330 戴値 tt算法漬● 1 2 

AS331 生物化学 I 2 2 

AS332 生物化学 II 2 2 

AS333 天然物青懺化学 2 2 
AS334 工鑽嚢生物学 2 2 

AS335 瓢生檎遺伝学 2 2 

AS336 璽最嘉学 2 
2 

AS337 薦棄 2 2 

遍 AS338 発醸生 2 2 
AS339 バイオブロ 2 2 
AS144 編騎工学 I 2 2 
AS340 編嗣工学 II 2 2 

AS145 生物賣濠利 J11学 z 2 
AS341 生鴨化零工零 I 2 2 
AS342 生物化学工零 II 2 2 
AS343 培 養 工 学 2 2 
AS344 甕醸情輻鱗析 2 2 

択 AS345 生 物 シ ス テ ム 工 学 2 2 
AS346 貪品 工 学 z 2 

AS347 ●遣・覺鵬生庸工学 2 2 
EE900 舅濠処遷工学 2 2 

AS348 讀虜科学 2 2 

AS036 特 lll 鵬纏 I 2 2 

AS037 袴 J11 ● ● II 2 2 
AS038 特 l!I•• Kl 2 2 

AS039 特肩鯛● N 2 2 

小 計 87 

゜ ゜
22 26 16 16 8 

゜CI030 電貫工学逼論 I 2 2 
CI031 電賃工学遍論 II 2 2 

第 CT030 工纂経濱 4 2 2 
II CT031 工場警遵法 2 2 

選 CT070 総合科目 1 1 （集 中 ） 

択 cro71 総合科目 II 1 （集中 ） 

CT072 総合科目 Ill 1 （集中 ） 

小 It 13 

゜ ゜ ゜
2 2 o I 2 4 

合 計 125 2 2 22 28 33 34 11 6 
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1)生物機能工学講座

生物資源工学領域
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教授 室岡義勝

助教授 金子嘉信

助手小野比佐好

山下光雄

I. 主な研究と特長

地球惑星に誕生した生命は、分子•生物進化をとげて、私たちヒトを含めた多

種多様な生物種として、存在しています。ところが、毎年、何千種類もの貴重な

生物種が、環境変化によって消滅していると言われています。一方で、未だ発見

されていない種も多く、特に微生物は 99%以上が未発見のまま眠っています。

そこで、有用資源としての「未知微生物種の開拓」と伝統醗酵微生物による「健

康食品の開拓」、遺伝生化学分類法による「分子進化系統樹の作成」と「遺伝子

資源の保存」、そうして地球生態系を乱さない「新しい種の創造」と「環境遺伝

生化学」に取り組んでいます。そこには、研究者を魅了してやまない、生物の多

様性に駆ける科学のロマンがあります。

現在進展している研究課題として、

1. 「共生工学研究」：地球の生物は助け合いながら生きています。この共生

機構を明らかにし、育種のための工学的デザインを目指し、これを共生工学と名

付けました。これには、無公害、生物肥料として利用されてきた緑肥植物のレン

ゲソウをモデルとした根粒形成と窒素固定メカニズムの解明；東南アジアで未発

見の熱帯性窒素固定菌の開拓と酸性士壌に適したマメ科植物およびそれに根粒を

作る細菌の育種；植物寄生菌・病原菌の共生と病原性のメカニズムの解明；およ

び無農薬、バイオロジカルコントロールとしての害虫耐性トランスジェニック植

物の創造などの研究がこれにあたります。

2. 「分子系統保存研究」：ファーブルの好奇心を遺伝子レベルで探求し、進

化系統樹の確立を目指します。例えば、クリーンエネルギー源としての窒素固定

菌・根粒菌の進化系統樹の作成；世界の伝統醗酵食品中の乳酸菌の分離と遺伝子

分類法の開発；酵母菌のゲノム間の挿入組み込み解析と遺伝子分類等です。また
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世界微生物保存機関に登録されている、 OUT微生物株を管理し、有用遺伝子資

源を保存しています。

3. 「環境遺伝生化学研究」：生態系のネットワークのしくみを理解し、地球

環境保全• 浄化に役立てることを目的にしています。具体的には、耐塩性菌の耐

塩機構の遺伝生化学的解明により塩害に耐え、砂漠で育つ植物種の創造を目指し

た研究をしています。また、硫黄、アミン化合物の代謝遺伝子調節機構の解明と

分子間ネットワークを理解する分子生物学研究；公害源である、硫黄酸化物の固

定の研究；およびカドミウム、銅、水銀などの重金属を特異的に結合するタンパ

ク質の工学的変換や細菌表面への吸着、さらに植物によるバイオレメデエーショ

ンをとうして、地球環境浄化の一部に役立てるぺく研究しています。

4. 「健康微生物資源研究」：伝統発酵食品から新しい健康発酵食品の開発を

目指した研究を行っています。例えば、健康増進バクテリアとしての乳酸菌の安

全なベクターの開発と乳酸菌発酵の多角的利用；コレステロール分解酵素遺伝子

群の構造解析と低コレステロール健康発酵食品の開発のための基礎研究；および、

チーズ生産に利用されているプロピオン酸菌によるビタミン B12生合成系の遺

伝生化学研究も行っています。

II. 今後の展望

私たちの研究哲学は、バイオテクノロジー（生物工学）を金儲けのためでなく、

であります。そのための基礎理論と技術開発をめざしています。このことにより、

地球生態系の乱さない多機能生物種の創生とその利用が展望されます。

皿研究室人員・構成

学部生 5人、修士課程7人、博士課程 2人、外国人客員教授 1人、論博留学生

1人
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生物情報工学領域

助教授 原島俊

助手 小川暢男

助手 向由起夫

I. 主な研究と特長

私たちの研究室のテーマは、「真核生物遺伝子機能の解明とバイオテクノロジ一

への応用」です。この目的のために、酵母を研究材料として用いています。酵母

では、 i)精密な遺伝解析が駆使できること、また、 ii)種々の遺伝子を導人し

たり、組換え IiNA技術を利用して遺伝子や染色体を自由に操作できること、そ

して、 ill)某本的な生命現象に関わる遺伝子やタンパク質が、酵母と高等生物の

間で非常によく似ており、酵母で得られた知見が高等生物の生命現象を理解する

ために大きな貢献をすると考えられることなどがその理由です。さらに、酵母は

古くから醸造飲料、パンや醗酵食品の製造を通して人間生活に密接な関係を持ち、

近年では、遺伝子工学による高等生物有用タンパク質やワクチンなどの医薬品製

造のための細胞工場として重要な生物であることも、その理由としてつけ加える

べきでしょう。

現在進行中の研究は、「真核生物遺伝子機能の解明とバイオテクノロジーヘの

応用」の大テーマのもと、以下の 3つのサブテーマにわけることができます。ま

ず第 1に、「生物情報の認識・伝達機構の解明」です。このテーマは、近年、お

よそ生命科学に関係している研究室であれば、医学部、理学部、農学部、薬学部、

工学部などの学部を問わず、それぞれの角度から遂行している研究テーマです。

それは、「生物情報伝達のメカニズムの理解」こそが、複製や細胞分裂、細胞の

ガン化、発生・分化など様々な生命現象の根本的な理解とその応用につながると

の認識が生まれてきたからに他なりません。私達もこの認識のもと、具体的には、

酵母細胞における、 1)異性の認識と有性生殖の転写制御機構、 2)栄養源情報

の認識と細胞分化の分子機構、 3)不飽和脂肪酸シグナルの認識と伝達機構、 4)

リン酸信号の認識と細胞増殖制御機構、 5)テロメラーゼ遺伝子の発現制御機構、

6) クロマチン構造変化と基礎転写制御機構などの研究を行っています。

第 2のサブテーマは「酵母のシステムを利用した高等生物遺伝子機能の解析と分

子育種技術の開発」です。このテーマは、基本的に重要な細胞の調節機構が、酵

母と高等生物でよく似ていることに基づき、高等生物遺伝子機能の解明や動・植
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物細胞の育種に、酵母のシステムを積極的に利用しようというテーマです。具体

的には、 1)酵母細胞を利用したヒト転写因子や細胞周期制御遺伝子の機能解析、

2)酵母の組換え系を利用した高等動・植物染色体操作技術の開発、 3)酵母の

2ーハイプリドシステムを利用したヒトリン酸トランスポーターのクローニング

と機能解析などの研究を行っています。

第 3のテーマは、「酵母のニューバイオテクノロジー」です。このテーマは、

酵母細胞機能のバイオテクノロジーヘの応用を目指したもので、 1)遺伝子工学

による医薬品製造の細胞工場として有用な酵母細胞の創製、 2)人類の健康に重

要な「脂質」の改良や効率的生産への酵母細胞の利用を目指した脂肪酸不飽和化

酵素遺伝子のクローニング、 3)染色体工学による醸造酵母やパン酵母の新しい

分子育種技術の開発などの研究を行っています。

II. 今後の展望

酵母は、研究材料として多くの利点を持つ魅力的な生物ですので、今後とも主

要な材料として使っていきたいと考えています。今後は、現在の研究を押し進め

るのはもちろん、酵母を使って形態形成のメカニズムを解明する研究なども始め

たいと考えています。また、酵母は、近年真核生物で初めてその全ゲノムの全塩

基配列が決定された生物ですが、この情報を基盤にして、酵母をゲノムサイエン

スの材料として積極的に利用する研究も始めたいと思っています。一方、こうし

た基礎的な研究に加え、酵母のバイオテクノロジーヘの応用研究も積極的に進め

ていくつもりです。例えば、現時点では夢のような話と考えられている種々の有

用な高度不飽和脂肪酸の酵母細胞による生産などは、今後積極果敢にチャレンジ

していきたいテーマです。これらの研究を通じて生命の神秘を解きあかし、人類

の幸福にささやかでも貢献できればというのが私達の願いです。

皿研究室人員・構成

博士課程後期 3年 2人、 2年 2人、博士課程前期 2年 2人、 1年 7人、

学部 4年 5人、研究生 2人
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酵素工学領域

教授 卜部格

助教授 根来誠司

助手 島康文

四方哲也

I. 主な研究と特長

酵素は自然が設計した精妙な触媒である。このようなものを自分でも作ってみ

たい、また、現在の酵素性質を自由に変えてみたいというのは、酵素を扱ってい

る研究者の夢である。地球上で最初にできたタンパク質の触媒活性は、あったと

してもごくわずかなものであったろう。でも、それが進化して立派な酵素になっ

ている。この進化の原理を解明し、酵素設計のための新しい戦略を開発しようと

するのが、酵素進化工学である。この目標に向かって、多方面から研究を進めて

いるが、その中の 2つの柱について説明する。

1) タンパク質配列空間上の地形の実験的描写

Nこのアミノ酸がつながってできたタンパク質の一次配列は、アミノ酸が 20

種類なので、 20N種類存在する。したがって、そのうちの一つの一次配列は、 N

次元配列空間の一点として表される。そして、各点のタンパク質は、その一次構

造に応じた性質を持っている。たとえば、ある一定の環境におかれたときに一定

の構造を取る点もあれば、取らない点もあるだろう。一定の構造をとったものの

中でも、形や安定性はそれぞれの点で異なるだろう。また、構造をとったものの

中には、強い触媒活性を持っているものもあるだろうし、また、構造をとったも

のの中には、強い触媒活性を持っているものもあるだろうし、持っていないもの

もあるだろう。ある活性について、同じ強さの点をつないだ等高線を引くと、そ

の活性についての地形図が描ける。同じ種類の活性をもつ山が、配列空間内にた

くさんあるだろう。そして、そのような地形図はタンパク質のいろんな性質につ

いて描くことができるのである。

さて、酵素が進化の過程で通ってきた道筋は、一次配列の変化の過程として、

この配列空間上の点をつなぐことによって表される。そして、その間の活性の大

きさの変化の過程は、地形図上の道筋となっている。現在の酵素は、最初にでき

たある一次配列のタンパク質から出発し、その遺伝子がランダムな変異を受けな

がら配列空間を適当に歩いてきて、ある山の領域に生き残っているものなのであ
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る。この自然が採用している酵素設計法を工学的に応用して、現在の酵素を改良

したり、全く新しい酵素を創出するためには、まず、配列空間上の地形を認識し

ておかねばならない。それは、高山の頂上を目指すときに地図が不可欠であるの

と同様である。登山家にとって、登るに値する山がこの世界にあるのかないのか、

あるとすればどうやって近づき、どうやって頂上に登ればよいのかは、地図なし

には考えられない。しかし、膨大なタンパク質配列空間のほとんどが未知の空間

であり、実際の地形についてはそのほんの一部すら見た人もいないのが現状であ

る。そこで、本研究では、既存の酵素にランダムな変異を導入し、その酵素のま

わりの局所的地形の特徴を調べる方向と、既存のものとは無関係なランダムな配

列をもつタンパク質を人工的に合成し、大域的地形の特徴を調べる方向との 2つ

の方向から解析を進めている。

2)無細胞自己複製系の構築とそのダイナミックス

進化の過程において、多種多様な生物が相互作用しながら新しい機能が生み出

されてきた。このような進化のメカニズムを理解するための一つのアプローチと

して、実際の複雑な生物をより簡単化したシステムを実験室内で構築しようとし

ている。それが無細胞自己複製系であり、遺伝子が試験管内で自己複製しつつ進

化してゆくシステムである。このようなシステムが完成すれば、進化の原理を解

明しうるとともに、その系を用いて酵素を効率的に進化させることができるよう

になる。それは登山家にとって山を登る歩き方を修得できたことに相当する。

II. 今後の展望

タンパク質配列空間上の地形の特徴は次第に明らかになりつつある。現在確立

されている手法を用いれば、酵素に新しい機能を付与する可能性を知ることはそ

う困難ではない。また新しい酵素を創出しうる可能性もかなり開けてきた。今後、

無細胞自己複製系が構築でき、その進化的挙動が明らかになれば、望みの性質を

持つ新しい酵素を自動進化的に創出しうるようになると考えている。そしてそれ

は、酵素および生命に対する新しい理解につながるであろう。

ill. 研究室人員・構成

博士課程後期 2年 1名、 1年 2名 博士課程前期 2年 4名、 1年 4名

学部 4年 5名、 研究生 0名
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生物材料化学領域

教授 山田靖宙

助教授 仁平卓也

助手 井原史雄

I. 主な研究と特長

山田が教授になった 1985年当時は故田口久治名誉教授が当講座を主宰されて

おり、講座名は醗酵工学科醸造工学講座であった。そのころ田口教授は生物工学

国際交流センター長としてその運営に尽力されており、その主力はセンターに移

動していたので、事実上、山田が新しい研究室として主宰していくことになった。

山田の専門分野は生物有機化学、天然物有機化学であり、京大工業化学出身で当

時センター助手、生化学分野の仁平卓也（現助教授）と協力して発足した。その

ころの研究テーマは糸状菌の新規二次代謝物質の構造、合成、生合成、テルペン

類の微生物変換、新規酵素の探索、放線菌の抗生物質誘導因子の構造である。

1991年には醗酵工学科の改組拡充が行われ、応用生物I学科 8講座編成になり、

醸造工学講座名は生物材料化学講座となった。さらに、 1995年度からは大学院

重点化実現により、改組され、現在は工学研究科応用生物丁学専攻生物機能工学

講座に属する生物材料化学領域となっている。

我々の研究室は天然物有機化学、生物有機化学をバックグランドとして研究を

進めているが、工学部に属するバイオテクノロジ一部門であることから、基礎を

深く研究すると同時に、常にその応用を目指して努力している。研究室発足当時

からのテーマである Streptomyces属放線菌の微生物ホルモン様信号伝達物質

も、はじめはその分離精製、構造決定、化学合成からはいり、現在はその生合成、

さらには、作用機構の解明のためにそのレセプタータンパク質の構造研究をおこ

なっている。

従って、当初は有機化学的色彩の強かった実験内容も、現在ではタンパク質化

学、遺伝子組み替え技術を駆使した DNAレベルでの実験、成果が多くなってい

る。次に、主な研究内容を紹介したい。

1 . Streptomyces属放線菌のホルモン様信号伝逹物質

Streptmyces属放線菌は士壌に広く分布する微生物であり、多くの有用抗生

物質、二次代謝物質を生産する醗酵工業、医薬品工業上極めて甫要な生物である。

原核生物に属するが、基底菌糸、気菌糸、分生胞子を形成する形態分化をカビと
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同じ様に行う。 Streptmyces放線菌のこのような形態分化や、抗生物質生産を

数 nMの極微量で誘導する内因性で低分子の微生物ホルモン様物質の存在が知

られており、自己調節因子とも呼ばれている。当研究室では、 Streptomyces

virginiaeから抗生物質 virginiamycinの生産を誘導する自己調節因子を分離、

構造決定した。ちなみに、この因子は故照井党造名誉教授と現農水省の柳本等が

1970年代始めに発見したものである。我々が vir印niaebutanolide (VB)と命名

したこの因子は 5種類の類縁体よりなる。 2位と 3位が置換したブチロラクトン

環を持つユニークな構造の一群の物質である。このようなユニークな骨格の生合

成経路の研究として平行して、我々は世界に先駆けてこの微生物ホルモン様物質

のレセプタータンパク質を分離し、その遺伝子をクーニングして、アミノ酸配列

即ち一次構造を決定することが出来た。この研究の発想は、高等生物のホルモン

と同様に、細胞外に分泌された事低分子自己調節因子 VBが他の細胞に信号を伝逹

し、抗生物質遺伝子を発現させる過程で必ずレセプタータンパク質が関与してい

るという仮説に基づいている。現在このレセプタータンパク質の機能の解明が進

行中である。

その他 VB以外の自己調節因子としては D-cycloserine生産放線菌、 Stepto-

myces sp. FIR-5において青色色素の生産と抗生物質をヌクレオシド型にスイッ

チする因子を分離、構造決定して IM-2と命名した。 IM-2もブチロラクトン骨

格を持つ VB類縁体である。そのレセプタータンパク質の分離、遺伝子のクロー

ニング、アミノ酸配列の決定も終了している。

我々の他のグループにより発見、構造決定された自己調節因子では Strepto-

myces griseusのA-factorがある。形態分化と抗生物質ストレプトマイシンを

誘導する因子であり、 VB,IM-2と同様にプチロラクトン骨格を持つ類縁体であ

る。このレセプタータンパク質も最近東大のグループにより、分離、遺伝子のク

ローニング、アミノ酸配列の決定がおこなわれた。現在知られているこの 3種類

の自己調節因子 VB,IM-2, A-factorとそれぞれのレセプタータンパク質の結合

はその効果同様、特異的である。

この様なプチロラクトン型の自己調節因子は約 60%のStreptomyces属放線

菌に分布していると推定され、それぞれの種における機能が基礎、応用の両面か

ら我々の興味を引く対象である。
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2. リパーゼを利用した有機合成、新規リパーゼの開発

この 15年来、多くの有機合成化学者逹は、生体触媒、酵素等を有機合成に応

用し、不斉合成、位置特異的反応、不安定物質の合成に成果を摯げつつある。我々

は糸状菌のマクロライド（大環状ラクトン型抗生物質）生合成研究から大環状ラ

クトン合成にリパーゼを応用することを発想し、市販の Pseudomonas属起源

のリパーゼにその活性があることを見出した。リパーゼを利用した大環状ラクト

ン合成は操作は純然たる化学反応よりは容易であるか、化学反応同様、分子間反

応を防ぐために、高度希釈での反応が必要てある。酵素を改良すべく、大環状ラ

クトン合成能を持つリパーゼの精製、その遺伝子のクローニング、一次構造の決

を行い、大腸菌での大量発現を試みた。リパーゼは本来細胞膜を加水分解し、

破壊する性質があり、大腸菌での生産もタンパク質は大量に取れるが失活状態で

あった。このリパーゼ遺伝子の下流にリパーゼの活性化に関与するタンパク質遺

伝子を見出し、現在タンパク質化学的に失活したタンパク質の賦活化の研究を行っ

ている。

これ以外にも、有機合成に利用可能な市販のリパーゼにはない新機能を持つリ

パーゼを土壌細菌から探索し、その精製、性質の検討か進行中である。

]] . 今後の展望

微生物のホルモンあるいはフェロモン様信号伝達物質は、現在多くの属におい

て基礎研究が進んでおり、その生態学的役割は世界的に関心が持たれている。

応用面では、未知のしかし、興味ある分野である。 VBを利用した抗生物質

virginiamycinの増産に関する研究は応用生物工学専攻の塩谷、菅教授の下で進

行中である。また、 IM-2とそれに対応する抗生物質生産菌の組み合わせによる

植物病原菌の防除法も企業で成功している。ブチロラクトン型自己調節因子は比

較的構造は簡単で実験室規模では容易に合成出来る上、数 nMの濃度で有効で

ある。その他この様な自己調節因子を利用した、放線菌の新機能開発が今後期待

される。

酵素特にリパーゼを利用した反応開発も、製造プロセスの簡便化、キラル物質

に対する需要の増大等、その基礎研究に加えて新しい機能開発、探索等やりかい

のある分野である。

教育面では、天然物有機化学、生物有機化学、生化学、生物資源利用学を担当
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している。バイオテクノロジ一分野では多様な手段を駆使する事が必要な場合が

多い。自分の専門にとらわれず、好奇心が旺盛で活力のある学生を育てることが

必要である。

ill. 研究室人員・構成

事務官 1名

博士課程学生 4名

修士課程学生 11名

卒論学生 5名

研究生 2名



2)生命反応工学講座

細胞生理学領域

I. 主な研究と特長

【これまでの研究テーマ】
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教授 今中忠行

助教授 高木昌宏

助手 藤原伸介

生命の営む複雑多岐にわたる現象は、通常状態では分子から個体までの各レベ

ルで高度に調節されており、個々の現象の本質を把握することが困難となってい

るが、極限環境においては、基本生命現象の顕在化、あるいは新たな生命現象の

出現が起こり、生物に普遍的に認められる適応過程の理解に、生物の進化、多様

化プロセスの理解のために重要な知見を得ることができる。我々は、 1980年頃

より、高温 (55℃-75℃)で生育する微生物である中等度好熱菌 Bacillus

stearothermophilusについて研究を進めてきた。研究成果を列挙すると、①世

界初の好熱菌宿主ベクター系構築、②各種耐熱酵素遺伝子解析、③高温環境での

遺伝子複製、発現制御機構解明、④蛋白質工学的手法による酵素の人工的改良、

が挙げられる。好熱菌の生産する酵素は熱に対して安定で、工業生産に応用され

た例も多くある。

【現在の研究テーマ】

90年代になって、より極限的な環境から生物を探索する必要性を認め、 85℃

以上の超高温環境で生育する新規超好熱菌、油田周辺の疎水環境に生育する石油

分解• 生成細菌を取得するに至った。我々は、独自に単離した超好熱菌

Pyrococcus KOD 1株から、 20種類以上の酵素遺伝子を解析し、いずれの酵素

も超耐熱性であり、また真核生物由来のものと相同性が高いことを示し、超好熱

菌が有用機能タンパク質の宝庫として、そして、真核細胞の起源を探るうえでも

興味深いことを明らかにしてきた。また、静岡県の油田近辺の土壌から、石油分

解細菌の分離に成功しており、分解経路についても解析を行ってきた。

極限環境における進化、適応をタンパク質レベルで考えたとき、哺乳動物特有

の体液性免疫系の抗体産生プロセスは、細胞内タンパク質工学とも言える良いモ

デル系である。我々は、抗体を機能性タンパク質の材料と考え、有用機能性抗体
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を開発するプロジェクトにも着手している。具体的成果として、 L銀のみで機能

する耐熱性抗体酵素(L-zyrne)の開発、ガン細胞糖鎖認識抗体の作製等が挙げら

れる。

Il. 今後の展望

バイオテクノロジーに課せられた重要課題、環境、医学、進化を長期的な基本

テーマとして設定し、研究を進めていきたい。

1. 環境（石油分解、生成細菌の解析）

石油を生物の力で浄化しようというのが本研究テーマの将来展望です。我々が

分離した菌から地球温暖化現象の悪役である CO2ガスを固定できる事、そして

石油を生産する能力の発見により、石油生物起源説を支持する結果も得られた。

“環境浄化CO2除去”への貢献も、我々が目標とするところで、自然に優しい環

境浄化方法の開発を行いたい。

2. 医学（抗体工学）

従来の蛋白質工学の技術的蓄積を背景に、新たな分野として抗体工学プロジェ

クトを進める。バイオテクノロジーは、今後益々医学的な方面に進展して行くと

考えられます。モノクローナル抗体の微生物生産、抗体酵素の創製、ガン診断抗

体、抗サイトカイン抗体（骨粗しょう症、リウマチ治療用）、ドラッグデリバリー

システム (DDS)の開発など、モノクローナル抗体を中心とした医学的な研究

を進めて行きたいと考えている。

3. 進化（超好熱菌（生育温度 100℃の解析）

温泉や火山の硫気抗からサンプルを取得し、新たな生物を分離解析していきた

い。分離された生物は、沸騰水中でも失活しない超耐熱酵素の資源として里要で

あるばかりでなく、進化的に興味ある研究対象と言えます。ゲノム解析等を通し

て、 35億年前の原始生命体の実態に迫りたい。

河合塾発行『ガイドライン』 1994年 9月号において、『遺伝子工学、細胞工学

の分野で評価すべき業績があり、今後指導的役割を果たすであろう研究室』の全

国第一位に我々の研究室が投票により選ばれました。『地域に生き世界に伸びる。』

これは、大阪大学のモットーですが、学科、大学、あるいは日本などと言う小さ

な殻を破って、共同研究を進めながら、大阪から情報を世界に発信していきたい

と考えています。
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皿研究室人員・構成

研究室総勢 39名 (1996年 9月現在）

教官 3名、技官 1名、研究生 6名、博士後期課程8名、前期課程 15名

学部 4年生 5名
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細胞工学領域

I. 主な研究と特長

教授 小林昭雄

助教授福崎英一郎

助手梶山慎一郎

植物は人類生存の根幹に位置している。今や地球上の人口は 60億人を越えよ

うとしている状況下、生存基盤に関わる諸問題を植物バイオテクノロジーを用い

て高次元で解決することが若い研究者に課せられた最大のテーマとなってきてい

る。また、地球が未だ経験したことのない規模の人口増加と人工的に創り出され

た物質の集積によって予測できない環境破壊に見舞われる可能性が日々増してき

ている。このような食料増産と環境保全にかかわる諸問題を解決するためには、

分子生物学的、遺伝子工学的アプローチによって、太古の昔、発現していた化石

遺伝子や極限条件で生育している生物の特異な遺伝子を効果的に活用し、新しい

遺伝子工学的手法によって新機能をもつ植物を創製することが急務である。そし

て、このような視点から以下に示す単純な疑問が生じる。

◇化石植物は、なぜ生育が速く巨大であったのだろうか。

◇植物は、進化の過程でいかにして病害虫から身を守ってきたか。

◇植物成分は、なぜ動物成分より複雑な化学構造を持ち、生理活性も多様であ

るのだろうか。

◇地球上に大量発生した、どのような古生物が膨大な量の石油生成に関わった

のだろうか。

◇天然界における複雑な生態系で生産される物質は、純粋培養系で再現できて

いるのか。

当研究室では、これらの謎を解くための自由な発想法から多くの研究テーマを

設定している。

1. 植物情報発現機構の解析

植物遺伝子の発現を制御する因子を分子レベルで解析し、それら知見を埜に遺

伝子を活性化する仕組みを明らかにして、新生理活性物質生産に役立てる。また、

遺伝子の大量発現を誘導する機構の解明と誘導物質を受容する受容体の構造を明

らかにして遺伝子発現の仕組みを解明する。
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2. 細胞間情報物質の解析と糖鎖工学

動植物を問わず細胞間の情報認識には、細胞表層の糖鎖構造が重要な役割を担っ

ており、多様な分子情報を提供し得る。植物における開花や罹病抵抗性の構築に

は、糖鎖が関与している。植物における開花や成長などを特異的に制御できる新

規活性糖鎖を開発し、植物の有用物質生産能を開発する。

3. 植物起源新機能酵素の開発と有効利用のための大量生産

植物は、環境順応性があり、環境変動に対応しえる特異的な酵素系を具備して

いる。特に、生薬成分や天然色素のような複雑な化合物の生合成に関与する酵素

を明らかにすると共に、新しい基質を触媒する新酵素を発見し、クローニングに

よって大量生産を試み、医薬品合成や環境浄化に応用する。

4. 植物免疫機構の解析と有用植物の作出

現存する植物は固有な抗菌性物質を含み病原菌に対して防御システムを備えて

いる。劣悪な条件下で生育可能な野生種は、罹病抵抗性因子の合成系を高レベル

で発現する能力に優れている。これら植物から罹病抵抗性遺伝子をクローニング

し、植物体に導入して新機能をもった植物を創製する。

II. 今後の展望

上記の研究で得られた新知見を基に、次世紀に人類が直面する食料生産や医薬

開発。さらに、エネルギー循環や環境浄化にかかわる諸問題を総合的に解決する

ことこそ我々に課せられた最大の課題である。オゾンホールの出現に代表される

地球環境の変動は、意外に早く我々の生活を根本から脅かす恐れがある。したがっ

て、合目的追求のために創り出された多数の物質に対する安全かつ迅速な解決方

法の開発は急務であり、それによる環境浄化など地球環境変動への対応策を真剣

に考え、いち早く取り組むべき状況が迫りつつある。そして、地球上での植物の

役割を今まで以上に求めるためには、植物機能昴進を可能にするために開発され

た、現存の遺伝子導入法であるアグロバクテリウム属細菌による生物的方法、エ

レクトロポレーション法やパーティクルガン法などの物理的な方法に代わる独自

の細胞加工法を考案して、任意の細胞へ遺伝子や細胞小器官を自在に導人できる

新規遺伝子導入法を開発する必要がある。目下、この課題を細胞工学領域の近距

離的な研究の狙いとして取り糾んでいる。
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m. 研究室人員・構成

学部学生 6名、修士学生 5名、博士課程学生 1名、研究生 1名
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生物化学工学領域

教授 菅健一

助教授 岸本通雅

助手 片倉啓雄

助手 大政健史

I. 主な研究と特長

ニューバイオテクノロジーは、遺伝子工学という強力な武器を得て、次世代を

担う新しい技術として注目されている。これらの中で、微生物ばかりでなく、動

物細胞による有用物質の生産が注目されている。高等動物は生体内でいろいろな

生理活性物質を生産しているが、これらの生理活性物質は医薬品などとして利用

することができる。しかし、生理活性物質を分泌するような細胞は、普通、増殖

速度が遅く、これらの細胞を培養して目的とする物質を大量に生産させ、医薬品

として利用することは困難であった。しかし、近年、遺伝子操作や細胞融合など

の技術によって増殖と生理活性をともに持つ細胞が得られる様になってきている。

現在、高等動物しか生産できないような生理性物質の生産において、その物質

の遺伝子を増殖速度の早い微生物に組み込み、目的物質を効率よく生産させると

いう方法が確立されてきた。すでに糖尿病の医薬品であるインスリン、ウイルス

に対する効果や免疫反応に対して有効に働く aーインターフェロンなどがこの手

法によって工業的に作られている。ところが、動物体で働く生理活性物質の多く

は上記のようなタンパク質のアミノ酸がアルキル基、アミド基やカルボキシル基

などによって、修飾をうけたり、糖鎖が結合した複合タンパク質であり、修飾を

受けていないタンパク質の形では、人などの生体内で、有効な活性を示さない場

合が多い。たとえば、免疫反応を調節する物質の一つであるインターロイキンや

赤血球の細胞の生産増加作用を有しているエリスロボエチンなどは糖鎖の含有量

が高いタンパク質であり、糖鎖を除去するとその活性が失われるといわれている。

これら糖タンパク質の生産には、現在、より人体に近い修飾を行うことができる

細胞を用いた細胞培養の技術が応用されている。

このような糖鎖修飾は、タンパク質が遺伝子である DNAから翻訳されて作ら

れるように厳密に制御されているものではなく、細胞の種類や細胞のおかれてい

る環境条件・栄養条件で様々に変化するため、いろいろの糖鎖を持つ糖タンパク

質が生産される。本研究室では、動物細胞による生理活性物質生産において、医
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薬品として重要な当鎖修飾のメカニズムを検討し、この結果に基づいて、目的物

質の糖鎖修飾を制御するための培養システムの開発を行っている。

以上のような動物細胞培養では従来の微生物培養に比べ、通常の通気攪拌によっ

て酸素を供給することができないこと、また増殖速度が非常に遅いことなど困難

な状況が生じ、特殊な操作、制御が必要である。したがって、新たな計測や制御

方法の検討が必要になってきている。これまでファジィ制御やエキスパートシス

テムを用いて、グルタミン酸発酵や酵素生産を行ってきたが、これらの技術をさ

らに発展させ、上述の特殊な動物細胞培養にまで適用できる操作や制御方法につ

いて研究している。さらに、抗原抗体反応を利用したバイオセンサーの開発も検

討している。

また生産された有用物質を培養液からどのように効率よく分離精製するかも重

要な問題である。本研究室では、生物学的性質を利用した分離精製の研究を行っ

ている。抗体はその抗原に対して高い特異性と親和性を持つため、目的物質（抗

原）に対する抗体をリガンドとして用いれば、非常に効率よく分離することがで

きる。しかし、分離後に目的物質を抗体から解離させることが難しいという短所

があるため、抗原と抗体の間の親和性をアミノ酸残基レベルで研究し、解離が容

易な抗体への改良に関する研究を行っている。また、抗体の長所を生かし、かつ

安価な操作性の良いペプチドリガンドに関する研究も行っている。ランダムペプ

チドライプラリーからファージディスプレイと呼ばれる手法を用いてスクリーニ

ングすることによって、目的タンパク質に対する特異的なリガンドを迅速簡便に

得ることが可能であり、得られたペプチドの目的タンパク質に対する結合性につ

いて検討している。

Il. 今後の展望

ヒトの体は数百種類の細胞から成り立っており極めて多種類の生理活性物質を

生産している。これらの物質には微生物によっては完全な合成が困難なものがあ

る。また、ヒトの体の中における細胞の働きは、単に、 1本内にて化学反応を行い、

物質を生産するのみならず、生体内を維持する働きをも担っている。

今後の動物細胞の工学的利用は、生産された生理活性物質の生産量をあげるの

みならず、いかにしてより人体に受け人れやすいように修飾させるかといった生

理活性物質の品質の管理が重要であり、そのためには細胞自身の状態をより詳細
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に把握し、細胞の代謝に基づいて物質生産を行う培養システムの開発か必要とな

る。また、体内の生体維持活動における細胞の働きを解明し、その作用に基づい

た人工臓器、細胞療法などの、より新たな細胞の利用も課題となる。

ill. 研究室人員• 構成

学部学生 5人、修士課程 10人、博士課程 l人
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生態工学領域

教授 塩谷捨明

助教授 清水浩

助手 中嶋幹男

技術補佐佐藤陽子

I. 主な研究と特長

（微）生物細胞を利用した生物生産プロセスのモデル化、最適化、計測、制御、

生産計画など、生物プロセスシステム工学の基礎から応用までの体系化を目指し

ている。さらに、さまざまな微生物の関与する生態系での諸現象のメカニズムを

解析、予測、制御し、利用すること、すなわち、生態系を工学的に取り扱う生態

工学の韮礎を生物プロセスシステム工学という立場から構築しようと考えている。

種々の培養プロセスの開発、設計、計算機制御はもとより、地球規模での環境問

混合培養系としての嫌気、好気醗酵食品の生産などへの応用が研究室の当面

の目標である。

具体的テーマとして、次のようにまとめることができる。

1. 画像解析と形態変化のプロセス運転への応用：画像解析による微生物集団

の計測及び形態変化の測定システムの開発、形態変化を指標とするエチルエステ

ルなどの芳香物質生産プロセスの最適化、オンライン簡易質量分析計によるセン

シング、形態変化を指標とするカビの培養による色素生産の最適化・制御、など

の研究テーマの下に、顕微鏡視下における画像を中心に、最も特徴を表現できる

画像処理方法や培養データとの相関づけ、その結果の培養最適化への利用、制御

システムの構築などについての研究を行っている。

2. 知識工学的手法の応用：ファジィ、ニューラルネットワーク等知識工学的

手法によるモデリングと制御、代謝反応モデルを利用したオンライン状態認識と

そのアミノ酸生産系への応用、プロセス運転データの発見的処理、流加培養系の

計算機制御、のテーマの下にウエーブレット解析によるデータ処理や自己回婦型

ニューラルネットモデルによる状態診断、ファジィ推論を利用した培養フェーズ

状態認識、代謝反応フラックス解析にもとづくリジン流加培養最適連転への利用

などについて検討している。

3. 遺伝子組み換え菌培養プロセスの最適化と制御：温度感受性酵母組み換え

遺伝子発現システムによるアミラーゼの効率的物質生産、酵母を宿主とする組み
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換え遺伝子による物質生産の細胞周期依存性、遺伝子組み換え酵母による澱粉か

らのエタノール直接発酵、の研究テーマの下に、宿主・ベクター・プロモータを

如何に選択するか、すなわちどのような遺伝子発現制御系を用い、また、どのよ

うな培養条件変化がトータル的に最適になるかを、究めようとしている。

4. 抗生物質生産の最適化：放線菌による抗生物質バージニアマイシン生産の

最適化、ホルモン様自己調節物質添加による抗生物質生産プロセス最適化、のテー

マの下に、二次代謝産物の代表例である抗生物質生産の最適化をはかっている。

5. 混合培養系による物質生産：相互関係を有するミニ生態系混合培養による

物質生産、抗菌性ペプチド・ナイシンの生産、混合培養による食品保存料の生産、

のテーマの下に、伝統発酵食品にその例を見る嫌気混合培養による乳酸などの有

機酸発酵、共生系の解析、それらシステムの最適化を目指している。

6. 新しい環境評価法と生分解性ポリマー：水素細菌による生分解性ポリマー

の効率的生産と分解過程の解析、高速コンポスト化、分子生物学的手法による環

境のもつ浄化能力の評価法の開発、など環境に優しい生分解性ポリマーを題材に、

その生産から分解まで、さらに自然環境の持つポリマー分解能の新しい評価方法

について研究している。

II. 今後の展望

は役に立つべき学問と思っているので、上記テーマは何れも実用化に向け

に研究を進めていきたい。またその過程で、企業との共同研究も是非積極

的に進めていきたい。将来、微生物、動植物細胞の仕組みは、飛躍的に解明され、

また色々なところで利用されているでしょう。生産プロセスは、もっとシステム

化、自動化されているでしょう。そのような発展に私共の研究が少しでも貢献で

きるよう、努力を重ねたいと考えています。

皿研究室人員・構成

学部4回生 5名 大学院後期課程 3年 1名

大学院前期課程 1年 3名 研究生（ユネスコ研修生） 1名

大学院前期課程 2年 3名 教戦員 4名

大学院後期課程 1年 1名 合計 19名

大学院後期課程 2年 1名
1996.91}↓ fr 
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3)生物工学国際交流センター

生物資源変換工学分野

生物工学国際交流センター 教授 吉田敏臣

助手 高木睦

I. 主な研究と特長

当研究室は、班として生物資源変換工学を担当しており、工業バイオテクノロ

ジーのうち、プロセスシステム工学を基盤とし、生物フ゜ロセスの開発と最適制御

に関わる研究と教育を行っている。現在進行中の代表的な研究は、農林産資源を

有効利用する微生物プロセスの開発に関する研究、知識工学的手法を用いたバイ

オプロセスの制御に関する研究、物質生産のための動物細胞培養や人工臓器開発

に関する研究などである。

1. 微生物的資源利用プロセスの開発

(a) パーム油廃棄物からのアセトンブタノール生産

年々生産規模が拡大しつつあるパーム油工業の廃棄物処理問題解決の一端

として、パーム油廃棄物からの嫌気醗酵によってアセトンやプタノールを生

産しようとするものである。

(b) 組み換え体放線菌によるキシランからのグルコースイソメラーゼ生産

未利用バイオマスのキシランを用いて、グルコース異性化酵素を生産しよ

うとするもので、細胞融合法で得られた組換え体放線菌を用いて、キシラン

分解と酵素生産を 1段階で行うところに特徴がある。

(c) 海洋藻類の培養と液体燃料化

藻類の光合成反応によって炭酸ガスの利用をはかるとともに、得られた藻

類バイオマスを高圧で液化して液体燃料をつくる方法に関する基礎研究を行

おうとするものである。現在、高脂肪酸• 高グリセリン藻体を得る培養の条

件を検討しつつある。

2. 知識工学とバイオプロセス制御

(a) アセトンプタノール醗酵プロセスのオンラインモニタリングと代謝ネット

ワーク解析

醗酵プロセスの最適化をはかるためにはその代謝を制御することがきわめ
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て有効である。本研究では、アセトンブタノール醗酵の代謝ネットワークを

解析し、モデルにしたがって醗酵の状態推定を行いながら最適な制御を行う

方法の開発をはかる。

(bl ハイプリドエキスパートシステムによる動物細胞賠養の制御

バイオプロセスの高度知的制御システムの開発を目的として、ハイブリドー

マによるモノクローナル抗体を生産するプロセスを対象に、ニューラルネッ

トワークによって状態推定を行い遺伝的アルゴリズムによって最適制御を行

うオンライン最適制御システムを構築している。

(c) エキスパートシステムによるハイブリドーマ細胞培養の最適浸透圧制御

動物細胞の重要な環境因子である浸透圧をオンライン最適制御することに

よりモノクローナル抗体生産性の向上をはかる。

3. 細胞培養と人工臓器開発

(a) モデル人工肺における酸素移動

埋め込み型人工肺の開発をめざして、ホロファイバーモジュールのファイ

バー外面に抗血栓を有する血管内皮細胞を接着させて、ファイバート血液の

直接接触を避け、血漿の漏出を避ける人工肺モデルを作成し、細胞接着の安

定性を検討している。

(b) 人工肝臓の開発

ヒト肝由来細胞株を固定化した多孔性担体重点カラムにより、ヒト肝蔵に

近い細胞密度を有するコンパクトな人工肝臓モデルを実現するべく、適した

機能を有する細胞株を選択し、その特性を解析する。

(c) 人工骨髄バイオリアクターの開発

骨髄細胞を接着した多孔性マイクロキャリアーと中空糸モジュールを組み

合わせて、骨髄における造血微小環境を模倣した人工骨髄バイオリアクター

を構築する。

(d) ハイプリドーマ培養における物理的環境因子の影響

微生物に比べて動物細胞の挙動には未知の部分が多い。本研究では、ハイ

プリドーマ細胞の抗体生産など代謝速度への圧力の影聾を明らかにし、その

知見を物質生産に応用しようとするものである。
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II. 今後の展望

生物工学国際交流センターは、日本学術振興会やユネスコの事業を通じて東南

アジアをはじめとする近隣諸国との学術交流を推進するとともに、工業バイオテ

クノロジーの分野における内外の若手の教育に尽力してきた。今後、これら国際

的活動に連動した研究を推進するとともに、バイオテクノロジ一分野の新しい展

開のため、工学と周辺領域との境界領域の充実発展をめざして、フロンティア的

かつ世界的にも先端的な研究を指向したい。

皿研究室人員・構成

大学院後期課程 3回生 1名

同 2回生 1名

大学院前期課程 1回生 2名

学部学生 4回生 5名

研究生 4名
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生物資源管理工学分野

生物工学国際交流センター 教授 関逹治

助手 藤山和仁

I. 主な研究と特長

当研究分野は、生物資源変換工学を担当しており、地球上の生物資源、特にエ

業的に利用される微生物資源を、環境と調和しつつ持続的に開発利用するための

研究と教育を行うことを目的として、平成7年度のセンター改組に伴って発足し

た分野である。現在進行中の代表的な研究としては、放線菌をはじめとする工業

および環境関連微生物の探索および系統的迅速同定法の開発に関する研究、新規

微生物資源の探索と利用、並びに微生物育種を指向したプラスミド機能に関する

研究、糖タンパク質合成酵素とその応用に関する研究などがある。

1. 微生物資源の探索と利用

(a) 放線菌 DNA類縁性による分類手法の体系化と迅速同定への応用

放線菌は種々の生理活性物質生産を行う工業的に有用な微生物である。本研究

では、 16Sリボゾーム RNA遺伝子の部分塩基配列を用いて、従来の分類体系

をより系統的なものにすること、また、迅速な同定を可能にする手法を確立しよ

うとするものである。現在、 400の国際標準株相互の類縁関係を明らかにしてい

る。今後は、生理活性物質生産に関与する遺伝子の自然界における分布など、資

源管理の観点からの研究を進めている。

(b) 窒素固定菌の分類と自然界における分布

窒素固定菌は自然界における窒素循環に重要な働きをしているとともに、植物

栽培の窒素肥料化への応用が試みられている。本研究では、樹木に対する窒素固

定菌に注目し、その系統分類学的位置を明らかにするとともに、自然界における

分布を検討するための手法の開発を行っている。

2. 新規工業微生物の探索と育種

(a) 接合伝逹性放線菌プラスミドの解析と応用

放線菌の遺伝子組換えや遺伝的交雑に関する研究は、大腸菌などの遺伝学解析

用微生物に比べ少ないが、工業的利用の観点からは非常に重要である。本研究で
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は放線菌から分類されたプラスミドの機能を解析し、放線菌における遺伝子組換

えに利用しうるベクタープラスミドの開発、および接合伝達能を利用した放線通

常アルコール醗酵に用いられる酵母はキシロース資化能がないので、資化に必要

な酵素遺伝子を導入した組換え体酵母を育種し、安定な育種株を得て、培養工業

的検討などを行っている。

(b) 農産資源の有効利用に資する新規微生物の探索

東南アジアに豊富に存在するデンプン質系農産資源を有効に利用するため、種々

の糖関連物質を生産する微生物を、同じく生物資源が豊富な東南アジアから、現

地の研究者と協力して分離している。

3. 糖鎖工学を利用した物質生産

ヒト由来のタンパク質は、特異的な糖鎖構造を有しており、その構造が機能に

必須である場合が多い。そこで、ヒト型糖鎖の合成に関与する遺伝子を微生物、

あるいは植物に導入し、ヒト型糖鎖を有するヒト由来タンパク質の工業的生産を

検討している。

rr 今後の展望

生物工業国際交流センターの主要活動であるバイオテクノロジ一分野における

東南アジア諸国との学術交流に寄与するべく、これらの地域の研究者と共同研究

を発展させたい。特に、生物の多様性に関する条約に見られるように、それぞれ

の国における微生物や植物の保護を図りつつ、それらを国際社会に役立てるには、

先進国指導型の研究ではなく、現地の研究者をも含めた共同研究体制が必要であ

り、この視野に立って微生物などの資源管理と探索に関する研究を指向したい。

また、これらの活動を通して、国際的な視野に立てる研究者育成を考慮した教育

活動を行いたい。

m 研究室人員・構成

教授 1、助手 1、大学院博士課程 2、大学院修士課程 5、学部学生 5、研究生

4 
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4) 産業科学研究所•生体応答科学部門

生体膜分子学研究分野

教授 二井将光

助手 岡敏彦

助手 表弘志

助手三本木至宏

I. 主な研究と特長

ATPは、あらゆる生物がエネルギーを必要とする場面において登場し、いわ

ば貨幣としての役割を果たしている。 ATPが合成される複雑な機構、 ATPの消

によって形成される多彩な細胞内環境に興味を持って研究を進めている。 ATP

の合成は、電子伝達鎖によって形成される H十の電気化学的ポテンシャル差を駆

動力として、 ATP合成酵素 (H+-ATPase)によって行なわれている。私達の研

究室では、この ATPaseの遺伝子の全塩基配列を決定、サプユニットの精製と

ATP合成酵素の再構成、アミノ酸置換による酵素活性と性状の変換などを進め

てきた。また、 Bサプユニットの Lys-155,Thr-156, Glu-181, Arg-182, Glu-

182が、触媒中心を形成していることを明らかにした。現在、遺伝学的、生化学

的な手法を駆使して、 H十の輸送と ATP合成の共役機構（物理的過程と化学反応

の共役機構）を明らかにするべく研究を進めている。特に、 ATP合成反応に伴っ

たATPaseの分子の大きな構造変化、たとえばサブユニットの回転があるかど

うかに注目している。また、 H輸送路の高次構造を解析している。

同時に、 Pタイプ、 Vタイプの ATPaseの研究を進めており、機能と構造さ

らには進化的な見地から、イオン輸送している ATPaseの全体像を明らかにし

ようと研究を進めている。

Vタイプ（液胞型） ATPaseは、リソソーム、エンドソーム、シナプス小胞

などの細胞内の液胞と総括される器官に存在している。 Vタイプ ATPaseを持

つ細胞内器官の代表的なものである脳のシナプス小胞では、 Vタイプ ATPase

が刊を輸送し小胞内外に H十の電気化学的ポテンシャルを形成している。さら

に、このポテンシャルと共役した神経伝達物質、薬物、 C「の輸送機構の研究を

進めている。 Vタイプ ATPaseが存在する細胞内小器官として、さらに神経分

泌顆粒、マイクロベジクルなどの見出している。このように、 Vタイプ ATP
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aseが内部を酸性化している新しい細胞内小器官を発見し、その多様な機能を明

らかにしようとしている。

Pタイプ（リン酸化中間体形成型）の ATPaseの中で、胃酸分泌酵素 H'/K'

ATPaseがなぜ冑粘膜の壁細胞にだけ発現しているのかを明らかにしようとし

ている。この研究の過程において、遺伝子の転写を特異的に制御している新しい

DNA結合タンパク GATA-GT1とGATA-GT2を見出した。現在、 2つのタン

パクがどのようにして、他のタンパクと共同して転写を制御しているかを明らか

にしようとしている。

さらに、研究室の長年にわたる膜生化学の研究を基礎として、線虫(C.elegans)

をモデルとして、 c1-、Cu2+、Cd2+、Ca八 srnーなどに対する Chemotaxis(神

経細胞による認識から行動まで）の機能に迫るべく研究を進めている。実際に、

C.elegansが C団や C氾に対して特異的な忌避行動をすることを見出し、こ

の行動を詳しく解析している。この研究の過程において C.elegansのCu2"-ATP

ase、C「走化性に関与するチャンネルなどの新しい生体膜素子を発見している。

Il 今後の展望

生体エネルギー変換を「多数の膜姐白質が生体膜の内部や表層に集合・配置し

た膜超分子による反応」と捉え、触媒・反応過程を統一的に理解する方向で研究

を進めようとしている。膜超分子としては ATP合成酵素、 Vタイプ ATPase、

Pタイプ ATPaseのような H凩ンプ、イオン認識に関わる ATPase、イオン

容体、イオンチャンネルなどに注目し、膜超分子による、細胞内イオンホメオス

タシスの調節機構を明らかにする。研究の過程で、新しい膜超分子が発見される

可能性は極めて高い。同時に、新しい膜超分子の関与する生理現象・疾患を見出

すべく努力している。得られる研究成果は、マイクロマシンの分子設計という観

点から工学への波及効果が期待される。生体膜の研究を通じて本当に生物を理解

し、将来にわたって先端の研究を進めていけるような工学系の生物学者を養成し

たいと考えている。

Ill 研究室人員・構成

学部学生 3名、修士課程学生 4名、その他 7名
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4. 物質•生命工学専攻

極限生命工学講座

教授 金谷茂則

助教授 森川正章

助手 春木満

I. 主な研究と特長

本講座では、極限環境微生物などから様々な機能物質を取り出してその産業利

用を図ると共に、これらの物質の環境への適応機構を解明することにより新たな

機能物質を創出することを目指している。具体的な研究内容は以下の通りである。

1. 極限環境微生物の研究

1)石油代謝細菌の研究

今中研究室（現、京大院、工、合成•生物化学専攻）と共同して、地球環境改

に貢献する細菌、たとえば「地球温暖化現象の原因物質である CO2を石油に

変えて再資源化することができる。」「無酸素条件下（例えば深海底など）でも夕

ンカーから漏れ出た原油を処理する。」こんなすごい能力をもった細菌 (HD-1

株）を静岡県の油田から分離することに成功している。現在、代謝経路の解明

（鍵酵素の分離精製）と遺伝子組み換え技術によりその能力を強化することを目

標にして研究を行っている。また、同じ油田から分離した細菌 (MIS38株）の

生産するリポペプチド（アルスロファクチンと命名）が極めて強力な海面活性を

示す（バイオサーファクタント）ことを発見したので、生物学的・化学的・物理

学的手法を用いてその活性発現機構を解析している。

2)超好熱始原菌の研究

100℃前後の高温環境で生育する超好熱始原菌 (Pyrococcussp. KOD 1)の

生産する酵素はいずれも耐熱性がきわめて高く、例えばプロテアーゼの場合 90

℃2時間の熱処理後でも活性は全く低下しないことを報告している。耐熱性酵素

は一般に有機溶媒などに対しても安定であるため、工業的利用価値は高いと期待

されている。さらに、本菌はその生育環境が原始地球に類似していると考えられ

ており、生命の進化をたどるtにおいても貴重な資源である。現在、 KODl株

を含む超好熱始原菌由来蛋白質の新たな耐熱化機構を発見することと、生命の進

化を探る手がかりをつかむことを目標に研究を進めている。
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2. 蛋白質ファミリーの機能構造の研究

機能上または構造上類似している蛋白質同士は一般にファミリーと呼ばれるが、

自然界に存在するファミリーの種類は 1,000ぐらいと言われている。しかし、そ

れらの機能構造のほとんどはまだ解析されていない。私達は、蛋白工学研究所と

共同して、大腸菌リボヌクレアーゼ HIのX線結晶構造を決定することに世界で

はじめて成功し、以来 HIV-1逆転写酵素をはじめとするリボヌクレアーゼHファ

ミリーの機能構造の解析に関して、パイオニア的な役割を果たしてきた。また、

新しいリパーゼファミリーやプロテアーゼファミリーに属する蛋白質の取得にも

成功しているので、遺伝子工学や蛋白工学の技術を用いてこれらの機能構造の解

析も進めている。これらの研究は、人工酵素設計法の開発に必要な技術基盤を提

供するものである。

3. 蛋白質の安定化機構及び構造形成機構の解析

蛋白質、特に酵素はその優れた反応特異性の故に工業用触媒としての利用が期

待されているが、一般に物理的・化学的に不安定であるためにその応用範囲は限

られている。私達は、普遍的な蛋白質安定化法の開発を目的として、蛋白質機能

の高温環境への適応機構を解析している。これまでに、好熱菌型アミノ配列を常

温菌由来蛋白質に導入することにより、新しい蛋白質安定化因子をいくつか抽出

することに成功している。現在、ランダム変異法を組み合わせることにより、さ

らに多くの安定化因子を抽出する研究を行っている。また、蛋白質の安定化は蛋

白質の変性や巻戻り過程と密接に関連しているので、その構造形成機構を生化学

的及び物理化学的手法を用いて解析している。

4. セレクションテクノロジーによる分子認識機構の解析

新たな機能を持つ生体高分子を創製するために、ファージディスプレイなどの

方法を用いて、多種類のペプチドや蛋白質ライブラリーを作製し、その中から特

定のターゲットに結合する分子種をセレクション（選択）するという技術が近年確

立されつつある。私達は、このような技術を用いて、シグナル伝達に関与する分

子のターゲットや、基質特異性が変換した酵素などのセレクションを行うことに

より分子認識機構を明らかにし、新規機能を持つ分子の創製を目指している。

II. 今後の展望

石油代謝細菌の研究は、 CO2固定化や石油としての再資源化に役立つ細菌の開
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発を可能にするので、将来的には地球環境の修復に貢献するものと期待される。

また、超好熱始原菌の研究は、耐熱性の高い新規機能物質を利用する新産業の創

出に寄与するものと期待される。蛋白質の機能や構造の研究は、汎用性のある基

本技術なので前二者に限らず様々な極限環境微生物の研究に適用できる。私達は、

これらの研究を行うことによって人類の平和と発展に貢献していきたいと考えて

いる。

皿研究室人員・構成

教官 3名

学生学部(4年生） 5名

大学院（前期課程 1年） 5名

研究生 1名

計 14名
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国際交流への貢献
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1. 醗酵工学教室の国際協力活動

大阪大学工学部醗酵工学教室の研究活動は国際的にも高く評価され、各研究者

がそれぞれ諸外国の研究者と連携し協力しながら、すばらしい成果をあげている

のはいうまでもない。さらに、教室自体が発酵、工業微生物学の日本における代

表的研究機関として国際的に認知され、国際協力にこれまで主導的役割を果たし

てきた。教室の携わってきた国際協力活動の最初の指導者は、照井尭造教授であ

る。まず、 1966年Moscowで開催されたIAMSOnternationlAssociation of 

Microbiological Society)の主催する第 9回国際微生物学会議を機に開催され

たIAMS内の組織 EAM(Economic and Applied Microbiology)の会合で生

物工学専門委員会が設置された。これが組織委員会の母体となり 1969年の

Stockholmの会合で IOBB(International Organization for Biotechnology 

and Bioengineering)が発足し、 7人構成（フィンランド 1人、スエーデン 2

人、アメリカ合衆国 1人、英国 1人、チェコスロバキア 1人、日本人 1人）の執

行委員会が形成され、照井教授が副委員長に就任した。その時、醗酵工学教室に

日本の IOBBCenterがおかれ、それ以来教室は同機構の活動推進のため世話役

を勤め、照井教授の後、田口久治教授、吉田敏臣教授が執行委員となっている。

次の図は学術教育関連の国際機構(InternationalOrganization)の組織関係と

醗酵分野の 4つの NGO(Nongovernmental organization)が開催する会議や

研修コースの関係を示している。

ICSU Onternational Council of Scientific Unions)は UNESCO(United 

Nations Educational, Scientific and Cultural Organization)などにとっての

学術諮問機関としての役割を果たすとともに、多くの Unionたとえば IUPAC

(International Union of Pure and Applied Chemistry)や IAMS(Inter-

national Association of Microbiological Societies)などの生みの親である。

これらの InternationalUnionsは原則として各国の Academyや National

Science (Research) Councilなどを構成している。また、醗酵と密接な関係に

ある IAMS(国際微生物学会連合）は名称の示すように各国の関係学会、協会

などが構成員となる。 IOBB(国際生物工学機構）は、醗酵工学にとって最も親

近感の深いものであるが、その構成員は前 2者と異なり、大学の教室、研究所な

どで、これら実際に研究活動を担っている諸機関を対象として、国家間の障壁を
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越えての、いわゆる transnationalnetworkを拡充し、その協力体制によって、

この領域を発達させ、人類の福祉とくに発展途上国の進歩に寄与しようとするも

のである。

ICROの主催する研修コースとその MicrobiologyPanelの指導する Global

Impact of Applied Microbiology (GIAM)の会議は何れも開発途上国の発展

に寄与することを意図したものである。東京大学農学部農芸化学教室教授、発酵

学の泰斗、坂口謹一郎博士が、応用微生物学の重要性とくに開発途上国の発展の

ために果たす役割を説かれ、 UNESCOがこの方面への多額の資金援助をするよ

うになった。

1970年 UNESCOが醗酵工学教室の照井教授に 1972年に醗酵工学研修コース

を組織するように依頼があった。そこで、日本醗酵工学会が主催することを了解

した上で、田D教授とはかって試案を作成し文部省 UNESCO委員会に提出した
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ところ OTCA(Official Technology Cooperation Aid)の範疇で政府資金援

助が用意された。このコースは後程詳述するように醗酵工学教室が主管する大阪

大学および、東北大学、東京大学、京都大学、九州大学の 5大学の協同事業であ

る。 1972年に試験的に行なわれた 3ヶ月のパイロットコースに続いて、 1973

から 1年コースが始まった。

次に IUPACの FermentationIndustries Sectionが国際的主催機関、日本

学術会議と日本醗酵工学会が国内的主催機関となり、 IOBBと日本農芸化学会の

後援を得て、第 4回国際醗酵会議 (IVIFS)が 1972年春京都で開催された。同

会議では照井教授か組織委員長および実行委員長となった。その会議では、醗酵

基礎工学 (fermentationengineering science) に加えて当時の focaltopics 

が主題となった。当時、微生物酵素、非炭水化物よりの微生物棗白の生産、自給

栄養微生物の利用などが廃液の微生物処理とともに注目を集めていた。またアミ

ノ酸や核酸関連物質の生産は我が国の最も得意とする領域で活発な討論が行われ

た。

上の図に示したよう、 IAMSのEAM執行委 はIAMS主催の活動のうち

応用微生物関係を扱うことになっていた。 1970年当時 EAM執行委員会は、

長が照井教授で、以下副会長 CasasCampillo (Mexico) ならびに H.G.

Schlegel (Germany)、書記長 A.E.Humphrey (USA)、経理 Z.Fencl 

(Czechoslovakia)であった。その外、委員として IUPACからの代表 I.Malek, 

IOBBから の代表 H. Gyllenberg, UNESCOポ ICRO Panelからの代表

Tjirumalacharが加わっていた。

このように、発酵工学領域では世界の先端を行く日本で国を代表する立場にあ

る醗酵工学教室が、照井教授の指導のもと、国際協力において菫要な役割を果た

してきた。国際性の欠如した学問に未来のないことは当然であり、本教室も今後

ますます国際協力の場を確保し拡充する方向に努力を重ねる必要のあることが痛

感される。

2 . アジア地域諸国との学術交流の推進

日本は、その経済力、高い技術レベル、学問水準の高さなどいろいろな観点か

ら、国際社会において種々の方法で甫要な貢献をなしうる国であり、進んでその
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責任を果たすべきであると考えられてい る。

学術の分野においても、全世界の平和と繁栄

の重要な要素である経済開発を推進するため

に、とくに科学技術の振興を図る国際協力に

積極的に参画して行かねばならない。そ して、

科学技術の振興を図るためには、経済的環境

づくりとともに、研究者の育成に努めること

が肝要であることはいうまでもない。

我が教室は、田口教授の指導のもと、応用

微生物の分野における日本の代表的教育研究
田口久治教授

機関としてアジア地域諸国との学術交流の推進に尽力してきた。以下、微生物学

国際大学院研修講座、東南アジア基礎科学地域協力事業、微生物学ネットワーク、

日本学術振興会の事業による研究者育成について業績をたどることにする。

1)微生物学国際大学院研修講座

ユネスコ科学研究国際協力部は、 1968年ニューデリーで開催されたアジア開

発のための科学技術会議での勧告に基づき、 1970年我が国に対し医学関係を除

く微生物学に関してアジア地域の若手研究者を対象とする国際大学院研修講座の

開設を要請した。 この要請に答え、日本ユネスコ国内委員会と学識経験者との協

議の結果、文部大臣裁定により大阪大学工学部醗酵工学科を世話機関とし、東北

大学、東京大学、京都大学、九州大学の協力のもとに、微生物学国際大学院研修

講座か 1973年 10月から開設され、上記各大学からの委員で構成された委員会が

運営を行なっている。

世話機関としては、醗酵工学科に加えて 1978年 4月に大阪大学工学部に附属

施設として設置された微生物工学国際交流センターおよび 1985年設置された同

附属生物工学国際交流センター、さらにそのセンター廃止後設置された大学の共

同利用施設生物工学国際交流センターが協同してその任にあたっている。本講座

は1ヵ年のコースで平成 8年 10月現在第 24期の講座が実施されている。毎年

100名以上の応募者から 14名か選考され、講座開始当初 2ヵ月間の基礎コ ース

では、全研修生が大阪大学での講義、基礎実験に参加し、以後 10ヵ月間はそれ

ぞれの希望研究課題によって、大阪大学 7、東北大学 l、東京大学 2-3、京都大
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に のうえ、研究に

する。コース終了時に 発表を行う。これらの研究成果

おり、研修生はコースで'rW得した知見を埜に

も教育とh升究に精励し、自国における微牛物学の発展に斉げしている。

なお 23期まてのコース修flj、一夏．．の数は 320名を数えるにいたり、図 2にホすよ

うに参加囚はアジア全域にわたっている。予算的制限から不利•な条件にあるイン

ド、バングラディッシュなど辿隔地の国を除くと、中国、タイ、大韓民国、フィ

リビンから多数の研修牛か参加したことになり、これは微牛物学に閃与する

な打手研究者かこれらの国に比較的多いことを不すものてある。平成 4年 9月に

は研修講座 20周年記念国際シンポジウムを開催した。そこでは微生物学におけ
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る世界的に著名な研究者による講演、研修講座修了生による研究発表、国際学術

交流・教育に関する講演を行われた。参加者は 150名であった。大阪大学創立

50周年記念国際交流事業およびユネスコから援助を受けた。

この種の事業が 5大学の密接な協力の下に発足したことは当時例をみなかった。

以後このコースが順調に運営されてきたが、その実績は、後述の「拠点大学方式

による交流」構想の実現に大いに役立った。すなわち、微生物工学に関する我が

国の一貫性、計画性、継続性のある対応体制の組織化を容易にし、多くの関係大

学の研究機関または研究者からの協力を得ることにつながったと考える。

2)東南アジア甚礎科学地域協力事業一微生物学ネットワークー

東南アジア諸国が互いに協力して、同地域の韮礎科学の水準を高めるため、各

国の大学、研究機関群を結ぶネットワークを通して短期研修コースの開催、科学

者交流、学術情報交換などを実施するものである。 1974、75年の 2回にわたっ

て東南アジアの科学者代表と日本ユネスコ国内委員会によって会議がもたれ優先

分野の決定、事業推進方針が討議された。優先分野としては、農林水産資源の豊

富な東南アジアの特殊性を勘案し、化学及び微生物学の立場から天然資源を利用

する 2分野が決定された。これら二つのネットワークは、図 3に示すように、そ

れぞれ参加各国の連絡調整を行う地域調整センターと各国内の研究機関の連絡を

行う国内連絡拠点を設け、地域調整委員会を開催して事業の立案を行っている。

微生物学ネットワークの地域調整センターは発足当初タイのマヒドン大学微生物

学科に設置され、我が国の連絡拠点としては大阪大学工学部醗酵工学科が国内ユ

ネスコ委員会から指名された。参加国は中国、韓国、香港、フィリビン、タイ、

マレーシア、シンガポール（後に、同国のユネスコ脱退のため不参加となる）、

インドネシア、ベトナム、オーストラリア、ニュージーランド、日本である。地

域調整センターは、その後フィリビンマニラの国立工業技術開発研究所、香港中

文大学生物学科、マレーシア農科大学士壌科学科、韓国ソウル大学微生物学科、

マレーシアのマラヤ大学遺伝分子生物学科となっている。 20年間の活動は、 1976

年タイのカセサート大学生物学科における「天然資源及び農産廃棄物からの微生

物たん白生産」に関する研修コースを第 1回とし、 1995年現在でワークショッ

プ、セミナー、シンポジウムを含め 65回実施されている。この間大阪大学工学

部醗酵工学科・（微）生物工学国際交流センターにおいても「微生物エネルギー論
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との醗酵動力学」、「微生物酵素の応用」、「遺伝子工学の可能性と限界」、「バイオ

インフォマィクス」に関する 4回のワークショップが開催された。ネットワーク

の活動として、地域内の学術交流と研究者の新技術修得のための他研究機関への

派遣ならびに国際会議参加の援助を行なっている。また 1977年には UNESCO

/UNEP/ICRO及びタイ国政府の協力を得て、第 5回「人類のための応用微生

物学」国際シンポジウムが地域調整センター長であった PornchaiMatangka 

sombut教授を組織委員長としてバンコクで開催され約 700名が参加した。期間

中の討論を通して開発途上国が微生物工学、微生物利用の分野において自主技術

の育成と教育の質の向上を目指し、教育中心から研究及び研究者育成の重視とい

う方向へ転機する時機に達していたことがうかがわれた。

また、この事業の発足によって日本の微生物学者は講師としての研修コースへ

の参加、地域調整委員会への出席など東南アジア諸国を訪問する頼度も高くなり、

その活動を通じて生み出された人脈もまた後述の拠点大学方式による学術交流の

円滑な推進に貢献しているといえる。
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3) 日本学術振輿会の事業

開発途上国の大学などの研究機関の発展・充実および研究者の育成のために、

日本学術振輿会がとくに開発途上国との積極的な学術交流を進めている。その交

流計画は、 1977年 6月に行なわれた文部省学術審議会の「発展途上国との学術

交流の推進について」の建議によるガイドラインに基づいており、開発途上国の

各々の対応機関との間で覚書を交換し組織的かつ計画的な学術交流を開始した。

i)拠点大学方式による学術交流の概略

拠点大学方式による東南アジアとの学術交流事業は、上述のように東南アジア

諸国の研究者育成が基本的な目的であるが、組織的長期的な交流が必要であると

いう学術審議会の建議書の趣旨に沿って、図 4に示すように、 2国間の協同研究

を組織的に行なうように計画したプログラムである。それは、日本学術振興会と

相手国の対応機関との覚書に基づき、拠点大学を中心として協力大学ならびに協

カ研究者から構成される日本側大学群と相手国大学群が研究者交流を通して協同

研究を行なうものである。その主たる事業は研究者の交流、共同研究の実施、セ

ミナーの開催である。大阪大学は、事業が発足した 1978年（昭和 53年）より参

加している。初年度事業として 2つの交流事業が始まった。その 1つとして、

「Agroindustryにおける微生物工学」に関するタイ国との交流事業を、大阪大

学工学部附属微生物工学国際交流センターが、工学部醗酵工学科と協力して担当

することになった。以来、表に示すように、 1985年（昭和 60年）に廃止された

（ 日 本） （特定の発展途上国）

~c::: ~E三；対応ィ機~譴
①協力覚え書きの締結

＇ インドネシア：教育文化省高等教育総局

②全体計画の定期的協議など
科学院

I 
： フィリビン：科学技術省

'V 字戸二：マレーノアー
シンガポール：国立シンガポール大学

② 研究社交流、共同研究の

実施及びセミナーの開催等

図4 拠成人学方式の仕糾み
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表 1 生物工学国際交流センター活動年表

セ ン タ ーの設眉と廃止 年度 I
事項： H本学術振興会

東南アジア諸国学術交流事業など

●大阪大学工学部附属微生物工 昭和53年 ●タイ国との拠点大学方式による学術交流

学国際交流センターを設置 交流分野： Agro industryにおける微生物

●大阪大学工学部附属微生物工

学国際交流センターの廃止

●大阪大学工学部附属生物工学

国際交流センターを設置

●大阪店工学韻附属生物工学国

際ンターの廃止

●人阪大学生物工哨卦祭交流

センターの設置

54年

55年

56年

57年

59年

工学

タイ国拠点大学：カセサート大学

研究課題を2課題とする

〇第1回セミナー（丸坂）

〇第2回セミナー（ソンクラ）

●研究課題を6課題とする

〇第3回セミナー（大阪）

●シンガポールとの「拠点方式」交流開始

●研究課題の再編成

60年 10第4回セミナー（コンケン）

●交流分野をパイオテクノロジーに変更

●タイ国拠点大学をマヒドン大学に変更

61年 1●フィリビンとの「拠点方式」交涸開始

62年 O第5回セミナー（大阪）

●研究課題を7課題とする

63年 1ロタイ国バイオテクノロジ一振卿材団発足

●インドネシアとの「一般交流方式」

交流開始

駆：醗留勃繹靡殷開始

64年 lo第6回セミナー（チェンマイ）

Dタイ国バイオテクノロジ一学会発足

平成2年1-卿幽暉畔H始
平成4年 O第7回セミナー（ソンクラ）

■科研補助金「国際共同研究」交付

平成6年 10第8回セミナー（バンコク）

〇第9回セミナー（コンケン）

平成7年 1大型共同研究「バイオテクノロジ一分野に

おける大型共同研究」開始

研究課題を2課題とする

平成8年 13年計画の研究課題が4課題発足
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同センターに代わって設置された大阪大学工学部附属生物国際交流センターが、

交流分野を微生物工学から「バイオテクノロジー」に拡大し事業を継続した。共

同研究課題は、微生物工学分野の「酵素工学」、「工業微生物学の遺伝学J、「食品

微生物学」、「微牛物による農産物・廃棄物の利用」、「新規発酵生産の開発」、さ

らに研究対象を拡大し動・植物の細胞培蓑による物質生産を目標とする「細胞工

学」が研究課題として新設された。そして、 1987年（昭和 62年）には、実用規

模の培養をめざすタイ国側の期待に応えるべく、その基礎となる「生物プロセス

工学」を研究課題に加え、合計 7課題とした。平成 7年に新設された大阪大学生

物工学国際交流センターは同年新規に発足した大型協同研究「バイオテクノロジ一

分野における大型協同研究」の事業を開始した。

協同研究の成果は両国研究者が参加するセミナーで発表され、討論された。セ

ミナーは、 1980年（昭和 55年） 3月の大阪での第 1回セミナーに始まりおおむ

ね 2年に 1回の頻度で、 1994年（平成 6年） 10月にタイ国東北部のコンケンで

開催されたものまで数えて、合計 9回開催された。

シンガポールとの拠点大学方式によるこの分野の交流は 1984年（昭和 59年）

に始まり、フィリピンとの拠点大学方式の交流は、 1985年（昭和 60年）に始まっ

た。これら 2カ国との協同研究の研究課題は 2課題であった。インドネシアとの

バイオテクノロジ一分野での交流は 1986年（昭和 61年）に始まったが、拠点大

学方式による交流ではなく、「一般交流方式」によるもので、交流相手はインド

ネシア科学院のみを対象とする比較的規模が小さいものであった。

昭和 53年に始まった東南アジア諸国との拠点大学方式によるバイオテクノロ

ジ一分野における学術交流は、以上述べたごとく 17年間にわたって順調に発展

してきた。この実績を基盤として、平成 7年には新方式の大型協同研究か始まっ

た。これは、従来の方式が 2国間の学術交流であるのに対して、図 5に示すよう

に複数の国を含む他国間協同研究であって、日本および東南アジア地域で協同し

て対処すべき重点課題について、参加研究者が研究を分担し、ネットワーク組織

で協同研究を行うものである。研究課題の選択、研究組織の設定、計画の調整は

コーディネータ会議が責任をもち、計画の立案は課題提案者など各国の研究者か

ら選ばれたプロジェクトリーダーが行う。各年の事業は、計画案を星に日本側コー

ディネータと日本学術振興会が協議して策定し、各国対応機関の承認を得て実行

する。従来の拠点大学方式あるいは神戸大学が行っている大型協同研究とは異な
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図5 日本学術伽興会大型共[,ij(iJf究「バイオテクノロジ一分野における大型共同研究」

の国際共同研究ネットワーク

JSPS: fl木学術伽腺会； NRCT: タイ国学術研究会議

DOST: フィリピン科学技術省； LIP!: インドネシア科学院

YCC: マレーシア国立人学長会議： MU: マヒドン人学

UPLB: フィリピン大学ロスバノス校

11DC8: インドネシア科学院ハイオテクノロジー研究開発センター

UPM: マレーシア農科大学

り、その性格上規模が大きく総合的な国際協同研究となるものである。この方式

を展開することによって、地域共通の課題の解決に寄与するとともに、開発・創

造的研究が可能となり、グローバルサイエンスヘの展開が展望される。また、知

的財産の共有を通して国際協調か醸成されるものと期待される。

ii)拠点大学方式の交流組織

本事業が発足した 1978年（昭和 53年）当時、日本側では、拠点大学の大阪大

学に加えて、筑波大学応用生物化学系、東京大学応用微生物研究所、名古屋大学

農学部、広島大学工学部、九州大学農学部を協力大学とし、個人参加の協力研究

者か所属する北海道大学、東北大学、東京農業大学、京都大学を含めて 11大学
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からなる研究協力組織を編成した。その後、協力組織は拡大充実を続け、現在で

は、協力大学に北海道大学農学部、同工学部、名古屋大学工学部、京都大学工学

部、大阪市立大学理学部、熊本工業大学を加え、さらに筑波大学遺伝子実験施設、

東京大学農学部、山梨大学、信州大学、三重大学、宮崎大学、立命館大学、大阪

府立大学、理化学研究所、奈良先端科学技術大学院大学からの共同研究者が多数

加わるようになった。

これに対し、タイ国では交流開始時にはカセサート大学が拠点大学となり、マ

ヒドン大学、チュラロンコン大学およびタイ国科学技術研究所 (TISTR:Thai-

land Institute for Scientific and Technological Research)が協力大学・研

究機関として本事業の対象となった。 1985年（昭和 60年）には、マヒドン大学

が拠点大学となり、協力大学にコンケン大学、ソンクラ王子大学、チェンマイ大

学、ラムカムヘン大学、シルパコン大学、キングモンクット工科大学トンプリ分

校およびラカバーン分校、スリナカリンウィロート大学を加え、 10大学ならび

に農林省農業研究所 (AgriculturalResearch Institute, Ministry of Agri-

culture and Forest)等の 7政府機関が参加した。

その他の国では、交流規模が小さいため、参加研究機関に限りがあった。シン

ガポールでは、国立シンガポール大学（微生物学科、生化学科、化学工学科）の

みであり、フィリピンではフィリピン大学ロスバノス校ならびにデリマン校、サ

ントトマス大学、国立工業技術開発研究所が研究組織に含まれ、フィリビン大学

ロスバノス校が拠点大学となっていた。インドネシアとは最初「一般交流方式に

よる交流」であり、ほとんど LIPIの研究者であったが、大型共同研究発足前 2、

3年の間に本格的な「拠点大学交流」の発足を期待して、大学の研究者が若干参

加するようになっていた。

平成7年「大型共同研究」が始まり、いずれの国も国内に広く研究者のネット

ワークを形成する体制が確立されつつあり、タイは上述の態勢を維持し、フィリ

ピンでは 7大学・研究機関、インドネシアでは 7大学・研究機関、マレーシアで

は12大学・研究機関が参加するようになった。

iii)共同研究の進展

研究者交流によって対応国を訪問した研究者は年々拡大し、滞在延べ日数は図

6に示す経緯を経て、「拠点大学交流」が終了した 1994年（平成 6年）度末で、
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図6 バイオテクノロジ一分野における累積交流人日数

日本からの派遣研究者の総滞在日数が 9,202日、タイ国、シンガポール、フィリ

ピン、インドネシアからの招へい研究者の総滞在日数がそれぞれ、 14,224日、 1,

933日、 3,514日、 1,282日に達している。

iv)セミナー

共同研究の成果を発表し討論を行うために、過去 9回セミナーが開かれている。

年々その規模は大きくなり、 1994年（平成 6年） 10月にコンケンで開催された

セミナーでは、タイ国側から 500名、日本側から 28名、その他から 18名の参加

者を得て、 142題の発表があった。セミナーはほぼ 2年に 1回開催され、開催地

として、かつては日本とタイ国が交互に選ばれていたが、その後、タイ国側研究

者に参加の機会を多く与えるため、もっぱらタイ国で開催されるようになった。

その他の国では、 1990年（平成 2年）にタイ国ソンクラでのセミナーのサテラ

イト的にシンガポールで開催されたもの以外にはなく、タイ国でのセミナーに限

られた研究者が各国から 3人程度参加するのみであった。
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v)支援事業

拠点大学方式による学術交流事業の発足にともなって、文部省および日本学術

振典会が行うところの支援事業が拡大された。その 1つである日本学術振興会に

よる長期招へい計画が 1989年（平成元年）より発足し、拠点大学に対して招へ

い研究者枠が若干名割り当てられている。これは、対象国の研究者を 6ヵ月間日

本に招へいし、集中的研究を行わせるもので、バイオテクノロジ一分野では毎年

1名は招へいされていた。同じく、日本学術振興会の事業として、論文博士号取

得希望者への支援事業がある。また、拠点大学方式による学術交流事業を支援す

るため、将来本事業を中心とする国際交流に貢献しようとする外国人留学生に、

文部省よりの国費留学生奨学金援与の機会が与えられており、平成 6年までに

12人の若手研究者がその恩恵に浴している。これらの支援事業によって、その

当時50名以上の研究者が学位を得ている。

vi)交流の成果

大阪大学工学部附属（微）生物工学国際交流センターは、その発足以来毎年英文

紀要を刊行しており、セミナーか開催されるごとに、発表論文を収録した報告書

を刊行し、すでに 6巻を出版した。さらに、 1990年（平成 2年）、日本側各協力

研究者の具体的研究課題•実験技法および発表論文リストを収録した名簿を刊行

し、年が進むにつれて適宜更改を行っており、 1995年（平成7年）版では総計7

50人にも及ぶ研究者のデータが収録されている。

交流事業で行われた共同研究の成果は、セミナーで発表されるとともに、日本

及び各国における学協会の大会あるいは国際会議で発表されてきた。セミナーの

プロシーディングスに掲載された論文は、 9回のセミナーを合計すれは 550編を

数える。また、研究成果は適宜、関連する学協会誌に原書論文として発表され、

現在の調査によれば、これまでに約 170編の原著論文が公表されている。

拠点大学方式による学術交流によって推進された共同研究の成果が、いかに東

南アジアの民衆に影響を及ぼしているかが知りたいところである。ここでは最も

資料か整っているものとして、タイ国研究者の研究レベルの向上と、タイ国大学

における教育の充実および学界発展の状況を要約する。

a)学部・学科・研究所の新設と拡充

タイ国における、近代的微生物学は、マヒドン大学をはじめ医学の分野でまず
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され、 1965年（昭和 40年）には微生物学会が設立されている。その後、カ

セサート大学において農業に関係する微生物学の講義が開始されたが、食品微生

物学、工業微生物学の講義は 1986年（昭和 61年）にはじめてカリキュラムに組

み込まれたようである。しかし、多くの大学では、微生物に関する教育は理学部

生物学科、あるいは医学進学課程においてなされ、応用微生物学的内容はほとん

ど考慮されていなかった。拠点大学方式による学術交流を契機に、それらの学科

での応用微生物学や工業微生物学の研究と教育が活発になると共に、キングモン

クット工科大学微生物学科の新設を初めとして、バイオテクノロジー関連学科、

学部、研究所が続々と新設・拡充されてきた。政府機関としては、国立遺伝子工

• バイオテクノロジーセンター (NationalCenter for Genetic Engineering 

and Biotechnology)が 1983年（昭和 58年）設立され、科学技術エネルギー省

(Ministry of Science, Technology and Energy)直轄の研究調整・補助金配

布機関として、バイオテクノロジ一分野の研究推進の役割を果たしている。

b)研究者の育成

前述の研究・教育機構の発展と拡充に伴って、各大学のバイオテクノロジ一分

野における教官数と博士の学位取得者数は、拠点大学方式による交流の開始され

た1978年（昭和 53年）から現在に至るまで、際立った増加を示している。例え

ば、タイの大学の教官の学位保持者が当時 67名であったのが、 1991年（平成 3

年）の調査では 160名に昇っている。しかし、日本での博士の学位取得者数は、

19名と、いまだ僅少である。

c)学界の育成

タイ国における微生物学会は 1965年（昭和 40年）に発足したが、その活動は

ほとんど見るべきものがなく、まして応用微生物学あるいはバイオテクノロジ一

の分野における学会活動は皆無に等しい状態であった。拠点大学方式におけるエ

業微生物学あるいはバイオテクノロジーにおける学術交流の結果、 1988年（昭

和 63年）、チェンマイにおける日・タイセミナー開催期間中に、タイ国バイオテ

クノロジ一学会の設立が決議され、 1989年（昭和 64年）にその正式発足を見た。

現在、その規模は、会員数 700名を数え、毎年大会を開催するなど、タイ国にお

いては、他に例を見ない活発な活動を続ける有力学会となった。

タイ国学術研究会議 (NRCT)は、拠点大学方式による学術交流の発展と併せ

て、拠点大学方式による共同研究を対象とした研究補助金制度を 1989年（平成
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定した。バイオテクノロジ一分野では、 3年計画の研究 1件に対し合計約 300万

円の補助金を交付している。

1987年（昭和 62年）、故田口久治名誉教授未亡人による寄付金を基に、個人

1人、日本企業 6者、タイ国企業 1社による献金を加えて、総額 100万バーツ

（当時約 500万円）の設立基金を得て、バイオテクノロジ一振輿財団が設立され

た。当財団は学術雑誌の刊行援助など、タイ国バイオテクノロジ一学会の活動支

援、優れた業績を示した若手研究者への田口賞（賞金約 40万円）の授与 (1990

年より）など、タイ国におけるバイオテクノロジ一発展のための支援活動を行っ

ている。

d) タイ国大学卒業生の社会的活躍

交流事業開始以前、微生物学科や生物学科出身者の就戦先は限られており、必

ずしも修学によって得た知識を十分生かし得る機会に恵まれてはいなかった。過

去17年の間に、前述のように、地方の大学を含めて多くの大学でバイオテクノ

ロジー関連の学科が相次いで新設されるとともに、日本その他の先進諸国からの

進出を含めて関連企業が拡大されてきた。それに応じて、本交流事業に関連して

学術を修得したタイ国の若手研究者や関連大学出身者に、それぞれ活躍の場が与

えられるようになってきた。

vii)交流における問題点と将来への展望

タイ国の研究者を対象に、これまでの拠点大学方式による学術交流について、

アンケート調査を行い、タイ国側からみた交流事業の成果と問題点を探った。そ

の結果を要約すると、新技術の習得を通して、研究者の質的向上に効果がみられ、

大学における教育レベルの向上に貢献が認められるという評価がえられた。さら

に、文部省の国費留学生に選ばれる便宜が与えられたことを含めて、若手研究者

育成についての貢献など、教育・研究における具体的な成果があった。これと共

に、各研究者の研究意欲の向上と人的つながりの形成・促進など、いわゆる精神

的効果が指摘されている。反面この交流事業に比較的疎遠であった地方大学より

の不公平感なども披露されている。

拠点大学方式による学術交流の経験から、タイ国研究者が日本に期待する将来

への希望については、日本側研究者の長期滞在、共同研究の明確化、応用研究の

充実、長期招へい研究者枠の拡大、若手研究者への参加機会の増大、参加の公平
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化などの交流事業全般にわたる改善についての具体的な希望が示され、大学院博

士課程の学生も交流事業に含めること、研究設備の充実、研究補助金の交付など、

新しい予算措置を要する希望が述べられている。これらの要望は、現在外国の大学

院在籍者を日本の大学に招へいする新しい国費留学生制度、短期留学生制度など

の文部省の新しい留学生制度の導入で応えるとともに、共同研究の充実については、

新規発足の「大型共同研究」でかなりの進展が見られるものと期待されている。

3. (微）生物工学国際交流センターの経譜

1)沿革と概要

昭和 52年学術審議会により建議された「発展途上国との学術交流の推進につ

いて」の趣旨に従い、東南アジア諸国との微生物工学に関する学術交流を実施す

るため、微生物工学国際交流センターが工学部附属施設として 7年の時限付きで、

昭和 53年 4月に設置された。同センターは時限によって廃止され、新たに昭和

60年 4月分野を生物工学に拡大し、 10年の時限をもって工学部生物工学国際交

流センターが設置された。さらに平成 7年、再び改組によって時限を有しない学

内共同利用教育研究施設として大阪大学生物工学国際交流センターが設置された。

その活動内容は次のようである。

＜交流事業＞

① 日本学術振典会の拠点大学方式あるいは一般交流方式による東南アジア諸国

との学術交流拠点として、微生物工学ならびにバイオテクノロジーに関する共

同研究を進めてきた。

② 大阪大学が実施している微生物国際大学院研修講座（文部省留学生課所轄）

の運営を、工学部応用生物工学科と協力し、微生物に関するアジア諸国の若手

研究者の育成を行ってきた。（講座は昭和 49年より開始され、昭和 53年より

センターが主宰）

③ ユネスコ東南アジア微生物ネットワークの日本側拠点として、ネットワーク

の連営に参画し、ワークショップ、セミナー等に参加してきた。

④ ユネスコの世界的ネットワーク MIRCENNetwork (Microbial Resources 

Center network)の日本における拠点の 1つとして MIRCENFermentation 

の立場で協力してきた。
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表 2 センターの設骰形態、設置年度および存続期限

昭和53年 4月1日 大阪大学丁学部附属微牛物工学国際交流センターとして設置

（昭和60年 3月31日で時限到来による廃止）

英語名： International Center of Cooperative Research and 

Development of Microbial Engineering 

定員機構：教授 1、助教授 1、客員教授 1、客員助教授 1、事務官 l

昭和60年4月1日 い記センターを改糾し、大阪大学［学部附屈tj:物工学国際交流センター

として設附げ成7年 3月31日で時限到来によって1免l「)

英語名： International Center of Cooperative Research of 

Biotechnology 

定員機構：教授 l、助教授 2、助手 1、客員教授 1、客員助教授 1

外国人研究員 1、事務官 l

平成7年 4月1日 ＿卜氣記センターを改組し、大阪大学生物工学国際交流センターとして

＜研究活動＞

置（時限はない）

英語名： International Center for Biotechnology 

定員機構：教授 2、助教授 2、助手2、客員教授 1、客員助教授 1

外国人研究員 2、事務官 1

設置当初、農林産資源および廃棄物の有効利用とプロセス開発、生物資源から

の新規生物機能の開発など、微生物工学分野における研究を通して東南アジア諸

国との学術交流に寄与することであった。生物工学国際交流センターに転換する

とともに、研究分野をバイオテクノロジーに拡げ、研究交流の相手も当面東南ア

ジア諸国を中心にするが、将来における対象国の拡大を目指している。

センター開設時は正式に分野等の区分はなく、微生物工学の研究を行っていた

が、生物工学国際交流センターにおける研究分野は生物触媒開発工学、生物フ゜ロ

セス工学となった。平成 7年学内共同利用教育研究施設になった時点で 1)生物

機能開発工学、 2)生物資源変換工学、 3)生物資源管理工学の 3分野構成となっ

ている。第 3分野は当時重要性が指摘された生物多様性の維持、特に microbial

diversity issueの起運に関連している。
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2)センター組織の現況（平成8年）

センターの円滑な管理運営を行うため大阪大学生物工学国際交流センター運営

委員会が置かれた。委員会は委員長を務めるセンター長、センターの専任教授、

関係部局の教授若干名によって構成されている。平成 8年 (1996年）の運営委

員会の構成およびセンターのスタッフは次の通りである。

運営委員会 スタッフ

委員長 センター長／教授 吉田敏臣

センター長／教授吉田敏臣 教授 関達治

委員 孝文オ受 （｛井｛壬） 木下晋一

教授・センター 関達治 （北海道大学）

教授•工学部 山田靖宙 且り孝女i受 （併任） 本田裕之

教授•工学部 室岡義勝
（名古屋大学）

教授・エ学部 村井箕二
客員教授 Dewey D.Y. Ryu 

(UC. Davis) 
教授•工学部 藤田正憲

客員助教授 David J.H. Wu 
教授• 薬学部 宮本和久 (Rochester U .) 
教授•基礎工学部葛西道生 助手 高木睦

教授・微生物病
本田武司 助手 藤山和仁

研究所 事務官 永井敏子

事務補助 五条久美子

3)教育・研究活動

学内共同利用教育研究施設として、 1)生物機能開発工学分野、 2)生物資源

変換工学分野、 3)生物資源管理工学分野の研究と教育に携わっている。現在、

大学院工学研究科応用生物工学専攻ならび工学部応用自然科学科の教育を分担し

ている。センターの教職員は客員教授など訪問研究者と共同して、バイオテクノ

ロジーの研究を行っており、上記の 3分野における研究活動として、平成 8年

(1996年）現在特に以下に示すような諸課題について研究を行っている。

(1) 生物機能開発工学分野

① 微生物機能の開発（育種）とプロセスヘの応用

② 植物機能の応用

③ 動物細胞機能の解析と人工臓器の開発等のための組織培養
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(2) 生物資源変換工学分野

④ 微生物機能を応用した農林水産資源の有効利用

⑤ 知識工学的手法を利用したバイオプロセスの計算機制御

⑥ 動物細胞培養による物質生産

(3) 生物資源管理工学分野

⑦ 分子生物学的情報を用いた微生物分類

⑧ 微生物と植物の相互関係

4) 日本学術振興会の事業「バイオテクノロジ一分野の大型共同研究」

図5で示したように、日本、タイ、フィリピン、インドネシア、マレーシアの

5カ国からなる多国間共同研究を行っている。本計画が発足した平成 7年 (1995

年）では旧方式「拠点大学交流」との過渡期であったので、 1)熱帯生物資源の

開発と利用、 2)バイオテクノロジー技術を用いる熱帯地域環境制御、の 2課題

を単年度共同研究課題として採用した。平成 8年度から平成 10年度までの 3年

間の第 2期計画では、 1)熱帯における植物資源の微生物利用、 2)バイオテク

ノロジーによる東南アジア閉鎖水系の環境保全と修復、 3)工業生物プロセス技

術の現地化、 4)熱帯微生物の新規機能の開発、以上 4課題が設定されており、

日本から 32の研究室が、東南アジア 4カ国から 84人の研究者（代表者）が参加

している。

5) その他の活動

微生物学国際大学院研修講座は、大阪大学、東北大学、東京大学、京都大学、

九州大学、 5大学の共同事柴であり、主幹校の大阪大学では、応用生物工学専攻

とセンターか協力してその運営に当たっている。センター長は、研修講座の運営

委員会に出席し、委員長の大阪大学総長に代わって、委員会を主宰している。日

常の教務的事務処理はもっばらセンターが担当している。東南アジア基礎科学地

域協力事業の微生物学ネットワークは、東南アジア地域の若手研究者の訓練と研

究活動支援のためのものであり、東南アジア諸国ならびに周辺国の各国代表から

なる調整委員会による自律的連営を基本としている。センターは、日本における

拠点として、地域ネットワークの運営に参加しており、センター長は年次計画策

定のために毎年開かれる調整委員会に出席し、出資国代表として後見的活動を行っ
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ている。さらに、国際交流センターは、ユネスコ事業の一つである、応用微生物

に関する世界的ネットワーク、 MIRCENNetwork (Microbial Resources 

Center Network)にも参加している。この組織は、その設立当初微生物の菌株

保存機関を構成員とするネットワークであり、窒素固定の国際的事業では重要な

役割を果たしてきた。さらにユネスコのパリ本部では、菌株保存に加えて、微生

物利用に関する側面を強化するため、大阪大学にもその参加を要請してきた。国

際交流センターは、 MIRCENFernentationとして、パリ本部が主宰している

研究者支援事業において、発展途上国の若手研究者を受入れるなど、援助を行っ

ている。

6)出版

国際交流センターは以下の 3つの出版物を刊行している。大阪大学生物下学国

際交流センター年次報告書「AnnualReport of ICBiotech」は、年刊出版物で

あり、センター事薬に関わる事業ならびに研究活動の結果を収録している。つぎ

に、日本学術振輿会の拠点大学事業の一環として 2年に一度の割合で開催されて

いる、熱帯地域における農林産資源の微生物利用に関する国際的合同セミナーの

報告書「MicrobialUtilization of Renewable Resources」を出版している。

さらに、日本学術振典会によるバイオテクノロジ一分野における共同研究プログ

ラムに参加している、日本、タイ、フィリビン、インドネシア、マレーシア各国

大学、研究機関の研究室、研究者の研究活動便覧「Directory:Cooperation 

Program in Biotechnology by JSPS Core University System」を出版して

いる。この便覧には、登録されている各研究室の研究テーマ、実験技術、研究業

績が研究室の教官名とともに収録されている。日本の登録研究室は、北は北海道

大学から南ぱ宮崎大学まで、全国にわたる 27の大学学部・研究機関の 57研究室

である。東南アジア諸国の研究者を併せて 750人を越える研究者か名を連ねてい

る。
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表3 (微）生物工学国際交流センター教官組織の推移

センタ4 長（併） 教授 客員教授 助教授 客員助教授 助 手 外国人研究員［客員（助）教授］

大k阪大学工学部附属微生物工学国際交際センター

昭和53年 田口久治 福井大三郎 吉田敏臣 広林 光則
(1978) （京・エ） （ 大・エ）

54年 田口久治 田口久治 上田誠之助 吉田敏臣 大石邦夫
(1979) （九大・農）

（東蕊薇
研）

55年 田口久治 田口久治 能美良作 吉田敏臣
（小名林大・猛農）(1980) （広大・エ）

56年 田口久治 田口久治 上波＂清基 吉田敏臣
（谷京大吉・績農）

仁平卓也
(1981) （筑 大応

生）

57年 田口久治 田口久治 消水祥一 吉田敏臣
（東児玉大・徹農）

仁平卓也
(1982) （名大・農）

58年 田口久治 田口久治 林田晋作 吉田敏臣 杉東山純多 仁乎卓也
(1983) （九大・農） （大・

応微研）

59年 田口久治 田口久治 永井史郎 吉田敏臣 熊京谷英彦 仁平卓也
(1984) （広大・エ） （ 大・農）

大大阪大学工学部附属生物工学国際交流センター

60年 田口久治 山田靖宙 山田康之 吉田敏臣 杉東山純多 関達治 II. Y. Park (10.1-) 
(1985) （京大・農） 木下晋一 （ 応大・ 仁平卓也

微研）

61年 田口久治 山田靖宙 山田康之 吉田敏臣
（名山根大恒・夫農） 関仁平達卓也治

M. Y. Park (-4.30) 
(1986) （京大・農） 木下晋一 A. Fiechter (9.20-12.29) 

C.C. Ho (1.17-) 

碑 岡田弘輔 吉田敏臣 藤尾雄策 木下音ー 広西尾大尚道 関仁平達卓治也
C.C. Ho (-7.16) 

(1987) （九大・農） （ ・エ） D.D. T. Ryu (10.1-3.31) 

63年 岡田弘輔 吉田敏臣 高尾彰一 木下晋一 蠣東之内末 岸本通雅 R.L. Rodriguez (6.15-12.14) 
(1988) （北大・農） 関達治 （ 大・農） 藤山和仁 P. llatangkasoobut (1.15-) 

平成元年 岡田弘輔 吉田敏臣 伊東崎和夫 木下晋達一 和泉大好計 岸藤本山通和雅仁
P. llatangkas011but (-1.14) 

(1989) （北大・ 関治 （京・農） R.J. Bandoni (1.25-) 
農）

2年 大嶋泰治 吉田敏臣 田中渥夫 木下晋一
（松筑村波応大正利生・） 

藤山和仁 R.J. Bandoni (-9.30) 
（京大・エ） 1関達治 AヤL事 De国ain(1皐7-)

(1990) 

3年 大嶋泰治 吉田敏臣 室広岡義勝 木下晋一
（飯名島大信・エ司） 

藤山和仁 A.L. De鼠ain(-7.6) 
(1991) （ 大・エ） 関達治 胃，S.Hu (7,16-1.15) 

G. Stephanopolos (1.17-) 

4年 大嶋泰治 吉田敏臣 東児玉 徹 関達治
（北横大田・農篤） 

藤山和仁 G. Stephano.20po-l os (-7 .16) 
（ 大・農｝ R.H.Doi (7 1.19) 

(1992) C. Y. Choi (2.25-

5年 大嶋泰治 吉田蔽臣 中原忠篤 関達治
（東神尾北好大是農・） 

藤山和仁 C. Y. Choi (~8.24) 
(1993) （筑波応大・ ll. Guerineau (9.1-11.30) 

生） H. Wang (12.1炉

6年 大嶋泰治 吉田敏臣 石崎文彬 関達治 山本憲：：： 藤高山和仁 H. 胃ang(-6.9) 
(1994) （九大・農） （京大・農） 木陸 ll.N. Kari国 (816-2.15) 

大阪大学生物工学国際交流センター

□●敏 炉 吉田鹸臣

山崎真狩 森広永 力 高藤木山和陸仁
T-S. Sim (7. 11-8.2102) ) 

関達治 （東大・農） （ 大・エ） C-L. Koh (7 11-3. 
D. 恥 (2.25-
D.D・Y Ryu (3.2炉

田敏臣 吉田敏臣 木下晋一 本多裕之 高木陸 D.D-Y. Ryu (----9.10) 
関達治 （北大・エ） （名大・エ） 藤山和仁 D. Wu (-12.24) 

P. Javorsky (10 1-) 

. 

（併）：併任、（兼）：兼任
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1. 醸造会より大阪醸造学会へ

明i台29年 (1896)8月大阪工業学校教授に就任し、その後大阪高等工業学校

醸造科教授とな った坪井仙太郎は、学科創立 10年を経過 したこと より大阪高等

工業学校醸造会会長となり 、明i台43年 (1910)5月醸造会誌を発刊した。その

発刊に際し坪井教授は会誌第 1号の冒頭に（別紙）、

「吾々醸造学ニー身ヲ委ヌルモノ互二相依 リ相助ケ、斯学ノ研鑽ヲナシ、其蘊奥

ヲ究メンタメ相集 リ醸造会ヲ組織セリ ……」と趣旨を述べており、本会創立署史

を掲載している（別紙）。前述の坪井教授の研究業績はこの醸造会誌に掲載され

ている。醸造会の会則は別紙に示したが、第 1条より第 7条より成り立っており、

組織は正会員、特別会員、賛助会員よりなっていて会誌は 4月と 10月に発刊す

ることとしている。

醸造会誌は明i台43年より大正 11年迄第 1号より第 27号迄刊行された。
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大廿:.10年 12月坪井教授の没後醸造会会長となった西脇安吉教授は、

既に 700名にも逹し、広い分野で活躍しているか、将来専門学校より大学に昇格

することも予想されるし、煎造会誌は年に 1、2同発行されるに過ぎなかったこ

とより、ここに会の組織を改めて卒業牛を中心とした組織として月刊誌を発刊す

ることを企図し、対外的にも広く認識を性めるため大阪醸造学会の設立を図った。

大正 12年 4月 (1923)より準備を開始し、 8月 l日の役員会において次のよ

うな会則を定めて 8月25日醸造学雑誌第 l巻第 1号（別紙）か発fl]された。

l. 名称 大阪醸造学会

1. 事務所 大阪高宵lク．業学校醸造科内

1. 会員 正会員醸造科卒棠生

特別会員 正会員の紹介による醸造に関係ある者

通常会員 大阪高等＿［業学校醸造科在学生

賛助会員 本会の趣旨を賛助するものにして役員会において推

薦したもの

l. 役員 会 長 1名大阪高等工業学校醇造科長を推挙す

監 事 1名以上罪事中より冗選す

常務理事 2名以上、理事中より会長推嘱す

理 事若干名近畿在住の正会員叶］より会長推成、内 15

名は通常会員中より各級 5名宛互選す

1. 会費 正、特両会員年 6円

通常会員 年 3円

1. 雑誌名 醸造学雑誌（月刊）

醸造学雑誌発刊の辞において初代会長の西脇安吉教授は、「本来の学会誌の目

的とするところ、会員相互の研究事項の発表と共に斯界名七の寄稿を仰ぎ醸造に

関するあらゆる新知識と有益なる研究報告を網羅して内容を農富たらしめ……J

としているか、将来に於いて漸次事業を拡張し、 1)純粋酵母、細菌、種麹等の

分与、 2)原料並に製品の分析鑑定、 3)機械器具の輸入並に試験、 4)工場の

設計監督、 5)実地指導等の依顆にも応ずるとしていて、本来の学会業務の外に

試験所あるいは研究所的に発展させる意図がうかかえる。これらの事業は西脇会

の性格からくるものと推察される。

西脇会長は昭和 4年 5月まで在任したが、高等工業学校か大阪工菓大学となり、
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應
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吉
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醸造学科の主任教授として斉藤賢道博士か就任したので会長職を辞した。その後

昭和 4年 5月 12日の大阪醇造学会総会において会則か改正され（醸造学雑誌、 6

巻、 11号、 74頁、昭和 4年）名誉会長に推戴された。

改正大阪醸造学会会則は次の如し

改
正
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學
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2. 坪井記念館の竣工

大正 9年 (1920)11月3日の明冶節に坪井仙太郎教授の還暦のお祝いとして

同窓会より国庫債券額面壱万円が贈呈された。しかし教授は一応受納した後翌日

に同窓会である醸造会に寄付を申し出られた。しかし卒業生や応用化学科科長今

川教授の口添えにより一応納められた。翌大正 10年 (1921)6月退官されてか

ら10月になってすでに示した申し出書のように醸造会館の建築費として寄付さ

れた。 その後 12月2日に死亡されたことは既に述べた。

醸造会館の設立についてはかなり以前よりその声が出ている。例えば醸造会誌

第 13 （大正 5年 3月20日発行） の会説において 3頁にわたって「醸造会館設

立の時期到らずや」の記事が掲載されている。

以上のような経緯を踏えて大正 10年 9月20日の理事会で坪井記念館設立の件

が議され、総金額 3万円のうち、
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醸造会より

実業家より

卒業生正会員より

5,000円

15,000円

10,000円

とした。その後 10月23日の総会にて坪井記念館の設立の件は満場一致で可決さ

この際会館設立に対し坪井先生より 1万円の寄付の申し出のあったことが

報告されている。次いで同年 11月5日の理事会実行委員会が開催され坪井先生

の寄付金を記念会館設立基本金とすることとし寄付募集方法を協議決定している。

しかし学舎の玉江町より東野田への移転、大学昇格運動、関東大震災などの諸事

れた。

情よりこの建設計画は進展しなかった。

しかし昭和 4 5月の大阪醸造学会の総会において坪井記念館の建設を進める

ことが再び決議された。

これより先の昭和 2年 2月に記念館建設予定地として東野田学舎隣接地に 153
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坪 9合のt地が購人されていた。しかじ学舎内で醒造学科建物の隣接地

るようにという要望かあって上記上地を売却して醒造本館の隣りに建設すること

となった。

は坪井教授毒付の心万円に加えてさらに同窓会よりの蒻金が行われ

学会専務理事であった上田盛—ー氏の思い出によれは、教授還暦祝いのときの醒金

者は卒業生 500名の 90%てあったか、さらに追加の募金に応した人々を加える

と延べ 850名にも逹し、醜金総額は約 3万円にもなったと述べている。

昭和 5年 4月 (1930)建設に関する細目か協議されてから建設＿じHか始められ

た。その結果昭和 6年 4月 (1931)26日に落成式か岱人に学行された。この式

典において岩井喜一郎学会監事が目録を朗読の後、斉藤賢道大阪醇造学会会長よ

り大阪工業大学学長堤正義に手渡された。その目録は、

妓に吾人大阪醸造学会有志ニヨリ建設セル左記目録ノ坪井記念館ヲ大阪工業

大学二寄附候間御受納被下度候也

という前書きに続いて、

1. 

日録

鉄筋コンクリート

総坪数

以上の通り引渡候也

l棟

大阪醸造学会有志代表

今且15

大阪工業大学学長 堤 正義殿

となっている。落成式の模様は土田盛ー氏「謝恩誌」に詳しく述べられている

（醒造学雑誌 9 巻 5 号 (1931) の雑報にも叫載されているか）。写真 1 は坪~+叫念

館正面であり、岩井・喜一郎揮恐の由来書鉗l板、記念館 2階会議室iE面に設置ふされ

た坪井先生像は写真2, 3である。更に叫念館設叶図及ひ買勲局よりの褒状を次

に示した。

坪井記念館の内部設備は、

1階事 務室 (10坪）、 （約 3 ヽ (JO坪）、 （象勺 7J平）、

(10 
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写真 1 坪井記念館

写真 2 坪井記念館由来書

（岩井喜一郎先生の揮嘔）
写真 3 坪井先生像（坪井記念館内の）
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坪 井 紀念舘設
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宜勲局よ りの褒状

2階 会議室（約40坪）、喫煙室（約 1.5坪）、控室 (1.5坪）

会議室は木造間仕切りをなして 2分して利用可能
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この坪井叫念館は戦伯、戦中、戦後を通して学会活動、醗酵工学科における学

牛教育、研究の場として多大の貢献をした。特に戦後には空襲により木造学舎の

焼失したことにより［学部での教室不足をきたしたか、醗酵工学科にとっては貴

重な存在となったし、更に附和 24年より開始された学会の定期研究発表会にお

いては 2階会議室は講演会場となり、また清洒などの製晶展示場として、懇親会

場としても使用された。

しかしなから大阪大学工学部か東野田より吹田地区へ移転を間始することにな

り、醗酵丁学科はその第 1陣として昭禾U4:3年 4月末に移転完了することとなっ

た。そのためt平井記念館は工学部学舎と共に取りこわされることになった。そこ

で3月 23日（土）午後にお別れ会が催された（詳細は後述する）。

以上述ぺたように 700名に及ぶ卒業生が一丸となって坪井教授の偉徳を忍びな

がらこの記念館が建設されたことになるし、さらに特筆すべきことは、高等工業

学校の大学昇格に際しても、さらに醇造科の存続か危ぶまれた危機に直面した際

にも積極的に大阪工業倶楽部と共に大阪醒造学会が中核となって虚力したことで

ある（この点は既に記述した）。

当時の社会風潮からすれば当然のこととも考えられるが、我々後進の者の銘記

すべきことではなかろうか。

3 . 大阪醸造学会より日本生物工学会へ

大阪醸造学学会は第 1巻（大正 12年8月～大正 13年 7月）より昭和 18年の

21巻までは大凡年間 1,000頁に垂んとする内容の醸造学雑誌を発行し、しかも

戦時ドの困難を乗越え、戦時中といえども一回の休刊もなく雑誌の発行が継続さ

れた。戦後は 1巻当り総頁数は 500-600頁か維持されると共に編集委員会が発

足して内容か充実してきた。高等工業学校が大学に昇格後は西脇会長より教室主

任の斉藤賢道教授が会長となった。昭和 15年 3月斉藤教授の停年退官後は中村

静教授か会長となった。戦後引続き中村会長であったか病気のため昭和 25年 3

月会長職を退き、再び斉藤名誉教授が会長となった。そして昭和 35年 10月 14

日天寿を全うされるまで 10年間在職された。翌 36年 5月に照井尭造教授が 5代

目の会長に就任した。別紙に各会長の就任之辞を示し
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會長就任 の辟

大阪帝國大平激授 :r:~博士中 村 評

這般の総合に於て不宵囮らすも大阪醸造根會長に推胞を受けました事は定

に光榮とする所でありますo 先す•以て含員各位の御援助を庶幾つて已まぬ次

第でありますo

顧みれば昭和 4年 4月大阪帝國大學エ學部の前身大阪工業大學に奉職して

以来10布 1年餘前會長壺i枯博士の廃下に差じて徴力を傾注して送つfこのであ

りますo其問本會の渫礎愈々確立し、雑誌の内容も亦一髪し一大椛威たるの

貫緑を有し、自他共に認めらるるに至 bました事は其に御同脱に堪えぬ次第

でありますo

時恰も悠次'2600年の記念す可き照史は燦然として輝いて居りますo此の光

輝ある歴史を持ち更に限りなき焚展を見むとして居る息國に、その生命を持

ち得た歎喜Ii吾々日本人の胸に描ち、吏に又此の記念すべき秋に際しりiZ國が

全國力を注ぎつつある東亜新秩序の建設も支那中央新政楠の成立を見るに及

び飛躍的発展をなしつつあるのでありますo而して我が帝固が企胆lする新秩

序の完全なる確立を得る硲めには廣淡的國防費源即ち工業原料経滸の安全保

粋が確保せられなけねばならないのでありますo荘に銃後産業人に課せられ

た大きな課題が横はつて居る事を認めなけねばならないのでありますo 特に

非常時局の進展と共に今迄等閑視せられて居た醗酵工業は戦手途行上又銃後

國民の生活確保の上に於て煎大なる役割を演じつつある事が深〈認識せられ

て来たのでありますが、之Ii滴洲固及支那1こ於ける工業資源を封照として考

ふる場合盆1-t強く債値づけられる繹でありますo醗酵工業は洵i<; 生産工業と

しての型態を造 b得た程度のものであ bましたが今府に苓しい発展力を以て

新典工業の一新部門を確立せむとしてゐるのでありますo 此の煎大時局に際

令し不1-'-J徴力なりと雖も専心萬全の努力を致し會員諸だと共に本會の光輝あ

1,:,{1i統的精神を照し以て合の隆呂を期し醗酵工業の典隆に寄典せむとする決

心であ bますo

幸にして各位の御指導と御鞭撻を衷心より懇願して歌まぬ次第であ bます

一言否辟悴を述ねて就任の御挨拶と致します。 以 上
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就 任 の 辟
先般巾付合長病氣のため爵i任なさいましたので這般の理専會に於て圏らすも不肖再び本

合々長として推瞑を辱ふしたろことは定に光榮として感謝に堪へないところであります．

老誤果してその任を全ふし得るかを考慮し聯か遅疑したるも，年米餘生を學布の推競1こ捧

げたい念恥でありますからこれを受諾することに致しました斯の上は本梨含設立の主旨

に鑑み， その登展と念員相互の親睦を計る上に於て一意尊心以てその任務をつくす決心で

あります．庶幾くは會且諸君に於かれても何卒従来の如く御指率と御支援とを給はらんこ

とを切に希ふ次第であります．一言痙渓Vを述べて含長就任の挨拶と致します．

昭和 25年4月1B 大阪醜造學合長
阪大名審敬授 平
理學博士

弘・I 籐賢道

御 挨 拶

大阪随沼学会々長照 井 泥 造

緑の訊がIDtに快い気飲になりました．特様には御研究にあるいは御市菜に御桔励の御事と(,-

じ上げます． さて過般の役貝会において，はからずも私は本学会々艮にrn池名されました．私l'l

身はゆめ適代とは存じませんが，お受けした以上，故斎藤賢逍先生のあとを受けついで微力を

尽し貨を果したいと存じます．

38年前，阪大租酵:r:学教屯の前身時代に，学術的記事を戟せる機l児誌を持つ同窓団体として

発足した本学会は，広く同学同好の士に呼びかけつヽ事業面を拡大して行つたのであります

が，諸先鎚とくに斎1/ji先生の泌切な御誘腋によつて，学会としての性格をしだいに強化しつ、

発展し．斯学の発達に符りして来たのであります. rjlすまでもなく酪酪工学およびその近綽い

学術はわが間において特沢な発達を遂げ，今やflt界のこの方面の関係者から注目されるとこ凡

となつておりますが，また一方において，本学会が最も関心を持つべき生化学」．．学(Biochcrni-

cal engineering)はfl年期にあり，独自の体系を持つべく紅速な発展の途 Kにあります．ま、ピ

に本学会は．微生物l菜，食料i工業などを包含する生化学工業界に繋がる巾心的な学会として

将来ますますその地歩を固むべきものと仔じます．その取扱う範囲として甚礎学より末端U:、

技術にオさるひろがりの中で， Engineeringに指向し， "T学する心“ないし‘‘ーr:学を ffてる

心"を Backboneとし， これによつて特徴づけられるところの， この領域の代表的学会とし

て拿本学会は今後ー『1その役割を発揮するものといじます．

私は，本学会が学界人の良識を支柱とし，）よく斯界の支持を受けてより一屑の発屈を遂げ，

かつば本学会を付て上げた語先'f/1の御努力をして有終の炎をなさしめるため，学会としてのよ

り相応しい体制を1柑えながら，会員の特様の御協力を得て事を巡めて行とたいと念新しており

ます．よろしくお新Iれし上げます．

I 9 6 I年 5月 1 日
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学会活動として雑誌の発行と共に昭和 24年より研究発表会が開催されること

となり、昭和 28年よりは研究発表会においてシンポジウムも行われるようにな

り年次大会も年と共に盛大となってきた。

以上の経過より明らかなように同窓会的な連営がなされていた学会は一般的な

学会として脱皮する気運が盛り上って来た。しかし運営は依然として同窓である

正会員の中より選出された役員によって行われていた。

年々卒業する者が正会員となるのであるか会費を納入する正会員は必ずしも年

とともに増加することなく、別紙に示すように特別会員が正会員の 3倍近くにも

達する状態となった。しかしながら、学会の連営に参画する理事、常務理事はす

べて正会員であって特別会員が運営に携わることはなかった。このような学会の

状態に対して外部は勿論のこと学会内部からもこの矛盾を指摘する声が大きくなっ

てきた。

このような内外の状態から今後の学会の発展を願って高齢な斉藤会長は苦慮さ

れていた。そのようなことより別紙に示したような会則変更に関する韮本的な私

見を発表された。

当時別紙のような会則改正の趣意、会則試案が醗酵工学教室より提出された。

しかし永年にわたり学会の運営を支えてきた同窓の長老の人々などより強い異論

があり、次に示した斉藤会長の私見は会長自身が苦慮されていることを如実に示

すものであり、このような長文の私見が配布されることとなったのである。時に

昭和 35年 1月である。このような学会内外での重大問題をかかえながら時が流

れたが会長は同年 10月 14日逝去された（享年82オ）。

会員の推移

年 度 正会員 通常会員 賛助会員

31 329 43 918 114 

33 360' 45 918 118 

34 341 60 961 125 

35 331 34 1041 133 

36 332 41 1020 131 

37 338 68 956 130 

（幹事会等における芝崎メモより）
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翌 36年 5月学会の会長に就任した照井発

造教授は上記の問題について、積極的に学会

の改革に取り組み、その結果昭和 37年 4月

17日の理事会にお いて学会名を日本醗酵工

学会に改めることが決まり新会則が承認され

る運びとなった。37年 3月 10日付で日本醗

酵工学会への改組改名につ いてと題した声明

書を学則と共に発表している。

照）I北造教授
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会則変更に関する基本的私見

大阪醸造学会は同窓生か相寄って親睦を計り同時に互の知識を磨き且つ学会に

る目的を以て創立された事は実に麗しい機構で他に比類のないものである。

凡そ一三つの団体をしてその活動を口J能ならしむるには、団体員各白か夫々その

に寄与する事か肝要である。

端的に言へは、団体の活動に必要なる会費を納めることか各自の義務である。

我々学会に於ける事業として常時最も重要なるものは会誌の発行であり、また

1回の講演会及シンポジウムの開催を主なるものとする。即ち会員はこれによっ

て相互の親睦を叶り、知識を交換し同時に学界に貢献する訳であるから、会員の

権利と認めねはならぬ。

いづれの学会にあっても学会に関心を有せず、会費不納の会員は、その権利を

放棄したるもので、会員たるの資格を喪失するものとするのは当然の処置である。

我々学会の正会員は年と共に自動的に増加するけれども、その会費納人比率を

見ると約 70%の会費不納者があり、これを年代別にすれは、会費納人者は明治 2

5%、大正21%、昭和 40%に過ぎない。また近くの府県を見ても会費納入者は、

大阪 31%、兵庫 37%、京都43%と言う状態であり、県によっては 10%とか又甚

しきは 0%もある。

斯くの如く 旨に副うて、その責任を遂行していない

者と見なければならぬ。

従来からの経過を辿って見ても正会員の会費納入比率は逐次減少する傾向にあ

る。例へば、昭和年代の前半期が 44%であるのか、後半期になると 38%位に下っ

ている。しかも現在我々学会に於て卒柴生を正会員として取り扱っているのは以

前卒業生の少ない時代には各自の希望と同意の下に行われたが、その後久しき以

前からは全く本人の意志如何を問はず、学会が一方的に決めているのだから、本

人は夫々自由に行動し得る訳で、会費不納者の現はれるのも又当然と言はねばな

らぬ。

しかるに一方に於て特別会員は既に 1,000名に達し、現在学会の運営に大なる

貢献をしている。これは全く雑誌の内容か充実しつヽある事が、主なる原因をな

すので、今後とも現代学術の進歩に沿うて進めば漸次入会者の増加する事は明ら

かである。それにも拘らず、現在は学会に対して何等の発言権を有せざる事は現

代の良識上疑問でないか、斯くの如く正会員（会費納人者）と特別会員とかその

数に於て主客顧倒し、現在特別会員がなけれは学会の連営に支障を来たすことは

明らかである。既に特別会員中にもその点に就いて気附いている人もあると間い

ている。

この様に考えると単純なる同窓会ならは別として荀も学会としては会費不納の

はその資格を自ら放棄したものと断ぜねはならず、又同窓会として
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強調するならば、特別会員の存在も如何なるものか、又賛助会員による補助

ける如きは極めて不見識であると言はねばならぬ。

賛助会員は学会の活動を援助する好意を有するものであり、一般会員が会費を

払うことは義務である。賛助会員たる団体に就戦する正会員は 2、3例外を除き

皆なその会員たるの義務を尽している。また特別会員たる会社または団体に就職

せる正会員数は極めて僅かであり、其の中には会費納入者と不納者とが混じって

いる。要するに会費不納者は学会に対し関心なきものと認むべきである。

斯くの如く学会本来の仕事に関心を有せず、 10年は愚か、 20年、 30年と会

不納で、しかもその動静も詳ならざるものを何時までも正会員として取扱う事は

学会として他に類例を見ざる所である。

素より、卒業生は皆同一教室から出た同窓である事は既成の事実であり教室と

は不可分の関係にあるから、その業務の如何を問わず同窓愛も母校愛もあるべき

筈である。

唯活動しつつある学会の会員としては自ら別個に考慮せねばならぬ現状に立到っ

た事は誠に遺憾な次第である。

古く我々学会の創立の際には学生の敬慕する坪井先生という中心があり且つ卒

業生も比較的少数であったから、万事円満に纏まったのであろうが、現在は大学

となって講座が各々一国一主の形を成し、又卒業生の数も増加したるのみならず、

時代の変遷と共に思想の変化もあり創立当初の考え通り行はれざる為めとも考え

られる。

由来同窓会というものは旧高等学校、高等専門学校に見られるが、大学（少な

くとも旧帝大）にはなく、又各教室にも特に同窓会といういかめしいものはなく

て唯だ卒業生の集団として極く簡単に名簿に纏めている位のものである。この理

由が何辺にあるかは別として、高等学校から大学に入学するのが正規の進学コー

スであって、その際各自出身高等学校という意識はあるが、大学生としては同窓

というよりも寧ろ夫々専門の学科によって結び付く様になって同窓会を作らず各々

欲する学会に入会して相互に親睦を計る様になる。また専門学校の同窓会は或る

程度対抗意識を以て出来たもので、古くからあった蔵前工業会、一橋高商の如水

会、お茶の水高等師範の若渓会の如きはいずれは当時の帝大の夫々の学部に対し、

対抗するもの＼様であった。是れはまた学会とは全然別の性質のものである。

しかし同窓会はなくとも卒業生は大学及教室とは決して離れたものでなく、大

学及教室で何等かの企画でもあればやはり卒業生に対し発起人又は、援助者とな

ることを依頼し来り、皆一様に助力するので母校愛は決して失われないことは私

共の経験したところである。

元来大学（ユニバーシティー）本来の使命は人間成形と学問研究とであって眺

業教育を主とするものでなく寧ろアカデミックのものである。（尤も現今、日本

の単科大学、短期大学などはユニバーシティーとは言はれない）
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従って 1つの学科を卒業しても必ずしもその方向に向う人のみとは限らず全く

別途の業務に従事する人もあって、大学で修了した学科に関係ある学会と無縁な

場合も起こり得るので、凡て本人の自由であるから、例い同窓生で友愛があって

も特に趣味がなければ同一学会会員たらざることがある。また甚しい場合には今

まで大学で修めた学科を捨てヽ他の学業に進むものも出来るから、仮りに同窓会

というものがあっても学会には入会しないこともあり得る。即ち同窓会と学会と

が調和するに困難な事由と見ねばならぬ。しかし現在我々学会の正会員で以前醸

造科又は醸造学科を卒業した人と、新しく醗酵工学科を出た人で実際に醗酵工業

に従事しながら会費不納のものが全会費不納者の約半数に及んでいる状態である。

これらは全然学会に無関心のものと認めざるを得ない。

唯だ酒造大会の如き場合、酒造関係の卒業生が集まる場合には平素会費不納久

しきに亘り竜も学会に関心を示さないものでも多数相集まるけれども、実際あの

時の会合は全く酒飲み会で、あちらこちらで酒を飲み酔に乗じて大言壮語して散

会する丈で、唯一部の正会員が懇親を結ぶに過ぎない。素より卒業生の親睦を計

ることは結構だから、これは臨時に一部同窓の集会とする方が適当であろう。真

の学会懇親会は大会時に行はれる集合が最も有意義であろう。

尚以前の学会の基本金募集に際しては、 2、3有志の多大の御尽力によって応

募者数は約 400名であった。

これを昔学会に関心ある人と見ても其後の実際会費納入者は減少している（之

は数字上で、各個人については現在調べてありません。）

学会が現在の機構の侭ならば、特別会員は増加しても真の正会員は減少するこ

とはあっても増加する見込みはなく、同窓会としての意義は次第に薄らぎ、終に

は有名無実となるを保し難い。

さればとて今日まで発展し既に日本の学界のみならず、海外にも会誌によって

その存在を認められ来れる我々学会を、此侭消滅させることは到底忍び能はざる

所である。

静かに学会の過去を顧み又現状を考察し更に時代の流れに沿うて、先の見透し

をすれば、真に学会を愛する卒業生諸氏（会費納入者）を中心として特別会員と

の差別を廃し、唯一つの通常会員（仮稲）とするを以て合理的と思う。

唯だ機構の変化のため一時正会員の中で会費不払者が出る事も想像されるが、

これらは新たに入会する各方面からの会員の増加によって比較的短時日の間に補

填され得ることは過去の実蹟から見て容易と信ずる。

私は豫てより以上の所信を持ち、一昨年頃梢々委細に正会員について考慮して

いた矢先き、昨年学会々即変更の議が起り、照井氏の第一試案が出たがこれは現

在の機構と根本的に異なる点は少なかりしが、第二試案においては正会員と特別

との差別を廃することに於て、私の考えと一致すれども其の他の点に於ては

餘りにもラジカルな変更で、学会々務の運営に適合しない懸念もあり、直ちに賢
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意を表し難く、特に会員の種別を廃したる暁には一層学会の独立性が強まるから、

学会は自ら独自の立場に於いて時の理事会（仮稲）の決議によって進まねばなり

ぬと思う。

学会が教室のために尽くした功績の晏大なる事は周知の事実である。特に大学

昇格の際に於て醸造学科（現在の醗酵工学科）の存続に就て、学会有志の努力は

涙ぐましいものがある。

従って醗酵工学教室は死線を越えた教室であるから、教室としては学会に対し

又尽すべきは良識上当然であろう。加え学会の本拠が教室内に設けられている関

係からしても、広く学問のために、また我国醗酵工学の権威を示すためにも出来

る丈の援助を惜しむべきでないと思う。しかしまた学会としては自分の力によっ

て盛り上げた教室が順当な発達を遂げ、既に有為の卒業生を多数世に出している

事を思えば亦誇りとするに足る。所謂古語にある通り学会は施恩而勿倉、教室は

受施而勿忘の気持にあって欲しいものです。

我々学会の麗はしい機構を沿うて常時行動しない正会員が忌数に上ったため、

会則の変更を考える様になった事は誠に遺憾に思う。

しかし伝統とか慣習とかに引づられて時代の変化に適応しないと、行きづまっ

て来ることは大にしては日本の歴史に於て我々も知っているところである。日本

建国の際にあった氏族制度は漸く聖徳太子時代迄待ち耐えたけれどついに大化の

改新となり、それより奈良朝を経て平安朝になれば摂関政治が行われ源平争闘の

後頼朝によって武家政治が初まり、北條、足利から織田、豊臣、徳川に及び其の

間時代の流れに従うて盛衰興亡交々起って、遂に明冶維新に移って絃に新な日本

が出来た。

就中徳川幕府の衰滅は伝統とか旧慣習に捉われて、時代を見るの明なかりしに

由る。南朝の忠臣北畠親房でさえ神皇正統記の中で、頼朝、義時の事績を認めて

いるのは、夫々その当時に於ける時勢に適応した政治を行うた事を稲賛したので

ある。

梢々餘談に渉った嫌なきにあらざれども、時の状況に応じて変化するのは進歩

の根源である。我々学会と雖も亦同様である。

私は敢えて奇を好んで変化を欲する訳ではなく、従って空虚な観念論を提言す

るものでない。

尚学会会則の一々の箇條は上記変革が容認された暁に於いて適当に具体的の条

文を作れば完全なものが出来ると思う。 以上

昭和 35年 1月

齋藤賢道
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会則改正の趣意

大阪醸造学会は同窓団体を中核とし創設運営され忌年醗酵工学および、食糧工学

の発達に寄与して来たが同窓会的組織が学会活動の主体をなすことは、学会今後

の発展を期する上に適当ではないとの意見ならびに同窓会員たる少数の正会員の

みが学会の運営方針に関与し晏数の同窓外会員がその権利を持たないことについ

ての批判の声が近年各方面から起っている様である。これらの当然とも思われる

批判はすでに当醗酵工学教室内にもかなり強いものもあり、現状のま＼この学会

を継続することは、学会人としての良識の上からも又、学会の通念よりして妥当

ではないと考えられる。しかし一方において一同窓団体が母校教室と協力して晏

年にわたり、学会誌の発行をはじめ多くの有意義な学会活動を要年続行して来た

事は、他に例を見ないもので慎に賞讃に値するものであり、その功績は高く評価

さるべきものである。この歴史的事実は、本学会が今後どのような発展をとげよ

うとも永く尊重されなければならない。こヽに本学会の幹事会により会則改正の

ための委員会が設けられたのを機会に以上の諸点を考慮して根本的な会則改正の

試案を作成し、御討議に附したいと思う。なおこの学会の歴史や性格に鑑み当醗

酵工学教室は会則改正後の学会（醗酵工学会……仮称）の世話機関となり、事務

所も当然同教室内に置くことが適当と考えられる。このことは会則に対する前文

において明記する事が必要である。また学会は良識をもつ学会人の集りであるか

ら、その会則はなるべく簡素なものとしたい。この試案はいずれ大阪醸造学会の

このような変革が承認された暁には、新たに構成される理事会の討議に附すもの

である。
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会則試案前文

改正の趣旨および阪大醗酵工学教室が世話機関となることなどを記する。

会則試案

1條本会は醗酵工学会という

第 2條 本会は醗酵工学および食糧工学の進歩発達に寄与することを目的

とする

第 3條 本会は前記の目的を達成するための次の事業を行う。

1 醗酵工学雑誌の発行

2 学術講演会ならびに講習会の開催

3 図書出版その他理事会において必要と認めた事項

第 4條本会の会員は次の 4種とする

l 通常会員 所定の人会手続を経て所定の会費を納める個人

2 団体会員 所定の入会手続を経て所定の会費を納める団体

3 賛助会員 本会の趣旨に賛同し別に定める会費を納める個人また

は団体

4 名誉会員 理事会の決議により推薦された個人

第 5條 本会の会員（団体会員はその代表者 1名）はつぎのことが出来る。

1 醗酵工学雑誌の配布を受けること。

2 これに投稿すること。

3 講演会およびシンポジウムに研究発表すること。その他本会の行

事に参加すること。

4 本会の事業ならびに運営に関する意見を理事会に提出すること。

5 別に定める本会の選挙規定にしたがって本会の役員を選挙し、ま

た役員に選出されること。

第6條本会は次の役員をおく

会長 1名。副会長 1名。理事若干名。幹事長 1名。幹事若干名。

会計監査 l名。編集委員若干名。

1 会長、副会長は理事会の決議により会員中より推薦される

2 理事は会員の投票により選出する。理事会は若干名の理事候補者

を推薦することが出来る



3 幹事長ならびに幹事は会長が委嘱する

4 会計監査は理事会が委嘱する

5 編集委員は会長が委嘱する

これらの役員は任期は 2年とする。但し里任を妨げない。
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第 7條 本会は事務を総括処理するため事務長をおくことが出来る。

第 8條本会は次の機関をおく

聰会、理事会、幹事会、編集委員会

聰会は原則として、 1年 1回大会開催の際に会長がこれを召集し、

出席会員をもって構成され、会長が議長となる。聰会において報

告または承認を受ける事項は次の通りである。

1)前年度の理事会で議決した事項、 2)前年度の決算、 3)前

年度の事業経過および当年度の予算、事業内容、 4) 役員選出の

結果。

理事会は会長と理事をもって構成され、会長がこれを召集して理

事の％以上の出席により成立し、会長が議長となり本会の運営に

関する重要事項を出席者の過半数により議決する。賛否同数の時

は会長が、これを決する。なお理事の％以上の要求のあるときは

会長は理事会を召集しなければならない。

幹事会は幹事及び事務長をもって組織し（幹事長がこれを主宰し）

理事及び編集委員会の定めた方針に従って会務の運営にあたる。

編集委員会は必要に応じて会長がこれを召集し、編集に関する方

針を協議する。

第 9條 会員は下記の会費を前納するものとする。

通常会員年 1,200円

団体会員年 1,200円

賛助会員年 1口5,000円、 1口以上

第10條 本会の会計年度は 4月1日より 3月31日までとする。会計は会計

監査より監査される

第11條 本会の会則を変更するには理事会に於て協議し、出席理事の％以

上の同意を得なければならない。
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日本醗酵工学会への改組改名について

111-l和 37年 3 月 10「l 会長照井尭造

大阪大学工学部醗酵工学教室の前身時代同窓団体として発足した大阪醸造学会

は，約40年の長ぎにわたり機関紙を通じて多数同学の士に呼びかけ，その協力を

得て発展を続け， とくに近年学会としての活動が益々活豫となり，斯界における

その役割も愈々重要性を加えて来た． しかるに同窓会と学会とはその組織や迎営

のあり方において本質的に相異すべきものがあるのであつて，学会としての性格

が強化されるにしたがい，必然的に両者間の矛盾が痛惑されるに至つた．

かくして，学会としての健全な発逹への強い要望と同窓会組徹への郷愁との間

の調整の過程において， この学会は苦悩の幾年かを過ごしたのであるが，昨年11

月27日の理事会において，正（同窓）会員と特別会員の区別を撤廃し，学会として

の新会則を持つ方針を決定した． この線に栖つて慎重審議の結果本年 3月9日の

理事会において下記の新会則を定め，会名も日本醗酵工学会と改称することとな

った．

創立以来の同窓会による運営組織はここに発展的に解消するわけであるが，改

変を円滑ならしめるため従前の大阪醸造学会の役員会を最初の 1年間だけ存爵せ

しめることとした．学会を今日まで育成した先人の御努力と御功領は， 日本醗酵

工学会の礎石として永久に記念さるべきものであり，また自らの発意によつてこ

こに踏切り，有終の芙を為した諸賢の巧断に対しては讃辞を惜しまないであろう．

この学会は醗酵工学，食栂工学など広く生化学工業にかんする甚礎学と応用の

問題を取扱うものであるが，歴史的y::::,も， また工学部門において生物学的領域を

担当する特異な存在としても，その使命や性格において自から方向づけらるべぎ

ものがあり， とくに時代の新しい要望に応え生物化学工学の発股に寄かすること

の煎嬰性があくまで強調されなければならない． したがつてこの学会の迎fl;にあ

たつては，その存在意義をしだいに明瞭化しつつ発展を遂げるよう各位の御理解

と御協力をお願いするしだいである．
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日本開酵工学会々則

第 1条本会は日本醗酵工学会という．

第 2条 本会は闇酢．碩沿および食11a工学にかんする

研究を促進し，かつ生物化学工学の発逹に寄与する

ことを目的とすな

第 3条 木会は前記の目的を逹成するため，つぎの>JI

業を行なう．

(I) l¥il酔工学雑誌の発行

(2) 学術講柑［会およびシンボジウムの開煎

（：；） 表彰および授貨

(4) 図；片出版その他珂い）i会において必要と認め

たりi項

第 4条 木会の会只はつざの 5稲とする．

(1) 通常会貝：所定の会費を納める餌人

(2) 学生会且：所定の会Y'lを納める学生

(3) 日l(.j,:会貝：所定の会Y!Iを納める団体

(4) n助会且：本会の主旨に賛同し別に定める

会毀を納める帆人注たはFil休
{5) 名群会且：別に定める内規にしたがいj1JいJ(

会において推j烈された料人

第 5条 本会の会fl(団休会只はその代表者 l名）は

つきのYJ¥がでぎる．

(I) 醗酢工学雑誌の配布を受けること

(2) これに投稿すること

(3) 学術講槌会に研究発表することその他本

会の行市に参加すること

(4) 本会の')¥菜ならびに迎常にかんする恋見を

耶事会に捉出すること

(5) 別に定める本会の選学規定にしたがつて理

']Iおよぴ評謂貝を選栄しまたはこれらに選

学されること

第 6条本会につぎの役貝をおく．

会艮 l名，副会長 2名以内，．理:1}20名以上30名以内，

評議且i'f丁•名，柘i集笈且 10名以上 15名以内，町訪

!'・ 名， !Ji筋J;Jに 1名，会社監い代 2名，副1/¥Iおよぴ'Ji
務局長を除く役口の/f:JUIは2年とすなただし爪任

な妨IJ'なし'.

(!) 会艮および蘭11会「汀汀TT!';¥;">の？！濯に，tり会

lしrltより Jffi!'l・ずる，

(2) 卯']¥および評沿且は会貝の役漿により選出

4 ,;;, 

(:1) 会，:,1監i't.翫集夜；且および市務局長はJ11い）I 

会の沿を条rて会長が笈限する・

(•I) 11/ii,'IJIU'I暉会の］沿を店苓て本学会の功労行ま

たは学界および業界の有力者巾より会長が

和瓶する，詔il/¥JはJlJい）I会および評議只会に

出席して迎見を述べることができな

第 7条本会につぎの機関をおく．

総会，珂)l会，評滴貝会，編集笈且会， •J\ 務局．

(1) 総会は厭則として年 lr,,1会長が招集し出席

会貝をもつて構成され会長が議長となる．

総会において報化しまたは承認を受ける')(

m11つぎ(T)j直りてぶもる．（イ） n,r1r, 貶のJlf!•Jr

会で講決した-•Jr項，（口） 前年度の決笠，い）

前年）文の市累抒過および当年度の予符と 1){

業内容，目役貝選出の結果．

(2) fl,!•f. 会は会艮， ;,ii]会J忍およびJll,,ドをもつて

構成し会長が随時これを招集しJll!!I―iの；ff!'I'-

数の出席によつてnl'.rrする．会長がその講

長となり，本会の連営にかんする’ド項を湘

議し出席構成貝の過半数の凹成により議決

ずる. f','否同数のときは会長がこれを決す

る．なおPJ!'J(総数の I/5以上の狡求がある

ときは会長がf!JPJi会を招鉗しなければなら

ない: J!I暉会における審讃にあたつては評

沿n会の疫叩あるいは決譜'fl項を祁iT(する

ものとする皐

(3) 評讃貝会は会長， i,il]会艮および評磁且をも

つて構成し，年 l阿以上会長がこれを招集

し本会JIiiに記載された'F項を寓議する. ~ 平

汲J.lの過w数が出J/i';した）彫冷1:till/,l¥:l'f議員

の過平数の:n成により 9浪決することができ

る．

(4) 脳集安貝会は会長が招集し醗酵工学雑誌の

編集方針を協訊する．

(5) 市務屈はボ務局長所管のもとに本会のlfl務

を処理する．事務局良は会長の命を受け，

総会，珂!+J(会および評議員会に出府して会

務報告を行なうものとする．

(G) 以上の機閃にかんして会長に!)じ故があると

きは副会長がその任務を代行する．

第 8条本会はJ1Jl―『会が必汲と認！めたと¥は支部をお

くことができる．支部長は支部が包含する地方の会

貝の互選により決定し，支部を代表いまたJIIいJi会
に出）店してその構成且となることができる．

第 9条 会旦は下記の会費をi1if納するものとする．

遥常会n年 1,500円

笞:1_1:会且年 1,200円

団休会n年 3,000円

賢助会fl 年 I 1:1 (S,OOOJTI) 以J:
第10条 本会の会計年）庄は 4月 1日より翌年 3月31fl 

までとする．会、汁は会，汁監lfが監行しその結果をJ111

'}I会に報化すろものとする・

第11条 本会の木部j,)よび！渇局は大阪大学Iー：学部内

にirt<.
第12条 木会則を変史するにはPlいJi総数の 2/3以 I・.出

L行したJ1i!>J,会において協，湘し，廿',/,¥¥)刑ドの 2/3以 Iこ

の同邸を得なければならない．

附則 I, 本会nりは役貝および役員会にかんす

る規定を除さ 11/{和37年4月 1r1より

施行する．

2, 本会rmはII/{和38年 4)JI I Iよりその

介名を施行する．大阪傾砧学会々則

より本会Jillへの改疫に伴う諸終過を

l'J引にするため1::;暉 ]11までは大阪

稚辿学会の役且が従前の体制を維持

して木会の連党にあたるものとする
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この改革の主たる点は、会名と会員の資格であって、正会員、通常会員、特別

会員が、通常会員、学生会員、団体会員となったことであって、その他の会則の

細部は大同小異というべきもので、要するに同窓団体としての学会運営を解消し

て一般に広く開放された学会となったことである。

このように学会創立四十周年を迎えた大阪醸造学会が日本醗酵工学会に変革さ

れたことに対しては、長年にわたってこの学会を支えて来た多くの有力卒菓生は

一時期かなり将来性について危惧するむきもあり、明らかな反対を唱える役員も

いたが、照井会長を初めとする有志の英断、結束と共に同窓以外の人々の絶大な

援助によって積極的な学会運営の方針が樹立され、ここに地方の学会と称されて

いた大阪醸造学会は日本の学会として、否世界の学会を目指して再出発したもの

ということができる。

醸造学雑誌は醸造学科の醗酵工学科への改稲により昭和 19年(1944)第 22巻 8

号より醗酵工学雑誌と改名した。その後醗酵工学科創立 50周年記念行事として

記念講演会が開催された。昭和 24年(1949)から前述のように毎年秋に定期的な

研究発表会が行われ、さらに大阪醸造学会創立 30周年記念大会の行われた昭和

27年(1952)の翌年よりシンボジウムも行われるようになり雑誌内容の充実と共

に年次大会も盛大に行われるようになった。この 30周年記念出版として「醗酵

工業の展望」が昭和 27年 10月20日刊行された。その内容としては業界よりの

論説9編、基礎学術研究 10編、技術、工業研究40論文よりなっている(310頁）。

大阪醸造学会の年表、戦後の研究発表会、シンポジウム（話題数）の詳細を次

に示した。

日本醗酵工学会になってから学会誌内容は増々充実することになり、昭和 42

年 (1967)よりは報文では和欧文が混載されることとなり、昭和 46年 (1971)

には社団法人化された。その翌 47年には京都国際会議場で開催された第 4回国

際醗酵会議では、照井会長が組織委員長となり学会の役員を含め教室教員も協力

して運営された。

昭和 48年には醗酵工学雑誌の和文、英文報文が分離され、英文誌「Journal

of Fermentation Technology」と和文誌「醗酵工学雑誌」が夫々年 6回刊行さ

れることとなった。昭和 52年には和文誌名が醗酵工学会誌と改稲され、昭和 57

年には創立60周年記念事業が行われ、平成元年には英文誌を月刊とし、名稲を

Journal of Fermentation and Bioengineeringと変更した。平成 4年には日
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本生物工学会と改稲し、創立 70周年記念事業か盛大に行われた。

平成 5年には醗酵工学会誌を生物工学会誌と改稲することになった。

かくの如く成長した日本生物工学会の会員数は次のように 4,000名を越え、

（平成 6年度） （平成 7年度） （平成 8年度）

会員総数 4153 4323 4521 

通常会員 2646 2690 2792 

学生会員 351 393 495 

団体会員 267 252 246 

賛助会員 201 197 198 

海外会員 690 790 790 

編集委員の国籍をみると、 Australia,UK, P.R. china, Germamy, 

Netherlands, Thailand, South Korea, USA, New Zealand, Smgapore, 

Sweden, RO.China, Belgiumとひろがり、世界的な学会に飛躍したことにな

る。

日本醗酵工学会になってからの年表（学会誌の年度毎の頁数、会長、副会長、

行事など）年次大会の推移、会員数の動向を別紙に示した。

大阪醸造学会の年表に示したように、昭和 31年より授賞規定を制定し、授賞

候補者選考委員会を組織して、夫々の分野で優れた研究を発表した会員に江田賞、

学会賞、斉藤賞を授与していた。現在の日本生物工学会では、江田賞、斉藤賞、

照井賞、生物工学賞、技術賞、論文賞が授与されている。



212 第 7章 同窓会の活動と生物工学への貢献

年表

巫子 会 誌

巻 発行年 和本文文総頁英数文
会長 副会長 行事など 事務局長

40 昭37 1962 634 照井甕造 小田雅夫 日本醗酵工.4)業会と 養父正治
改稲 (37 (37.4) 

41 38 1963 675 
小合菓田修雅-夫-

42 39 1964 784 

43 40 1965 971 合葉修一 東日本支部創立 金子閤•

44 41 1966 949 

45 42 1967 1179 6,12月 学会誌英和混載

46 43 1968 1066 3,6,9,12月 合之" 葉修一
崎勲

47 44 1969 795 II 黒木猛熊

48 45 1970 818 II 

49 46 1971 1030 // 

菫冒屠慮砂る
50 47 1972 916 II 

51 48 1973 917 偶数月 学I中•. 会誌英和分離，
6回刊行，

52 49 1974 921 II 
J.Ferment. Technol. 

53 50 1975 901 II 

福高井橋三雅郎弘

54 51 1976 906 II 

55 52 1977 359 632 幅井三郎 田口久治 醗酵工学会誌と改稲
(N11l -6) (No.1-6) 妹尾四郎

56 53 1978 818 636 

57 54 1979 594 594 

58 55 1980 492 596 

59 56 1981 566 504 
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学 ＾ 云

誌

巻 発行年． I本I文文総頁数
, ff . など 事務局長

禾 英文

60 昭57 1982 463 625 創溝立60周年記念
油会

61 58 1983 445 663 LIILI久治
駒T灼形l和郎男

内II本支部創立

62 59 1984 464 620 創立65周年記念講演会

63 60 1985 571 590 

64 61 1986 561 590 

65 62 1987 565 748 岡田弘輔
戸中尾田義清雄

66 63 1988 503 698 

67 64 1989 567 441 (67) * 英文月fij
452(68) J.Fermentation and 

68 2 1990 543 379(69) Bioenginesingと改称

448(70) 

69 3 1991 561 461(71) 永井史郎
小今林中 猛弘511 (72) 

70 4 1992 525 516(73) 
剖日本立叫叫牛7念念0物)講出/が工浪版l'学,会i会じ念とL改ド栴没425(74) 

71 5 1993 482 483(75) 関西支部創立
544(76) (5.5.27) 

72 6 1994 520 725(78) 
九州5支.2部7) 497(78) (6. 

73 7 1995 546 626(79) ） 児玉徹 岡 徹惇夫 中(部6.5支.2部7) 637(80 新名彦

74 8 1996 

＊英文 volume
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年次大会の推移

年度 ［］ 時 場 所
I特直--=題:般般講数演［iシンポジウム

’講演 i饂講演

S 38 (1963) 11. 4~6 日本牛命t中区之常島安ビ町ル 1 73 4 19 
（大阪市」 29) 

S 39 (1964) 11. 9-11 同上 1 57 4 64 

廿什 40(1965) 11. 4-7 同上 4 89 4 39 

廿什41(1966) 10.13-15 →ツ橋講堂学士会館 4 66 4 41 

l!I{42 (1967) 11.16-18 日本生命中之島ビル 4 104 4 58 

廿什43(1968) 11.20-22 同」： 4 59 4 60 
ノゞ 1

昭44(1969) 11.13-15 同上 5 70 5 62 

昭 45(1970) 11.19~21 同上 3 86 4 61 

財{46 (1971) 11.17--20 同上

゜
106 8 71 

昭47(1972) 11.15-17 同上

゜
104 10 59 

昭48(1973) 11.20-22 同上

゜
112 8 66 

＂什 49(197 4) 11.20-22 同上 1 109 7 38 

昭 50(1975) 10.30-11.1 同上 3 135 8 69 

厨g51 (1976) 10.25-27 同上

゜
159 8 53 

昭52(1977) 11.10-12 同上 3 158 11 89 

昭53(1978) 11.20-22 同上 2 162 8 51 

U什54(1979) 11. 5-7 同上 2 159 I 7 46 

廿什 55 (1980) 11. 6-8 詞上

゜
174 8 

廿?{56 (1981) 11.19-21 同上

゜
179 7 

ll什57(1982) 11.10-12 同」：

゜
175 7 
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特別 一般講演 シンボジウム
年 度 11 時 場 所

講演 題 数 課題 講演

昭 58(1983) 11. 7~9 日本生命中之島研修所

゜
232 7 45 

昭 59(1984) 11.18-20 同上

゜
279 4 31 

If什60(1985) 10.15-17 東京大学教養部 5号館館 1 264 6 46 
11号

U什61(1986) 11.17-19 日本小命中之島研修所

゜
303 7 51 

17(英）
技術解説 12 

lff1 62 Cl 987) 11. 2-5 大阪大学吹田キャンパス

゜
284 6 43 

千里阪急ホテル（記念講演） 英 15
技6

H召630988) 11. 9-11 大阪匡際交流センター

゜
299 8 57 
英18

平成 10989) 10.11-13 名古屋大学教養部

゜
323 ， 63 
英 20

平成 2(1990) 11.14-16 大阪国際交流センター

゜
325 8 54 
英 17

平成 3(1991) 11. 6-8 広島国際会議場 2 424 4 24 
英 17

斗;・成 4(1992) 11.16-19 日本生物工学会と改栴 3 421 5 31 
大阪国際交流センター

平成 50993) 12. 7-9 筑波大学大学会館 パネル 347 4 19 
1 ポスター

82 
平成 6(1994) 11.28~30 神戸国際会議場 2 482 6 36 

平成 70995) 10.11-13 九州大学L学部

゜
355 4 25 

平成 80996) 10. 2-4 名古屋大学工学部

゜
554 7 40 
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会員の動向

年次 通常会員 学牛会員 団体会員 i賛助会員］海外会員 l 合計 I 
I 

37 1 ， 294 ＊ 68 197 130 1,689 

38 981 79 260 128 20 1,468 

39 1,083 66 261 153 1,563 

40 1,084 49 259 164 31 1,587 

41 1,131 82 268 161 1,642 

42 1,275 61 238 166 58 1,740 

43 I 1,371 72 243 168 82 1,936 

44 1,596 108 249 174 89 2,216 

45 1,646 79 257 202 112 2,296 

46 1,686 90 253 202 108 2,339 

47 1,741 102 261 201 138 2,443 

48 1,765 97 265 194 144 2,465 

49 1,812 89 254 199 150 2,504 

50 1,780 89 256 194 141 2.460 

I 51 1,764 I ， 88 257 177 150 2,436 

52 1,773 88 251 170・ 159 2,441 

53 1,821 91 246 178 147 2,483 

54 1,823 84 238 176 145 2,466 

55 1,833 90 242 168 155 2,488 

56 1,854 113 244 103 155 2,531 

57 1,864 130 225 155 168 2,542 



年次 通常会員

58 1,917 

59 1,985 

60 2,032 

61 2,122 

62 2,280 

63 2,347 

1 2,204 

2 2,390 

3 2,459 

4 2,588 

5 2,658 

6 2,646 

7 2,690 

8 2,792 

＊｛正会員 338
特別会員 956 

学生会員

111 

106 

107 

113 

150 

160 

159 

210 

275 

271 

312 

351 

393 

495 
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団体会員 賛助会員 海外会員 合 計

229 153 195 2,605 

246 176 240 2,753 

238 180 255 2,812 

250 183 287 2,955 

260 192 290 3,172 

265 188 640 3,600 

260 185 690 3,496 

270 189 690 3,749 

270 192 690 3,886 

272 195 690 4,016 

269 208 690 4,137 

267 201 690 4,153 

252 197 790 4,324 

246 198 790 4,521 
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4. 同窓会活動のその後

大阪醸造学会は昭和 37年 4月の理事会に於いて会則が改正され日本醗酵工学

と改稲した。同窓生が運営していた学会がその主たる事業が一般に公開された

訳で残った同窓会自体はどうなるのかと、永年にわたって醜造学会を支えてこら

れた第 1回卒業生の岩井喜一郎氏を初めとする大先輩の方々をはじめとする有志

の同窓生が心配された。照井会長はこれら同窓の心情をくまれて元専務理事であっ

た土田盛ー氏に今後の同窓会の運営について一任された。土田氏は同窓会の組織、

運営についてその後、色々と案を作成され引続き同窓会の継続に努力された。

このような状況にあったので醗酵工学科においては同窓生全員に対して同窓会

の存続の可否のアンケートをとると共に、同時に名簿の発行も企画した。昭和

40年 5-6月にわたり 1,500名に垂んとする同窓生にアンケートと共に名簿購入

希望の可否についての通知を発送した。

その結果748名の名簿購入の希望があり 70%が同窓会の存続の希望があるこ

とが判った。名簿は昭和 40年8月 25日発行されたが、大阪醗造学会の正会員

（同窓生）の会費納入者 (300名程度）数に比べ倍以上の同窓生が関心を持って

いるという結果が得られたことになる。

そこで昭和 40年 11月29日近畿在住の卒業生有志会を開催（出席者 34名）、

世話人として次の人々があげられた。すなわち

教 室 寺本四郎、照井尭造、芝崎勲、箕浦久兵衛、田口久治

大阪工業

クラブ理事

大阪地区

兵庫地区

京都地区

和歌山地区

岡田弘輔、江夏敏郎、上田隆蔵、高野光男、高田信男

井上貞三、川田正夫、武田六郎、豊沢誠、土田盛一

樋口楠太郎、高岡研ー、大嶋泰治、田端司郎、三吉和重

三木弥兵衛、長谷川勘三、渡辺和夫

久米川英世、北川栄三

森田治利

以上の 26名であった。

その後第 2回世話人会が昭和 41年 2月24日に開催され (18名出席）、世話人

代表者が決められた。すなわち
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教 室 芝崎 勲

大阪地区 樋口楠太郎

兵庫地区 豊沢 誠

和歌山地区 森 田治利

京都地区 久米川英世

顧問又は相談役士田盛一

第3回世話人会は恒例となっていた新卒業生壮行会をかねて会合したが、新卒

業生 32名を含めて 79名の出席となった。

昭和 41年 4月7日世話人代表者会が開催され、役員候補の人選を進め早期に

同窓会の結成を進めることとなった。

4月7日第 1回卒業生で大阪醸造学会の功労者である岩井喜一郎氏が急逝され

たが、 5月27日士田盛ー氏を通じて遺族岩井喜彦氏より同窓会宛 5万円の寄附

をうけた。

昭和 41年 6月28日世話人代表会を開き、同窓会会則案、理事候補者案を決め

た。

昭和 41年 7月14日坪井記念館において世話人会を開催し、会則案、理事候補

者案などについて協議され、種々運営などについての意見が交換されたが結論が

得られず、結局のところ会則、理事人選の決定に至らず、今後の運営については

教室一任となった。その後教室では芝崎、箕浦、田口、岡田らが集って意見の調

整を計った。年会費例えば 500円徴収とするとしても卒業生よりの会費納入は大

阪醸造学会当時の実績をみても 300名位であらうこと、同窓会として何を事業と

するのか、会費徴収すれば年度末には会計報告、総会、理事会など開かねばなら

ない、上記の収入では通信費もおぼつかないこと、行事開催毎にまた会費を徴収

しなければならない等々の意見が出た。また以前の先輩達と現在の教員との考え

方が相違していることなどより世話人代表として積極的に旧来のような同窓会を

結成して運営して行く自信を持つことができなかった。

その結果、次のように教室での意志統一をした。すなわち大阪醸造学会の学会

活動は日本醗酵工学会に移行したのであるが、同窓会はそのまヽ存続していたと

解釈し、ここに再び活動を開始することとし、世話人会で提案された会則、理事

候補者は当分の間留保して同窓会活動を行うこととし、事業は名簿発行と、機を

みて年に 1-2回会合を開催すること、その都度有志の意見を徴収して教室の世
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話人で連営することなどが決まった。そして結局のところ芝崎教授か責任をとっ

て世話人代表となって以後連営することとなった。

昭和 41年 10月 13日阪大醸造醗酵同窓会の東京での地方大会を雅殿で開催、

86名の出席があったか、会則を作らず会費徴収せず最低限度の同窓会活動を行

うことを芝崎世話人代表より報岩した。

その後教室の但話人代表として芝崎教授が主体となって同窓会あるいは教室主

催の会合を開いて行くこととなった。

先に述べたように昭和 43年 4月工学部の吹田への移転のトップをきって醗酵

工学科が移ることとなり、醗酵本館、坪井記念館等は移転後は取りこわされるこ

とになった。同窓会のかつてのシンボルであった坪井記念館もなくなるというこ

とで「東野田でのお別れ」の会を開催することとし、約 1,100名に及ぶ同窓生、

旧職員に開催通知を出した。当日は明冶45年卒業で高エの大学昇格、醸造科の

存続に多大の盛力された長部慎三氏をはじめ多数の長老から若手の卒業生を含め

87名が坪井記念館の 2階に集合した。当日は 2時開会、世話人代表として芝崎

教授の開会の言葉のあと次の順序にて別れの会か進行し

1. 教室の現状と将来

2. 吹田学舎の建物など（スライド使用）

3. 坪井記念館前での記念撮影

次いで 3時 30分より開宴され、芝崎教授の進行にて、

寺本教授の挨拶

小田雅夫先生の音頭による乾杯

思い出のスビーチ

長部慎三、土田盛一、北原覚雄、本多久吉等

照井教授

岡田助教授

このスピーチでは特にこの記念館 l階の大阪醸造学会事務局で専務理事を務め

た十田盛ー氏は学会発足以来の思い出を詳しく話されたのが印象的であった（こ

の内容は氏の「謝恩誌」に掲載されている）。

最後に小穴富司雄氏の閉会の言葉と乾杯によって会は閉じられた。当時の写真

は出席者全員に 5月4日付で配布した。
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以下学舎が吹田に移転後、教室ないし同窓有志が中心に行われた会合を年代顧

にその内容を記述することにした。

しかし未だ大阪醸造学会が存続していた昭和 32年 3月26日に小田雅夫教授退

官記念事業が行われている。すなわち寺本四郎教授を発起人総代として教室と学

会の共催の小田先生感謝会が坪井記念館で開催された。先づ記念品の賠呈式が行

われた後、 4題の記念講演が行われた。参加者は 71名であった。

真菌の有性生殖促進条件について

大阪大学助教授箕浦久兵衛

ペニシリウム属の分類に関する研究

協和醗酵工業（掬阿部重雄

日本産麹菌属の分類

広島大学教授根平武雄

産膜酵母菌に関する研究

小玉醸造（椋小玉健吉

寺本四郎教授退官記念講演会・祝賀会

昭和 44年 5月12日 大阪府商工会議所

記念講演会

食品の核酸成分とその工業的応用

東洋食品工業短大教授橋田 度

清酒醸造の現状について

豊沢酒造（掬豊沢 誠

記念晩餐会（ニューコクサイ）

参加者 150名

記念事業実行委員長芝崎 勲

昭和 46年 1月10日大阪工業クラブ名簿発行に際し、部会員としての名簿別冊

を作成し、教室の近況報告と共に同窓生全員に配布した。

昭和 46年 5月3日工学部吹田学舎新築落成のための披露会が行われることと

なったのでこれを機に同窓会を開催した（サントリー記念館5階のメモリアルホー

ル）。

1. 吹田学舎の現状説明

2. 醗酵工学教室の近況報告
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3. 同窓会についての懇談

があり、研究室などの見学のあと懇親会が行われた（参加者約 40名）。

昭和 47年7月15日照井先生を囲む酪酵工学科同窓会が大阪固工会議所6階ニュー

コクサイで開催された。これは同年 3月末先生が退官されたのを機に記念事業を

企画したが、強く辞退されたことより同窓会行事の一貫として行われた会合であっ

た。参加者 177名、世話人代表芝崎 勲であった。

小田雅夫先生を囲む醗酵工学科同窓会

これは先生の喜寿を祝うための会合で昭和 48年9月14日開催された。

場所 大阪商工会議所 6階ニューコクサイ

参加者 107名

世話人代表芝崎勲

土田盛ー氏叙勲祝賀会（勲五等瑞宝賞受賞）

日時 昭和 49年 6月22日

場所 大阪駅前第一ビル 12階「北京」

参加者 67名

世話人代表芝崎勲

土田盛ー氏を囲む同窓有志会

これは土田盛ー氏著「謝恩誌」出版記念のためである。

日時 昭和 52年 9月22日

場所好文倶楽部

参加者 57名

世話人代表芝崎勲

斉藤賢道先生の学恩をしのぶ会（記念碑の除幕式と記念パーティー）

日時 昭和53年 4月8日

場所 醗酵工学教室 記念パーティ（千里中央「白帝」）

参加者 27名

発起人代表 照井尭造名誉教授

高田亮平先生を偲ぶ会

昭和 53年 5月11日逝去された先生を偲ぶ同窓会である。

日時 昭和 53年 10月6日

場所 好文倶楽部
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参加者 36名

世話人 土田盛一、市川邦介、芝崎勲

阪大醸造・醗酵同窓会九州支部会

日本農芸化学会年次大会が福岡で開催されたのを機に行われた。

日時 昭和 55年 4月4日

場所 福岡「とり市」

参加者 28名

世話人 小島操 (S18)、高木勇三郎 (S31)

小田先生叙勲祝賀会（春の叙勲で勲三等旭日中緩章を受賞された）

日時 昭和 55年 6月6日

場所 好文倶楽部

参加者 104名

世 話 人代表芝崎勲

市川邦介教授退官記念祝賀会

日時 昭和 56年 6月5日

場所 好文倶楽部

参加者 149名

記念事業会代表芝崎勲

芝崎 勲教授退官記念講演会・祝賀会

日時 昭和 59年 5月25日

記念講演会（醗酵工学科メモリアルホール）

醗酵工学研究の将来大阪大学教授岡田弘輔

醗酵工学教室の 88年の歩み芝崎勲

見学 教室、工学部資料室、工学部附属微生物学国際交流センター

記念祝賀会（千里阪急ホテル）

参加者 215名

実行委員長 岡田弘輔

照井尭造名誉教授追悼式

昭和 61年 5月28日永眠された先生の追悼のため

日時 昭和 61年 6月14日

場所 千里会館
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実行委員長岡田弘輔

田口久治教授退官記念講演会・祝賀会

日時 昭和 62年 5月16日

記念講演会（千里阪急ホテル）

Bacillus pumilusのキンラナーゼ遺伝子と酵素たんぱく質の構造

大阪大学教授岡田弘輔

Methanssarcina sp. によるコリノイド分泌醗酵

広島大学教授永井史郎

組換体醗酵システムの定量的生理学

カリフォルニア大学教授 D.D.Y.Ryu

東南アジアの天然資源とその利用

カセサート大学微生物学科長 Malee Suwana-adth 

田口研究室の歴史 大阪大学助教授吉田敏臣

記念祝賀会（千里阪急ホテル）

参加者 307名

記念事業実行委員長 岡田弘輔

合葉修ー教授退官記念講演会・祝賀会

日時 昭和 62年 6月 27日

場所 プラザホテル

実行委員長岡田弘輔

醗酵工学科関西地区同窓会

日時 平成元年年 11月11日

場所 小原流ホール

参加者 189名

世話人代表芝崎勲

醗酵工学科関西地区同窓生への通知発送

同窓会開催、名簿発行、通信費の納入について

発信 者芝崎勲

岡田弘輔教授退官記念講演会・祝賀会

日時 平成 2年 6月16日

記念講演会（協栄生命ホール）
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第 1部岡田研究室の歩み

放線菌の自己調節因子 大阪大学教授山田靖宙

私の中で生き続けた岡田研究室のテーマ 信州大学教授関口順一

非天然物の微生物分解と酵素系 大阪大学助教授木下晋一

ナイロンオリゴマーに対する微生物の適応大阪大学助手根来誠司

バイオマス有効利用と分子生物学 大阪大学助教授新名惇彦

あった！ 西洋ワサビペルオキンダーゼ遺伝子

大阪大学助手藤山和仁

DNA合成と細胞工学

創造と解析

大 阪 大 学 助 手 島 康 文

大阪大学助教授 卜部格

第 2部 21世紀に向けてのバイオテクノロジ一

ヒトと酵母、その遠くて近い仲

微生物育種の新しい展開

微生物酵素の新機能開発と有用物質生産

医薬品産業と醗酵工学

酵素と共に 20年～八丁三所的研究の言い訳

記念祝賀会（千里阪急ホテル）

参加者 340名

記念事業実行委員長大嶋泰治

高田信男助教授退官記念祝賀パーティー

日時 平成3年 3月29日

場所 千里阪急ホテル

記念会代表大嶋泰治

参加者 126名

醗酵工学科関西地区同窓会

日時 平成3年 10月11日

場所 大阪府教育会館たかつガーデン

参加者 114名

関西地区同窓会会長芝崎勲

応用生物工学科同窓会

日時 平成 5年 4月22日

大阪大学教授大嶋泰治

東京大学教授別府輝彦

京都大学教授 山田秀明

田辺製薬社長千畑一郎

岡田弘輔



講座紹介と学科見学（応用生物工学科）

同窓パーティー（千里阪急ホテル）

実行委員長 新名惇彦

参加者 154名

高野光男教授退官記念祝賀会

日時 平成6年 6月4日

場所 大阪ガーデンパレス

参加者 152名

発起人代表 山田靖宙

芝崎勲名誉教授叙勲祝賀会

6年度秋の叙勲で勲二等瑞宝賞受賞のため

日時 平成 7年 2月12日

場所 ロイヤルホテル

参加者 97名

発起人代表高野光男

大嶋泰治教授退官記念講演会・祝賀会

日時 平成8年 5月17日

記念講演会（ロイヤルホテル）
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動く遺伝子発見の頃 大阪大学工学研究科助教授原島俊

プロテオリシスによる酵母細胞周期の制御

東京大学理学研究科教授東江昭夫

酵母の細胞壁形成のダイナミックス 日本女子大学理学部教授大隅正子

バイオ研究への酵母の貢献 京都大学食糧科学研究所教授木村光

記念晩餐会

参加者 253名

記念事業会発起人代表 山田靖宙

醗酵工学科首都圏同窓会

首都圏では多数の同窓が活躍しているが、島下昌夫 (S31)、柳本正勝

(S41) らが主として世話役として同窓会を開催したのが昭和 60年 10月15

日で、これは日本醗酵工学会の年次大会が東京大学教養部で開催されたのが

契機となったようである（会場は竹橋会館で、参加者不詳）。以降毎年開催
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されたことになる。すなわち

昭和 61年9月19日、学士会館、参加者56名、この時同窓会会長に高原義昌

(S21)が決った。

昭和 62年 8月28日、学士会館、参加者不詳。

昭和 63年 10月7日、学士会館、参加者 52名。

講演 岡田弘輔教授：天然ならびに人工による酵素蛋白の改変

広田雅紀 (S41): バイオテクノロジーと特許

平成元年 10月3日、学士会館、参加者 60名。

講演大嶋泰治教授：染色体工学

福岡誠一 (S24): インドネシアのバイオマス研究について

平成 2年 10月5日、学士会館、参加者 48名。

講 演 菅健一教授：バイオプロダクトの分離精製技術の最近の動向

菅野智栄 (S29): 私の見た異性化糖工業の発逹史

平成3年 10月4日、学士会館、参加者 45名。

講演高野光男教授：生物資源工学の目指す方向

柳本正勝 (S41): 食品産業未来技術問題検討会について

平成 4年 4月2日、学士会館、日本農芸化学会年次大会に合わせて

参加者 80名

平成6年 10月28日、学士会館、高原義昌 (S21)叙勲祝賀会を兼ねて

参加者 54名

講演高原義昌：生物工学の最近の話題
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醸造科追想

(1)中之島時代
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北村英一

（昭和 3年卒）

ェ阪大名誉教授宮本又次先生や大阪市の記録では、大坂英語学校が明治8年開

校し曲折を経て 12年に大坂専門学校となり、本科として理学科と医学科が初め

て出来た。混乱続きのこの頃の学生中に後に有名人となった林権助（男爵式部長

官）長岡半太郎（阪大総長）があり、醸造科創立者坪井憐太郎（後に仙）の名も

ある。明冶29年 (1896)北区玉江町 l丁目旧高松藩蔵屋敷の地に大阪工業学校

として開校し機械工芸科、化学工芸科と 2科であったが、 34年には学科課程を

改めて大阪高等工業学校と稲した。この時に醸造科が前期坪井仙太郎氏の御力で

新設せられたものと思う。大阪市内小学生育ちの私は昔の中之島の旧蔵屋敷跡や

堂島川畔の松の大木を思い出す。春か秋か高エの記念祭に学内が開放された時、

父に連れられて私も見物に行った。名物のボートレイス、高工高商の対抗だった

か、大変な応援に熱狂した。校内見学には醸造科案内図に従い物珍しく実験室を

廻り特に顕微鏡写真は良かった。家では蒸米に種麹を振りかけ、温かい麹室で汗

を流してやっと出麹となるのに、ガラスの蓋つき皿の中で寒天やゼラチンの上に

美しい毛状の麹が出来ている。又食パンの上にも麹菌が生長する等々、幼い頭に

学問の必要性を痛感させられた。友達が商業学校を志望するのに私は中学校へと

指示されたのは将来醸造科へ進めたい父の希望からだった。

(2)東野田町9丁目大阪高エ醸造科

学校が中之島から東野田へ移ったのは大正 11年と思う。当時この辺り通稲網

島の地は大阪城の北、京橋口から昔の京街道筋に近く、早春には一面の菜の花盛

り、行築の地であった。京阪電車は蒲生駅で省線京橋駅と連絡し、市電は天満橋一

都島線が学校門前を通る。後には桜宮大橋が出来てこの国道 1号線にも市電が走

る。学校周辺は段々家並みが揃い、珍しいビリヤードやカフェーも顔を見せて来

た。校舎は殆どが木造の内に醸造科はレンガ造りの独立校舎だった。私共は大正

14年第 27期生として 28名が人学した。当時は各地帝大農学部内に農芸化学科

がボツボツ設立せられ、更に醸造界にも科学の手が向けられていた。しかし 3年

制専門学校としては全国で本学科が唯 1校だったので各地醸造業者の子弟が集中
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受検した訳である。各府県共人試については先輩の御指導御教示に預り、入学勿々

には各県上級生逹の県人会へ招かれた。生れて始めての下宿生活に先輩は地域の

実情を説明し、遠く離れて淋しい若者の大阪生活に潤いを与えてくれた。さて学

校内の勉強では一般教養の物理・数学・電気・機械等は夫々の専門教室に行き、

化学課程は応用化学科今川、大塚先生から愉快な有機無機化学の特講があった。

本科の醸造科目では西脇安吉科長に続き大崎、小田、笹川、神田、松田の諸先生

は皆当科出身の先輩であり、醸造学会徳永•土田両氏にも側面的御教示をいただ

いた。又大先輩の岩井喜一郎さんはよくお顔を見せられ慈父の思いが今も残って

いる。西脇科長はフランス仕込みの細菌学で、有名なパスツールのお名前がよく

出た。今まで聞いた事のないサッカロミセス、ペニチリウム等の学名も毎時間習

う内に頭に浸み込んで 70年昔細菌名ポツリヌスシネリヤといういやな名も思い

浮ぶ。大崎先生、小田先生には蛋白質や含水炭素の講義を受けたが、其他の諸先

生からはビール・ワイン・アルコール・酒・醤油等の醸造課目を習ったと思う。

実験室では細菌類の培養や顕微鏡を指導せられ、澱粉や糖類の分析法も教えられ

た。岡崎、仲両氏がこの方面の助手的指導者であられたと思う。さて私等のクラ

スは各地の秀才揃いで皆よく勉強した。毎時間先生の人員点呼は今も頭のどこか

に浸みついている。磯部・池田• 石田•原•浜崎•新田・西・包國、吉田・芳野・

谷垣• 高橋• 田中• 田村・内藤• 永松・中野・中• 上田・浦田• 野々ロ・柳沢・

山中・山崎• 福本・木瀬•北村・代田・肥田・久富•菅本・岳。夫々の出身地と

面影が思い浮ぶ。残念な事に今では数名だけの文通で淋しい。籾て入学後すぐ開

かれた県人会の愉快な思い出は沢山ある。兄貴株の当時3年生の方々には特技の

ある方が多く、私共 1年生をよく教えて下さった。後に東大農学部教授になられ

た北原覚雄氏、長野県三井毅氏、北大農学部へ進まれた佐藤義三氏、箕面崎叶太

郎氏、世良祥吉氏の方々で、高エ生と同時に社会人としても後輩をよく御指導下

さった。皆郷士色豊かに歌謡曲がお上手で、木曽の御岳さんから佐渡おけさ、次

は会津磐梯山から郡上節、皆手拍子合せて故郷を誇り合った。昭和を迎え私共も

3年生に進む頃「赤い火青い火道頓堀の」名メロデーが流れ、カフェーの女給が

学生の袖を引く。又近くのビリヤード（玉突き）は大繁昌となった。後年クラス

会での懐旧談に「学校の勉強と社交術の実習が共々役立った大阪生活。」と感謝

せられた次第。



百年誌 233

(3)見学と実習

専門学校の実学として先輩方の関係せられる各種工場を見学させていただき、

酒造期には灘の酒蔵での麹仕事も体験させていただいた。

（イ）日本澱粉株式会社（先輩石阪氏、菅野氏）

神崎川の近くにある工場で実物を手にとり工程を説明していただいた。

（口）播津酒造株式会社（大先輩岩井氏）

ァルコール醗酵の実況と蒸溜装置の見学が講義に直結してよく理解出来た。

（ハ）寿屋サントリーウイスキー（先輩竹鶴氏）

輸入万能の世界に寿屋赤玉ポートワイン社が国産品を酸造すると聞かされていた。

普通人には見られぬ新工場を見学させていただくと知って感謝感激の見学であっ

た。竹鶴氏が英国へ渡り御研究の結晶、山崎の山麓に新工場が出来た由、天王山

の戦と柳谷観音様で知らぬ人はないこの土地に西洋式工場と清潔な環境。機械と

設備色々拝見して理想の世界と実感した。一順後特別の御配慮で銘醸ウイスキー

貯蔵品を拝見し賞味もさせていただいた。長期貯蔵が大切と聞いて竹鶴先生や会

社々長の遠大な企画に感心した。この山崎の地、柳谷観音さんは眼疾治療の霊水

で有名と古老に聞き、眼によく効く硬水の水脈が寿屋さんに着目せられたものと

感じた。竹鶴氏は後にニッカウイスキーも創立せられたと教えられた。

（二）灘の酒蔵見学と実習

有名な菊正宗会社には木暮先輩が居られ 2年生の冬に見学し、 3年生では同じく

富久娘酒造に御厄介になり約 5日間位蔵人と寝起きを共に酒造りを実習させてい

ただいた。同社では荒木小市郎大先輩の御指導で専門の酒造りの他にも慮世上の

勉強をいただき、若い頃日露戦争出征の貴重な御体験も語られ、私達には得難い

人生訓であった。写真を見てば灘の冬日を思い出す。

（ホ）紀州白浜と那智の滝

中学時代は修学旅行を築しめたが高工でもという声が誰彼とささやかれ、色々苦

心の末に名目は湯浅醤油見学と那智の滝見物という事で先生に無断で 2日の旅行

を決行した。行きは関西汽船？で偶然にも有名な文豪徳富蘇峯氏が御同船と知っ

た。恐る恐る何か御話を願えないかと頼んだ所、老先生は苦笑しつつ甲板に出ら

れ椅子に腰かけて雑談 5分間あまり、皆緊張して静聴した。しかしその話題は今

では忘れて了った。有名な那智の滝をバックに撮った写真 l枚は元気な当時を思

い起す。帰校後先生に御報告し無断休校をお詫びしたが、今回は内密にしておく
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がとの温情であった。

(4)昭和 3年卒業と同 4年工業大学昇格

高エが昇格して大学になる話は在学中に耳にした。堤正義校長が新任となり正門

北側の官舎にお住いで、機械科 3年の棚橋君か書生として寄宿した。丁度卒業ア

ルバム打合せで度々同君と話したが、大学昇格の件はノータッチであった。醸造

科の卒業生は多くが帰郷し家業を継いだ中に大学へ進む方もあり、帝大農学部を

目指して勉強し、福本、菅本 2君は九大へ進まれた。就職は不況期で困難の内を

西、上田君がキッコーマンヘ、野々口君が白鶴へ勤められた。私は徴兵検査適齢

に当り家業に就けば検査を受けねばならない。専門校に窓を開いてくれる北海道

大学に佐藤義三先輩が唯一人在学だが、本科は駄目で専科なれば余裕があるとの

事で秋田の石田君と私がお世話になった。短期間ながら農芸化学科入学を許され

知名の先生方に接する機会を得たが、専科では徴兵検査延期が許されず秋には甲

種合格となって了った。大阪工業大学が昭和 4年 4月開校を聞きながら同年 2月

私は兵役に服していた。吉田・山野・尾崎他諸君は第 1期生として人学せられた。

尚除隊後私は家業の味噌業後継者となり、戦争期に進んだ。弟 2人近親数人の出

征者を歓送し私は独り悩んだ。其の後昭和 14年学友N君が突然来宅あり、中支

上海に渡り、軍用味噌の現地生産納入を勧められた。結果ぱ渡支し上海南京での

数年間軍協力会社に勤めた。戦局緊迫で私も召集で戦地に出た後幸いに無事健康

で終戦を迎える事が出来た。

(5)戦後と照井教授の堆積麹製造法

敗戦後の全国混乱の際、最重要問題は食糧の確保と公平な配給制度であった。家

業の味噌も主食に次ぐ大衆的副食物として菫視された。醸造科の大先輩河村五資

氏（五郎）が全国味噌協会長として原料大豆確保の為GHQの支持を得て渡米さ

れた。米国産地で適性大豆を要請されたお蔭で味噌業界は助けられた。又玉蜀黍

や甘藷、脱脂大豆で味噌を造れと指導せられて全国的に研修講習が催された。漸

く危期を脱した昭和 30年から 35年頃に阪大工学部醗酵工学科照井尭造先生の

「高層堆積製麹法」が発表せられ、全国の醸造業界、関係学会を驚かせた。大阪

業界は地元でありすぐ之に賛成し後援研究会をも主催した。信州味噌其他各地で

は本法を採用し味噌業界の製麹法は急変した。不幸にも同教授は程なく御逝去な

さり、後続の先生方がご指導下さる事になった。尚本法は画期的な製法で醗酵工

業界への大貢献であったと感謝している。
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私の酒造遍歴

吉田義寧

（昭和 3年、 7年卒）

大正 14年の春、富山の中学校を卒業した私が大阪高等工業学校酸造科の受験

をしたのは遠い昔のことで、当時のことは殆ど忘れてしまいましたが、その后の

ことについて私の記憶を辿って少し述べ度いと思います。

入学試験は 3日間でしたが、第 1日目に合格した者が 2日目の試験を受けるこ

とが出来、 2日目の試験に合格した者が最后の試験を受けることが出来るといふ

師方式の試験でした。そんな訳で入学した者が 28名でした。

醸造科の学生は殆んどが清酒又は醤油製造業の子弟で、卒業后は夫々家業を継

ぐ身分だった故か、クラスの雰囲気は他の科と異い、至ってノンビリしてゐまし

た。

授業は科長の西脇先生、大崎先生、小田先生の諸先生から醸造に関する基礎学

の講義を受けて 3年間を過した訳ですが、実習の課程は余りなく、時々工場見学

をする程度でした。山崎のサントリーウイスキー工場や、堺の醤油工場等でした。

只、酒については冬休み中に灘の蔵元に泊り込み、洒造りの実技を見学しました

が、酒造りのむつかしさを知ることが出来ました。当時の酒造りは古来からの伝

統的作業が引継がれて行はれており、杜氏の経験によって造られるのが普通でし

た。全国各地で造られた酒も杜氏の流儀により夫々特徴のあるものが出来た様で

したが、技術面では不安定な点も少くなかった様でした。先進地の灘地区では比

較的安定した造りが行はれてゐましたが、それでも僅にボーメ度とか酸度の測定

とかの管理がされてゐる程度でした。

さて 3年間、醸造に関する種々の知識を学習しましたが、酒造りの実務につい

ては残念乍ら自信もなく、更に勉強したく思ってゐました処、幸い大蔵省の醸造

試験所に研修員として入所することが出来ました。同所では酒造りに画期的な速

醸転を開発された江田鎌次郎先生の指導を受けることになりました。その年の冬、

先生が出向指導されてゐた伏見の月桂冠へ先生に随行して行き、始めて酒母仕込

を体験しました。

翌年昭和 4年に母校か大学に昇格したのを機に再び入学して知識を深めること

を志しました。
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大学では細菌学の世界的権威であった齋藤賢道先生の講義を拝聴し、微生物の

培養法等も教えて頂きました。卒業論文には生転で生育する乳酸菌と酵母の発育

条件としての pHに関する探究をテーマとして与えられましたが、その結果は醜

造学雑誌の第 10巻 12号に掲載されることになりました。生翫育成作業の理論付

けの一助になったと思ってゐます。

昭和 7年に 16名の者が卒業しましたが、当時は昨今同様大変不況時代で就戦

もむつかしい状況でしたが、私の様に家業に戻るものの外は夫々の職場を得て業

績を挙げております。

然しこれ等のクラスメートも今は殆ど故人となり現在生存者は三輪大作君、尾

崎秀一君と私の 3名のみとなりました。

前記の様に私は卒業后家業に専従しておりましたが、昭和 12年にたまたま群

馬県に醸造試験場が創設されることとなり招かれて奉喘することになりました。

県内の酒造場の指導が主な職務でしたが、特殊事業として純粋酵母の頌布や、速

醜翫を造り酒造場に送り作業の短縮を計る等のことも行いました。在戦 2年の后

家の事情により一旦家業に戻りましたが、太平洋戦争が勃発し各処で人員不足を

来たしたことに因り、再び新潟県醸造試験場に勤務することとなりました。

然し戦争が次第に激烈になり酒造りよりも戦闘資材の生産が要求される状況と

なり、大学の研究室でブタノール醗酵の研究が行はれる為に大学に呼戻されるこ

とになりました。

当時宇治にあった日本航空機材に大学のスタッフが私も含めて動員されてプタ

ノール生産に従事したのですが、問もなく終戦となり、私は富山に帰り最終的に

家業に従事することになりました。

以上先に述べました様に私のみの終歴について記しましてその間の母校に於け

る研究状況や変遷等について余り承知しませんので触れることが出来ませんでし

た。諒承の程願います。
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思出の記

川田正夫

（昭和 6年卒）

はじめに

私は今となっては数少い明治の生れなのです。他人様より格別優れた体質を持っ

ているという自覚もなく極く普通並ですが、少年時代は扁桃腺肥大症で風邪を引

き易く毎月のように小学校を休みました。けれども今日までは一応息災で在り得

たのは両親や先祖から授けられた体質で私自身が自ら造り出したモノではありま

せんから、毎朝床の中で目覚めれば感謝の祈りを欠かした事はありません。更に

私が最も誇りとする点は、 86年間の長い年月に渉って数え切れない程の多くの

先輩、友人、知人の一人一人が光り輝くような立派な方々ばかりで、私如き者を

親身になって叱咤し、或は激励して温情と愛情を惜みなく恵んで下さった方々ば

かりです。

私が受けた教育は当然明冶以来の旧学制度の中で教育を受けて参ったのですが、

中学校は幸いにも進学校として有名な大阪府立K中学校に入学を許されたのです

が、住居が尼崎市であったので他府県民として授業料が月額 50銭高かった記憶

があります。

さすがに同校の友人達は目を見張るような秀才揃いで、私のような悪ガキは勿

論低空飛行を続けていたのです。しかし最終学年の 5年生の新学期に登校して大

きな衝撃を受ける事になったのです。

当時の高等学校は旧制中学 4年修了すれば受験資格が出来ますので、秀才連中

は5学年を跳び級して高校へ進学した為に同期の級友の新 5年生は 5学級が 4学

級に減員された上に、クラスの人数が更に減っていると言う現実を見せつけられ

たのです。身をもってこの現実を経験した悪ガキ連中も、取残された焦燥感に悩

まされ自発的に勉強せざるを得なくなります。

愈々 K中学を卒業する事となり私は岡山の第六高等学校と大阪高工を受験した

のですか、地震、雷、火事と同列時代の権威あった親父の厳命によって六高を泣

く泣く放棄して大阪高エ醸造科一本に絞らざるを1尋なくなったのです。

クラスメイト

当時大阪では官立（国立）学校としては大阪高エが一番古い歴史があっただけ
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に学生連中もソレナリのプライドを持っていました。私共が始めて講義に出席し

た時に先生方が出欠をとられるのに△△君と君付けで呼ばれたのにビックリし、

紳士扱にしていただいたのを大きな誇りに感じたものでした。

始めて会ったクラスメートも全国から集まった傑物揃いで求心力が強くマトマ

リが早かったです。私は地元の大阪出身の故をもってクラスの世話人役に祭り上

げられました。一年先輩クラス代表は伏見の北川貞二郎氏で、私を裏返したよう

な真面目一筋で全くケレン味のない人格者を絵に書いたような方で公私に渉って

懇切なご指導を蒙りました。特に印象に残っているのはクラスの行事等で先生方

に休講をお願いする要領を教えて頂いたことは現在でも忘れられません。

我々クラスの面々は地方財閥の子弟と思はれる方が多く、当時学生ごときが手

が届かなかった高価な富士絹の立派なワイシャツを無雑作に着用して居るのに目

を廻したり、バラ銭しか持てなかった私に比べて札束を気軽にポケットに放り込

む姿にド魂を抜かれたりしました。 1週間もすればクラスメートの名前と顔が覚

えられますが、中でもズーズー弁のヒドかった故福井善次郎君の話は殆どワカら

ないので私が「国定教科書言葉で話してくれ」と申し入れたのですが「何を言う

カ！！ 俺は日本の標準語で話しとるんダ」と頑として受け入れてくれないのには

参ったです。その彼が私でさえ難解なズーズー弁で大阪中をノシ歩いたのですか

ら見上げたものです。そして卒業後の一泊クラス会で、当時の流行語「老らくの

恋」を敢行し再婚したのですから、我クラスの公害となってサンザン悩まされる

事になりました。宴も終りに近づいて彼の長い一席が始まったのですが誰も聞き

耳を立てる者が無いと見るや、一人一人を捉えて延々ー席をやるからタマったも

のではありません。早くから狸寝をした奴は助かったのですが夜を徹しての説教

と申しますか、彼の得意話を聞かされた奴も翌日はフラフラしながら起きて来た

姿を思い出し、苦笑と同情を禁じ得ませんでした。

又、島根出身の故沢江君は誰がみても音痴の標本みたいな男ですが（音痴を自

覚する人は百％居らないと言われています）ナントその男が琵琶の稽古を始めた

のだから大変です。同県出身で同宿の故長橋君は故沢江君の琵琶が始まると歯は

浮いて来るワ、体に震えが始まるワ等で百米程先の方へ逃げ廻ったと言うからク

ラスの同情を集め、手分けして下宿探しをしたという笑えない悲喜劇の一幕もあ

りました。

私も学生生活がレールに乗って馴れると悪ガキ時代の芽が吹き出し始めて、尺



百年誌 239

八と乗馬に熱を入れ始めました。ャリ始めるとプレーキか利かなくなるのか私の

欠点で尺八は毎日約 2時間、首振りを続けたのですか優れた師匠と地唄と琴の名

手中富美栄琴師という稀に見る名人に恵まれ、約 1年後に都山流の師匠試験に合

格したのです。尺八仲間は同級の日根、岡田、佐方という 4人組で毎日のように

エスケープしては中富美師宅でトグロを巻いていました。

当時私は部活として講演部、乗馬部に属していたのですが、その当時陸軍に予

備の軍馬を民間に貸し下げる制度がありましたか親父がその筋の方に頼み込んで

「千里」と言う軍馬の貸し下げを頂いたのです。サテ図体の大きな動物ですから

毎日相当な運動をさせなければ馬の健康保持が出来ませんから晴雨に不拘朝夕の

運動に相当の時間を要しますが、その外に馬小屋の清掃飼料の調製と毎日多忙を

極めたのです。馬にも夫々個性がありますが我が愛馬『千里』は大変優しい気性

で心から私を慕い、また絶対に服従し信頼して呉れました。例えば少々遠出した

場合など私に置去りにされる事を恐れて私の身辺から離れないのです。約 1年間、

馬と生活を共にしましたが非常に有意義な、そして多忙な学生生活でありました。

当時の我国の経済は沈滞して不況のドン底にあったのですから就職のアテも殆

どなく、郷里に帰って自営するのがアタリ前と言う空気の中で故中川君が珍しく

就職が決定したので山男の故井戸君と名残りの日本アルプスに登って遭難すると

いう大事件が起ったのです。大規模な救援隊が編成されて急ぎ救援に向ったので

すが二次遭難の危険が予想されたので一応冬山の活動を打ち切らねばならなかっ

た断腸の思出は昨日の如く鮮明に甦って参ります。

忘れえぬ方々

入学後、間もなく私にとっては大変な噂が耳にしたのです。私の出身校のK中

学（旧制）から先輩二人が醗造科を出られていたのですが、お二人共に揃って特

待生（成績抜群の学生には授業料免除の褒賞制度の適用者）であらせられたとい

う、私にとっては別世界の神話伝説に類するものであると同時に、現実には非常

に身近い話です。低空飛行専門の私には縁のない事なのですか、何となく精神的

圧力を強く感ぜるざるを得なかったのです。二人の偉大なる先輩のご尊名は箕面

崎叶太郎、北村英一の両先輩で今でも顔向けならないような負い目を抱いていま

すが北村先輩は今でも雙礫としてお元気で陰ながら御自愛を祈っております。

又、私は今で言う部活を通じて他学科の先生先輩に御厚誼を得る機会に恵まれ

ました。第一に指を折らねばならぬのは応化の鉛市太郎先生です。先生は講演部



240 第 8章卒業生の思い出

の顧問をお願い申し上げていたのですが学者として高名であらせられただけでな

く、先生の名演説は早くから世上に鳴り響き、何度拝聴しても唯々感銘を深める

ばかりで、その内容のレベルの高さは勿論の事ですが、その間合いの取り方の絶

妙、御声量の抑揚のウマサは何回拝聴しても感嘆を繰返すのみでありました。更

に航空の小谷先生も数少い名スピーカーで、先生には公私に渉ってドンナ些細な

事でも御相談申し上げて御指教を得た思出があります。また醸造学科では気軽に

お話しをさせて頂いた高田先生を始め、大谷、照井先生にご面倒をかけ放しでし

た。

学外の先輩では摂津酒造の岩井大先輩、河又醤油の今野清治先輩に目をかけて

頂きました。これらの神様のように思えた大先輩の中で特に記憶に残るのは竹鶴

大先輩です。当時既に山崎で本格ウイスキーの製造に従事せられており、見学を

許された我々学生は見た事もないポット・スチルに目を輝したり、スワンネック

の形に驚いたりした後に、原酒の哨きを許されたのですが、そのマヅイのに驚い

たのです。本格ウイスキーに対する期待が見事に外れたのですが、その折に大先

輩からウイスキーのウマサはプレンドによって造られると聞かされて、判ったよ

うな且つ判らないような気持だった事を覚えて居ります。又大先輩のお話しの中

にワインに言及せられフランス、ドイツのワインの名産地の原料葡萄は土壌の極

めてプアーな石灰岩質地帯に在り我国のような豊饒な土質では良質のワインの製

産は期待出来ないのではないか？とのお言葉と 60有数年前の颯爽たるお姿が昨

日のように浮かんで参ります。洋行で本場帰りの大先輩のお言葉は神のお告げの

ようなもので、それだけに直接ご講演を承った印象は強烈な印象だったのです。

私は今次の大戦に下級将校として召集せられ中支に転戦したのですが、病に侵

されて終戦時は高崎のI井隊勤務中に終戦を迎えたのです。急ぎ尼崎に婦ったので

すが住む家なく八方手を尽してヤット塚口町の現在地に落着く事が出来ました。

或る日、塚口の路上で学生時代から陀懇を頂いていた本多久吉先輩にバッタリ

お目にかかり久闊を叙し、積る話を交していたのですが本多先輩がアルコール製

造用の種麹が入手困難だが製造して呉れないか！！との事で、その時は考えさせて

頂くとお別れしたのですが無ー文の私にはドウもビッタリのような仕事に思えた

ので、菌種の選択から始め大変御援助を蒙り更に私の長女の仲人までお願いする

ハメと相成ったのです。

サテ多くの先生、先輩方を思い出すままに）厠宇も年月も考えずに申し上げて参っ
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たのですが、私に公私共に大きな影響を蒙ったのは大阪醸造学会の土田盛ー専務

理事です。土田先賄は一点の私心もなく、我々後輩の指導と学会の発展に一生を

棒げられた方で、一切の栄達を望まず誠実一本で人に接し我々学生にも同じレベ

ルで談合せられ、時には御得意の湯豆腐を肴に盃を交えられる機会を与えて頂き、

人生を論じられ、我々の悩みをご自身の悩みとして受止めて下さって共に悩み事

を考えて頂いた姿勢は全く得難い大先輩だったのです。学会を御退職後も御厚意

に甘えて何かとご相談申し上げる事が出来たのは得難い人生の師でもあったので

す。

終りに

この手記は私を中心とした老人の繰り言に了りましたが、手記にご登場を頂い

た先生、先輩、友人等以外の数倍イヤ数十倍の私にとっては宝玉のような立派な

方々に扶けられた人生だったのです。こんな仕合せ者は世間にも少いと確信出来

る程、私は恵まれ過ぎたのです。

弟子達に時々雷をオトス照井先生にも私も幾度となく叱られた事がありますが

私にワカラない問題があれば、又候ノコノコと先生をお訪ねして教を乞うのです。

時に先生からソレは俺より00君の方が詳しいから紹介してやるから彼に聞いて

来いと学者的率直さに尊敬を新にした事があります。

ご本人は既に忘れられたと思いますが辻阪先生、松中先生もその被害者になっ

て頂きました筈です。

籾て最後に東野田の学内に我国で始めて醸造学科を創設せられた坪井仙太郎博

士の記念館があった事をご存じの方も少くなったと思います。又母校が大学に昇

格して主任教授として着任せられたのが斉藤賢道博士です。両先生には何のツナ

ガリも無い間柄と承って居りました。世間には人間の作意によらない不思議な事

が起るのですが、何と両先生のお孫様が結婚されるという私共の目に見えない糸

で結ばれたというお目出度い話を披露して私の拙文を了ります。

この思い出を執筆していただいた川田正夫氏はこの 10月2日に逝去されまし

た。心より御冥福を祈ります（芝崎）。
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高工時代の思い出

川野義男（旧姓浜辺）

（昭和 6年卒）

私は小豆島の小学校を卒業後、大阪市立天王寺商業学校を卒業し、昭和 3年大

阪高等工業学校醸造科に人学した。その後大阪工業大学（後の大阪大学工学部）

が設立された時、附設工学専門部になった。同級生は約 36-7名で、大部分は

醸造家の子弟で醒造家以外の者は数名であった。

朝学校へ出て来ると、出席したような顔をして校外のマージャン、玉つき、囲

碁、将棋で過し、夕方になると何くわぬ顔をして戻るものもかなりあったようだ。

しかしトップクラスで卒業したものも数名あったと思う。

私の分析台の横にいた男が卒論の為の清酒の酸の分析のため、 NaOH溶液で

摘定しながら“おかしいな一”とつぶやいていたので“お前フェノールフタレ

インを入れたか?"と聞いた所が“そんなもん入れるんかいなあ”と云われた

時にはあきれて二の句がつげなかった。これが大阪高エ醸造科時代の唯一の思い

出である。

私逹が卒業する年の経済界は非常に不況で、醸造科の子弟を除いた者の就峨は

大変困難であった。私がやっと故郷の小豆島にある香川県立醤油試験場に入った

のは 9月だった。

学生時代の社会情勢

三輪大作

（昭和 7年卒）

昭和 4年から 3年間私共が大学の醸造学科に在学当時は、第一次世界大戦後深

刻な不景気の時代であったが、一見平和に見えていた。

その頃朝鮮、台湾、南樺太は日本の植民地であった。国際的には独乙の敗戦か

ら共産主義国が、次第に増加しつつあった時代で、又日英同盟破棄、ワシントン

会議、軍備縮小、並選などが実施された。一方軍の青年将校が国政を握ろうとし

て、 5.15(海軍）、 2.26事件を起そうと秘かに画策、水面下の活動が始りつつあっ
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た。昭和 4年には張作霧の爆殺事件か起り、日本はそれ以来約 10年にわたって

事実上満i州の主権者であった。

学内状況

昭和 4年に東京と大阪の高等工業学校が大学に昇格した。これとは別に大阪に

網合大学が出来ることが決った。ところが最も古い歴史と幾多の人材を出してい

る大阪高エか聰合大学から漏れていることが判明し、学内は騒然となった。東京

と大阪とは事情が異なり当然大阪に出来る網合大学に工学部として高エか加るべ

きだのに除外されたのは何故か、学生に取っては一大事でストには突入しなかっ

たが、直ちに学生大会が開かれその対策を検討した。リーダーは造船科の小谷寛

之亮氏で急遠各科代表が上京し文部省に泊りがけで掛合うことになった。その結

果真相が判明し驚いたが然しここでは省略する。

昭和 7年（大学 1回）卒だけは手続き上間に合わないので昭和 8年卒から継合大

学卒となった。当時のカンパスは東野田 9丁目にあって、機械、応用化学、醸造、

冶金、造船、電気の 6学科しかなく学生数も多くなかったことと合同授業なども

あって他の科の人々との交流にも恵まれ学内の雰囲気は明る＜勉強もよくした。

教室の状況

酸造学科の主任教授として招聘された斉藤賢道先生は元満鉄中央研究所長をさ

れた菌学の世界的権威者で醸造学科の大黒柱の存在であった。その下に醸造学の

中村静教授、栄養関係に高田亮平教授、醸造実験に小田雅夫助教授、菌学の実験

に大谷講師、寺本助手がおられた。応化から有機化学の船久保英ー教授、分析化

学の鉛市太郎教授、分析化学の丸沢常哉教授、理論化学は京大の堀場信吉教授と

卸々たる顔ぶれであった。斉藤先生の講義は大変魅力的で特に微生物の代謝関係

については格調高い学説を聞くことが出来た。実験では菌類の分離技術など基礎

的な手法を学んだ。

教職員の思い出

微量の無機イオンが微生物に及ぼす影響という卒論の実験中、玄米を白金ルツ

ボに入れ燒いている最中突然白金ルツボが溶けてしまった。

真青になって斉藤先生の部屋に駆け込んで恐る恐る説明し謝罪した。所が先生

は一言も叱らず之は米の中のアルミニームが白金と合金を作り溶けたのだと説明

し金庫から新しい白金ルツボを出して下さった。その時斉藤先生の姿が神様の様

に神々しく感じられ一生忘れることが出来なく今でも尊い思い出となっている。
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クラスメイトの思い出

醸造学科に入学したのは 18名で卒業は 16名であった。半数以上が醸造業を営

んでいる家庭の子弟で就戦の心配はなかった。春の桜、秋の紅葉の折には奈良、

京都に出かけた。

又年に 1-2回クラス会を催し親睦を深めた。その際灘の先輩から 1斗樽が会

場に届けられた。クラスで異色の人物は奥田君で古びたキセルで煙草を吸い長髪

で縁のとれた山高帽をかぶり超然としていた。後に愛媛大学教授。一番勉強家は

山野君で毎日 1、 2時過ぎ迄ノートの整理をした。後に広島大学の助教授で早逝

してしまった。一番年長者で若い連中に説教したがる松井君、後に奈良工業試験

所長、白隠禅師の門弟と称し座禅のレクチャーをよくした杉山（正）君。後に西

伊豆でパン製造業を営む。高エ醸造科から上って来た人達の中で尾崎君と本多君

は双璧で前者はクラスの代表として糸應合大学問題で活躍。家業の（樹塩田屋醸造工

場社長の外、岡山県醤油工菓会の役員等で貢献、後者はサントリービール、並び

に純生の開発者でビール界に新風を吹き込んだ人物である。山口君は信念の人で

戦後東京小松川で製糖業を始め巨万の富を作った。室田君は目立たないがコッコ

ツ勉強し協和醗酵工業（株）の常務になった。吉田君はサッカーの選手で足腰を鍛え

たせいか現在元気一杯富山県の銘酒吉之友蔵元の社長。筆者と尾崎君、吉田君の

3名が現在生き残り 3年前に大阪でクラス会をやった。

学内外の状況

醸造科 1回卒の岩井喜一郎氏は新式燒酎を開発。 6回卒の花岡正庸氏は秋田県

を天下の銘醜地に育て上げ県知事より県民から尊敬された。 15回卒竹鶴政孝氏

はサントリーウイスキー並にニッカウイスキーの開発者でニッカウイスキーのオー

ナーでもあった。その他鑑定部長を歴任した 11回卒渡会六治氏、 18回卒小穴富

司雄氏を始め多くの先輩が酒作り並びに日本における醸造行政の中心的役割を果

していた。全国酒造組合大会はまるで大阪醸造科の同窓会の様相を呈したと言わ

れた。本年は醸造科が出来て百年を迎える節目の年に当りこの間時代の変遷にと

もない吾が醸造科は醗酵工業科、広用生物工学科と大きな発展をとげ更に 21世

紀に向って新たな飛躍をしようとしている。心から前途を祝福してやまない。

因に筆者は卒業後大蔵省に入省、通産省標準部長、科学技術庁調査普及局長を

経て JICST常務理事、浜松ホトニクス（掬会長。現在光科学技術研究振輿財団会

長。
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根平武雄

（昭和 8年卒）

私たちは、東野田に昭和 2年から 6年間在学したが、次のような改革が行はれ

た。

大阪高等工菓学校・醸造科→大阪工業大学・附設工業専門部・醸造科→（進学）

→大阪工業大学・醸造学科→大阪帝国大学工学部・醸造学科

同級生には、清酒・醤油• 味噌など醸造家の子弟が多く、和気あいあいと高エ

3年間・大学 3年間を過した。出身地も、東北地方から九州まで広い地域から来

ていた。

高エから、大学へ進学するときも、口答試問だけで恵まれた時代であった。

先生方の思い出として残っているのは、高エ時代の西脇•小田・笹川先生、又

応用化学の先生で今川、大塚先生などが頭に浮かぶ。大学時代には、高原・中村・

高田先生などには熱烈な御指導を受けた。

卒業論文のテーマとして、斉藤賢道先生から「青かびの分類」を与へられた。

この研究が戦時中のペニシリン研究開発（昭和 19年～）となる。

醸造学科の思い出

森 太郎

（昭和 12年卒）

昭和 9年の春入学式では世界の原子学者の長岡総長先生に握手をして戴きまし

た。

2講座しか無い醸造学科では初めは応用化学の先生方の講義が殆どで、その中

で旧制高校時の生物の先生より阪大の醸造学科には東京の空気中の菌類を初めて

研究された菌学の大家斉藤先生が居られるとお聞きして居り、自分等の学科の斉

藤先生より直接講義を聞けることは感激でした。

先生には卒業後の灘の會合にしばしばおい出下され、学校での厳しい印象とは

ことなり慈父の様に感じたのです。
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科は小さくとも同窓生の恩師を思ふ坪井記念館、高橋留吉氏の寄贈の蒸溜塔の

ある酒精研究室と他には無い施設があることは誇らしい事でした。

燃料アルコールが叫ばれ始めた頃とて中村先生の次々と発表される酒精工場の

新らしい構想に目を見張りました。然し蒸溜機の段取計算には悩まされましたが、

少しでも蒸溜機の話しを聞いたことは実世界で焼酎の蒸溜に役立ちました。

中村先生がドイツで購入されたといふフォトメーターによる分析も新らしい知

見でした。

酒精研究室は醗酵タンク、糖化器、無水蒸溜塔等立派なミニプラントで、その

装置を用いて当時助手であられた寺本先生の指導の本で夜おそくまで機械を運転

しての実習、アルコール計で 100%の無水ァルコールを確かめました。この間寺

本先生を囲んで学内のこと、世の中のことを話し合ったのも思い出の一つです。

高田先生の教室ではビタミン・酵母の培養等新らしいいぶきを感じられ、鳩の

飼育も他の学科では見られぬ風景でした。

実験レポートが慎赤になって戻って来たのは驚きでした。報告書の書き方の基

本をお教之戴いたと今になっても感謝するばかりです。

昭和 11年の春小田先生引率による関東方面の見学では九段の軍人會館に宿泊

「2.26事件」の直後とて警備兵を目の前に見て時代の風を感じましたが、銀座あ

たりはそんな様子も見えず、醸造試験所では米の消費拡大のため酒母応用の清涼

飲料を試飲する等、今より考えてもうその様な時代でした。

昭和 10年の夏同級故吉名君の立案にて台湾の見学旅行では南端のガラン鼻岬

まで行き北上して途中の製糖、酒精、酒の専売局の工場を見学、専売局では中国

洒の紅麹の培養が印象に残りました。

各工場では先輩の方々が幹部として活躍され、工場の倶楽部で歓迎會を催して

戴き、口々に台湾に就戟する様に申され力強く感じました、同窓外の諸先生も

会の紹介により心よく見学が出来有益な旅行となりました。

学外講師岩井、江田先生、大阪国税局関税部長さんの講義も経験をふまえた実

学、事にあたっての対処の仕方等、自分が実際に直面してその時の講義を思い出

してうなづく事が多々ありました。

坪井記念館に事務局かあった日本生物工学会の前身大阪醸造学会は同窓会で学

会では無いとの批判もありましたが、私逹にとっては有り難い存在で、学会の土

田先生により学生の歓送迎会を設され、その節には業界先輩の諸先生が出席、灘
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の業界に入っても先生方のお顔を拝見致し居っただけでも身近く感じました。

お酒を飲むことも、お酒とは全く関係の無かった自分を育てて下された大学は

楽しい思い出の担界です。

終りに、日本のバイオテク産業の基であり、科の設立の経緯より見ても深いつ

ながりがある日本酒専攻の講座があってもと考える今日です。

思 い出

松尾義之

（昭和 14年卒）

平成4年の春、大阪大学創立60周年同窓会記念誌「阪大春秋」編集事務局か

ら書面で、同誌の「同級生交歓」欄への投稿依頼があった。小生一人では荷が重

すぎるので、同級生数名に呼びかけて、投稿文と関連写真との借用を依頼したと

ころ、幸い岡一孝氏と高川昇蔵氏の好意的助力があり、小生はやっと責任の一部

を果すことができた。即ち、文章と写興4枚が「同級生交歓」欄に掲載された。

写真 4枚は下記の通り。

1. 醸造学科全員、昭和 11年春、前列に教職員 11名、学生 (1、 2、 3年生）

47名。

2. 橿原神宮の労働奉仕、昭和 13年 10月、鉛工学部長、寺本四郎先生を囲んで

一休み、 12名。

3. 昭和 14年 3月25日卒業記念パーテー（心斎橋キリンビアホールに於て）、

15名。

4. 2階実験室に於ける斉藤賢道教授の授業。

昭和 13年3月には台湾旅行 (1、2年生数名で、 7日（？）間）が何の支

障もなくできたので、社会情勢に変った事はなかったのでしょう。しかし、翌

14年には下記の事実があるので、次第に軍事色が濃くなったと言える。

昭和 14年3月、大学の軍事教練が必修科目となる。

同年 5月、満蒙国境でノモンハン事件の発端。

昭和 14年卒業者は 16名でしたが、今日現在、連絡可能な同級生は 3名に過

ぎません。（鈴木清直氏、多智花寛氏、高川昇蔵氏）。この拙文の頭初に記した
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岡一孝氏も誠に残念ながら故人となられた。誠に淋しい限りです。

乱筆をご寛容願います。

青雲の志

風雪哀歌

石井隆一郎

（昭和 15年卒）

昭和 12年 4月爛漫の桜吹雪のなかを胸をはって大学の門をくぐった同期生 22

名（選科、留学各 1名）は理科系の若々しい帝国大学の期待に燃えていた。旧淀

川の大川の対岸には明治政府の象徴たる赤レンガの造幣局が貨幣鋳造の精緻な技

術殿堂としてあたりをはらっていた。その構内には 100種の桜が豪華絢爛の華を

競っていた。

入学式を終えた新入生は本館 1階の貴賓室で明冶天皇御下賜の教育勅語を拝見

して、本学工学部が意外に長い研鑽の歴史と伝統の上に築かれているのに一驚し

た。

同期生の大半は高エ（高等工業学校）卒で高校卒は少数であった。と言うのも

当時高エから帝大へ受験を許されたのは、前身が高エの阪大工学部と東京工大の

2大学、いや 2学部に限られていたからだ。

従って実験は比較的楽であった。とくに広島高エの醸造学科卒にはその感が深

い。何時来たのかわからないうちに実験を済ましてレポートの提出は一番早い。

小生も高工卒だが徳島の製薬化学部（いまのコース）出身のため、有機化学実験

では応化の船久保教授からは特別の課題を与えられていたが大塚先生の分析化学

実験のアンノンサンプルにはてこずった。

しかし、数学の実力は高校卒には及ばなかった。実験室は何時でも開いていた

ので自由に時間がとれた。午後の実験がながびくと、よく大学芋のあみだをやっ

た。貧乏くじをひいたのが本館の左隣の喫茶と洋食レストランに買いに行かされ

た。

ときたま、広島でボートをやっていた今本、岡村、河盛、三輪、三宅らに誘わ

れて造幣局の映える大川にエイトの水煙をあげた。大川一帯は水の都大阪市民の
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憩いの庭、桜の宮公園で、両岸には数千本の桜があり、その上流の左岸の一帯に

各大学、会社が艇庫を並べていた。

小生は生まれて初めてのボートだが員数合わせに駆り出され、やってみるとな

かなか面白い。そこには自由と自主独立の天地があった。

また、酒豪組はお手のもののひいきの酒樽店に通っては気炎をあげていたよう

だ。この組とは別に小生らは時々中之島の朝日会館と千日前の歌舞伎座の最上階

にあったスケート場に出没した。いまほどアルバイトの口がなく貸靴で我慢した。

写真に凝っていた月原君とはよく近隣を散策した。京都平安神宮の神苑の桜、

宝塚遊園地の音楽学校の桜、だれでも一度は被写体に選ぶ桜、この写真はいまで

も手元にあるはず。

戦時色

しかし、われわれの春はそう永くは続かなかった。昭和 12年と言えばその 7

月に大東亜戦争の発端とされる慮溝橋事件が起きている。当時はそれほどのショッ

クは受けなかった。それというのも事件は 7日に発生し、 11日には現地協定が

成立し、政府は不拡大方針をとっていた。

初めての夏休みを終えて登学すると山根君の姿が見えない。後にノモンハン事

件に備えての応召と聞いた。その頃からか、甲子園球場と海水浴場の浜辺の中間

に広い練兵グラウンドができ、そこで週 1回午後から軍事教練を受けるようになっ

た。

東野田の学舎から甲子園の浜までの時間は昼休みと一講義の時間が当てられた。

やがて一年が過ぎようとするころか、当時の Chinaからの留学生の某女子が大

学を去った。その頃からか、いつも颯爽としてかっこいいこと抜群の岡村貞之助

君が、琵琶湖畔大津にあった海軍飛行学校の予備学生として在学のまま、週何回

か飛行訓練に通うようになった。士官服に短剣がよく似合う眉目秀麗の若者であっ

た。

ここまで書いてくると、戦争の足音がますます高く、硝煙の匂いがそこまでと

思いそうだが政府は軍事衝突を事変としてかたづけ、マスコミもいまほど騒がな

かったので不安を醸しながら、学生生活はまずば快適であった。それよりも就職

が気がかりであった。卒業までに、いや卒業後でも決まればよしとしなければな

らなかった。
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研究室

今はほとんど退戦しているが活躍のあとを辿ってみよう。研究室はなんと己つ

ても応用微生物学、分類学の泰斗、教室主任斉藤賢道教授の部屋。ご指導に預かっ

たのは二改末喜君、島根県工業試験場を経て名城大学教授、現在名誉教授。竹の

かび発生のメカニズムから防かび法を開発した。三宅温夫君、三宅本店（千福）

監査役、現在も相談役で全国を飛び回っている。河盛捨造君は大阪堺の味噌醸造

会社の社長で、クラスの人気者、堺弁と広島弁のチャンポンで一人で三人分はしゃ

べる。同じく江頭松次君、いまも江頭酒造会長におさまっている。鳥取には君司

酒造の小谷達郎君がいる。渡辺民彦君は 10年ほど前になるか、常には来ない日

本醗酵工学大会に来阪して親しく話していったことがあった。それが最後の別れ

となった。

ついで、ドイッ帰りの新進気鋭の醗酵工学、特に蒸溜工学の権威中村静教授門

下には岡本貞之助君（後記）、ついで三輪萬治君、応召した当時の満洲で燃料枯

渇対策に砂糖からアルコール製造の命を受けた。早速、満鉄研究所から酵母の分

譲を受け、試験管から醗酵タンク、蒸溜塔、精留塔まで設計して、ついに飛行機

を飛ばした。

戦後、東洋紡に復員した彼を待っていたのは木材パルプ廃液の処理であった。

ここでも木材パルプ廃液に生える酵母を見付け、試験管から種培養、増殖タンク、

連続醗酵と進め、ついに工業生産に成功。現在畜産、養鶏、養魚用酵母として汎

用されている（紫綬褒章）。

さらに酵母からの核酸の生産が、イノシン酸など核酸調味料、核酸系医薬品の

開発につながっていく。この菌は東大坂口謹一郎教授のご指導でMycotorula

japonicaと命名された。東洋紡犬山工場長、理事。後に広島文教女子大短大部

教授。岡村君といずれ劣らぬ快男児に今本貞介君がいる。日本窒素に就職し、後

に旭化成、日精化工工場長として活躍した。その時代の彼の快気炎にはタジタジ

となった。北海道旭川に北の誉酒造、後にアサヒビール社長の西義雄君、先年会

の幹事をしてくれた。横山芳邦君は東京の正和化成勤務と聞いている。

次は生化学、ビタミン学の権威高田亮平助教授（教授、日本ビタミン学会創立

者の一人）、斉藤教授が分類学上人手された綿の実から分離された一菌株が高田

先生にわたり研究が始まったのがビタミン B2で有名な Eremotheciumashbyii 

である。月原一徳君はわかもと製薬に就職し、この菌の工業培養に専念し、同社
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の主力製品に仕立てあげた。工場長、専務、その後子会社の社長。沢田忠四郎君、

彼は小生とともに徳島の製薬化学出身で、神戸の繁華街元町通りで神戸ファーマ

シーを経営し、美男で温厚な人柄がうけて大繁盛した。倉本佐一郎君は住友化学

に就職、日本農薬取締役として活躍した。

高田先生は研究指導には厳しい躾とユーモアに富んだ態度で望まれた。研究室

には教員以外の人の机と椅子はない。実験室は実験をするところだから実験に専

念せよ。文献調査、実験の計画、整理ば帰宅後せよ。これは小生と同室の先輩中

江正博士から聞いた話である。この机、椅子不要論は先生が京大工学部に移られ

てからも続いていた。ところか定年になられる何年か前に、講座の後継者福井三

郎先生（当時助教授）にお会いした時、笑いながら高田先生のやむをえざる変心

を聞かされた。先生の学殖と学風を慕いながら先生のゼミを希望しない学生がい

るという。理由は言わずもがな。

話を戻そう。高田先生は時々門下生をハイキングに兼ねた工場見学に連れて下

さった。さてそのとき新参者は要注意であった。いつのまにか「この男危険につ

き近寄るべからず」などなどの貼り紙が背中にぶら下がっている。これは先生と

高弟のしわざで、門下生はほとんど被害にあっていた。

ずうと後に聞いた話だか、いつか先生にやったのがいた。先生はひどくお冠で

あったとのことである。やはり「・・・なかにも礼儀あり」。

卒業と徴兵

昭和 15年卒業したのは 15名で、徴兵延期が解けて誰れ彼れとなく召集令状が

舞い込んできた。小生も応召し、連日の練兵で熟睡中のある朝、突然の非常呼集

がかかった。それが 16年 12月8日の日米開戦であった。果たして勝てるのだろ

うか？？ 誰しも耳を疑った。報道はハワイでの華々しい戦果を伝えていた。この

日から日本は事変から未曾有の戦争に突入していった。

この大戦で前述の岡村貞之助大尉はソロモン海フロリダ島沖海戦で、神風特攻

隊の先駆としての艦爆隊の使命に殉じ、春 4月散る桜とともに米艦に突入して壮

烈な戦死を遂げた。痛恨合掌。

その他は幸いにも全員無事に復員することが出来た。技術または技術系兵科で

あったためか、召集時期が遅かったためか。それもあろうが幸運に恵まれたと思

われるふしがある。

戦死と戦禍に倒れた人は日本人だけで 300萬以上、その他無数の他国の方々
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の尊い犠牲のうえに現在の平和か築かれていることを深く銘記すべきである。

後記

後に、大学から工学の学位を授与された者は寺本教授主査で 2名、照井教授主

査で 1名で、両先生のご懇篤なご指導に心から感謝申し上げます。小生、大阪市

生活科学研、衛生研を経て、当時近大薬学部教授の小田雅夫先生のご推挙により

近大へ、教授。今は殆ど皆現役を退き自適の生活をしているがすでに故人になっ

た者もいる。最近生き残り組が「自然を友とする会」をつくって年 1回集まって

いる。

醸造学科の学生時代

小嶋 操

（昭和 18年卒）

私は昭和 16年 4月に醸造学科に入学した。桐生高エからであった。卒業時に

卒業生の 1割以内しか大学受験は許さないという文部省のお逹しだったので、学

校側は推薦の型で受験を許可した。幸にもこの推薦の枠の中に人った。全然受験

勉強をしていなかったので、 1月から学生寮を出て、下宿に移り、学校を休んで

懸命に勉強したが、食欲は無くなり、健康状態は良くなかった。

同じクラスから関口と高柳も受験するという。自分より成績の良い者の受験と

あって、ライバル意識は次第に高揚していった。

入学試験は大阪市北区東野田の醸造学科であった。 1年先輩の高岡氏にご斡旋

していただいた河堀口旅館に 1年先輩の福田と共に泊まった。福田も醸造学科受

験であった。試験科目は英、数、物理、化学だった。

数学の試験は 3時間で 3問であった。その 1問が試験当日の電車の中で見た、

回転体の体積はパップスの定理を応用すれば、簡単に解答できるものであった。

こんな幸運はない。面接の時、余り成績は良くないが、と合格をほのめかす言葉

を頂き、見事に合格した。

下宿は受験時に泊まった河堀口旅館に同級になった福田と共に決まった。省線

の寺田町から京橋まで乗り、そこから徒歩で 5分位で目的地の大学に菅いた。

この年の 12/8真珠湾攻撃により、太平洋戦争に突人し、状況は戦時色になっ
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た。人学草々、奈良の若草山でクラス会があった。入学生 25名の元気な顔が写っ

ている貴重な写真である。クラスの 25名の中では、今は約半数がいない。学内

には食堂はあったが、古くて汚くしかもまずかったので、級友と共に学外のメシ

屋へ行った。メシと称するのは林芙美子の小説にもあるように、大阪地方独特の

呼称である。商人街の大阪では、朝の挨拶が“儲かりまっか”という位だから、

メシも通用語で下品な言葉ではない。料理が既に皿盛りしてあって棚の中に入れ

てあるから、食べたいものを勝手に取ればよかった。大抵の場合、中飯に味噌汁

を付けて 40銭内外だった。当時は 70円／月の生活費だったので、食費は現在の

エンゲル係数と同じ位でなないだろうか。

醸造学科には、当時は 2講座しかなく中村、高田の 2教授と小田、寺本の 2助

教授と照井講師と助手の陣容であった。後で知ったが、私たちの年から学科内容

が改正され、殆ど新しい講義名で教授された。全てノートヘ記帳方式だった。入

学時に丸善でA4判の大学ノートを 30冊購入しこれに記帳した。講義は“カー

ルトッフェルン”（じゃがいも）とか“ステルケ" (澱粉）のようなドイツ語の

単語交じりだったので、初めの中は珍ぷん漢ぷんで殆ど理解できなかったが、講

は坦々と進んでいった。大学の先生というのは、学生が分かっても分からなく

てもお構いなしに進むのであろうか。

入学した 1学期は小田助教授の“菌学”の講義が週 2回あった。講義終了と

に1学期の終りに試験があった。ノート裏表がきで 1冊半の分量である。先輩

の高岡氏に出題傾向を教わり、試験に望んだが、結果は優でなく良であった。 1

年次には分析化学、有機化学、生物化学、化学分析実験、生物工学実験第 1部、

有機化学特論、生体物理化学第 1部、第 2部、栄養化学、生物工学原料論の他、

一般数学、機械設計学大意、物理学実験などがあった。化学分析実験は桐生時代

に一通り済ませていたので、高校卒や化学系以外の高工卒のクラスメートに対し

ては、かえって優越感を感じた。私たちのクラスは、高校理科甲類、乙類、

機械、冶金、醸造、染色、染織、土木、応化などの卒業生の集まりだった。

阪大には志摩半島の沖の孤島の座賀島に臨海実験所があり、夏は海水浴場に解

放しており、 3年間続けて海水浴に出掛けて 2週間を過ごした。 1年毎に違うは、

クラスの同行者は大野、芝崎、滑川、八木などである。在学中の阪大には医学部、

理学部、工学部の 3学部で、全学部を合計しても千数百名のこじんまりした大学

であった。臨海実験所の収容人員は 30名位だったであろう。和船を漕ぐのもすっ
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かり上達した。応化科の平野氏は和船を漕ぐのに慣れていなかったためか、潮に

流され、沖で困っていた時、運良く見付けて助けたことがあり、これがご縁で帰

りに榊原温泉に連れていって貰い、バイト先を斡旋して頂いた。

工学部のあった東野田は省線京橋駅、直ぐ隣にある京阪電車蒲生駅から徒歩約

5分の所にあった。場末という感じで、付近には大きな建築物は無く、中小工場

がちらほら建っている程度であった。でも正面前には市電が通っており、通りの

町並みは、ほぼ切れ目無く続いていた。工学部の近くには桜の名所で有名な大阪

造幣局があった。梅田には市電で 20分程乗れば行けた。

工学部のキャンパスは昭和初期に建築されたもので、建物は古めかしく、採光

を考えないものが多かった。私は小学校、中学校、高工を通じて木造の古い汚い

教室に慣れていたので、建物は鉄筋に変わっただけで、幾分良かったと思われる。

専門科目の講義は、坪井会館と称する比較的新しい建物の中の 30名程度収容の

小教室で行われたことは非常に好印象だった。しかし、専門科目以外の講義は大

講堂で、他の科の学生との合併だったので、聴きづらく、しかも難しくて、典味

が沸いて来ないものが多かった。

醸造学科では工場見学が度々行われた。摂津酒造、菊正宗酒造、寿屋（現サン

トリー）山崎工場などが思い出される。山崎工場のウイスキーの樽が最も印象的

だった。最大の工場見学は九州地方へのものだった。協和醗酵門司工場、水俣の

昭和農産加工など工場を見学した。後者は立派な蒸溜塔を備えた当時としては近

代化された模範工場だったことが思い出される。水俣の工場見学を終わって解散

し自由行動になった。折角九州まで来たのだから、鹿児島を回り、日豊線で九州

の東海岸を行こうというプランを立て、同行者も賛成で実行した。折悪しく季節

は台風シーズンを迎えており、しかも台風の接近が報道されていた。どうにかな

るという安易な気持で南下した。出水駅で汽車は止まってしまい、止むを得ず、

出水の湯之元温泉旅館に泊まった。昭和 17年であったが、この地方では角帽が

大学生の帽子という認識は無く、鉄道員に間違えられて、サービスは悪かった。

一泊後も天気は好転しなかった。女中との話し合いの中で、私たちが鉄道員でな

いのが分かり、以後の待遇は凄く良くなった。予定外の二泊してしまったので、

台風一過の 3日目は鹿児島に出て遊覧したのち、日豊線に乗り、今後の予定につ

いて相談した結果、霧島神宮参拝に決まった。都城駅で下車したが、吹野だけは

していなかった。バスに揺られて終点まで行き、終点からかなりの道程を歩
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いた末、やっと霧島神宮へ到着した。台風の通過の結果、御神木は無残にもギー

つに袈けて、倒れたままだった。翌日は宮崎へ回り、 No.1の番号の付いた珍しい

機関車で青島を見学し、北上して別府から船組と汽車組に分かれて大阪に帰った。

船組は私を含めて 4人であったが、名前は思い出せない。

戦時中の大学

林 聖ニ

（昭和 21年卒）

我々の大学生活は第二次世界大戦の真最中の昭和 18年 (1943)10月に始まり、

終戦翌年の 9月に終えた。現在のようなあらゆる物資が世に溢れ、自由を満喫出

来る時代と違って悲惨な先行きの暗い毎Hが続く社会環境の時代であった。戦争

故軍需生産強化や軍隊要員の需要を満たすため、普通高等学校や高等工業学校は

規程の 3年間の授業が半年短縮され特に高エ生の大学志望者数を在学者の 1割と

いう制限を設け、その上高等学校卒業生を優先的に無試験で大学人学を認めたの

で、高等工業など専門学校卒業生は高等学校生の隙間を狙わざるを得なかった。

その年の我が醸造学科は高等学校生の志願者は零であったので専門学校卒の志願

者が殺到した。 4倍の競争に打ち勝った者の学歴は広島高等工業学校の醸造科出

身の 3名（家は酒造業）は妥当としても、その他 18名は電気、機械、建築、士

木、応用化学など所詮傍系者ばかりで、多分高等工業学校出身の筆者と同様勝て

る見込みのない戦争に巻き込まれることを嫌った兵役忌避のためと推察される。

当時工学部の学舎は東野田にあり大学内の雰囲気は世間の緊迫した緊張感と裏腹

な自由でのどかな学園風景であり、軍国主義に迎合せず、陸軍大佐の配属将校の

存在感も薄く、さすが最高学府のことだけあると嬉しく思い、戦争を忘れのびの

びと勉学が出来たことは本当に有り難かった。当時の醸造学科は中村教授、寺本

教授による 2講座であったが、卒業時には新たに照井教授が加わり 3講座になっ

た。中村先生は当時ロートル的存在で人歯のため発音がやや不明瞭で講義を書き

取り難く、寺本先生も早口で講義の書き取りは難しかったが、気さ．くな人柄が学

生に人気があった。照井先生は新進気鋭の真面目な学者らしく我々は難しい発酵

生理の講義を受けた。小田先生は誠実な熱心な性格の方で菌学の講義に度々挿絵
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や図表の青写真を配ってくれた。当時工学部内に食堂はなく学生は弁当持参か学

舎近辺の街の食堂に並んで食べた。案外昼食をどのように取ったのか級友に聞い

てもお互い記憶が定かでない。放課後帰り道、喫茶店や食堂で飲食した記憶も薄

く食に対する執着よりも学園内の自由な雰囲気の印象の方が何物にも変え難くそ

の記憶の方が強かったとも思われる。我々 2年生の昭和 20年 3月頃戦況は益々

悪化し大学生も勤労動員として 8月の終戦迄工場へ派遣された。又陸海軍の委託

生の資格を取得していた者は軍の機関に動員に行った。勿論授業や勉強は空白で

あった。その後戦争末期に大学も焼夷弾による空襲を受け、事前に壊した木造の

建物の廃材が焼けたが幸い被害は軽微であった。筆者は学内にいたので終戦の詔

勅は工学部本館に集合して聞いたがラジオの音声が悪くはっきり聞きとれなかっ

たものの、戦争が遂に終わったことが分かってほっとした気持だった。終戦後醸

造学科の疎開していた備品、教材等を蛍が池の薬学専門学校よりトラックで引き

取りに行った婦り道でトラックの車輪が溝にはまり込み動けなくなった。たまた

ま近くを走っていた GIのジープを止め引張ってもらうと簡単に引き上げられジ一

プの威力に感心したものだ。戦後我々の動員中の授業不足を補うため年内各課目

の講義があった。 21年からは卒業論文の文献調べ等準備にかかったが、都市ガ

スが復腿せず電熱器で代用したり実験器具も不足勝ちで実験は思うようにいかな

かった。この時期は大学にいても案外暇な時間があり、唯一の楽しみは坪井記念

館の裏側にあった二面のコートでテニスすることであった。又我々 3年生が音頭

を取り、学芸会のような劇を計画、坪井記念館の 2階の教室を利用し、父兄を招

き各学年夫々女性や紳士等に仮装して劇を演じ、楽しい一日を過ごしたことも懐

かしい思い出であった。一方級友の服部君が家の近所の線路に下駄揃えて飛び込

み自殺したニュースには我々は驚くと同時に原因が女性問題と風聞するに及び複

雑な気持にかられたものだ。然し今から考えると我々の青春時代となるべき大学

生活は戦争による弾圧された軍事色―色の夢なき社会、戦後は、荒廃した街に闇

市が現れ浮浪者が溢れ、農地の解放、全官公労のゼネストがマッカーサーの声明

により直前に中止され、経済界も活気がなく何かと世相が騒然として就職難の時

期に我々は卒業したのであった。然し誰も不平を言うことなく、全学卒業生が医

学部講堂に集合し学士合格書を手にした時お互いに喜びを噛みしめた。
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第 50回生、そして半世紀

橋田 度

（昭和 25年卒）

私たちは昭和 22年入学の第 50回生で、 100年の歴史の中間に当たり、また入

学後ほぼ 50年を経たことになる。級友は第 52回に卒業された藤原邦達氏を含め

て31名である。既に木村万蔵、国東和美、黒田圭三、田中源一、山本源兵衛、

和田功各氏と、その前に在学中に、林止郎氏がなくなられている。紙上を借りて

ご冥福を祈ります。

執筆に当たり、私独りの思い出に頼るのはおぱつかない事なので、同期の方か

ら募った短信を併せ紹介いたします。

工学部の東野田学舎は、昭和 20年6月7日の大空襲のため大半が失われてい

た。講義は京阪沿線御殿山駅近くの小高い丘にあった、禁野火薬庫跡のバラック

で始まった。枚方市発行の資料によると、昭和 14年 3月 1日に大阪陸軍造兵廠

枚方製造所に於いて、重迫撃砲弾の信管を取り外す作業中、大爆発を起こし、灼

熱した弾丸が四散して、他の倉庫の砲弾や火薬が次々と誘爆し一昼夜に及んだと

ェう。被害は半径 2kmの地域に及び、一般住民 10人を含め、 94人が死亡し、負

傷者は 602人に達したという。この跡地が昭和 21年 6月に工学部枚方学舎とし

て開設されたのである。東野田学舎の方はまだ処々戦災の後片付けが行われてい

た様に思うが、実験実習は被害を受けなかった醗酵本館の、 1階、 2階のそれぞ

れ奥の共同実験室で行われた。

（岡崎弘男、以下敬称略） 大学での喜び第 1号

私は、大学の建物は魅力的なものでなければならないと思っていたので、枚方

学舎の教室の貧弱さにはがっかりした。この失望が吹き飛んだのは、船久保教授

の最初の講義の時であった。

「Kuhnは、共範二重結合の化合物は普通不安定なるも、両側に◇をつける

と安定するとの合成結果を、 Farbenreaktionmit比 S04を付して発表した。

その頃、植物色素の構造決定に今一歩のところで腐心していた Karrerは、この

発表を聞いてひらめいたのであろう、すぐに研究所に戻って Carotinの構造を

決定した。そして Carotinoideから Vit.Aを、その後 Vit.-B,C. も見付けノー

ベル賞を受けたのだ。」と云うドイツの化学研究を、臨場感をもってお話下さっ
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た。

私は、これが大学の講義だと入学して始めて胸躍らせた。併せ求めることが如

何に大切かも教わった次第だ。

（足立有）

終戦そして入学でした。戦争は日本が悪いようにのみ云われますが、本当のこ

とを伝えるのも老人の義務でしょう。父の言葉「大学へ入ったら勉強しなくても

よいから健康を大切にせよ」その結果アルバイトばかりしました。息子は上手に

解釈します。

当時は戦後の混乱からの回復も未だしと云う時で、昭和 22年 2月 1日に予定

された、全官公労組、史上空前のゼネスト突入宣言が占領軍総司令部命令により

中止されると云う騒然たる雰囲気だった。 3月には教育韮本法、学校教育法、な

ど学校制度の改革か行われ、 4月の総選挙でわが国初めての社会党首班内閣が出

現、 5月には新憲法が実施された。翌昭和 23年 12月には政府が大学管理法案を

国会に提出する旨発表した。当時の今村阪大総長をはじめ教授会、職組、学生が

行動を共にして、反対運動を行い、この法案は国会提出を諦め撤回された。

（木村篤平）

戦後間もない頃、国立大学に理事会を導入する案が出たので、反対のビラ撒き

や決起大会に狩り出されたが、他動的に流されているうち、何時の間にか、この

運動が簡単に終息したのは、未熟な時代のせいだと思っている。

当時は 2講座であり、先生方も数は少なかったが、かえって身近に薫陶を受け

ることができたのは幸せと思う。中村静先生のドイツ語中心の蒸溜理論、早口で

しかも右手でチョーク、左手で黒板拭き、ノートの取りにくい寺本四郎先生の生

物化学、実に詳細にわたってT寧な小田雅夫先生の微生物学、醸造原料学、ソ連

オパーリン博士の「生命の起源論」を紹介された照井尭造先生の生体触媒論、醗

酵生理学など、今はすべて有り難い思い出である。

（野村達夫）

照井先生の醗酵生理学の授業、黒板にチョークで叩き付けるように書かれたド

イツ語の文字等熱気にあふれた時を思い起こす。当時は古典的な醸造学•生物化

学から、近代の代謝制御醗酵・遺伝子工学・微生物工学の幕明けに至る過渡期の

時代だったと思う。当時抗生物質花盛りの時代で、田口先生の部屋で、新規抗生

物質を求めて、菌の分離・スクリーニングをやみくもに進めていた。恒常的な停
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電・ガス供給停止に悩まされ、培地の調整・殺菌に難渋した。

私たちは同級生仲間で、スポーツをかなり熱心にやったように思う。醗酵教室

の後ろにテニスコート、学部図書館の前の運動場では野球やバレーをやった。学

年対抗のスポーツ大会をやっていたが、概ね我々の前後の学年の方の方が強かっ

た。しかし卒業の 3年次の時は遂に総合優勝しているいわゆる勝利の美酒を味わっ

た。

（高山哲郎）

戦後焼け跡時代には解放された音楽とスポーツが大変魅力で、グリークラブや

アサヒコーラスに通い、校内の各科対抗の野球試合に熱くなったものです。野球

を教えて、音楽を教えられた同じ西宮在住だった故黒田圭三君を遠く思い出しま

す。

そして 50年、あまりにも早く過ぎ去った半世紀である。専門分野の大企業で

技術のトップを勤めた方、醸造、食品、化学の分野で会社を経営している方、文

系の専門分野で活躍した方など、進路は実に多方面であった。今は大方の方が、

定年を過ぎ、悠々自適の生活に人っている。その感慨は、次の 3人の短信から汲

み取っていただきたい。

（春日仁）七転八起

多極化した現代にあって、幸いにも日々愉快に暮らし得ているのは、生来単純

頑固な性格が七転び八起きの試練に遭遇したお蔭である。その間、孤独・悲壮な

苦闘だったかと自問してみるが、そうではない。わが師、先輩、後輩の方々及び

同僚の厚意に恵まれ続けてきた事に改めて気付く。最大の試練は、米国資本の食

品製造会社に 10年間勤めた事と思う。無敵帝国海軍を倒した米国の戦略とか経

営学とかは一体どの様なものであろうか？ それが学べるという大きな魅カ・期

待があった。然し結論として、ビックリする様な秘術は何も見えなかった。本音

と建て前の乖離の大きさにも驚かされた。この米国企業は日本から撤退していっ

た。

その後、本来の発酵工学に戻らせて頂く気持ちで、酒造各社を回って、仕事や

相談を承る仕事に就かせて頂いたのだが、私のひそやかな歓びは、忘れかけてい

た日本独特の「暖かさ」が、いずれの酒造会社にあっても圧倒的な存在として私

を包み込んで下さった事であった。
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（富岡登）浦島太郎

平成8年6月3日、枚方市の御殿山を下車した一人の老人が、辺りをキョロキョ

ロと見渡しながら商店街の坂道を登ってゆく。 50年前この男の大学生活のスター

ト、寝と食を引き受けてくれた学生寮のあった御殿山である。云はば浦島太郎の

現代版なのだ

寮の跡地と思われる近くに立派な小学校と中学校が建っていた。浦島太郎の記

憶には存在しないことである。中学校長先生の見せてくれた古い航空写真、それ

には小学校と中学校のグランドがあり、その裏手こ々が学生寮のあった処と指さ

してくれた。浦島太郎は納得出来ないまま引き下がらざるを得ない。

寄宿舎生活は昭和 22年春から。他方新制中学の発足は昭和何年か、この辺り

に疑問に対する答えがあるのかもしれない。玉手箱があって、それを開けば、こ

の答えは出て来るのにと思いつつペンをおく。

（東角治雄）

神戸に住む者としては阪神大震災を思うと心が痛みます。古希を迎えて体は衰

えましたが、頭はしっかりしています。すべてのことを忘れて好きなことをして

います。いまはパソコンをマスターして、それを駆使して分子生物学を勉強して

います。私達の大学時代には教えて貰えなかった分子生物学を底辺にした酵素、

細胞、 DNAなどについての情報を知ることは楽しいことです。

レポート「偶然と必然」を読んで

江夏敏郎

（昭和 26年卒）

年の流れを手繰るよすがとして、昭和 50年代に 3年次学生諸君に「偶然と必

然」はモノー著、渡辺 格・村上光彦訳、みすず書房〕を読んで書いて貰った

感想文を基に当時の学生達の考えに迫って見たい。

本書はフランスのノーベル賞受賞分子生物学者であり、哲学に造詣の深いジャッ

ク・モノー博士が、分子生物学の研究成果をもとに、彼の思考を端的に述べたも

のと訳者は紹介している。博士は先ず、生物とはどの様な特性を持つかを取り上

げて最も客観的科学的な方法で解明しようと迫る。種々の考察から、生物の特徴
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は複製の不変性と合目的な活性にあるという考えに到達する。自身でも貢献者の

一人である分子生物学の観点から考察を進め、これらの特性が夫れ夫れ、核酸と

蛋白質により顕現されていることを、遺伝情報の複製・伝逹等種々の酵素の整然

として巧妙な構造・機能の説明によって示している。

進化の要因は、不変な情報が微視的な偶然による擾乱を受けることにある。偶

然に発した情報は、合目的性のある機構により取捨されて、さらに取り込まれて

巨視的な自然の選択を経て必然のものとなる。宇宙には目的は無いし、神も存在

しないという、冷厳な事実を認めることによって、人類は自らの未来を切り開く

英知と勇気を持てる様になるのであると、彼は考える。さらに知識の倫理につい

て、倫理は既往のものではなく、客観的な認識のうえに新しい倫理を築くべき事

を提唱している。

充分時間をとって原稿用紙 3• 4枚に書いて貰うことにした。 4年の差のある

2学級の間で比較も試みた。先輩の学級では非常に意欲的な文もあったが、「本

を読み終わって、内容の把握が良くできなかったので…」と断って 3枚 SFまが

いの支離滅裂の記述が続いていたのは驚きだった。約 1割がこの型だった。

一方「いろいろ議論したいことば沢山あるが、私は筆者と会って話し合えたら

どれほど沢山得ることがあり、どれほど興味深いであろうかと考えずにはいられ

ない。最後にこの本は私にとって、高度に興味深いものであったと思われる。」

と締め括っている文には全く感心した。すなわち彼は、著者の思想を甚とした独

特の哲学に非常な興味を抱いて、個々の事柄を正確に理解しながら、全体を体系

的に捉えることを心掛け、著書の内容をほとんど完璧に要約しながら、問題点を

指摘して自分の意見を述べ、全体的な感想も含め 3枚の用紙に見事に纏めている。

「2年次に題名に惹かれて買ったが、読みづらさに閉口したが、今回読み通し

てそれだけの価値あることを実感した。何かと触発される箇所があった。生物を

支える基礎的な能力が一見不安定な様に見える非共有結合によっているのは驚き

であった。」と記している学生は生物の種種の特性を果たす非共有結合の役割を

よく認識していた。先輩の級には指定外のレポート用紙に書いたものもいた。

後輩の学級の文には「この本を読んで私は生物のメカニズムの人工物とは全く

比較にならない精巧さ、複雑さに感心した。また生物の進化の仕方にしてもこの

本を読む前は、ごく単純に、生存競争という自然淘汰によって、選択されて来た

と考えていたが、本により生物体には、合目的的装置があり、これが突然変異体
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の一つの関門になっているということを知った。最初は取っ付きにくいように感

じていたが途中からは輿味をもって読むことができた。」と述べている。

後輩の級ではレポート紙も支離滅裂も無かった。一青年は次ぎのように哲学の

素養を滲ませている。「現代の悲劇は科学の進歩により、物活説が急速に退けら

れ人間は再び不安になる所にある。そこで筆者は人間の新たな進化の第一歩とし

て物活説を捨て、すべてを客観的に見るという“知識の倫理”を採るべきだと

主張する。この主張は紛れもなく不条理哲学であり、巻頭にカミユの文を償いた

（引いている）のも納得出来る。」バイオテクが広く知られる様になり、視野の広

い学生が集まるように成ったと考えられる。生命が明らかに偶然の機会に始まっ

たと認識したときの衝撃を多感な青年は次のように表している。「この本を読み

進んで行くうちに、打ちのめされたような気がしてきた。というのは神聖で崇高

なる生命の存在には、恐らく、人知では測ることの出来ない原因があると考えて

いた。僕にはモノー博士が示すことが余りにも唐突で、予期せぬことであったの

で、驚きを感ぜずにはいられなかった。現存の、あるいは過去に存在した生命が

偶然の上に成り立っていると考えたことはなかったので。」このようなのっぴき

ならない衝撃を受けて、女子学生はあまり文面に驚きを罷さない。男子は余り表

さないが、人道主義を盾にして論陣を張るなどの反応を示すこともある。

学校時代の思い出

望月 務

（昭和 28年卒）

醗酵工学科への人学は、昭和 25年 4月で、丁度旧制大学最後の人学試験であ

りましたので、大阪大学では一次と二次の 2回の人学試験がありました。私は一

次は京都大学の工学部を受験し、これに失敗しましたので、二次に工学部の醗酵

工学科を受験した次第です。従いましてその競争率は非常に高く、今ははっきり

覚えていませんが、 10倍を越えていたのではないでしょうか。入学時の学生は

27名で、照井先生の人学時の挨拶の中で、競争率が高いからといって、諸君ら

は優秀とはかぎらんというお話しが、今でもはっきりと印象に残っています。

当時は、戦後 5年を経過し、世の中もようやく落ち着いてきたとはいえ、まだ
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まだ物資の不足していた時代でありました。大阪駅前は一面闇市であり、確かド

ブロクがビール瓶一杯 30円であったと記憶しています。食べるものはそれ程困

りませんでしたが、一番困ったのは、学術書が殆どありませんので、卒業された

先輩のものを無理にお願いして譲ってもらったり、京都の古本屋をよく尋ねたの

を覚えています。又、洋書の海賊版があり比較的手頃な価格で手に入ったのでこ

れは大変ありがたかった。

1年の時の講義、実験は主に枚方の校舎で、これは陸軍の火薬庫の跡地で木造

平屋建の校舎で、京阪電車（当時は御殿山という枚方より一つ京都よりの駅）で

通学しました。講義は、数学、物理、化学（無機、有機）分析化学等の一般的な

もので、他の学科の人達（特に応用化学の人逹）との合同の講義が多く、それ程

醗酵の人達との交友は深くありませんでした。 2年からは大阪の東野田の工学部

の校舎に移りました。しだいに専門的な講義が多くなり、学科の人達や先輩の人

達の交流が多くなり、多くの情報を得ることができました。この中で、毎年講義

の内容が変わらない先生の授業では、これら先輩のノートが非常に役に立ちまし

たし、大いに助かりました。

この講義で一番困りましたのは中村先生の講義で、声が小さく、ドイツ語は黒

板に書かれるのは良いのですが、先生の振り向かれた所に所構わずに書かれるの

で、書かれる所を見ていないと何処に書かれたのか分からず、それを探している

間に先に進まれるので、櫛の歯の抜けたようなノートになって、後でそれらを埋

めるのに随分苦労しました。毎年変わらない講義の一つに、小田先生の味噌・醤

油の講義があり、先輩のノートで事が足りるのですが、授業にいつも欠席する訳

にも行かず、皆と語らってもう少し新しい講義をお願いしょうと、代表がそのこ

とを先生にお願いに上がったところ、味噌や醤油の製造法がそんなに変わる訳が

ないとお叱りを頂戴しました。後年味噌の研究に携わった私にとって先生に大変

申し訳ないことをしたと噺愧に耐えません。

この東野田での課外活動といいますか遊びは野球とテニスでありました。（寮

生は枚方時代から社交ダンスが盛んであったよし。）野球は年に 2回灘の酒造組

合、大阪国税局の鑑定チームと定期戦があり、勿論、勝ち負けもありますが、そ

の後の懇親会の方が大きな楽しみでした。あるとき、雨で野球が出来ず、各チー

ム9名の選手を出して酒の飲み比べで優勝を決めたこともありました。こんなこ

ともあり、学年対抗の試合もよくありました。非常に強かったのは 2年上のクラ
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スで、このチームにはいちども勝てなかったのが残念でなりません。それでこの

組に勝てるものはないかと言うことでバレーボールで挑戦しました。幸いにも私

たちのクラスには高校時代バレーボール部にいた人が二人もいましたので、何と

か勝って面目を施した次第です。テニスは当時は殆どが軟式ですが、このコート

が丁度醗酵工学の本館と坪井記念館の後ろにあり、その利用の状態がよく分かり

ますので空いているときはよく仲間と遊んだものでした。又、テニス同好会があ

り、主に工学部の助手の人逹で構成されており、色々な企業との交流試合があり、

人数が足りなかったのでしょうか、一度だけ吹田のアサヒビールとの定期戦に参

加させて頂いた思い出があります。

3年になりますと卒業論文を作るために、中村、寺本、照井、小田各先生の研

究室に分かれて夫れ夫れ先生から頂いたテーマで卒業論文のための研究にはいり

ました。私は照井研究室に入ったのですが、（この年に芝崎先生が助教授になら

れたと記憶しています。）当時は実験の機材などは十分でなく、それぞれの機材

を助手や大学院の人達のものを借りるのに苦労をしました。当時の一番高価な機

械と言えば分光光度計で、石英のセルは学生の時代では割られると困るからとの

理由で殆ど使わせてもらえませんでした。私は主にワールブルグ検圧計を用いて

の研究でしたが、これも大学院の人達との共用でしたし、徴の培養のための振盪

フラスコも同様で、これら先輩たちの計画に合わせて実験を行わなければならな

いという不便さはありましたが、反面色々と細かい指導を受けられた点では大い

に有意義であったと思います。当時の照井先生は毎日夕方 5時過ぎになると必ず

各部屋を回られて助手や大学院の人達と研究の結果などを聞き討論をされて、私

たち学生も時々お付き合いをさせられました。それで夕方の時間の約束によく

れたこともありました。又、週に一回教室全員で雑誌会があり、一回 4~5 名で

新しい外国の雑誌の研究報告を紹介するのですが、当時としては殆どの著名な

会誌がそろっていました。（但し、ドイツのものはありませんでした。）本人とし

ては、月に一回ぐらいですが、適当な研究テーマを探すのに苦労した時もありま

した。

昭和 28年 3月、同期生 27名は無事全員卒業出来ましたが、授業料の滞納のた

め卒業証書が貰えないという人が 2、 3名あったようで資金のカンパをしようか

と話し合ったのを思い出します。（当時の授業料は年間 3千円であったと記憶し

ています。）それは良かったのですが不景気で、更に、新制の人達と一緒で、い
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つもより倍の卒業生ですから皆就職に非常に苦労しました。希望する企業に入社

出来た人はごく僅かで、大学に残る人、薬学部や経済学部に学士入学する人等大

変でした。しかし、今のようにあくせくする事なくそれぞれの職場で十分の活躍

をしたと思います。

ボートの思い出

島下昌夫

（昭和 31年卒）

大学の人学試験の発表の日、合格を確認して喜んでいたら、一人の阪大生と思

われる人が近づいてきて、「合格おめでとう。君は良い体格をしてるから、入学

したらボート部へ入れよ。」と言った。私は本家の伯父上から「ボートは厳しい

競技だから、大学へ入ってもやるんじゃないよ。」と言われていたので、即座に

断わった。

教養部は南高（旧大高）だったが、勉強は余りやらず、スポーツもクラブ活動

をしないでプラブラと過ごしていた。秋に各種競技の校内大会が始まると、クラ

スメイトでチームを組んで高校時代にやっていたサッカーやラグビーを楽しんで

いた。そこヘボートの校内大会の案内が出たので、野次馬根性でクルーを組んで

出場した。競技は固定席のボートでのレガッタだったが、結構面白かったし、滑

席のボートを初めて見て、非常に輿味をそそられた。そして、合格発表の日に人

部を勧誘した人がボート部のキャプテン（法学部）である事も判り、再び勧誘さ

れたので入部することにした。そこに嶋谷氏（醗酵S-29卒・サントリー）が

おられたが、卒業研究で忙しいということで、遂に一緒に漕ぐ機会は無かった。

2年生になって本格的に合宿練習が始まった。当時は米は 3合／日の配給の時

代だった。しかし、ボート部の合宿では 6合／日の米を消費するので、家から米

を持ち出すのには非常に神経を使ったものである。

ボートの練習は、本家の伯父上（旧大商大卒）が言っておられたように非常に

厳しいものであった。だが、先輩・コーチに叱られながらも一所懸命・無我夢中

で漕いだ。成績は大して良く無かったが、最初のシーズンを終えることが出来た。

シーズン・オフになると、醗酵（寺本研）の研究室の嶋谷氏を尋ねて、卒業研
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究の面白さを色々と聞かせて頂いた。同じ部屋に (S -29卒、アサヒ・

ビール）がおられて、色々な話を聞かせて頂いたのが今も印象に残っている。

3年生になった春には主将の責務を負わされ、最初の試合のアサヒ・レガッタ

（シェル・フォアの試合）に幸いにも優勝する事ができた。又、全日本レガッタ

にも遠征して、東京の先輩（ボート部及び大阪大学工業会• OKC) に大変にお

世話になった。私が東京の OKCにお返しのお世話をせねばならないと思ったの

は、この時である。

翌年も、春のアサヒ・レガッタには連続優勝した。そして、卒業研究が始まる

のを理由に引退した。

この間、ボートが小生の生活の主流であった。授業を聴講したのは 2年生の秋

から 4年生の春までの間に 10時間あっただろうか？ 幸いにも嶋谷氏のノート

を全部頂いていたので、講義の内容の半分位は判ったような気になっていた。

しかし、学生実験には真面目に参加し、実験の喜びを感じていた。実験は、段

取りが良かったのか、いつも早くに終わる事ができた。或る日、いつものように

学生実験を早くに終えで帰ろうとしたら、芝崎先生に呼び止められ、「授業に出

ないで、勉強をしないで、卒業できると思っているのか？ 照井先生も怒ってお

られるよ。」と諄々と説教された。それ以後は、授業に真面目に出席するように

なった。

卒業研究は寺本研究室に入った。寺本四郎先生は、「出来の悪い島下を教育す

るのは、ボート部の先輩である君の責任である。」と、当時修士の卒業研究に従

しておられた嶋谷氏に小生を預けられたようである。

寺本四郎先生、照井尭造先生、小田雅夫先生、芝崎勲先生の諸先生にご迷惑を

掛けながらも、ボートを楽しみ、しかも、無事ストレートに大学を卒業できたの

は非常に幸運であったと感謝している。

大学時代の思い出

三吉和重

（昭和 35年卒）

小生で 4代目の酒造業を営んでいますが、祖父杢右衛門、父直右衛門（幼名
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学）とも本学醸造科に学んだもので、小生自身は、長男でもあり早くから阪大に

行くことを決め運よく昭和 31年入学した。

当時は教養課程では科ば決まらず、 1年半後教養課程修了者が再志望して科が

決まっていたが、たまたま醗酵工学科は人気がなく 20名の定員に対して同窓生

として入科してきたのは最終的に 10名であった。

同窓生は少ないので挙げさせていただくと、上田弘嗣君、栗脇美文君、島住幹

夫君、中富康夫君、北島明君、森元英雄君、和田敏彦君、瀬尾（旧姓渡辺）秋衛

君、西田力君（故人）の諸氏である。少数精鋭でもないが全員仲良く行動を共に

し、マージャン、ダンス、ハイキング等に集団をなしていた。マージャンで思い

出すのは、卒業記念マージャン大会をやり照井尭造先生にたってご無理をお願い

し、先生直筆の賞状を 1枚わざわざ書いていただいたことである。これは上田君

に渡っている。

又卒業時に我々の同窓会を結成し、中富君提案になる「醇友会」なる名称とし

た。「醇友会」は現在でも活発である。

我々の卒業時は、たまたま時世が良く就職にあまり苦労しなくてもよい時代に

あり、小生以外は皆就戦した。小生は、家業を継ぐつもりもあったので就職せず

同科大学院に進学し博士課程まで終了させていただいた。

大学院には、京大をでた岡崎光雄君が 1年遅れで人ってきたが、同年齢である

ので我々の「醇友会」に入ってもらっている。以来我々同窓生と共につき合って

もらって現在にいたっている。

卒論は、恩師照井尭造先生より清酒に関するテーマをいただき、丁度米麹の酸

性プロテアーゼをテーマにされていた森本輝彦先輩にご指導いただいた。森本先

輩は 35年春学位取得と共に就戟されたので、日本農芸化学会福岡大会にて先輩

の代わりに、わからぬまま弱輩の小生が学会発表されていただいた。照井先生に

カバーしていただいたり大変冷や汗ものであった。

大学院時代は、清酒関係のテーマとして液体麹の研究を照井先生より命じられ

ましたが、清酒への液体麹の利用は、酵素組成のアンバランス、品質上の問題等

あまりうまくいかず、とうとう清酒膠における酵素バランスヘ入っていきました。

学位論文は「清酒醸造における酵素バランスならびに液体麹に関する研究」とい

う題目でやっと先生よりお許しがで、 1年遅れの 41年 11月学位をいただくこと

ができました。当時総長は赤堀四郎先生でした。
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都合 10年阪大時代を過ごさせていただき、孤軍奮闘の面もありましたが、諸

先生、諸先輩のご指導（グループ雑誌会が懐かしく思い出されます）と多数の後

輩の皆様の励ましをいただきましたことを感謝致します。

とくにお酒もよく飲んだ。工学部近くの京橋に弊社のお酒「ミヨシ正宗」を扱っ

ている「正宗屋」というお店があり、皆と共によく呑みにいったものです。ある

時お金のないのに呑みにいき、小生を十分承知の上で貸してもらえず、時計をお

いて帰ったことがあり、世の厳しさを教えていただいたことがあります。

現在と違って当時の大学は、設備関係は、最新のものも勿論ありましたが、諸

先輩の流れを汲んだもので装置を組むのにガラス細工からやる、オートクレーブ

は大変お粗末、液体クロマトの装置はまともに動かないのが普通といった状態で、

人工管理に苦心していたし、徹夜実験もそれがためも含め皆しょっちゅうしてい

た。それなりに今思えば懐かしい思い出となっているが、外部からみていて時代

の隔世の感を深くする。

学会発表は、日本醗酵工学会と日本農芸化学会と年 2回発表していたが、日本

醗酵工学会昭和 39年大会のシンポジュウムで 1人で 3題続けて発表し 1時間を

要し大変ご迷惑をおかけしたことも記憶に残ることでありました。

又同学会よりは、昭和 47年 11月第 13回江田賞をも授賞させていただき、民

間に籍をおく者にとって身にあまる光栄と存じております。

東野田に学んだ頃

森明

（昭和 37年卒）

今回の文集に原稿を求められて、甚だ光栄ではありますが、さて何を書いたも

のやらいささか当惑しております。私は昭和 37年卒業ではありますが、入学は

昭和 26年でありました。その辺のことから書きましょう。

私は旧制高等学校（静岡高）の最後の卒業生ですが、その年（昭和 25年）の

入試に失敗して、翌年白線浪人（旧制高校卒業生の浪人のこと）救済試験で阪大

に合格し、 2年に編入となりました。醗酵工学科に永山善弘さんら 6人が合格し

ましたが、私は枚方の弾薬庫の跡の校舎で 1日授業を受けただけで休学してしま
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いました。それは私の家庭の都合で、私が働かねばならなかったからです。丁度

主任は照井先生（当時第 3講座）で最初の日にオリエンテーションでお目に掛かっ

たので、早速東野田の先生のお部屋にお訪ねして許可を頂きました。大変親切に

励ましていただいたので、その後照井先生が終生の恩師となりました。その後 4

年間休学し、在学期間 7年 (2年編入なので 1年少ない）のうち長期欠席を 4年

やって、 9年目の春、照井先生から、もう年限の残りがないが出てこないかとい

うお手紙を頂きました。家の事情は好転しても居ませんでしたが、 T度弟が高校

を出たので、後を任せて大学に戻りました。家からの仕送りはありませんので、

1週6日家庭教師をして（毎月の収入は 6000円）暮らしました。鴻池寮に入り

ましたので、それでやれたのです。その頃大阪は家庭教師の需要に比して学生数

が相対的に少なく、京都に比して家庭教師の謝礼は割高で助かりました。

9年ぶりに出席してみますと、授業は大部分東野田に移り坪井記念館で講義を

受けました。化学実験だけが懐かしの枚方でありました。応化の末広先生に初め

から英語のテキストでしごかれ、びっくりしました。カリキュラムがすっかり変

わっていたので足りない分（たしか憲法だったと思う）を取りに南校へも通いま

した。 10月から専門課程が始まりました。専門課程の新入生歓迎会では先輩が

寄ってたかってビーカー酒（同窓の酒屋から集めてきたもの）を飲ませて、酔い

潰させるのが習わしで、 4年生は潰れた新人生を送り届けるのが大変でした。

クラスメイトはおよそ 10年歳が違いましたが、自分も若返って愉快にやりま

した。入学の時から学科毎の進路が決まっていた最初の学年で、非常に気の合っ

たクラスで、今でも毎年ー風会と称して、クラス会を絶やしません。一見紳士風、

一見学者風等々の意味です。醗酵工学実験のとき、クラス代表が実験を抜け出し

て大阪女子大に出かけ、某クラスと話しをつけて、合ハイを行いました。その結

果一組のカップルが結ばれております。卒業後は 1日1円貯金というのをやって

24人が貯金し、結婚した奴が居たらその日までに貯まった金をお祝いとして送

りました。これには運不運があって、続けて次の日に結婚すれば 23円しか貰え

ないし、永らくとぎれた後だと随分の額が貰えました。一番最後に結婚したのは

中西君で、彼は沢山貰いました。

丁度このクラスは、生物化学工学の勃典期にぶつかり、照井先生、田口先生、

芝崎先生、岡田先生など、最初から熱のこもった授業をなさり、就職も良く、就

職するとそういう教育を受けた先輩が居ないので、どの会社でもプロジェクトの
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トップグループで仕事をすることができました。そのおかげで 24名のクラスで

大学教授が 5名、博士が 10名を数えています。これは私の最初のクラスでは考

えられないことでした。卒業のタイミングが時代に合っていたということに運命

を感じます。

寺本研は新館、芝崎研は坪井記念館、照井研は旧館と別れていましたが、みん

な良くスポーツをしていました。実験などで遅くなると、寝袋持参で泊り込むの

が常道で、何しろ裏門を出れば京橋の繁華街でしたから、食事には苦労しません

でした。尤も、遅くなると閉門されて塀を乗り越える羽目になりました。

その頃の思い出として、覚えていることが一つあります。江夏先生が酵母を培

養していましたが、毎年春になると活性が落ちるのです。水は大阪市の水道水を

使っていましたが、先生がいろいろ調べた結論は、春になると淀川が増水期にな

るので、水道水中の微量の栄養分が希釈されて不足するからだということでした。

秋の学会（初めは大阪醸造学会、やがて日本醗酵工学会に改組）は学内で開催さ

れ、 2会場しかなかったけれど、第三会場と称して学食（日本シリーズのテレビ

放映中）が流行っていたことを覚えています。

私はこうして無事に昭和 37年に卒業しました。卒業に際し、就喘は決まって

いましたが、卒研をやり始めて、研究の魅力にとりつかれ、また勉強不足を痛感

して、照井先生にお願いして会社を説得していただいて、内地留学の形で、大学

院に進ませていただきました。私のクラスでは 4人進学しましたが、当時はこれ

でも進学者の多い方でした。

大学院では、良く勉強したと思います。 4人で共謀して、矢野先生の化学工学

とか、単位にならない授業を聞いたり、 4人で数学の勉強会をしたり、岡田先生

のコールドスプリングハーバーシンポジウムの輪読会に入れていただいて、遺伝

暗号が次々と解きあかされるのに感激したり、自分で文献を集めて酵素に関する

レビューを吉田君たちと協力して書いたり、自主的に勉強しました。東大合葉研

の遠藤さん（現理研）が当時同様に院生で、私と彼とが発起人になって第 1回生

物化学工学若手研究者の集いを昭和 42年 7月妙高池ノ平で開催しました。吹田

への移転も経験しましたが、これは多分他の方が書くでしょう。

結局、途中 2年間の会社生活（休学）を挟んで博士課程も 4年かけて、昭和

45年に漸く大学院を修了しました。学生在籍合計 19年というのはあまり例がな

いと思っています。
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応用生物I学科 100年を迎えて

士方康世

（昭和 40年卒）

寄稿を依頼され、私如きが書くことで数ページを埋めるのも気恥ずかしいとは

思いましたが、“―女子学生の学生生活とその後"をドキュメント風に書いてみ

ることにいたしました。その意味で文脈の拙い部分については御容赦願います。

昭和 36年入学当時、既に安保闘争華やかなりしときで、人学後間もない頃か

ら、中之島でのデモに待機しているバスに乗って参加するように何度か呼びかけ

られたことや、女学生でも参加してる人がいたのに私は一度も参加しなかったこ

となどが思い出されます。

当時はまだ女子学生が少なく、入学後この実態を知った時愕然といたしました。

そのため何かと不便なことも多かったのですが、慣れてくると、困惑極まったと

きは率直に助けを求めれば、友人が助けてくれることが分かり心理的に安定した

ことを思い出します。もちろん良き同級生に恵まれたわけです。

教養部のきれいな待兼山から専門部の東野田に移り京橋の雑踏の中を通うよう

になりました。私は一人で過ごすことが多かったせいか京橋の賑やかさにほっと

救われたような気持ちになったものでした。当時の授業中の話で、グリコのキャ

ラメルの箱に書かれている中村という人の名が当科の中村名誉教授であることを

聞かされ感激したり、迫力ある照井教授の講義、またわかりやすい芝崎教授のお

話を典味深く聞いたことなど、唯唯懐かしい思い出です。私自身そそっかしいも

ので、友人はじめ周囲の人たちに随分迷惑をかけたことを申しわけなく思ってお

ります。

当時は寺本研、照井研、芝崎研の 3講座でしたが、私は照井研に入りました。

厳しい先生ということで恐れをなしていたのですが、時折言われる哲学的含蓄あ

るお言葉を聞いて（完璧な人はいないのだから）、人に感銘を与える言葉を発せ

られる人は凄いと感じたものです。また、泊まりの実験をしてる先輩が教授室で

寝ているところへ、照井教授が人って行かれる、先輩は目をこすりながら出てく

るという場面を時折目にしました。私ははっとしたのですが先生は何もおっしゃ

らず、怖い割にはやさしい先生なのだと親しみを感じたことを思い出します。最

も印象に残っていることの一つは、何といっても外国からのお客さんの多いこと
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でした。ロシア（旧ソ連）、アメリカ、ヨーロッパなどの国々から照井先生を訪

ねて来られる多くの先生方と、学生の立場でのふれあいを通じて、照井先生の偉

大さに感じ入り、その先生の弟子であることを誇りに思いました。

北千里に移った博士課程の頃から学園紛争がいよいよエスカレートし、封鎖学

生たちへの毎日続くシュプレヒコール、集会、スト等々、なんとなくうんざりす

るような日々でした。不勉強故、未だに紛争の実態は何だったのだろうとはっき

りしません。何となく荒んだ釈然としない思いの中で、研究結果を早く出して新

局面を切り開きたくて実験に勤しんだのを思い出します。寝袋で床に寝ながら自

分がゴキプリとそう違わないことを自覚したり、夜中にサンプリングの為に研究

室に行こうとしたら、玄関の鍵が開かずやむなくトイレの窓から人ったことなど

今は懐かしい思い出の数々です。そうこうするうちに照井教授、友人、先輩諸氏

の御助力、東大から来られたばかりの若かりし山田教授（たまたま御専門が私の

研究と関係が有ったため）の絶大なる御助力を得て学位を得ることが出来ました。

子供は親に預けっ放しの数年でした。今から思うと阪大工学部は私にとって無味

乾燥な実験室のたたずまいに人生の虚無が重なり、研究室の人たちの動きに人間

の宿命を感じ、オ能とは有るところにはかたまって存在することもあり、しかも

必ずしも全てが開花するとは限らず、結果はやらなければ絶対でないものである

というあたりまえのことを感得した場所で有ったと思います。

現在、私は漢方薬治療を専門とする開業医となりました。母を漢方薬で救命し

てもらった経緯から、期するところ有りこの道に進みました。しかし阪大工学部

で教育された自然科学に対する基本姿勢は脈々と生き続けており、最近は阪大の

先生方に御協力、御助力頂いて漢方薬の臨床効果についての研究を進めておりま

す。そしてそれを報告するのみならず、特に難病や慢性疾患で現代医学でどうに

もならないときにこそ漢方薬を試してみる価値があることをお知らせするのが私

に残された仕事と思って残りの人生をそれに費やしたいと考えております。それ

につけても醗酵工学無くして私の現在はなく、この科こそ私の存在の根幹の一部

をなしていること、そして人生に無駄な経験なんて何も無いことを実感しており

ます。最後になりましたが、あらためて応用生物工学科に感謝するとともにます

ますのご発展をお祈り申し上げます。
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二宮保男

（昭和 46年卒）

私が学生生活を過ごした昭和 42年から 46年にかけては工学部が京橋から北千

里へ移り、我が醗酵工学科は 3講座から 6講座に拡張発展した時代に当たります。

私か北千里へ移った当時の 1講座は照井先生、 2講座は田口先生、 3講座は芝崎

先生か担当され、第 1期工事の終わったばかりの建屋に入っておられました。や

がて、第 2期、サントリー記念館と増築される中で 4講座大嶋先生、 5講座岡田

先生、 6講座市川先生の 3講座が出来ました。時代は日本の経済が大いに発展し

た頃で、公害が深刻化して行く中で日本の GNPがアメリカに次いで第 2位にな

り世界の先進国の仲間入りを遂げました。世相の変化も激しく、犯罪も爆破事件、

金嬉老殺人・籠城事件、 3億円強奪、よど号ハイジャック、大久保清連続女性誘

拐・殺人など先進国並みになりました。当時は何と言っても東大紛争に代表され

る学生運動で大学が荒廃した時代でもありました。幸い北千里には大した事件も

なく、試験が近付くとストライキを打って授業をごまかす程度でした。我々には

千里ニュータウンの活気とミニスカート全盛の恩恵の方が有難かったように思い

ます。

千里はブームタウンというか活気のある若い町でしたが、その究極は万国博覧

会だったように思います。万博にはよく行きましたが、夏が過ぎ閉幕近くになり

ますと 1日に 60万人という人出があったと記憶しています。どの位の人かわざ

わざ見に行きましたが交通機関が麻痺状態になり万博会場内に泊まる人が出て毛

布を配給する事態にまでなりました。眠るのも人気のアメリカ館やソ連館の行列

の中でという凄まじさでした。阪急北千里線では北千里と南千里の中間に仮設駅

があり、定期券を持っている我々は一度北千里へ出てから帰ることが出来たので

すが、一般客はまず切符を買うために行列し、電車に乗るために行列していまし

た。何がここまでさせるのか？ 先の「大阪 APEC」のオバチャツの会話にヒ

ントがあるかもしれません。電車の中で、「エーペック大変でんなー」「へぇー、

ほんまに。ワテも一遍、行ってみなあかんと思てんねんけど忙しいて未だよう行

かしませんねん」。人れて貰えるかいな…。何か分からんけど話の種に兎に角行っ

とく、この大阪魂でしょうか。もっとも、我々学生には明確な目的はありました。
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さて、話しは学校生活に戻りますが、当時は、実験で夜遅くなると泊まり込む

ことが多く夜食の確保も結構大変でした。電卓はまだ高値の花でパソコンもなく

データ整理も人海戦術の時代でした。もちろんディスポの器具などありませんの

で実験の準備、後片付けにも手間が掛かっておりました。ラジオの深夜放送、

ABCヤングリクエストを聞きながら泊り込みの日が結構多かったと思います。

仁鶴がまだ若手で大変な人気だった頃です。

当時、計算機は手回し式のものか、電卓は加減乗除の演算が出来るものがあっ

ても高価なため学生には貸してもらえませんでした。計算尺もありましたが、結

局、手計算をしてました。ですから、就職して自分の電卓を手にした時は感激で

した。計算からグラフ書きと全て手でやるものですからデータ処理にとんでもな

い時間を費やしていました。学会が近付くと図表の清書を徹夜でやりました。只、

手書きですので出来上がった図は何故か都合の良い方にズレル傾向にありました。

実測点とは掛け離れた所に雲型定規で曲線を引くことに躊躇いもありませんでし

た。私の卒論の指導を頂いていた M2のK先輩がソロバンの名人でして、 3桁

X 3桁の計算は暗算で出来るという方で、学部時代は計算の心配をしないで済ん

だのは大助かりでした。随分とお酒も強い方で、宴会の余興で暗算が出来る程の

実力者でした。大和高田から通っておられたのですが、豊津あたりで飲んでよく

家にまで辿り着くものだと、そちらの方でも感心したものです。

当時の分析機器も随分と信頼性の悪いものでした。特に、フラクションコレク

ターは見ていないと動かなくなるという陰日向のある機械で、どうしても泊り込

みの実験が多くなりました。周囲に何もない所にある学校ですから、夜食用食料

の買い溜めは不可欠でした。そのためか、我々のいた一階の実験室にはネズミが

出て大変困りました。空いていた実験台の引出しの中に巣を作り、我々のところ

から掠め取った食べ物を分類して溜め込んでいたのには驚きました。なにしろ、

整理整頓は我々の引出しの中よりは数段上でした。一度、ネズミを捕りに野良猫

が侵入しまして、これを捕らえるのは数人掛りの大捕物となり実験室は目茶目茶

になりました。こらしめのため縄で縛り上げ窓の外に吊したのですが、これには

女性陣から苦情がでまして生かしたまま解放することになりました。

動物と言いますと、雨降には横の池でザリガニがよく捕れました。当時、助手

の先生方はオートクレープで蒸してこれを食べられまして、動物性蛋白に飢えて

はおりましたが、お付き合い出来ませんでした。まだ戦中、戦後の差はあったよ
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うに思います。

バイオテクノロジーの足音を聞きながら卒業していった年代のお話です。

夢多き青春時代

島田裕司

（昭和 47年卒）

100年の歴史を記念する第 26回オリンピックが、今アメリカ合衆国アトラン

タで開幕されました。……ジャポン。ジャパン。日本選手団の入場、旗手は柔道

の田村亮子選手です。……

「この東野田の学舎も老朽化してきたため、現在吹田キャンパスヘ移転する準

備を進めております。 1年半後、皆さんが学部に上がってきたときには、吹田で

お会いいたしましょう。」と、先生の挨拶。ああー、やっと受験地獄から解放さ

れたなあー。ここにいる皆と 4年間一緒に勉強するのか。応用化学科が第一志望

だったのに、醗酵工学科って何をするところかなあ。高校時代、生物は嫌いでほ

とんど勉強してなかったしなあ。でもまー、しょうないか。英語や国語からは解

放されそうだから、ちょっとはまじめに生物の勉強でもしてみるか。

昭和 43年 4月、豊中キャンパスのイ号館でオリエンテーションを受け、学生

生活が始まりました。教養時代は、醗酵工学科の 40名と応用化学科の 80名が、

60名ずつの 2つクラスに分かれて過ごしました。

入学と同時に知ったのは、「大学」＝「学生運動」。キャンパスに人ると、立て

看板にアジ演説。教室に人るまでに、帝国主義粉砕、産学協同反対、マルクス・

レーニン主義にしたがってプロレタリアートを解放し、……といったビラをた＜

さん貰い、教室では学生運動家のアジ演説を聞いてから、授業が始まるといった

毎日が続く。年が変わった 1月末の後期試験が始まる直前、とうとう学生運動の

あおりでストに入り、イ号館が学生運動家に占拠されてしまいました。 10月頃

に機動隊が人ってストが解除されるまで全く講義はなく、私たちの大学生活は学

生運動で始まりました。

学部に上がると、照井先生の醗酵生理学、培養工学、芝崎先生の殺菌工学、田

□先生の生物工学、市川先生の環境工学、岡田先生の酵素工学、サントリーから
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出講してこられた大嶋先生の微生物遺伝学..…•と専門の授業が始まりました。ま

わりの友達が一生懸命勉強するのに引きずられたのか、この分野でのプロになり

たいという自覚に目覚めたのか、いずれにせよこの時期わずか 1年ほどですが、

先生方の講義が非常に新鮮に感じられ、全く苦痛を感じずに勉強することができ

ました。この年、 3年生の時には万国博覧会が開催され、夕方からだと割引料金

で入れるということもあり、学校の帰りに何回か立ち寄ったこともありました。

4年生になると学生実験が始まり、最後は培養工学の徹夜実験。実験をしたこと

よりも、修学旅行気分でみんなで騒いで過ごしたことの方がよく思い出されます。

しかし最も充実した学生生活を送ることができたのは、やはり講座に配属されて

からです。実験科学の面白さ、やればやるだけ新しい事実が、そして知らなかっ

たことが分かってくるという喜び。いい結果が出たといっては喜び、うまくいか

なかったといっては落ち込み、ー喜一憂しながら先生の手の中で踊り回っている

孫悟空が目に浮かびます。卒業研究を通じて醗酵工学という夢を与えてください

ました大嶋先生、高田先生、また大学院に進んでからは研究の進め方を指導して

下さいました新名先生に心よりお礼申し上げます。また一旦講座に所属すると、

色々な親睦会にも参加できるようになりました。講座対抗の駅伝大会、テニス大

会、野球大会、囲碁大会などが開かれました。秋には現在の国際交流センターの

裏にあった小山の上の松の木の下で月見もしました。また、この頃に覚えたテニ

スが病みつきになり、ほとんど毎日テニスをしていたため、実験するのは夜になっ

てからで、一週間のうち半分は大学で寝泊まりするという毎日を送っておりまし

た。いいなあー、若いって。夢はあるし、いくら無理をしても疲れないし、……。

ご飯の準備ができましたよ。……モハメド・アリ氏によって聖火に火がともさ

れました……。醗酵工学に夢と希望を見つけ、青春時代を過ごした吹田キャンパ

スから一瞬のうちに現実に引き戻されました。

振り返ってみますと、講座に配属されてから先生や先輩達から、人生とは、学

問とは、研究とは、工学とは、という基本的な考え方を教えてもらい、それが基

礎となり現在の自分というものが形成されているように思います。学生紛争以後、

先生と学生のコミュニケーションが少なくなってきたともいわれています。講座

制というのは古いシステムであるかもしれませんが、小さいけれども一つの社会

であり、先生と学生、先輩と後輩の緊密な縦のつながりが形成されるシステムで

あることも事実です。私逹の世代は古い時代と新しい時代の両方を体験した世代
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であるかも知れません。これから大講座制になり、学科は益々発展するとは思い

ますが、古い時代のよいところはよいところとして残し、卒業生がいつでも相談

に行ける教室にしていただけますようお願い申しあげます。

束野田～石橋～吹田

浅田祥司

（昭和 48年卒）

私が醗酵工学科に入学した昭和 44年は、大学紛争が全国的にビークに達し、

東大入試が中止となった年でした。入試会場は大阪工業大学、入学式は大阪厚生

年金会館、授業開始は秋からという有様で、阪大入学の感激、実感というものが

余り感じられなかったことを今も記憶しています。紛争のお蔭で良かったことと

言えば、教養部の授業がしばらく東野田の工学部で行なわれ、吹田地区への移転

直前の古い建物、内部の実験装置や機械類を直接見ることが出来たことです。さ

らには、環状線京橋駅までのネオンの強烈な色彩、駅横の「カレー屋」、「平宗」

といった飲食店なども忘れられません。人間集まれば、昔の話になるのが常です

が、何とか大先輩の方々の東野田時代の話についていけるのも、私の年代が最後

のようです。

幸か不幸か、不思議なことに、石橋での教養課程は実質 1年もなかったのに何

とか皆 2年目の秋に、予定通り吹田での専門課程に進むことが出来ました。石橋

での思い出は、何といっても、万葉の犬養先生の現役最後の講義を受けられたこ

とです。講義の終りには、行列をつくって人気歌手並みにサインまで頂いたのは、

今に至るまで先生が最初で最後です。さらに先生とは御縁があったのか、何と

10年後、現在の勤務先である甲南女子大で再会し、あの名調子を数年間聴かせ

て頂くことが出来ました。

吹田での専門課程は、新しいキャンパスの完成、 3講座から 6講座への拡大発

展ということもあった為か、我々学生だけでなく、先生方も年令に関係なく張り

切っておられ、照井先生の醗酵生理学などは現役最後の講義とは到底思えないほ

どの元気さでした。

当時、すぐ隣りでは万博が開かれ、タクシー運転手が今でも全員一致して認め
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るほど日本の景気は最高、学生のアルバイトも絶好調、売り出されたばかりのマ

クドナルドの値段も全く気にならないほどでした。

卒業後すぐ病気で亡くなった脇君を除いては、我々同期の友は皆、元気に社会

の各方面で活躍しております。最近では、卒業 20年を記念して、教養・専門両

課程で共通授業を受けてきた化学系 3学科、即ち応用化学科、石油化学科、醗酵

工学科の合同同窓会を高槻の摂津峡で開きました。これは何といっても、野村君

の超人的努力によるものです。 20年振りに再会出来た友も少なくなく、醗酵の

教官では最長老の芝崎先生に御出席して頂き、翌日まで語り明かすことができた

のは、何よりもうれしい収穫でした。

これから、我々にとっては人生の第 4コーナーから匝線に入る時期となる訳で

すが、各自のゴールが何処であれ、唯々、皆の無事ゴールインを祈るばかりです。

20年前の氷河期原人

新城雅子

（昭和 52年卒）

午前零時を少し過ぎた金曜日から土曜日になったばかりの今、最近リバイバル

のカーペンターズの CDを聴いています。 20年前のワタジは何を感じ、考えて

いたか思い出すにはもってこいの環境が整っているようです。

そう、丁度吹田のキャンパスに移ったばかりの 3年生。父親に“これからは、

バイオの時代や、ちょっと早いか？”と言われながらも、母親譲りの動物的勘

で当時の醗酵工学科に進み、幸か不幸か悩むことなく良く遊び、まあまあ学びの

毎日を過ごしていました。微の顕微鏡観察による写生や、醗酵タンク中の酸素移

動速度の計測、ジャックモノーの偶然と必然についてのレポート書き（なんて書

いてあったか聴いて教えてくれた級友は、進化を語る先生になっています）とい

う日々 。

卒論は、早朝6時に埴菌、 10時に集菌、菌体を破壊し分画、インビトロ蛋白

質合成系を作り反応、午後4時頃、やっと 10分間のカップラーメン（当時もう

あったのです）の束の間のお昼御飯、あわてて反応物をカラムクロマトにかけ分

取、 14C-アミノ酸の取り込み反応もやめなければ……。あっ RIこぼれた一先生
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の靴下に……！ ようやく、夜中の 2時に無事(?)終了し、愛車一緑のカローラ

30で家路につきます。巡回のパトカーが不審そうにこちらを見ています。自

の玄関の扉をそーっと開け、ベッドに直行。そんな日々。いまだに、この実験の

ドタバタペースは、身に染み付いて抜けません。先生の特訓のお陰です。（今も、

微生物と戯れる実験大好きおばさんしているのです。）

修士になってから、なぜか突然まっすぐ進めなくなって少し悩むことを経験し

ます。丁度、 1977年は日本でも、やっと制限酵素数種類の購人が可能になり、

バイオテクノロジーの幕開けとなります。何をすべきか、テーマが 2転3転して、

やっとトリプトファン合成遺伝子の増幅によるトリプトファン生産の解析グルー

プの一員になります。高生産菌では、導人した遺伝子がナント追い出されてしま

いました。自然は人間の勝手にはいかないのねと思い知ったのですが、いまでも

人間様の身勝手にけなげな微生物をつきあわせています。今年、飼いバクテリア

の曲芸の観察レポートで母校から学位まで頂いてしまいました。当時、元気印の

助手だった先生が主杏を担当してくださり世代の交代を感じました。

修士 2年の時、就職活動を始めようとしたのですが、求人が少ない。特に理系

修士の女性にとっては、近頃の表現でいう氷河期。それでも、夏の終りに一社外

資系の製薬会社に願書を出し、秋に試験を受け、その後 17年も勤めることにな

るとは想像もせず、翌春就戦したのです。阪大醗酵工学科で育種していただいた

一学生が、それからずっと醗酵生産微生物の育種に携わり、“微生物の不思議”

に飽くことなくその魅力に取り憑かれています。

20年前の一女子学生が、どのような学生生活を送っていたか少しでもお伝え

できればと、ワープロを打ちましたが、まるで昨日の様に感じられます。事実、

今もジーンズ姿でオットとあわてながら実験をしては、レポートが期日に間に合

わないようと叫びながら毎日を過ごしているので、余り成長していないのかも知

れません。超氷河期の女子学生の皆さん、退しく楽しく美しく(?)行きたいです

よね、一度しかない人生。ホント。
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人間いたるところ二十年

奥田慶一郎

（昭和 56年卒）

安田講堂から 7年たった 50年度の後期、教養部に学生がたてこもりました。

おそらく阪大で最後の「占拠」だったと思います。さて、弱冠、約 1名のアホな

醗酵 1年生は、建築系の先悲から「可愛いお前達のため学費値上阻止を掲げ、つ

いでに後期試験をチャラにしようと頑張った、交替で口号館裏口から中に忍び込

み、留守番がてら麻雀三昧の毎日だった」と聞き込んで、これにムツゴロウの青

春記と阿佐田哲也の麻雀放浪記を掛け合わせて身勝手な学生観を創造し、早速、

昼間は雀荘、夜は飲み屋に出没、クラブとバイトの合間に教室へ、という生活を

始めました。このぐうたらは後に高島実翁という麻雀の大家と溶接工学科の仙田

教授の薫陶を受けるまで続いたわけですが、気がついた時にはすでに遅く、結果

として醗酵のよき伝統を受け継ぎ、見事に留年の仕儀と相成りました。

ただ、人間万事塞翁が丙馬、ものはついでと滞留時間を 7年に延ばした結果、

有意義な学生生活を送ることとなりました。ライフサイエンスという言葉は既に

古語に分類されていましたが、これに代わってバイオテクノロジーという分野が

急速に世間の関心を集め始めたからです。遺伝子操作によるインターフェロンの

生産が契機だったと思いますが、遺伝子の解析や合成のための技術が「道具」と

して急速に進歩し、ベクター、リアクター、制限酵素といった言葉が頻繁に使わ

れるようになりなりました。プリオンや左巻 DNAの発見もこの頃でした。おか

げで我々の頃には確か下から数えていた醗酵工学科の学科別入試平均点ランキン

グは、いつの頃からか、上から数えるようになり、学術の隆盛に便乗して学科も

学会も堂々たる名前に変わったそうです。

ところで、バイオテクノロジーと同じようにこの頃から急速に進歩したものと

してパソコンがあります。当時は学生実験用のアナログコンビュータと国際交流

センターに設置されていた三菱のミニコン、そして六講座の脇助手の AppleII 

が醗酵の全て。自分でコンビュータを走らせたいと思ったらパンチカードの大箱

を抱え大型計算機センターまで自転車を走らせなければなりませんでした。しか

もACOSlOOOという大型コンビュータは、しょっちゅうダウンするし、プログラム

をちょっと間違えるとダンボール箱いっばい計算用紙を御土産にくれるし、おまけ
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にメモリを 256k以上使う場合には教授名で申請をしなければなりませんでした。

そんな時に NECがPC-8001を発売、記憶媒体はカセットテープ、 RAMは16k

という代物でしたが音響カップラーを介して ACOSlOOOの端末として使えたし、

何よりも 14万 8千円という学生にも手が届く価格だったため、 6人が飛びつき

ました。もっとも、プリンターは本体と同じくらい、 8インチの FDDユニット

はさらに倍以上の値段でしたので、我々は BASICのゲームで遊びながら脇さん

のAppleIIや微研図書館のプリンターをよだれ

した。ちなみにこの機械、 2年後には日本橋の

らしながら眺めていたので

4千円で買えました。

ソフトウェアの進化もなかなかのものでした。英国で開発され、 NucleicAcid 

Researchに発表された百数十種類の DNA解析プログラムが、ある日、九州大

学から四講座の原島助手のもとに届いたのですが、あけてびっくり。あいまい検

索までやってのけるというこのプログラムの文字列処理言語は、なんと FORT-

RAN。しかも、相当の数のプログラムがバグだらけ。こいつをものにしようと

日本中の大学で悪戦苦闘が繰り広げられ、その甲斐あってか、 1年後には約百万

円という結構な御値段で発売にこぎつけたのですが、さらにその 2年後には数万

円という価格で同等のパソコン用プログラムが出回りました。

20年というのはふた昔に相当するわけですが、いまさらながらに時の流れの

速さを感じます。花形だった DNA合成で博士号を取得した薬学部の同期生は、

今は富山の薬科大学で和漢薬を分析し、うちのドラ息子は Macのゴミ箱をプタ

にして遊び、医者の世界では「まともな肝癌細胞系ができたから人工肝臓を造ろ

う」なんていう話ができるところまで来ました。在学当時は、学問の進歩と世の

中との相関関係にはあまり典味がなかったのですが、離れて暮らしてみると、 20

年後、この分野がどんな姿になっているか、大いに輿味が湧くところです。

ところで最初の話に戻ります。 50年度の教養部後期試験は無事に阻止された

のですが、可哀相なのは阪大生。試験ぱ淡々と次の夏休みに延期されたのでした。

ちなみにお隣りの京大では、ちゃんとレポート試験に振り替わったのですが、後

に、京大原子力の某教授に「何故」と尋ねたところ「本当にものになる学生は百

人のうち一人か二人。その他大勢にはさっさと出ていってほしいから」との御回

答。残念ながら当方は既にその他大勢の側に回ってしまいましたので、せめて現

役の皆様には、卒業生の戯言などに耳を傾けることなく、しぶとく生き残ってい

ただきたいと思います。研究者に必要な資質は運と鈍と勘だそうですから。
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年

明治 5年

明治10年

明治14年

明治19年

明治23年

明治25年

明治26年

明治27年

明治27年

明治29年
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年表

西暦 事 項

1872 学制公布

1877 東取大学設立

1881 東京職工学校設立

1886 帝国大学令公布

1890 東京職工学校が東京工業学校と改稲

1892 文部大柘が大阪府知巾に工業学校を大阪に設けること内示

1893 大阪市会工業学校設立を文部大臣に建議

1894 日清戦争 (8月）

1894 文部省大阪工業学校設立創立のための事業を議会に提出、

決議に至らず

1896 I文部省直轄の工業学校として大阪工業学校官制公布 (5月）

坪井憐太郎大阪工業学校教授に任ぜられる (8月）

人阪市北区玉江町 1丁目 2番地で授業間始 (10月）

機械工芸部（機械科）、化学工芸部（応用化学科、染色科、窯業科、

醸造科、冶金科）

明治31年 I1898 I坪井教授冶金科長兼醸造科長 (7月）

明冶32年 1899 修業年限 3年、入学資格中学校卒業となる

明治33年 1900 大阪工業学校第 1回卒業証書授与式挙行、 34名卒業 (7月）

明治34年

明治35年

明治37年

明治40年

明治43年

大正 3年

大正 4年

大正 5年

坪井教授冶金科長を免ぜられる (6月）

1901 大阪高等工業学校と改稲 (5月）

1902 醸造科第 1回卒業生 5名 (7月）

1904 日露戦争勃発 (2月）

1907 西脇安吉、教授就任

1910 醸造会誌発刊（大阪高等工業学校醸造会） (5月）

1914 第一次世界大戦勃発 (7月）

1915 坪井教授t学博Lの学位授与される (2月）

1916 坪井教授応用化学科長兼務 (8月）

第一次但界人戦終鈷

応 E7年 1918

人正10年 1921 

大学令公布

坪井教授依頓免本館 (6月）、名袴講帥に推脱

坪井仙太郎逝去 (12月）

人正11年 I 1922 I R江学舎より東野田に移転
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年号 西暦 事項

大正12年 I1923 I 大崎正雄教授に就任

大阪醸造学会設立、醸造学雑誌発刊(8月）、関東大哀災起る (9月）

昭和 3年 1928 小川雅夫教授に就任

昭和 4年 1929 大阪工業大学に昇格、醸遮学科と改栴 (4月）

元謡j鉄中央試験所所長斉藤賢道教授に就任（第 1講座）

昭和 6年: I 1931 I 大阪帝国大学官制公布（医学部、即学部） (4月）

坪井記念館落成 (4月）

満i州事変起こる (9月）

昭和 7年 1932 中村静教授就任（第 2講座） (6月）

昭和 8年 1933 大阪工業大学が大阪帝国大学じ学部に編入 (3月）

昭和12年 1937 日中戦争勃発 (7月）

昭和15年 1940 斉藤賢道教授停年退官 (3月）

中村静教授第 1講座担当

高田亮平教授に就任（第 2講座） (3月）

昭和16年 1941 第 2次世界大戦勃発 (12月）

昭和18年 1943 高田亮平教授京都大学工学部へ転出 (1月）

寺本四郎教授に就任（第 2講座） (3月）

醗酵上学科と改稲 (12月）

昭和20年 I 1945 I 空爆により本造建物焼失 (6月）

第 2次世界大戦終結 (8月）

昭和22年 1947 I 大阪帝国大学を大阪大学と改稲 (10月）

大阪大学工学部醗酵工学科と改稲

昭和24年

昭和25年

昭和28年

1949 新制大学発足 (10月）

1950 第 3講座開設 (4月）、照井尭造教授に就任 (9月）

1953 旧制大学最後の卒業式

新制第 1回卒業式 (3月）

新制大学院工学研究科設置 (4月）

昭和30年 I 1955 I 中村静教授停年退官 (3月）

小川雅夫教授に就任（第 1講座） (4月）

昭和31年 I 1956 I 小田雅夫教授停年退官 (8月）

昭和36年 1961 

叶り禾0375f: 1962 

紺｛禾廿42イ:t: 1967 

照井尭造教授第 1講座担当

芝崎勲教授に就任（第 3講座） (7月）

大阪醗造学会が11本醗酵工学会に改糾 (4月）

醗酵［学科の改糾拡允閣議決定 (2月）、学年進行により完成

6講座糾成となる



Ill{和43年 I 1968 I 学舎束野田より吹川市山几l丘に移転 (4月）

第 4講座間設 (4月）

附相44年 I 1969 I 第 5溝附fl廿没 (4月）

3溝附分の建物完成

守本四郎教授停年退官 (4月）

lllll久治教授に就任（第 2溝座） (9月）

昭和45年 I 1910 I 岡 ll仏輔教授に就任（第 5講座） (1月）

第6講座開没 (4月）
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醗酵T学科研究棟竣T (サントリー株式会社70周年記念事梨の一環

としての奇附） (9月）

叩 II邦介教授に就任（第 6講座）

附和47年 I1912 I 第 4111! liil際醗酵会議京都で開催 (3月）

照）t尭造教授倅年退官 (4月）

人嶋泰治教授に就任（第 4講座） (4月）

ユネスコ国際微生物学大学院研修コース開講 (10月）

昭和49年 1974 合菜修一東大応微研教授第 1講座担当 (11月）

昭和53年 1978 工学部附属微生物工学国際交流センター設笠 (4月）

田口久治教授センターに配置換（第 2講座兼務） (4月）

昭和56年 I 19s1 I市川邦介教授停年退官 (4月）

微牛物丁学国際交流センター研究棟竣丁'.(7月）

昭和59年 1984 芝的勲教授停年退官 (4月）

昭和60年 1985 工学部附属生物L学国際交流センター設岡 (4月）

山田蛸'di教授就任 (4月）

菅健ー教授就任 (11月）

昭和61年 1986 高野光男教授就任 (4月）

昭和62年 1987 田口久治教授停年退官 (4月）

昭和63年 1988 

平成 1年 1989 

平成 2年 1990 

平成 3年 1991 

平成 4年 1992 

合葉修ー教授停年退官 (4月）

吉田敏lサ教授に就任 (4月）

今中忠行教授に就任 (3月）

岡田弘輔教授停年退官 (4月）

醗酵工学科を応Jtj生物工学科に改稲、 8講座に増設組成となる

新名惇彦教授就任 (8月）

ト部格教授就任 (9月）

平成 5年 1993 塩谷捨明教授就任 (12月）

平成6年 1994 高野光男教授停年退官 (3月）

新名惇彦教授奈良先端大学へ転出
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平成 7年 I 1995 I 阪神大震災 (1月）

小林昭雄教授就任 (4月）

室岡義勝教授就任 (4月）

関逹治教授就任 (4月）

大学在点化に伴い、学部は応用自然科学科応用'F.物工学学科に改紺、

糾織は大学院工学研究科応用生物工学専攻に部局化され、 13領域

（研究室）で連営

生物［学国際交流センターが大阪大学附属となる

平成 8年 I 1996 I 大嶋泰治教授停年退官 (3月）

今中忠行教授京都大学へ転出 (6月）

創立100周年記念式典、記念講演会、記念祝賀会 (11月）
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学部卒業生数

ロ
年次 卒業名 年次 卒梨者 年次 卒斐者

10 23 14 16 31 18 

11 31 15 15 32 22 

12 27 16 19 3::l 7 

16 13 31 16後 23 34 8 

13 14 33 17 20 35 10 

40 24 15 36 18 28 36 8 

41 30 19 21 37 24 

42 28 ＂什禾n2 I 28 20 27 38 l8 
43 30 3 28 21 20 39 19 

44 29 4 36 22 19 40 17 

45 26 5 29 23 21 41 23 

大正 2 37 6 38 24 24 42 13 

3 32 7 大学16 25 29 43 20 

5 6 8 ， 1 7 ．. 一 38 

8 12 26 24 44 20 

37 

口
27 32 45 18 

34 16 28 29 46 32 

32 14 28新 26 47 42 

34 14 29 38 48 38 

33 15 30 29 49 31 

心年次 卒業者 年次 卒巣者

50 27 6 46 

51 29 7 58 

52 47 

53 38 

54 39 

55 40 

56 42 

57 39 

58 35 

59 35 

60 46 

61 39 

62 43 

63 39 

平成 1 41 

2 40 

3 44 

4 47 

5 42 
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大学院前期課程修了者数 大学院後期課程修了者数

年次 修了者 年次 修了者 年次 修了者

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 17 5 ！ 27 昭和35

50 14 6 23 36 

51 12 7 29 37 

52 15 38 

53 15 39 

54 18 40 

5 55 13 41 

1 56 15 42 

1 57 15 43 

4 58 15 44 

6 59 17 45 

7 60 23 46 

7 61 20 47 

6 62 21 48 

5 63 21 49 

8 平成 1 23 50 ， 2 27 51 

7 3 23 52 

17 4 25 53 

大阪高等工業学校卒槃者834名、大阪［薬大学、大阪佑国大学、

大阪大学卒東者1810名、大学院修了者、前期諜程539名
後期課程 108名、総叶 3291名
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後書き

先づ最初にこの百年記念誌が大嶋泰治百年記念事業準備委員長を中心として、

委員各位並びに教室の教職員の方々の協力によって完成したもので心から感謝の

意を表する次第である。

さてこの記念誌は主として私の保存していた多数の資料をもとにまとめたこと

になる。それは私が昭和 59年 4月停年退官した際、 5月25日に醗酵工学科メモ

リアルホールで催された記念講演会で、「醗酵工学科の 88年の歩み」と題した講

演をしたことが端緒となっている。当時大阪大学では創立 50周年記念事業とし

て色々の事業が企画され、私も工学部での委員として教室の歴史のまとめや工学

部資料室創設のための資料の収集などに協力していた。

さらに東洋大学経営学部の鎌谷親善教授が、大阪大学史紀要第 3号（昭和 58

年 11月）で「大阪工業学校の創立過程」と酒史研究 1(日本酒造史研究会）（昭

和 59年 6月）に「近代醸造技術教育の断面ー坪井仙太郎と大阪高等工業学校醸

造科ー」を執筆される際、資料の収集のお手伝をしたことからもより多くの歴史

的資料が手もとに集まることとなった。

また元大阪醗造学会専務理事として 40年勤められた土田盛ー氏（大正 9年卒）

の謝恩誌（昭和 52年 3月）の編纂にも携わったことも資料蓄積に役立っている。

これら手持ちの資料を整理しながら第 1章より第 8章に区分してこの記念誌を

組み立てることにした。

第 1章から第 4章は 100年にわたる教室発展の歴史を、教員組織、学科課程、

研究の流れを学校の変遷を背景にまとめた。

第 5章は学科の改組に当り中心的役割を果たした大嶋泰治名誉教授がその経過

と21世紀に向っての応用生物工学専攻の目指す方向を述べた。次いで、各現役

教授が応用自然科学科と応用生物工学専攻の内容を主な研究と特長、今後の展望、

研究室人員•構成に分けて述べた。

第 6章には国際交流への貢献と題して、現生物工学国際交流センター長の吉田

敏臣教授が執筆した。

第 7章は同窓会の活動と生物工学への貢献について、私が大阪醜造学会の活動、

坪井記念館の建設について述べ、大阪醗造学会の日本醸造工学会へと学術団体と

して脱皮した際の当事者の苦悩を述べ、その後の 30年の経緯について昭和 38年
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以降の発展経過を表にまとめた。同窓団体としての会合は年代順に示した。

第 8章は多数の同窓の方々の思い出を綴っていただいた。

今改めて振り返ってみるとき、私の所持した資料が教室の歴史を明らかにする

のに十分であったのか、もっと調査すべきではなかったのかと危惧している。殊

に私の生涯の最後の教室への謝恩となるのかと思うと感慨無量である。

終りに臨み、大阪工業学校醗造科より今日の大阪大学大学院工学研究科応用生

物工学専攻に至る 100年にわたってきた経過に思いをはせるとき、当事者であっ

た多数の教職員の方々の盛力に対して敬意を彿うと共に、その周辺にあって強力

に支援して下さった関係各位に対して深甚なる謝意を表するものである。 21世

紀に向っての飛躍を期している応用生物工学専攻に対して今後とも旧倍する御支

援の程を乞い願う次第である。

平成 8年 9月吉日

大阪大学名誉教授芝崎 勲
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